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序

一色青海遺跡の所在する愛知県稲沢市と中島郡平和町は、濃尾平野のほぼ

中央に位置する町であります。現在の当遺跡周辺は植木生産の盛んな地域で

ありますが、歴史的には稲作と河川を利用した生業とが密接に関わって育ま

れてきた地域といえます。

この一色青海遺跡は、日光川上流流域下水道浄化センター建設及び県道馬

飼井堀線建設に伴う事前調査として、愛知県土木部より愛知県教育委員会を

通じて委託を受け、調査を行って参りました。これまで当センターにおいて

調査報告されている一色長畑遺跡と一連の遺跡と考えられるもので、今回の

調査により、弥生時代の集落としてほぼ全体像が想定できるようになりまし

た。本遺跡は新たな弥生時代像を考えていく上で欠かすことができない遺跡

になるものと思われます。本書の調査成果が文化資料として広く活用され、

また埋蔵文化財に関する一層の御理解を願う次第です。

最後になりましたが、発掘調査の実施にあたり、地元住民の方々をはじめ、

関係者及び関係諸機関の御理解と御協力を頂きましたことに対し、厚く御礼

申し上げます。

平成10年8月

財団法人愛知県埋蔵文化財センター

埋草長塩見修哉



例言

1・本書は愛知県稲沢市儀長町および中島郡平和町須ケ谷に所在する一色青海遺跡(『愛知県遺跡地図』 ( I )尾張地

区による遺跡番号は09168、稲沢市遺跡番号は4- 10の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は愛知県土木部が建設予定している日光川上流流域下水道浄化センター建設及び県道馬飼井堀線建設に

伴う事前調査として愛知県土木部から愛知県教育委員会を通じて委託を受けた財団法人愛知県埋蔵文化財センター

が実施した。

3.調査期間は平成5年5月～同9年3月で、整理期間は平成9年4月-同10年3月である。

4)発掘調査は高橋信明(本センター課長補佐・現愛知県教育委員会文化財課教育主事)、福岡晃彦(本センター課

長補佐)、前田雅彦(本センター主査.現小牧市立北里小学校教頭)、水谷寛明(本センター主査・現一色町立佐久

島小学校教諭)、池本正明(本センター調査研究員)、鈴木正貴(本センター調査研究員)、加藤博紀(本センター

調査研究員)、蔭山誠一(本センター調査研究員)、早野浩二(本センター調査研究員)が担当した。

また調査に参加頂いた方々は、以下の通りである。

浅野文善、飯野香代子、石黒芙佐子、市川香津子、市橋久美子、伊藤とよ、稲垣美登里、井浪栄子、今井春義、

今田利彦、岩田明美、岩田美季子、上田茂寿、上田利子、植村輝美、内薗洋子、内野知代子、奥田美由岐、小野

清子、各務則子、垣見和昭、片岡健二、片野百合子、加藤悟子、鎌田智子、黒谷日佐子、小崎暢子、後藤栄次、

後藤喜久江、五藤むつ子、小播すみ江、近藤洋子、酒井敏子、桜井乃布香、柴山香代子、柴山まさえ、新海澄子、

杉田千代子、杉原利明、関田美千代、高野幸雄、竹川美知子、棚橋豊子、田深多美子、堤陽子、東松道昭、徳永

悟士、中村幸一、長屋靖子、西村澄子、野垣豊子、野々垣敬子、野々垣鈴美、橋口為義、羽田野明美、服部富子、

服部美枝子、服部礼二、早川久子、林恭江、久田友子、日比芳子、平野加奈子、平野比芦子、平林八寿子、藤井

美代子、松田典子、三輪美恵子、百瀬詔子、森清和、森本千歳、山崎久美子、山田由起夫、山田芳美、山之内な

つ子、山本真紀子、雪松町子、渡辺康子

(五十音順・敬称略)

学生

浅野知之(東海大学)、岩間弘樹(三重大学)、内蔵莱穂子(愛知学院大学)、梅林秀行(早稲由大学)、遠藤啓輔

(奈良大学)、加賀智之(三重大学)、加藤優子(名古屋女子大学)、河合征治(三重大学)、楼木耕史(名古屋工

業大学)、新海洋規(名古屋経済大学)、田口雄一(花園大学)、富田智恵(豊田短期大学)、富永晶子(悌教大学)、

中島新治(花園大学)、中村晋也(三重大学)、野村信生(日本大学)、堀田真理子(愛知淑徳大学)、山内富正(価

教大学)、吉兼千絵(同朋大学)、吉田由香(敦賀女子短期大学)

(五十音順)敬称略)

5・調査・報告書作成に際して次の機関から御協力を得た。

愛知県教育委員会文化課、愛知県埋蔵文化財調査センター、愛知県土木部、稲沢市教育委員会、平和町教育委員

会、守山市教育委員会、三重県埋蔵文化財センター、松阪市文化財センター

6)調査・報告書作成にあたっては次の方々の御教示、御協力を頂いた。記して感謝の意としたい。)

愛甲昇寛、伊藤秋男、井上直夫、上村安生、大参義一、小林正史、鈴木元、高田康成、中村一郎、日栄智子、菱

田昌美、日野幸治、深澤芳樹、福田昭、福田哲也、北候献示、森泰通、山崎秀二

(五十音順・敬称略)

7.平成9年6月14日(土) ・15日(冒)には、財団法人愛知県埋蔵文化財センターにおいて一色青海遺跡検討会を

行った。 25名の参加者があり、貴重な御教示を賜った。記して感謝の意としたい。

赤澤徳明、浅井厚視、天野博之、石川日出志、石黒立入、伊藤淳史、小林正史、杉浦裕幸、鈴木敏則、鈴木とよ

江、鈴木正貴、高橋幸仁、田口雄一、田中昌樹、永井宏幸、成瀬憲作、賛元洋、馬場仲一郎、早瀬賢、早野浩二、

原田幹、深澤芳樹、宮越健司、森泰通、山内富正

(五十音順)敬称略)

8・報告書作成に関わる整理作業には蔭山誠一があたり、八木佳素実(調査研究補助員)、永井智子(調査研究補助

負)、玉作美智子(以下整理補助員)、中村たかみ、本多恵子、山本律子、山田有美子、田中和子、野川佳江、加

藤豊子、平野みどり、柴田和恵、稲石純子(富山大学大学院)、全並美保子の協力を得た。



9.写真図版の撮影は遺構は各調査員が、遺物は深川進・小島英樹が主に行い、一部の弥生土器・石器を蔭山が撮影

した。

10・本書の編集は、考古編を蔭山誠一、自然科学・考察編を鬼頭剛・堀木真美子が担当した。本書の執筆は目次と

各章の文頭に記載している。

11)本書で使用している遺構略記号は以下の通りである。

NR-旧河道、 SA-柵、 SE-井戸、 SB)・・竪穴住居・掘立柱建物、

SK・土坑、 SD・・・溝、 SU・・・土器集積、 SX-方形土坑、 SZ-方形周溝墓

12・本書で使用する遺構埋土等の色調については1989年度版『新版標準土色帳』小山正忠・竹原秀雄編著を参考に

記述した。

13.調査区の座標は、建設省告示の国土座標第Ⅶ系に準拠する。

14.調査の実測図、写真等の記録は財団法人愛知県埋蔵文化財センターで保管している。

〒 498-0017愛知県海部郡弥富町大字前ケ須新田字野方802番24

15・調査による出土遺物は愛知県埋蔵文化財調査センターで保管している。

〒 498-0017愛知県海部郡弥富町大字前ケ須新田字野方802番24
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1.前言

蔭山誠一

(1)位置(第1図)
一色青海遺跡は愛知県稲沢市儀長町及び中島郡

平和町須ケ谷に位置する遺跡で、名鉄尾西線上丸

渕駅より東約2.1km、名鉄名古屋本線国府宮駅より

南西約4.7kmの位置にある。西約90氾mには国道155

線が北北東から南南西にはしる。

(2)調査に至る経緯と経過

(第2図・第1表)

愛知県土木部下水道課において計画された日光

川上流流域下水道浄化センター建設、愛知県土木

部道路建設課で計画された県道馬飼井堀線建設に

際し、その予定用地内に弥生時代の遺物散布地で

ある『一色青海遺跡』 (遺跡番号県伊168、稲沢市

4-10)が所在しており、事前に発掘調査し、記

録保存する必要性が認められた。そのため平成4

年度に愛知県埋蔵文化財調査センターでは調査計

画を策定するための遺跡の試掘調査を行い、範囲

の確認をした。この際試掘トレンチから多くの弥

生土器・石器が確認された。このため、新下水道

浄化センター建設、新県道建設に先立って発掘調

査が計画され、愛知県土木部より愛知県教育委員

会をとおして委託を受けた財団法人愛知県埋蔵文

化財センターが平成5年5月から平成9年3月まで

の期間で、一色青海遺跡の発掘調査を実施した。

調査にあたっては、面積も広く、事業地となる調

査対象区域が分かれているため、第1表の通り調

査を実施した。調査区は事業対象地内にある用水

路・車両の侵入路・廃土置き場などの関係もあり、

/-
第2図のようになった。調査面積は23,500㎡であ

る。発掘調査終了後、平成9年度に出土遺物の整

理作業、及び報告書作成を行った。

(3)調査方法

現地表面から表土のみをバック・ホウにより除

去したのち、建設省告示によって定められた平面

直角座標第Ⅶ系に準拠した5mグリッドを設定し、

手掘りで包含層を掘削して遺構を検出する方法を

とった。調査の進行上、基本的に遺構測量はヘリ

コプターによる航空写真測量を実施し、調査区全

面の1/50基本平面図を作成したほか、重要部分

については補助測量図を手測りにより実施した。



発掘調査

97.4-98.3

97・4--98.3

第1表調査の工程

第2図調査区位置図(1 :5,000)
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作業風景(1)
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遺物(木製品)の収蔵 遺物の写真撮影

作業風景(2)
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2.遺跡の概観

(1)地理的環境
濃尾平野は木曽川により堆積された沖積平野で

あり、上流域より扇状地地帯、氾濫原地帯、三角

州地帯という地形に分けられる。木曽川南側にな

る愛知県尾張地域では、かつての木曽川支流であ

る数多くの小河川が流下し自然堤防と後背湿地を

形成している。一色青海遺跡のある稲沢市は濃尾

平野の氾濫原地帯のほぼ中央部に位置し、西を日

光川、東を五条川に画された中にあり、市の中心

部を三宅川が蛇行しながら南流する。一色青海遺

跡は日光川と三宅川の自然堤防に挟まれた後背湿

地の中に位置する。この稲沢市周辺の自然堤防地

帯はたび重なる河川の氾濫で肥沃な大地となり、

全国でも有数の植木の産地として名をはせている。

(2)歴史的環境

1.弥生・古墳時代(第1図)

弥生時代の遺跡は、稲沢市北西部から美和町・

甚目寺町.清州町北部にかけて標高2・5mに沿うよ

うに帯状に広がっている。この帯状の広がりの中

に朝日遺跡などの著名な弥生時代の遺跡が含まれ

ている。この弥生時代の遺跡の広がりと縄文海進

高潮期以降の海浜性浜堤の広がりが対応している

ことがわかる。

海浜性浜堤とは、河川による自然堤防の延長方

向と直交ないし斜交しているもので、濃尾平野に

は数列存在する。河川はこの浜堤を乗りこえると

きに自らを著しく屈曲・蛇行させ流下している。

そのうち海側から数えて二列目の浜堤(第二浜堤

加藤博紀

)は、西は中島郡祖父江町から稲沢市片原一色.

矢合(奥田付近を通り、東は西春日井郡清州町廻

間・朝日・阿原付近へと北西一南東方向に延びて

いる。この第二浜堤の東側に朝日遺跡は立地して

いる。西方向に目を移すと、廻間遺跡、土田遺跡、

堀之内花ノ木遺跡そして一色青海遺跡へとつな

がっていく。他にも未調査ではあるが弥生時代の

遺跡が第二浜堤上に広がっている。この遺跡の住

人たちは、河川の氾濫から身を守っていくために

この海浜性浜堤に好んで居住したことが想像され

る。

古墳時代に入ると、遺跡が稲沢市及びその周辺

一帯に拡大していく。しかし稲沢市井之口町一帯

および稲沢市日比町・南北麻積町)野崎町に囲ま

れた地域には全く存在しない。近世において新田

開発されるまで両地域は湿地帯であり、当時も居

住に適しない地域であったことがわかる。

2.中世(第2図)

本遺跡周辺地域の中世城館跡の中で、片原一色

城・三宅城.矢合城・儀長城・井堀城は橋本伊賀

守及びその一族が城主であったと伝えられる。橋

本氏は定着した15世紀初めから加藤清正の招きで

肥後へ赴く16世紀末までこの地域を支配した。こ

の橋本氏の5城について考えてみる。

片原一色城は、 「片原一色村誌」によると応永年

間この地域に定着した橋本宣都寺以降8代にわ

たって橋本氏に相伝された居城であるとしている。

15世紀初めから橋本氏の本城として利用されたこ

とがわかる。またその位置は光堂川を望むところ



第1図周辺の弥生・古墳時代の遺跡と地形(11100,000)
アミカケと.は弥生時代、アミカケなしと○は古墳時代
1.朝日遺跡2・廻間遺跡3.土田遺跡4.堀之内花ノ木遺跡5.l色青海遺跡

第2図周辺の中世城館跡
(1 : 50,000)

アミカケは一色青海遺跡
A "片原l色城
B.矢合城

C.儀長城
D・井堀城
E ・三宅城
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にあり、その光堂川を利用すれば、日光川を経て

津島などへ行くことができた。

三宅城は、下三宅野口義一所蔵文書によると片

原一色城主橋本伊賀守道-の嫡子伊兵衛尉道正の

居城であるとしている。城館と推定されている地

域の南に「船附」という字名があり、三宅川を利

用した交流が盛んであったことをうかがわせる。

三宅川を下れば、織田信秀が居城とした勝幡城、

さらに津島などへ行くことができた。

矢合城・儀長城・井堀城に関しては詳しい資料

がない。城主に関しても矢合城主が橋本大勝(檎

本伊賀守道一の弟)であることがわかるのみであ

る。なお1993 -94年度に実施された儀長正楽寺

遺跡の発掘調査でも儀長城に関する遺構は確認で

きていない。しかし3城とも三宅川流域にあるこ

とから三宅川水系を利用する意図があることは想

像できる。

以上から橋本氏が関わった5城には居城または

軍事拠点という目的の他に、日光川.三宅川水系

の利用という目的があるものと考えられる。

(3)地誌

本遺跡の所在する平和町須ケ谷の旧名須賀垂

(すかたり)の「須賀」とは、砂所が転じたもので、

砂所は「砂の集ひ寄たる形」をさすとしている。こ

のことからこの地域に洪水を防ぐことができるよ

うな砂地の高まりがあったことがうかがえよう。

これは隣村の片原一色村を「此むら砂地」である

と紹介していることからも砂地の高まりの存在が

わかる。 「須賀」がはたしてどのような環境の土地

につけられた地名であるかを愛知県尾張地域に拡

大して考えたゆきたい。

第1表のように『尾張国地名考』の中に紹介さ

れている旧村名は1 2件存在した。これをみると

旧中島郡・海東郡が8件を占めていることが分か

る。この地域は木曽川支流の氾濫原地帯である。

旧中島郡・海東郡以外の「須賀」を含む旧村を考

えてみると、愛智郡高須賀村は庄内川を挟んで海

東郡鎌須賀村・長須賀村の対岸に、春日井那須ケ

口村は海東郡鎌須賀村の北方の庄内川と五条川の

合流点に、葉栗郡須賀村は木曽川沿いというよう

に河川と密接な関係をもつ地点に位置している。

次に旧中島郡・海東郡内の小字についても「須

賀」がつくものを明治17-18年にかけて調査さ

れた地籍帳から抜出した。この結果が第2表及び

第3図である。両郡内には36件あり、 21の旧村で

見ることができた。土地利用状況に関しては、旧

中島郡内で畑の面積が一番広く利用されていた小

字は32件中17件に及んだ。これは比較的周囲よ

り高いことをさすものと推測される。分布状況は、

中島郡全体に広がるのに対し、海東郡は庄内川と

旧佐屋川沿いにしか見られない。立地条件は日光

川.三宅川などの蛇行する河川沿いあるいは河川

に挟まれた地域に多く見られ、それ以外の地域に

は全く見ることができない。

以上から基本的に「須賀」を含む地名は、尾張

においては河川が緩やかに蛇行するような氾濫原

地帯の自然堤防に多くみられるものであることが

わかる。また旧知多郡横須賀や旧桑名郡天ケ須賀

などのように海に面した地域に見られるものもあ

り、これは海によって築かれた砂丘状地形すなわ

ち海浜性浜堤に立地するものと考えられる。水の

被害が多い氾濫原や海岸部において砂の高まりJま

居住域として絶好の場所であったことであろう。

「須賀」を含む地名周辺に人が住んだ痕跡があるこ

とは容易く想像される。



第1表『尾張国地名考』中における「須賀」を含む旧村名

旧村名 旧郡 同書に紹介された特記事項 備 考

1 高須賀村 愛智 正字は洲所○ 「こ」は 「か」に変化○

2 須ケ口村 春日井 正字は洲所口○

3 須賀村 葉栗 正字は洲所○ 「こ」は 「か」に変化○ 現在は岐阜県羽島市○

4 梅須賀村 中島 売須可 (めすか) という○

5 苅安賀村 中島 目名須賀村○ 「苅屋」は後の冠字○

6 須賀谷村 中島
旧名須賀垂○垂 (た り) は谷が転じた
もの○

7 須賀村 中島
堀津須賀と呼ぶ○長良川東堤の中で砂
山の地0

現在は岐阜県羽島市○

8 鎌須賀村 海東
川間須賀むらが転じた○萱津川と寓場
川の間の砂所か0

9 蜂須賀村 海東
蓮池を埋めたことによる蓮須賀が転じ
た○

10 須賀村 海東 北一色村の北○

ll 長須賀村 ※海東 長い砂所か○

12 横須賀村 知多

※枝村および「○○新田」は除外した。
※表記は『尾張国地名考』にしたがう。
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第3図旧中島郡・旧海東郡内の「須
賀」を含む地名図

(1 :20,000)

・1-11・・・旧村名
#a-u・・・旧小字名



第 2 表 旧中島郡 2海東郡内の 「須賀」を含む旧小字名 ( 「須ケ」含む)

〟 旧小字 旧郡 日村名 現市町村 日小字 日郡 日村名 現市町村

a 須ケ口 中島 稲葉村 ?岩沢市 n 須賀重り 中島 二俣村 中島郡祖父江町

b 高須賀 中島 島村 手岩沢市 0 高須賀 中島 甲新田 中島郡祖父江町

子須賀 須賀北

C 高須賀 中島 治郎丸村 稲沢市 p 須賀 中島 天池村 稲沢市

d 子須賀 中島 子生和村 稲沢市 q 苅安賀道 中島 富田方村 一宮市

e 高須賀 中島 稲島村 稲沢市

r

須ケ北

中島 一宮村 一宮市

f 須ケ越 中島 大塚村 手岩沢市 須ケ西

g 苅安賀道 中島 開明村 尾西市 須ケ崎

h 須ケ先 中島 新開村 中島郡平和町 須ケ東

1 須ケ越 中島 梅須賀村 稲沢市 須ケ山

ー 高須賀 中島 上祖父江 尾西市 須ケ流

k

須賀
中島 明地村 尾西市

高須賀西
須賀東 高須賀北

須賀前 高須賀

1

下須賀
中島 西五城村 尾西市

S 西高須賀 海東 二ツ寺村 海部郡美和町

須賀前 東高須賀

高須賀 t 須ケ脇 海東 向島村 津島市

m 須賀脇 中島 野田村 中島郡祖父江町 u 穎賀割 海東
画善太新田 海部郡佐屋町

※地名表記及び順序は地籍帳にしたがう○
※開明村 . . .明治11年12月28日野府村と小原村合併
新開村 . . .明治11年12月28日丸淵村と鷲尾村合併
明地村 . ‥ 明治11年12月28日阿古井村と吉藤村合併

<追記> 『尾張国地名考』によると「何国にても

須賀と一色とはかならず雙びてある地名」で、 「一

色」の語源の一説に入沙處が転じたものとしてお

り、実際に平和町須ケ谷に隣接して稲沢市片原一

色が存在する。しかし「一色」という地名は河川

とは関係が薄い山間部にも多数あり、必ず一緒に

登場するものでもなかった。語源の他説にあった

「初めて居敷(ゐしき)を定め家屋を卜る」すなわ

ち支村というような意味であると考えてここでは

取り上げなかった。
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3.調査の概要と基準層位

(1)調査の概要(第1図)

遺構の時期としては大きく弥生時代中期後葉

(凹線文期・高蔵期)と鎌倉時代～戦国時代にかけ

ての2時期に分けられる。弥生時代中期後葉の主

な遺構としては竪穴住居94棟、掘立柱建物6棟、

柵1基、方形周溝墓25基、井戸1基、溝32条、土

坑多数、旧河道9条が検出され、居住域と墓域の

関係と変遷を考えることが可能な集落遺跡といえ

る。鎌倉時代～戦国時代にかけての主な遺構は、

方形土壌238基、土坑3基を検出しており、集落

城から外れた中世の後背湿地の状況を考える上で、

良好な遺構群と思われる。その他古代の遺構とし

て古墳時代前期前半の土坑1基、中世以前の柵1基

を確認している。

また調査区により地形的なまとまりがあるのと

同時にその地形を反映した遺構構成をもつ5つの

調査区にわけることが可能である。

北調査区-93E a-93Ec ・94Aa-94Ad

95F -96B-96Dのちょうど県道馬飼井堀線の調

査に伴う部分である。弥生時代中期後葉の北西か

ら南東方向に検出される旧河道とその間の微高地

に営まれる居住域が交互にみられるのが特徴的な

調査区である。

東調査区・・93Aa区・93Ab区93Ba区・93

D区95Aa区95Ac区・95Ba区・95Be

区95E区の西に高く東に低い南北にのびる微高

地部分にあたる調査区で、弥生時代中期後葉にお

いて竪穴住居や土坑などからなる居住域から、方

形周溝墓からなる墓域に変遷するのが特徴である。

蔭山誠一

南調査区-93Bb区93Ca区93Cb区・94

Ca区-94C区・94Da区-94Dc区・94E

区94F区・95Cc区で、全体的に東西にのびる

微高地の南側縁辺にあたる調査区である。東西に

広く中世の方形土坑が検出された部分で、弥生時

代中期後葉の遺構群はその北側の93B b区・94C

a区94Cb区に集中している。

西1調査区-93Ae区・95C区95Cb区(

95Db区96A区で北にある旧河道とその南側自

然堤防状の微高地部分にあたる調査区で、微高地

部分が弥生時代中期後葉の居住域となり、その南

側の縁辺部では遺構が希薄となる。

西2調査区-94Ba区94Bb区で、西1調査

区の微高地の西にのびた部分にあたる調査区で、

弥生時代中期後葉の居住域が広がる。

遺物では弥生時代中期後葉の遺構に伴う多くの

弥生土器、土製品、石製品、木製品、骨角製品と

中世の陶磁器、銭貨、鉄資料、木製品が出土した。

弥生時代の遺物としては、竪穴住居、方形周溝墓、

土坑、旧河道などに伴うまとまった土器が出土し、

遺構の変遷や土器の交流などを考える上で貴重な

資料と思われる。石製品では居住域を中心に出土

しており、石製品製作に伴う末成品や剥片、加工

具と考えられるものがみられる。居住域にともな

う石材もできる限り採取した。木製品では旧河道

に伴うものが中心で、未成品や多量の自然木とと

もに出土し、木製品の製作と周辺の環境を考える

根拠を提供している。また土坑などに伴う資料と

して多くの種子資料、骨貝資料を採取しており、



第1図一色青海遺跡遺構全体図
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当時の食料や生活環境を考える上で貴重な資料と

思われる。中世の遺物としては量的に多くないが、

方形土坑に伴う陶磁器などが出土し、遺構の時期

幅を考えることが可能である。

また直接遺構には伴わないが、古代の須恵器、

中世の鉄資料、近世の加工円盤などの資料も少量

出土した。

(2)基準層位(第2図-第7図)

現在の一色青海遺跡は標高1.00m- 1.70mの微

高地上に位置しており、基本的には北から南に緩

やかに下る地形となっている。調査区は事業の対

象地であると同時に現代の区画にも大きく制約さ

れており、調査前が水田である部分と畑地であっ

た部分などではかなり地形が改変されている。

本遺跡の調査は東西に広く行なわれているが、

集落の中心部分の調査は行なわれておらず、遺跡

の中心より外れた周辺を調査している。調査を

行った部分は東西南北に1周するような配置に

なっており、不完全であるが東西南北の各セク

ションをつなげた(第2図)。北調査区・東調査区・

南調査区・西1調査区について述べる。

C

A

0.50m

南調査区D E

0.50m

1.00m

0.50 m c^r *rrS 0.50 m

■シルト

第4図南調査区土層堆積図(1 :400、水平距離と標高の比は1 mo)
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a 1北調査区(第5図、第7図土層②)

北調査区としているのは、西は当センターで調

査報告されている一色長畑遺跡91 A区から東の

96 B区の450mにわたる部分で、現在の植木畑を

除くと標高は1.40m程で東西の比高差がほとんど

ない。

表土からの堆積では、 o・3 m-0.5 m程の耕作土

を除去すると中世の堆積と思われる腐植質な

10YR3/1黒褐色シルト(砂粒が肉眼で見えず、粘

土紐が出来る)層が10-20cm堆積している部分

がある。その腐植質なシルト層下には弥生時代に

さかのぼる旧河道が顕れることが多く、中世に至

るまでその部分が凹みとして残存していたことが

推定できる。一方腐植質なシルト層のない部分は、

後世の耕作などにより削平されているのか、もと

もと堆積しなかったのかわからないが、現在の耕

作土直下の面が弥生時代の遺構面となり、弥生時

代の微高地とほぼ一致する。遺構面下の堆積は余

り確認できていないが95F区の部分(第5図K～

L)では微高地の部分から旧河道のある部分へと

層厚10cm程の細粒砂(砂粒が肉眼で見えず、触る

とさらさらしている)層がやや傾斜をもって数層

堆積しており、その間に比較的粒度の粗い中粒砂

(砂粒は肉眼で見えないが、触るとややざらつく)

層が入っている。旧河道はその堆積の凹みを流れ

ており、北調査区は旧河道の流れる谷とその間に

挟まれた微高地が交互に残る環境が推定され、弥

生時代以後の堆積は微高地を削り、谷を埋めてい

く過程と言える。

b.東調査区(第6図)

東調査区は遺跡の東側にある93Aa区・93D

区95Aa区から95E区にいたる南北約150mの

調査区で、現地表で北から南に緩やかに傾斜する

が、東調査区中央の93Ab区と93B a区がわず

かにピークになって95E区にかけてやや下がって

いる。また調査区の西側は全体に高く東側が大き

く下がる谷地形となっている。東調査区の土層断

面は東側の微高地部分のものになるが、 93A a区

では耕作土下に弥生時代から中世の遺構が同一面

において検出できる。弥生時代においては2・5Y4

/ 2暗灰黄色細粒砂層を挟んで2時期の遺構が確

認できる。下部の層々は確認していないが、この

南北の土層では細粒砂層の起伏に応じて低い部分

にシルト層がレンズ状に堆積しており、南側の低

い95 E区では中粒砂層上から遺構が確認できる。

C.南調査区(第4図)

南調査区は95Cc区から95Bb区93Bb区

にいたる東西約150mの調査区で、ここでは遺跡

の南側の状況を見るため95 E区まで含めて考え

る。

現地表面においては1・00m～1・30mの間にあり、

やや東に低くなる傾向があるがほぼ平坦な地形で

ある。中世の方形土坑は現在の耕作土直下におい

て検出でき、弥生時代の谷を埋めているシルトや

細粒砂層がその基盤となっている。弥生時代の遺

構面については95Cc区・94Db区95E区にお

いて高まりがみられるが、遺跡の北西からのびる

尾根状の微高地にある95E区を除いて遺構は希薄

である。

d.西1調査区(第3図、第7図土層①)

94Ae区95Ca区から95Cb区・96D区)95

D b区にいたる南北145m程の調査区で、現地表

面では南側で畑に利用されたのと道路下にあった

ことから南側で標高2mと北の95Ca区よりo・5

m程高く残っていた。

土層断面は南調査区の中央を南北に縦断してお

り、現地表面から0.5mから深いところで1.4m

程下で弥生時代の遺構面が確認された。弥生時代

の遺構面は現在の起伏とは異なり、より北寄りに



微高地のある堆積状況が確認できた。 95C a区の

北側には弥生時代の旧河道と思われる北に傾斜す

る堆積が確認され、その南側に形成されている微

高地には竪穴住居などの遺構が多数確認された。

南側は96A区北側から次第に下がっていき、遺構

も希薄となる。遺構面より下部の土層については

あまり確認できていないが、弥生時代の遺構のあ

る基盤は何層もの細粒砂層の堆積の上にあり、南

側では傾斜して堆積する細粒砂層の凹みにシルト

や中粒砂層が挟まれて交互に堆積している。弥生

時代の遺構面上には黒褐色シルト層が10- 20cm

堆積しており、遺物包含層となっている。弥生時

代以降ではレンズ状の堆積とは異なり、後世の大

規模な撹乱が及ぶ土層が堆積しており、上部での

遺構は確認できなかった。

東調査区土層図配置
S=1/2000

東調査区

㌔ :-Tm盛ニ
0.00m 0.00m

Eヨシルト

第6図東調査区土層堆積図(1 :400、水平距離と標高の比は1 :10



土層①

1. 2・5Y4ふ2暗灰黄色シルト

2. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂

3. 10YR3/1黒褐色細粒砂

4・ 10YR3る2黒褐色細粒砂

5. 2.5Y3ふ2黒褐色中粒砂

6. 10YR3る1黒褐色細粒砂

7・ 2.5Y3/3暗オリーブ褐色中粒砂

2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂

9. 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂

10. 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂

10YR4ふ2灰黄褐色細粒砂

12・ 7・5YR3ふ1黒褐色シルト

13・ 10YR4/1褐灰色細粒砂

14・ 2・5Y4る1黄灰色細粒砂

15. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂

16・ 2.5Y3る1黒褐色細粒砂

17. ・5Y3る2黒褐色細粒砂

18. 10YR4/2灰黄褐色細粒砂

19 2.5Y 4ふ1黄灰色中粒砂

20・ 2.5Y4る1黄灰色細粒砂

21. IOYR3/2黒褐色シルト

22. 1OYR3/2黒褐色細粒砂5O%

2・5Y4/1黄灰色シルト50%

23. 2.5Y5/1黄灰色細粒砂

24. 10YR3/1黒褐色小粒砂

25. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂

26. ・5Y4/1黄灰色「再./:砂

27・ 2.5Y3/2黒褐色小粒砂

28・ 2・5Y4/1黄灰色シルト

2り2.5Y5る1黄灰色細粒砂

30・ 5Y4る1灰色細粒砂

土層②

1・ 10YR3ふ1黒褐色シルト

2・ 2・5Y4る1黄灰色細粒砂

3. 5Y4る1灰色細粒砂

4. 2.5Y4る1黄灰色細粒砂

5. 10YR3る1黒褐色シルト

5Y4ふ1 〝灰色細粒砂

7. 5Y4ふ1灰色細粒砂

10YR3/1黒褐色シルト

9. 2・5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂

10. 5Y3ふ1オリーブ黒色細粒砂

11・ 2・5Y4る1黄灰色細粒砂

12. ・5Y4る1黄灰色細粒砂

13. 5Y4ふ1灰色細粒砂

14. 5Y4ふ1灰色細粒砂

15. ・5Y4る1黄灰色細粒砂

16・ 2.5Y4/1黄灰色細粒砂

17. 2.5Y4ふ|黄灰色細粒砂

18・ 2.5Y471黄灰色細粒砂

19. 5Y4/1灰色細粒砂

20. 5Y4る1灰色細粒砂

21. 5Y4ふ1灰色細粒砂

22・ 5Y4ふl灰色細粒砂

23. 5Y4ふ1灰色申粒砂

第7図基本層序(第3図矢印①.第5図矢印②部分、 1 :50)
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4.弥生時代の遺構

(1)竪穴住居

(第1図～第18図、第1表・第2表)

竪穴住居竪穴住居としたのは94棟で、遺物や家

屋の焼失した炭化材が出土したものはもちろんで

あるが、やや大型の平面方形状で掘り方断面が平

底のもの、幅10-20cm、深さ数cm程の細い溝に

囲まれたものについても竪穴住居として分類した。

そのため大小さまざまなものがあり、すべてが住

いとしての家屋とは限らないし、遺物がほとんど

出土しないものも多数あった。

分布竪穴住居は北調査区にある95F区5

棟96D区5棟、東調査区にある93Aa区8棟・

95Aa区9棟95Ba区22棟・95Be区1棟.95

E区13棟、南調査区にある94C区1棟・93B

b区1棟95C区1棟、西1・2調査区にある95

Ca区11棟・95Cb区15棟・96A区2棟94B

b区1棟で弥生時代の微高地が残存していた部分

に多数検出されている～これは見掛けの分布で

あって、本来は発掘調査を行い弥生時代の遺構が

検出された部分においては重なるように建てられ

たものと思われる。そうした中で竪穴住居が希薄

と思われるのは94A e区から96D区、 96B区・96

C区94Aa区、93Ca区南側93Cb区南側.

94Dc区・95Cc区94Db区、95Cb区南側.

95D b区・96A区の4つの地域においては弥生時

代においても低い部分にあたり住居が少なかった

と思われる。しかしSB65のように遺跡の南側に

おいても竪穴住居が検出される可能性があり、遺

蔭山誠一

跡の南側においても密集はしないものの散在する

形で存在した可能性は高い。

平面形態平面形態がある程度判明するもので

は、方形3棟、隅丸方形18棟、隅丸長方形13棟、

胴張長方形3棟とやや方形のものが多い。平面形

態の違いは時期差や系統差、居住者の階層差など

を反映したものと思われ、一色青海遺跡では方形

の住居の後に長方形の住居が建てられ重複する場

合に限られるので、住居形態の時間的変化が反映

しているものと考えられる。

竪穴住居の柱穴住居の屋根を支えた支柱穴の配

置についてであるが、満足に4本ずつ一定のパ

ターンで検出されたものは存在しておらず、調査

段階での不備はあるものの不明瞭といったほうが

良い。また竪穴住居内において検出されたビット

数には0個から12個まで幅広いが、 SB23やSB

66のように比較的大型の住居において多数のピッ

トが検出される傾向があり、また相対的に平面方

形の住居より長方形の住居が大型でビット数が多

い。しかしピットの深さについてはSB09で検出

された35cmのものが最も深く、中心は深さ15cm

前後にある。またSB18-SB21・SB28などの

住居では、壁際や壁溝の内部に検出されるピット

がある。住居内を全周するものはないが、径5cm

・15cm程で深さも5cm-10cm程と小さいものであ

る。

壁溝いわゆる竪穴住居の周溝と呼ばれるも



のであるが幅は5cm-30cm程と幅がある。深さに

ついては5cm-10cm前後である。壁溝としての痕

跡では壁溝の埋土部分がやや粘質であるものが多

かった点とS B22住居土層断面において東辺の壁

板が壁溝から倒れた状態で50cm程残存していた点

が確認された。壁溝は全周するものSB02- S

B13・ SB68など)と部分的に巡るもの(SB06.

SB07・ SB23・ SB82など)がある。部分的に

巡るものでは住居の南側を中心に巡るものが多

かった。また壁溝が2重や3重で巡るものについ

ては住居が拡張されたり.縮小された建て替えの

痕跡と考えられ、 SB09で2回、 SB73で1回の

建て替えがみられる。 SB09では縮小されたよう

にもみえるが、残存していた炉の位置からは2回

拡張建て替えされたものと考えられ、 SB73も拡

張建て替えが行なわれた。

炉の形態と位置あまり残存していた例は多くな

いが、地床炉8棟、地床炉+炉石2棟、地床炉+

炉台土器1棟、石置炉+炉台土器1棟がみられ、石

置炉に炉台土器が伴う例が確認された初例で、炉

縁石と炉台土器・炉石が伴うことを実証したもの

である。炉縁石は地床炉の住居内側に置かれ、炉

台土器・炉石は地床炉の中央付近で据えられてい

た。地床炉の断面を断ち割ったものの観察からす

れば、炉石などを据える分の深さだけ掘り込むも

のもあるが、炉の検出状況からすると使用中の炉

は床面から高い位置で平坦かやや盛り上げたとこ

ろを火床としていたものと思われる。 1つ興味深

い炉は、 S B73の地床炉に炉台土器をおいたもの

で炉台土器の住居内側を40cm程掘り凹めた痕跡が

残っていた。埋土に炭粒が多く含まれていたこと

からすると灰のかき取りや炉の下部からの湿気の

上がる毛管現象を絶ち切るための所作とも考えら

れるものである。炉の位置では住居中央に設けら

れるものが3例、やや偏在するもの6例、壁際に

あるもの2例で、方角では南に偏在して設けられ

るものが6例と多い。

床面標高残存している住居床面の高さは相対的

に当時の地表面の高さを反映している可能性もあ

るが、一色青海遺跡では93A a区で見つかってい

る竪穴住居のものが標高0・40m-0.64mと最も低

く、その他の調査区の竪穴住居が標高0.70m-1.00

mであるのに比べるとかなり低い。床面の高さに

ついては相対的に地下水位の低い微高地の高い部

分で深い竪穴住居を造ることを示す興味深い例で

ある。

焼失住居今回の調査では確実に焼失住居として

検出.記録できたものが8棟ある。どの焼失住居

においても炭化した材が放射状になっている部分

があり、壁板や屋根の垂木が倒れた痕跡を示すも

のと言える。炭化した材には板状のものと棒(枝)

状のものがあり、 SB73のように板状の材が壁際

から内側に倒れるように検出されるものとSB

68・S B69などのように棒状の炭化材がやや散乱

して内側に放射状にみられるものに分かれる。ま

た炭化材の出土する位置においてもS B69のよう

に床面から20cm- 30cm程浮いて出土するものと

SB02・SB68・SB73などのように床面近くに

おいて出土する場合がある。炭化材は針葉樹・ス

ギ属、広葉樹のコナラ亜属.アカガシ亜属・コナ

ラ.クリなどがあるが、一つの住居においても一

様ではなく、さまざまな部材が使用.混ざって出

土していることを伺わせるものである。

SU01は明確な遺構を確認できなかったが、炭

化材が土器とともに検出されていることから焼失

住居の可能性がある。

出土遺物焼失住居では床面直上から多くの弥生

土器がまとまって出土しており、当遺跡の基準資

料になるものと思われる。



第1図竪穴住居実測図1 (1:100)
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第2図竪穴住居実測図2 (1 :100、 SB09地床炉は1 :40)
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第3図竪穴住居実測図3 (1 MOO
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第4図竪穴住居実測図4 (1 :100、 SB22土層断面cldは1 :40)
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第5図竪穴住居実測図5(1MOO)

64



む芸≡≡≡≡童旦1.50 m

^^^^^QM

SB50¥

^a¥¥!x

--1.。。m

第6図竪穴住居実測図6 (1MOO)
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第8図竪穴住居実測図8 (1 :100)
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焼土・炭粒を含む層

第9図竪穴住居実測図9 (1 :100、 SB68地床炉は1 :40)
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第10図竪穴住居実測図10 (1 :100、 SB73地床炉は1 :40)
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焼土・炭粒を含む層

第11図竪穴住居実測図11 (1MOO)
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第13図焼失竪穴住居遺物出土状況図1 (1 :40)
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第14図焼失竪穴住居遺物出土状況図2 (1 I40)
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第15図焼失竪穴住居遺物出土状況図3(1 140)
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第16図焼失竪穴住居遺物出土状況図4 (1 :40)
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第17図焼失竪穴住居遺物出土状況図5 (1 :40)
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第18図焼失竪穴住居遺物出土状況図6 (1 :40)
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(2)掘立柱建物

(第19図・第3表)

掘立柱建物柱穴が一定の間隔で方形列状に並ぶ

ものを分類しており、桁行2間×梁行1間のもの

が2 (1棟、桁行3間×梁行1間のものが1棟、桁

行4間×梁行1間のものが1棟、桁行3間×梁行2

間のものが1棟ある。面積は4.2㎡ 14.4㎡で、小

型の建物である。

分布北調査区の96D区で1棟、東調査区の

93Ab区で1棟、西1調査区の95Cb区で3棟、

同96A区で1棟検出されている。 96D区の他は比

較的竪穴住居とは分布が重ならない部分の微高地

に占地しているのが特徴である。

柱間桁行の柱間1間1.1m 1.3m程でSB

106のみ1間1.70mある。また梁行の柱間は1.65

m -2.30mでSB 102のみ2.80mあるが、全て高

床建物と思われる。

柱穴柱穴の径はSB101やSB102で長径

50cmを越えるものが数個みられるが基本的には長

径でも20cm--40cm、深さ20cm 30cmのものであ

る。柱穴の深さについては5cm -42cmまで幅があ

り、 1つの建物においても30cm以上の深さの差が

あるもの(SB103)がある。柱材が残っていたも

のはないが、柱痕跡が残っていた建物の観察から、

ほぼ柱穴に合わせた径15 cm- 30cmの柱材が使わ

れた状況が推定できる。

建物方位N-59。 -W-N-60。 -Eの間にあるが

まとまりはない。

新 遺 構 NQ
調 査 区

2
旧 遺 構 N Q

建 物 方 位 . 柱 欠

の 形 昔

建 物 桁 行 0m )

柱 穴 長 径 0m )

建 物 梁 行 (m )
柱 穴 短 径 (m )

建 物 規 模 (a )
柱 穴 深 さ0m )

備 考 (柱 穴 埋 土 な ど )

S B 10 1 96 D S B A N -5 9 。 oW 4 .2 0 1 .6 5 面 積 / 6 .9 m Ⅲ式 、 桁 行 4 間 ×梁 行 1 間

S B 10 1 96 D S K 10 7 円 形 丸 底 0 .5 0 0 .5 0 0 .1 9

S B 10 1 % D S K 10 8 円 形 丸 底 0 .4 5 0 .4 5 0 .2 2 5Y 4/2 灰 刑 ーデ 色 極 細 粒 砂

S B 10 1 96 D S K 10 9 円 形 丸 底 0 .3 5 0 .3 5 0 .1 5

S B 10 1 96 D S K I 10 楕 円 形 丸 底 0 .4 0 0 .3 0 0 .2 1

S B 10 1 96 D S K 1 11 円 形 丸 底 0 .4 0 0 .3 5 0 .2 6

S B 10 1 96 D S K 1 12 円 形 丸 底 0 .5 0 0 .5 0 0 .3 5

S B 10 1 96 D S K 1 13 円 形 丸 底 0 .4 5 0 .3 5 0 .2 6

S B 10 1 % D S K 1 14 円 形 ロI ト状 丸 底 0 .5 0 0 .5 0 0 .3 4

S B 10 1 妬 D S K 1 15 円 形 丸 底 0 .4 0 0 .3 5 0 .2 3

S B 10 1 96 D S K 1 16 円 形 丸 底 0 .4 0 0 .3 5 0 .2 0

S B 10 2 9 3A b N -45 。 .W 5 .15 2 .8 0 面 積 / 1 4 .4 ㎡ Ⅲ式 ～ Ⅲ 式 、 桁 行 3 間 × 梁 行 1間

S B 10 2 9 3A b S K 13 円 P it 円 形 丸 底 0 .3 0 0 .3 0 0 .2 5

S B 10 2 9 3A b S K 1 7 円 形 丸 底 0 .4 0 0 .3 5 0 .2 2 2 .5 Y 4 ′2 曙 灰 黄 色 砂 貿 土

S B 10 2 9 3A b S K 2 4 円 形 丸 底 0 .4 0 0 .3 5 0 .13 2 .5 Y 4 ′2 曙 灰 黄 色 砂 箕 土

S B 10 2 9 3A b S K 2 5 円 形 丸 底 0 .5 5 0 .4 5 0 .2 4 2 .5 Y 4 ′2 時 灰 黄 色 砂 貿 土

S B 10 2 9 3A b S K 2 7 楕 円 形 丸 底 0 .7 0 0 .5 5 0 .2 6 2 .5 Y 4 /3 オリI r 褐 色 砂 質 土

S B 10 2 9 3A b S K 2 8 円 形 ロI ト状 丸 底 0 .5 0 0 .4 5 0 .2 0 2 .5 Y 4 ′1 黄 灰 色 砂 貿 土

S B 10 2 9 3A b SK 3 5 円 形 丸 底 0 .30 0 .2 5 0 .15 7 .5 Y R 3 ′1 黒 褐 色 粘 質 土

S B 10 2 9 3A b S K 3 6 円 形 丸 底 0 .4 5 0 .4 5 0 .2 2 2 .5 Y 3′1 黒 褐 色 粘 質 土

S B 10 2 9 3A b S K 3 9 2 .5 Y 3′2 黒 褐 色 粘 質 土

S B 10 3 9 5C b S B A N -26 。 ●E 3 .5 5 2 .0 5 面 積 / 7 .3 ㎡ Ⅲ式 ～ Ⅲ 式 、 桁 行 3 間 × 梁 行 2 間

S B 10 3 9 5C b S K 8 8 円 形 平 底 0 .25 0 .2 0 0 .0 7 2 .5 Y 5′1 貫 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 3 9 5C b S K 9 0 円 形 丸 底 0 .35 0 .3 0 0 .3 7 2 .5 Y 3′1 黒 褐 色 砂 貿 土 他

S B 10 3 9 5C b S K 9 1 円 形 平 底 0 .30 0 .3 0 0 .3 8 2 .5 Y 4′1 黄 灰 色 砂 貿 土 他

S B 10 3 9 5C b S K 9 2 円 形 平 底 0 .30 0 .3 0 0 .10 2 .5 Y 5′1 貢 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 3 9 5C b S K 9 3 円 形 平 底 0 .40 0 .3 5 0 .18 2 .5 Y 5′l 貫 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 3 9 5C b S K 9 5 M iZ& 'j m 0 .30 0 .3 0 0 .3 3 2 .5 Y 5′1 黄 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 3 9 5C b S K 9 7 円 形 平 底 0 .30 0 .3 0 0 .0 5 2 .5 Y 4′1 黄 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 3 9 5 C b S K 9 8 楕 円 形 平 底 0 .50 0 .30 0 .3 4 2 .5 Y 4′1 貢 灰 色 砂 貿 土 他

S B 10 3 9 5 C b S K 9 9 楕 円 形 丸 底 0 .3 5 0 .2 5 0 .3 4 2 ー5 Y 4′1 黄 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 3 9 5 C b S K 10 0 円 形 平 底 0 .30 0 .30 0 .17 2 .5 Y 5′2 時 灰 黄 色 砂 質 土 他

S B 10 4 9 5 C b S B B N -5 5 。 .E 2 .4 5 1.90 面 積 / A .I ㎡ Ⅲ 式 ～ Ⅲ 式 、 桁 行 2 間 × 梁 行 1 間

S B 10 4 9 5 C b S K 2 2 円 形 丸 底 0 .2 5 0 .25 0 .37 2 .5 Y 4′2 曙 灰 黄 色 砂 質 土

S B 10 4 9 5 C b S K 2 4 円 形 丸 底 0 .3 0 0 .25 0 .4 1 2 .5 Y 4′2 暗 灰 黄 色 砂 貿 土

S B 10 4 9 5C b S K 2 6 楕 円 形 平 底 0 .3 0 0 .25 0 .3 0 2 .5 Y 4′2 時 灰 黄 色 砂 質 土

S B 10 4 9 5 C b S K 2 8 円 形 平 底 0 .4 0 0 .4 0 0 .3 9 2 .5 Y 4′1 黄 灰 色 砂 質 土

S B 10 4 9 5C b S K 3 2 円 形 平 底 0 .3 5 0 .35 0 .4 2 2 .5 Y 4′1 黄 灰 色 砂 質 土

S B 10 4 9 5C b S K 3 5 楕 円 形 ロート状 丸 底 0 .3 5 0 .25 0 .2 8 2 .5 Y 4′2 暗 灰 黄 色 砂 貿 土

S B 10 5 9 5C b S B C N -60 。 .E 2 .2 0 1.90 面 積 / 4 .2 ㎡ Ⅲ 式 ～ Ⅲ 式 、桁 行 2 間 × 梁 行 2 間

S B 10 5 9 5C b S K 2 3 ¥M i9 j m 0 .3 0 0 .30 0 .2 7 2 .5 Y 4′2 曙 灰 黄 色 砂 質 土

S B 10 5 9 5C b S K 3 0 円 形 平 底 0 .4 5 0 .4 5 0 .2 3 2 .5 Y 4/2 暗 灰 黄 色 砂 質 土

S B 10 5 9 5C b S K 3 3 円 形 丸 底 0 .3 5 0 .30 0 .33 10Y R 4′1 褐 灰 色 砂 貿 土

S B 10 5 9 5C b S K 3 6 円 形 丸 底 0 .2 5 0 .25 0 .13 Jr - ス他

S B 10 5 9 5C b S K 4 3 円 形 平 底 0 .2 0 0 .20 0 .19 2 .5 Y 4′1 黄 灰 色 砂 質 土 他

S B 10 5 9 5C b S K 7 9 楕 円 形 0 .2 5 0 .20 0 .2 4 2 .5 Y 4′1 黄 灰 色

S B 10 6 !抵A S B 0 3 (N -54 ー -W ) G .4 0 ) (2 .30 } 面 積 / (7 .8 )㎡ Ⅱ式 ～ Ⅲ 式 、 桁 行 2 間 ～ × 梁 行 1間

S B 10 6 !抵A S K 6 9 円 形 丸 底 0 .3 0 0 .30 0 .10 5 Y 4β 曙 i 'J- 7 色 シルト貿 極 細 粒 砂

S B 10 6 9 6A S K 7 0 円 形 丸 底 0 .3 5 0 .3 5 0 .l l 2 .5 Y 4/3 才'J- 7 褐 色 極 細 粒 砂

S B 10 6 9 6A S K 7 3 円 形 丸 底 0 .3 5 0 .30 0 .10 2 .5 Y 5/3 黄 灰 色 極 細 粒 砂

S B lO 6 9 6A S K 7 4 " t.ze m a 0 .2 5 0 .2 5 0 .l l 2 .5 Y 5β 黄 褐 色 極 細 粒 砂

S B 10 6 9 6A S K 7 5 円 形 丸 底 0 .2 5 (0 .2 0 ) 0 .14 2 .5 Y 4/3 才リI デ 褐 色 極 細 粒 砂

S B 10 6 9 6A S K 7 7 円 形 丸 底 0 .2 5 0 .2 5 0 .16 2 .5 Y 4 /1 黄 灰 色 シルト質 極 細 粒 砂

S B 10 6 9 6A S K 7 8 円 形 丸 底 0 .2 5 0 .2 5 0 .06 5 Y 5/2 灰 刑 ーr 色 極 細 粒 砂

第 3 表 掘 立 柱 建 物 一 覧
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(3)方形周溝墓

(第20図-第28図、第4表・第5表)

方形周溝墓弥生時代の墓と考えているが、内部

主体などは墳丘上部が削平されているため確認で

きていない。ここでは幅0.5m -3.0m、深さ1.7m

までの溝が方形状に独立して巡るものを分類して

いる。方形の一隅が途切れるものがある。 25基を

確認した。

分布方形周溝墓は北調査区の96B区1基、

95F区3基と東調査区の93Aa区93Ab区・95

Aa-95Ac区93D区93Ba区95Ba区・

95E区のほぼ全範囲で21基検出されており、一色

青海遺跡の東縁部南北にのびる微高地上に偏って

分布している。

方位方形周溝墓の方位(溝の方位)につい

てはN-45。 -W前後のもの(SZ05-SZ10・S

Z12-SZ18・SZ20a-SZ23・SZ25と

N-10。 -E前後のもの(SZ01-SZ03-SZ11

SZ19・SZ24)の2つに分かれる。後者のSZ

11 - S Z 19は前者の方形周溝墓より重複関係で古

・く、方位の異なる方形周溝墓が同時に営まれない

とすると2段階の時期が存在するものと考えられ

る。

平面形態方形周溝墓の溝の巡り方であるが基本

的には正方形に近い方形状に巡るが、 S Z 13- S

Z23は長方形状に溝が巡り、 S Z 13は南北12.50

m、東西8.40mと明確に長方形プランをしている。

またSZ0垢SZ24は長台形状に溝が巡る。 SZ

2買表表買
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第20図方形周溝墓実測図1 (平面図1 :200、断面図1 :100)
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第21図方形周溝墓実測図2 (平面図1 :200、断面図1 :100)
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第22図方形周溝墓実測図3 (平面図1 :200、断面図1 :100)
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第23図方形周溝墓実測図4(1:100)

24については西溝中央から西に枝分かれする溝が

のびることから方形周溝墓とは異なる可能性もあ

る。

また全体がある程度判明しているものについて、

溝のコーナーが途切れる部分を1カ所もつもの

SZ09-SZ13・SZ17-SZ18・SZ20a

SZ21・SZ24と溝の途切れる部分を2カ所持

つもの(SZ20b)、溝が完全に全周するもの(S

Z05・SZ12)がある。本来の姿は最も多数確認

されている溝が1カ所途切れるものであるかもし

れない。拡張されたと考えられる方形周溝墓S Z

20a・SZ20bでは、拡張される前のSZ20a

では南隅が1カ所途切れるだけであったのが、拡

張された後のS Z20bでは東隅と南隅の2カ所が

途切れていたようである。溝の途切れる部分につ

いては南隅が5基(SZ09- SZ18・SZ20a

SZ21・SZ24)と多く、西隅が2基SZ(泊・

SZ13)、北隅が1基SZ17ある。

溝の断面と埋土溝の断面は丸底状のものが基本

であるが、本来はもう少し溝が細く立ち上がりが

急なものであった可能性が高いが、溝断面が断面

V字の薬研掘り状のものを推定できるものはな

かった。

溝の埋土は数層から10層以上の堆積のあるもの

もあり、ほとんどの溝ではほぼ水平レンズ状に堆

積している。 SZ01西溝SZ05南溝SZ20

a東溝では一部墳丘側からの盛り土の崩落が観察

できる。炭粒を含む層はあるが、あまり顕著なも

のはない。

遺物の出土状況SZ05・SZ09SZ08・SZ

12・SZ17・SZ20b・SZ21などにおいて比

較的完形に近い状態に復元できるものがまとまっ

て出土しているが、溝から20cm 50cm浮いた状

態で出土しているものがほとんどある。 SZ20b

北溝・南溝の一部の土器は溝の底直上の位置から

出土した。遺物の出土位置について規則性は認め

られないが、受口口縁の細頸壺Cが少なく内湾口

縁の細頸壺D ・大型の平底甕が比較的多く出土し

ている。

S Z 13東隅溝底からベンガラが径10cm程の範

囲で薄く残存していた。
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第24図方形周溝墓実測図5(平面図1 :200、断面図1 :100)
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第25図方形周溝墓SZ20b遺物出土状況図(1 :40)
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第26図方形周溝墓実測図6 (平面図1 :200、断面図1 :100)
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第27図方形周溝墓実測図5 (1 :100)
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第28図方形周溝墓実測図8 (平面図1 :200、断面図1 MOO)
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新遺構N0 調査
区
旧遺構NQ 方位 溝断面形態 長径(m ) ・溝

の幅(h ー

短径(m ) ・辺

の長 さ(m ー
溝の深 さ(m ) 備考

SZ 0 1 9 6B S Z A (N -7 8・W ) / (7・45 ) (3 .5 0 ) /

S Z 0 1西澤 96B S D 0 1A N -30 -E 丸底 ? 2・20 (2・60 ) 0・59
S Z 0 1西構 96B S Z A 西構 S伽 1A 丸底 ? 2 .20 / 0 .59

S Z 0 1束構 96B S Z A 東構 調査区外

SZ 0 1両構 96B S D 02 N -7 8-W 丸底 ? 0 .65 (5・00 ) (0 .18 )
S Z 0 1南澤 96B S Z A 南澤 SD 0 2 丸底 ? 0 .65 / (0 .18
S Z 0 1北濃 96 B S Z A 北濃 調香区外

SZ 0 2 9 5 F S Z A (N -7 6 -W / (7 .0 0 (2 .55 /

S Z 0 2西澤 95 F S Z A 西構 SD 16 平底 1.75 (3・10 ) 0 .38
S Z 0 2西南構 95 F S D 16 N ・ 平底

SZ 0 2東溝 95 F SZ A 東構 調査区外

SZ 0 2両構 95 F SZ A 南構 SD 16 平底 2.10 (5・85 ) 0 .43
S Z 0 2北澤 95 F SZ A 北澤 調査区外

SZ 0 3東 南西澤 95F SD H N -5 1 - 75 -W 他 平底,丸底 1・00 へ′0・65 9 .20 0 .4 0 ^ 0 .18

S Z 0 4酉北東構 95F SD 15 N .不定 丸底 0.50 (6・55 ) 0・13

SZ 0 5 93A a SZ 0 1 N ・43-E / l l.10 10・45 / Ⅲ式 C 段階

SZ 0 5西澤 93A a SZ 0 1西構 / 平底 2.85 / 0 .6 0 - 0 .39

SZ 0 5東溝 93A a SZ 0 1東溝 / 丸底 3・30 / 0・53 - 0・37

SZ 0 5南澤 93A a SZ 0 1南澤 / 丸底 2.55 / 0 .56
SZ 0 5北構 93A a SZ 0 1北澤 / 平底 2・55 / 0 .4 0 - 0 .27
SZ 0 6西北溝 93 A a SD O N -3 9TE .-54 -W 丸底 0.55 8・60 0 .17 Ⅱ式

SZ 0 7 93A a SZ C rN -39 -Eな / (6 .7 0 ) (3 .7 5 ) /

SZ 0 7西澤 93A a SZ C西澤 撹乱不明

SZ 0 7東構 93A a SZ C東構 SZ 0 1西澤? 平底 2・85 / 0 .6 0 - 0 .39

S Z 0 7南澤 93 A a SZ C南澤 調査区外

SZ 0 7北構 93A a SZ C北構 SZ 0 1北構続 き 不明 不明 / 不明

SZ 0 8 93 A a SZ D fN -25 -Eー / 10・40 (6 .50な / Ⅲ式 a 段階

SZ 0 8西澤 93A a SZ D 西構 調査区外

SZ 0 8東溝 93A a SZ D東溝 撹乱不明 不明 不明 / 不明

SZ 0 8南溝 93A a SZ D 南溝 SD 04B 丸底 1.60 / 0 .37
S Z 0 8両港? 93 A a SD 04 B N -6 5-W 丸底 1.60 (2 .80 0 .37

S Z 0 8北溝 93A a SZ D 北溝 SZ 0 1南溝? 丸底 2.55 / 0 .56

S Z 0 9 93A a SZ 0 2 N -4 0-E / 13 .90 13・25 / Ⅱ式

SZ 0 9西澤 93A a SZ 0 2西澤 / 平底 2・75 / 0 .4 3

S Z 0 9東溝 93A a SZ 0 2東溝 / 平底 2.40 / 0・66 - 0 .4 8
SZ 0 9南港 93A a SZ 0 2南溝 / 丸底 3.60 / 0.6 6 ^ 0 .47

SZ 0 9北溝 93A a SZ 0 2北港 / 平底 3.30 / 0 .6 8

S Z 10 93 A a SZ A (N 〝44 -E l / (8・70 ) (2・80 ) / Ⅲ式 C 段階

SZ 10西澤 93A a SZ A 西構 調査 区外

SZ 10東構 93A a SZ A 東構 SD 02 丸底 2・30 / 0.5 9 - 0・46

SZ 10南澤 93A a SZ A 南構 調査 区外

SZ 10北澤 93 A a SZ A 北澤 Sm 2 不明 (1・20 ) / 不明

SZ 10北東溝 93A a S D 0 2 N ・50 -W .-4 4 -E 丸底 2.30 9 .5 5 0・59 - 0・46

SZ l l 95A a SZ A (N 〝12 -E 1 / (9 .80 ) (4・35 ) / Ⅱ式

SZ 1 1西溝 95A a S Z A 西溝 調査 区外

SZ 1 1東構 95A a S Z A 束帯 SD 03 平底? 0 .7 5 8 .4 5 0 .22
SZ 1 1南澤 95 A a SZ A 南澤 SD 03 平底 1.2 5 (4・00 ) 0 .19
SZ 1 1北澤 95A a S Z A 北構 SD 03 平底? 0・95 (3 .4 0 ) 0 .09
SZ 1 1北東南澤 95A a S D 0 3 N . 平底

SZ 12 93 A a S Z 0 3 N -4 6 -E / 1 1・20 10 .50 / Ⅲ式 a 段階

SZ 12西澤 93A a SZ 0 3西澤 / 丸底 2.20 / 0 .59

SZ 12東構 93A a S D 0 5 N -4 3 -E 丸底 1.9 5 (1・85 ) 0 .55

S Z 12乗構 93A a SZ 0 3束構 / 丸底 1・70 / 0 .33

S Z 12南澤 93A a SZ 0 3両構 / 平底 3.4 5 / 0 .37

S Z 12北構 93A a SZ 0 3北澤 / 丸底 3.60 / 0 .6 6、20 .47

S Z 13 93A a SZ 0 4 N -39 -E / 1 2・50 ・(8 .4 0 1 / Ⅲ式 a 段階

SZ 13 9 5A a SZ B (N -27 -E ) / 12・55 (4 .0 5 ) /

S Z 13西溝 93A a SZ 0 4西溝 / 丸底 2.0 5 / 0・50

S Z 13西澤 95A a SZ B西澤 93A aふSZ 0 4

S Z 13東溝 93A a S Z 0 4東溝 95A aふSD 0 2 /

S Z 13東構 95A a S Z B東構 S伽 2 平底 3・10 10・05 0 .59

S Z 13南溝 93A a S Z 0 4南港 / 丸底 2・30 / 0・40 - 0・25

S Z 13南澤 95A a S Z B南澤 SD 02 . 2・40 (1.30 0 .57
S Z 13北構 93A a S Z 04北澤 / 平底 2・00 / 0 .49
S Z 13北構 95A a S Z B 北澤 SD 02 平底? 3 .20 (5 .35 ) 0 .4 2
S Z 13北東南構 95A a S D 02 N ■ 平底

SZ 14 9 3A a S Z B (N -4 3 -E ) / (7・80 ) (7・00 ) /

S Z 14西構 93A a S Z B 西澤 調査 区外

SZ 14東構 93A a S Z B 東溝 SD 05 丸底 1.9 5 (1.85 ) 0・55
S Z 14両構 93A a S Z B 南構 調査区外

SZ 14北澤 93A a S Z B 北澤 SZ 0 3南構?

S Z 15 9 3A a S Z 05 N -4 3-E / 8 .80 (7・60 ) / Ⅲ式 a 段階

SZ 15酋構 93A a S Z 05西澤 調査区外

SZ 15東構 93A a S Z 05東構 / 丸底 1.30 / 0・50、0.25
S Z 15南澤 93A a S Z 05両構 / 丸底 1.90 / 0.6 5 - 0・54
S Z 15北澤 93A a S Z 05北構 / 丸底 1.70 / 0 .4 8

第4表方形周溝墓l覧1
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新遺構NQ
調査
区 旧遺構NQ 方位 溝断面形態 莞101賦 l) .港 短径(m ) ・辺

の長さrm ー
溝 の深 さ(m ) 備考

SZ 16 95A a SZ C (N -3 8・W ) / (6 .80 ) (3・20 ) / Ⅲ式 a 段 階 ?

S Z 16 95A b SZ A (N -15-E / (3.40 (2.4 0) /

S Z 16西澤 95A a SZ C 西溝 SD 0 1 .9 5A b北 平底?
S Z 16西構 95 A b SZ A 西澤 SD 0 1 平底? 1・40 / 0 .3 2
SZ 16南澤 95A a SZ C 南澤 95A b北ふSD 0 1 平底
SZ 16両構 95 A b SZ A 南構 SD 0 1 平底 (1・90 ) / 0 .4 4
SZ 16南西構 95A b S D 0 1 N -15 -E ,-62 -W 平底 (1・90 )- 1・40 (5・25) 0 .4 4 - 0 .17
SZ 16北構 95A a S D 0 1 N . 平底
SZ 16北構 95A a S Z C 北構 S伽 1 平底 2・55 (6 .80 ) 0・54
SZ 16北構 95A b S Z A 北澤 95A a/S D 0 1

SZ 17 93A b S Z 0 1 (N -4 1・E ) / 12・85 (12.6 5 / Ⅲ式 b 段 階

SZ 17西澤 93 A b S Z 0 1西澤 調査区外
SZ 17東構 93 A b S Z 0 1東構 / 丸底 1.8 5 / 0 .4 3
S Z 17南澤 93 A b S Z 0 1南構 / E H H 1 .6 5 / 0 .3 4
S Z 17北構 93 A b S Z 0 1北構 / 丸底 1・60 / 0 .3 4

S Z 18 93 A b S Z 0 2 (N -4 8-W ) / (3.10 (1・95) / Ⅲ式 a 段階

SZ 18 93 B a S Z 0 1 N -3 8〝W / 15 .0 0 14・55 /

S Z 18 95 A c S Z A (N -4 2-W ) / (13.10 ) (10・30 ) /
S Z 18西構 93 A b S Z 0 2西溝 / 平底 1・00 / 0 .2 3
S Z 18西構 93B a S Z 0 1西溝 / 丸底 (1・05) (2・15) 0 .2 9
S Z 18西構 95 A c S D 0 1西 N ー48-E 丸底 2.8 0 (8・70 ) 0 .6 8
S Z 18西構 95 A c S Z A 西構 SD 0 1 丸底> 2 .6 5 / (0・81)
S Z 18東構 93 A b S Z 0 2東構 93 B aふSZ 0 1
S Z 18東構 93B a S Z 0 1東構 / 丸底> 2・95 (ll.00 0 .6 5
S Z 18東構 95 A c S Z A 東構 93B 〟SZ 0 1
S Z 18南澤 93A b S Z 0 2両構 93B aふSZ 0 1
S Z 18南澤 93B a S Z 0 1南澤 / 丸底> 3・05 12 .85 0 .4 8
S Z 18南澤 95A c S Z A 南澤 93B aふSZ 0 1
S Z 18北澤 93A b S Z 0 2北澤 / 平底 1・10 / 0 .2 5
S Z 18北澤 93B a S Z 0 1北澤 93A b /SZ O 2
S Z 18北溝 95A c S D 0 1北 N -52 -W 丸底 2.4 0 (7・00 ) 0 .7 0
S Z 18北澤 95 A c S Z A 北構 SD 0 1 平底? (1.7 5) / 0 .5 7

S Z 19 9 5B a S Z B (N -7 5-W ) / 6 .6 5 (2.3 5) / Ⅱ式

SZ 19西澤 95B a S Z B 西澤 SD 0 2 丸底? 1 .2 5 (1.9 0 0 .4 4
S Z 19東構 95B a S Z B 東構 S珊 2 丸底 0.7 5 (2.3 0 0 .34 へ′0.19
S Z 19東南西澤 95B a S D 0 2 N . 丸底?

S Z 19南澤 95B a S Z B 南構 SD 0 2 丸底 0.8 0 (4 .5 5 0・46 - 0・18
S Z 19北澤 95B a S Z B 北澤 調査区外

SZ 20 a 9 5B a S Z A N -47〝W / 10 .5 5 10・00 / Ⅲ式 a 段 階
SZ 20 a西澤 95B a S Z A 西澤 Sm l 丸底 2.10 / 0 .65 - 0 .4 7
S Z 20 a東構 95B a S D 0 3 N -44 -E 丸底? 2 .9 0 10 .4 5 0 .64 - 0 .2 9
S Z 20 a東構 95B a S Z A 東溝a S m 3 丸底 2.9 0 / 0 .64 う、0.2 9
S Z 20 a南澤 95B a S Z A 南澤 S伽 1 丸底 2・55 / 0 .5 6
S Z 20 a北構 95B a S Z A 北澤 SD 0 1 E iWJill 1・75 / 0 .4 5 - 0 .18

S Z 20 b 9 5B a S Z A N -47 -W / 14・95 10 .0 0 / Ⅲ式 a 段 階～Ⅲ式 b 段階

SZ 20 b西澤 95B a S Z A 西澤 SD 0 1 丸底 2.10 / 0 .65 - 0・47
S Z 20 b東構 95B a S Z A 東溝b S m 1 丸底 2.3 5 / 0 .62 、20・38
S Z 20 b南溝 95B a S Z A 南構 Sm 1 fism 2 .5 5 / 0 .5 6
S Z 20 b北構 95B a S Z A 北構 Sm l 丸底 1.7 5 / 0・45へ0.18
S Z 20四周 95B a S D 0 1 N . 平底?

S Z 2 1 9 5B a S Z 0 2 N -5 6-E / 12 .15 12・10 / Ⅲ式 a 段階

SZ 2 1西澤 95B a S Z 0 2西澤 / 丸底 1.5 0 10 .5 5 0 ・21
S Z 2 1末席 95B a S Z 0 2束構 / 丸底 2.15 10 .10 0 .6 0
S Z 2 1南澤 95B a S Z 0 2両構 / 丸底 1.4 5 8 .3 5 0 ・31
S Z 2 1北澤 95B a S Z 0 2北澤 / 平底? 1 .9 0 10 .4 5 0 .3 3

S Z 22 9 5B a 不明 不明 不明

SZ 22酋構 95B a S Z 西澤 不明 不明 不明

SZ 22北澤 95B a S Z北澤 不明 不明 不明

SZ 23 95 E S Z A N -6 2-E / 12・20 10 .0 0 /

S Z 23四周 95 E S D 0 8 N - 丸底

SZ 23西澤 95 E S Z A 西溝 S伽 8 平底 0.8 0 (6 .10 ) 0 .2 1
S Z 23東構 95 E S Z A 東構 SD 0 8 丸底 0.4 0 (3.5 5) 0・13
S Z 23南澤 95 E S Z A 南澤 SD 0 8 丸底? 1・20 (7・30 ) 0・17
S Z 23北港 95 E S Z A 北港 SD 0 8 丸底 0.4 0 (7 .20 ) 0 .13
S Z 24区画 95 E S Z B 区画 N -06 -W / 6 .10 5・10 /

S Z 24四周 95 E S D 0 9 N -06 -E 他 丸底,平底 0.7 0 ′、0.3 0 (15・35) 0 .25 - 0 .0 5
S Z 24枝1 95 E S Z B枝 1 SD 09枝1 丸底 0・40 2 .3 5 0 .0 8
S Z 24西溝 95 E SZ B 西構 SD 09 丸底 0.4 0 5 .4 5 0 .0 5
S Z 24東構 95 E SZ B東構 SD 09 平底 0・55 (2.10 ) 0 ・08
S Z 24両構 95E SZ B 南澤 SD 09 平底 0.7 0 (4 .40 ) 0 ・25
S Z 24北澤 95E SZ B北澤 SD 09 丸底 0.3 0 (1.0 5) 不明

SZ 25 95E SZ C (N -37・E ) / (7・35 ) (6 .30 / Ⅲ式 a 段階

SZ 25西澤 95E SZ C 酉清 調査 区外
SZ 25東構 95E SZ C東構 Sm 3 B a n 0・85 / 0 .2 8
S Z 25南溝 95E SZ C南港 調査 区外

SZ 25北港 95E SZ C北溝 SD 03 平底 0.6 5 / 0 .2 8
S Z 25北東溝 95E SD 0 3 N ・52 -W ,-37 -E 平底 0・85 へ/0・65 (8.60 ) 0 .34 、0 .2 1

第5表方形周溝墓一覧2
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(4)溝(第22図・第25図・第26図・

第29図-第31図、第6表)

溝人為的に掘られたと考えられるものを

分類しているが、集落を区画すると思われるもの

4条と集落の南側縁辺部に集中して見いだされる

ものを27条取りあげた。前者は幅が0.3m -2.4m、

深さも0.2m -0.7mと幅がある比較的明確な溝で

あるが、後者は幅が0.2m・1.5m、深さ0.05m～

030mとやや細く、形態的にも不明瞭な部分があ

る。95E区では前者の溝の後S D16が掘られてい

る。

分布溝は集落の外部を区画すると思われる

SD03・SD04SD15・SD16と集落の南側

縁辺部の微高地にそって重複して検出されるもの

に分かれる。後者の溝は95E区(SD06-SD

14)と95Cb区南側96D区95Db区(SD17

SD32の2調査区で検出されているが、本来

は南調査区においても広く存在したものと思われ

る。

巡り方溝は基本的に全て微高地の縁辺部を等高

線に沿って流れているが、 S D04のみやや地形の

起伏とは異なる方向をもって流れている。 SD

03- SD04- SD15- SD16はほぼ直線状に流れ

るが、その他のSD06-SD14・SD17-SD

32は直角に曲がって方形状に巡るものSD28

や鍵状に巡るもの(SD18・SD24など)、枝分

かれして流れるもの(SD12・SD24など)など

が重複して交差するように検出された。

理土と断面埋土はシルト～細粒砂の単一層で埋

まっているものが多く、比較的短期間に埋まった

ことを示しているものと思われるが、 SD16やS

D24の一部分では2層からなる堆積が残存してい

8 」

第29図溝実測図1 (平面図1:200、断面図1 :100)
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第31図溝実測図3(1:100)

た。

断面は溝の上部がかなり削平されているものと

思われるが、基本的には丸底の断面形態になるも

のと思われる。また残存している部分ではあるが

S D03やSD04では底の深さに20cm -30cm程差

がある部分があり、区画溝と考えられる溝につい

ては必ずしも一方向に流れていなかったように思

われる。

その他の溝についてはほぼ地形に沿って流れて

おり、ある程度水の流れがあったものと思われる。

溝に伴う柵SD07に伴うものとしてSA02が

ある。 SA02は径30cm前後、深さ20cm 30cmの

柱穴が7個南にひらく鍵状に並ぶもので北西から

南東は2.7m、北東から南西は3.6mある。 0.8m～

1.0mの間隔で柱穴が並び、溝の方向と同一である

ので溝に伴う柵と考えられる。

出土状況区画溝としたSD03-SD04SD15-

S D 16からは少量土器が出土するが、その他の溝

についてはほとんど出土しなかった。



新 遺 構

NQ

調 査

区
旧 遺 構 N 0 流 路 の 方 向 断 面 形 態 幅 (m )

確 認 した

長 さ (m )
深 さ 備 考

S D 0 1 9 6C S D 0 1 N - -E 平 底 0 .60 (5 .3 0 ) 0 ・14 ～ Ⅲ式

S D 0 2 94 A a S D 0 6 N -20 -E 丸 底 3 ・30 (1・9 0 ) 0 .6 7

S D 0 3 95 A a S D 0 4 ・S D 0 6 N -0 9-E 不 定 2・2 0 へ 0 .60 (30 .10 ) 0 ・34 /、0 .0 8 Ⅲ式 a 段 階

S D 0 4 9 3B a S D 0 3 N -18-W 丸 底 2 ・55 (2 7・6 5 ) 0 ・76 - 0 .15 Ⅱ式

S D 0 5 9 5E SD 2 9A N -7 6-E 平 底 1.95 (7 ・5 5 ) 0 .2 3

S D 0 6 9 5E SD 2 8A N -8 3-W 丸 底 0 .65 (6 .10 ) 0 .4 4

S D 0 6 9 5E S D 10 N ■不 定 丸 底 1.6 0 - 0 ・70 (14 .4 0 ) 0 ・2 3

S D 0 6 9 5E S D 16 N -7 6-E 平 底 1・30 (2・7 5 ) 0 ・12

S D 0 7 9 5E S D 19 N 〝不 定 平 底 0 .60 (9.4 5 ) 0 ・15

S D 0 7 9 5E S D 14 N t5 4-W .-4 8-E 平 底 0 ・85 (6.7 0 ) 0 .16

S D 0 8 9 5E S D 15 N -4 1-E 平 底 1・0 5 (3.15 ) 0 .19

S D 0 9 9 5E S D 12 N -0 3 '、2 8 -E 丸 底 ? 0 .70 (4 .7 5 ) 0 .2 6

S D 0 9 9 5E S D l l N -6 4-W 平 底 1・25 (2・9 5 ) 0 .3 1

S D 0 9 9 5E S D 13 N 〝

S D 10 9 5E S D 25 N .不 定 平 底 1 .0 5 ′、0 .4 5 (3.5 0 ) 0 .14

S D 10 9 5E S D 20 N "不 定 平 底 0 .8 5 (7・5 5 ) 0 .2 6

S D l l 9 5E S D 28 B N .

S D 12 9 5E S D 29 B N -2 5-E 平 底 0 ・5 5 (4 .5 0 ) 0 .15

S D 13 9 5E S D 18 N -2 0-E 平 底 0 ・7 0 ふ、0 ・30 (4 .0 0 ) 0 .17

S D 13 9 5E S D 2 1 ～.不 定 ,-7 2 -W 平 底 1 ・9 0 へ 0 .6 5 (8・6 5 ) (0 .20 )

S D 14 9 5 E S D 23 N . 平 底

S D 15 95 E S D 24 N -8 3-E 平 底 2 .6 5 (3 ・6 5 ) 0 .0 8

S D 16 93 B b S D 02 N -6 5-W 丸 底 0 .80 (4 7 .15 0 .20 - 0 .0 7

93 C a S D 02 N -5 0-W 丸 底 0 ・70 (4 1 ・2 5 ) 0 .17

94 C h S D 06 N ・4 6-W 丸 底 0 ・4 5 (11 ・0 0 ) (0 .0 8)

94 E S D 02 N -7 1-W 丸 底 0 .40 (7 ・2 5 ) 0 .0 8

94 F S D 0 1A N -4 6 -W 平 底 0 .4 5 (1 .7 5 ) 0 .13

94 F S D 0 1B N -6 8 -W 丸 底 0 .3 5 (1 ・15 ) 0 ・0 4

95 E S D 0 2 N -4 4 -E 平 底 0 .6 5 (10 ・0 0 ) 0 ・2 0 Ⅲ式 a 段 階

S D 17 95 C b S K 74 不 定 形 平 底 (3 .6 5 ) 0 .7 5 (0 .2 5)

S D 18 95 C b S D 0 7 N -17 -W 丸 底 0 .8 5 (4 .10 ) 0 ・3 2 へ 0 .13 ( Ⅱ式 )

S D 19 95 C b S D 0 3 N -35 -W ,-3 3-E 丸 底 0 ・6 5 6 .9 5 0 .3 3 ～ Ⅱ式

S D 20 95 C b S D 0 5 N -37 -E ,-5 3 ~

8 3-W

丸 底 0 ・7 0 (7 .0 5 ) 0 .16 Ⅱ式

S D 2 1 96 A S D 04 N - 6 -W 平 底 0 ・6 0 (2 .30 ) 0 .2 4

S D 2 2 95 C b S D 0 6 N -77 -W ,-0 5-E 丸 底 ,平 底 ( 1.80 ) (l l.85 ) 0 .17

S D 2 3 96 A S D 1 N -46 -W ,-4 2・E 丸 底 0 .8 5 (8 .35 ) 0 ・3 1 ふ、0 ・0 7

S D 24 96 A S D 0 6 N -74 -W -、 6 3-E 平 底 1.10 へ 0 .5 0 (9 ・30 ) 0 .13

95 D h S D 04 N -76 -E 丸 底 ? > 0 .5 0 (2 ・85 ) 0 .17

95 D b S D 0 5 N 〝35 - 67 -E 他 丸 底 1.0 0 へ-0 .8 5 (12 .2 0 1 0 ・2 5

S D 2 5 96 A S D 10 N -22 -W ,〝5 6 -E 平 底 2 .10 へ 0 .7 0 (6 .15 ) 0 .13

S D 2 6 96 A S D 0 9 N ・65 -E 平 底 1・4 5 (4 .6 5 ) 0 ・2 5

S D 2 7 96 A S D 0 8 N -5 8-W - N 平 底 1.60 - 1.2 0 (l l.6 0 ) 0 ・2 4

S D 27 95 D b S D 0 9 N -4 1-W ,-4 6 -E 平 底 0 ・9 0 ,0 ・5 5 (5 .5 5 ) 0 .0 9

S D 2 8 96 A S D 0 2 N -59 - 4 3-W 平 底 1.4 0 ′、0 .8 0 (8 ・30 ) 0 ・2 0 Ⅱ式

95 D b S D 0 8 N .不 定 平 底 ,丸 底 2 ・0 5 - 0 .5 5 (3 4 .9 0 ) 0 .19 ～ 0 .0 3

95 D b S I元 8A 区 画 N ・48 -W ノ 6 ・4 0 4 .8 0 /

95 D b S D 0 8A 北 構 N -5 1-W 平 底 0 ・7 5 6 .7 0 0 .l l

95 D h S I元 8A 束 溝 N -45 -E 丸 底 0 .5 5 3 ・2 0 0 .18

95 D h S D 0 8A 西 澤 不 明 平 底 不 明 1.50 + 1・10 不 明

95 D h S D 0 8A 南 構 N -49 -W 平 底 0 .6 0 6 ・15 O J O

95 D b S D 0 8B N -27 -E 丸 底 0 .5 5 2 ・6 5 0 .0 8

95 D b S D 0 8C 主 N ・50 -E 平 底 2 .0 5 (4 .50 ) 0 ・10

95 D b S D 0 8 C 枝 1 N -42 ・W 平 底 1.10 (2 .35 ) 0 .0 8

95 D b S D 0 8D N -53 -W 平 底 1・55 ′ 1.10 (2 ・55 ) 0 .19

95 D b S D 0 8E 主 N "4 トW 平 底 0 .7 5 (3 ・10 ) 0 .0 3

95 D b S D 0 8E 枝 1 N -32 ーE 平 底 0 .8 0 2 .2 0 0 .l l

S D 2 9 95 D h S D 0 8E 枝 2 N -45 -E 平 底 0 .6 5 (1.4 5 ) 0 .0 6

S D 30 95 D b S D 06 A N - 14 - 4 4-E ,・60 丸 底 0 .6 0 (6 .4 0 ) 0 .l l

S D 3 1 95 D h S D 0 7 N -34 -W 丸 底 0 .5 5 2 .5 5 0 ・10

S D 3 2 96 A S D 0 5 N -42 -W 平 底 1.9 5 (6 .10 ) 0 .16

第6表溝一覧
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(4)井戸(第32図・第7表)

井戸円形大型のロート状丸底の土坑状のも

ので深さが遺構面から1.51 mあり、 ・0.86mまで掘

り込まれていた。 9月初めの井戸内の滞水面がl

0・65mであったので、十分に井戸として機能した

のではないかと思われた。このSE01のみ分類し

た。

分布井戸は東調査区の95Aa区の微高地上

で検出された。

理土シルトから中粒砂が交互に堆積いてい

る。 3層上面で土器と自然流木を、 4層上面におい

て自然流木と一部の建築材がまとまって出土した。

土坑の上面は中世以前の摺曲構造を持つ腐植土層

が入り込み、弥生時代以後中世に至るまで凹みと

して残存していたものと思われる。井戸の周りに

は、径15cm程、深さ10cm程のピット群がめぐり、

井戸の上屋を支えていたのかもしれない。柱痕跡

は見つからなかった。

(4)土坑

(第33図～第35図、第7奉・第8表)
土坑長径がほぼ1m以上になる大型の土坑

を96基分類し取り上げる。平面形態は円形・楕円

形・長楕円形.方形・長方形と不整形なものがあ

り、断面形態ではロート状丸底(丸底・平底の主

に3形態に分類できる。したがって形態は平面形

態と断面形態の組み合わせた分類で18類になる。

分布大型土坑の分布はほぼ居住域の分布に

対応するといってよいと思われるが、竪穴住居が

検出されている範囲より広い範囲で検出されてお

り、土坑の大型のものは竪穴住居より深く掘られ

るため遺構の残る可能性が高いことを反映してい

る。調査区では北調査区の94Aa区1基95F区

2基94Ab区1基・96D区(93Ea区) 3基・93

Eb区1基、東調査区の93Aa区10基95Aa

区4基・93Ab区1基95Ba区6基、南調査区

の93Bb区8基94Ca区11基・94Da区1基・

94Cb区16基・94F区1基・95Cc区1基、西1

調査区の95Ca区3基・94Ae区7基・95Cb区

12基・96A区7基、西2調査区の94Bb区1基が

あり、竪穴住居があまり検出されていない南調査

区の北側において多く検出されている点が興味深

い。また95E区において竪穴住居があるものの土

坑がない点や東調査区の微高地にある93A b区や

93B a区においてほとんど検出されていない点も

大型土坑の性格の一端を示しているように思われ

る。

形態先述した分類に合わせると円形丸底5

基、円形平底3基、楕円形ロート状丸底1基、楕

円形丸底14基、楕円形平底23基、長楕円形平底1

基、方形平底4基、長方形丸底4基、長方形平底

13基、不定形丸底2基、不定形平底12基、不明15

基(内丸底3基・平底10基)となり、大型のため

か楕円形や長方形の土坑が多く、断面形態も比較

的平底状になるものが多い。

理土深さが20cm内外の浅い土坑(上部を削

られて浅いものが多いと思われる)は単一の埋土

によって埋まっているものもあるが、比較的深い

ものに関しては数層から30層程の土層が確認でき

る。これらの大型で深い土坑は炭層や焼土層が互

層に堆積するものが多くみられ、尾張地域で調査

されている阿弥陀寺遺跡などにおいても多数確認

されている。土坑中の炭層や焼土層からは多くの

魚類や鳥類の骨や穀類などの種子、炭化材が多数

含まれている。またSK89やSK93では炭層や

焼土層はないものの腐植物層があり、その前後の

層から昆虫が多数検出されている。

出土状況まとまった土器が出土する土坑(SK

30・SK31など)とほとんど出土しない土坑(S

K02-SK89-SK93など)とがあり、多くの土

器が出土する土坑では土坑の底面近くに検出され

るものと、底から数十cm浮いた位置で外から流れ

込むような形で出土するものがある。



SEOl土層

1. 2.5Y2ふ1黒色細粒砂(炭化物を多量に含む)

2. 2.5Y3ふ1黒褐色シルト(炭化物を多量に含む)

3. 2・5Y4ふ1黄灰色中粒砂(炭化物を含む)

4. 5Y4ふl灰色細粒砂(小粒炭化物を少量含む)

5. 5Y4ふ1灰色中粒砂

6・ 5Y4ふl灰色細粒砂(小粒炭化物を微量含む)

7. 7.5Y4ふ1灰色中粒砂

第32図井戸遺物出土状況図(1 :40)
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SK02土層

1.2.5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂

2.5Y4ふ2灰オリーブ色中粒砂

3.2・5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂

4.5Y4ふ2灰オリーブ色細粒砂(炭化物を少量含む)

5.5Y3ふ2オリーブ黒色細粒砂

6.5Y4ふ2灰オリーブ色細粒砂(炭化物を少量含む)

7.2・5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂

8.2・5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂(焼土層.炭化物層を含む)

9・5Y3る2オリーブ黒色細粒砂(焼土層.炭化物層が互層)

SK03土層

l・ 2.5Y3る2黒褐色細粒砂(炭化物層を含む)

2. 10YR3ふ3暗褐色細粒砂(炭化物層を含む)

3. 10YR4る3にぷい黄褐色細粒砂(炭化物層を含む)

4..2.5Y3ふ1黒褐色細粒砂(炭化物を少量含む)

5. 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂(炭化物層を含む)

SKll土層

1.5Y3ふ1オリーブ黒色細粒砂

2.7・5Y3ふ2オリーブ黒色中粒砂

3.5YRl・7ふ1黒色細粒砂(炭化物を多量に含む)

4.7・5Y4る1灰色租粒砂

5.2.5Y4ふ6にぷい黄色細粒砂(炭化物層を含む)

6.10YR3ふ3暗褐色細粒砂(炭化物層を含む)

7.10YRl・7ふ1黒色細粒砂(炭化物を多量に含む)

第33図土坑遺物出土状況図1 (1 :40)
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SK27土層

1・ 10YR3ふ1黒褐色細粒砂(炭化物を多量に含む)



SK67土層

1. 10YR2る1黒色中粒砂(炭化物を含む)

SK79土層

1. 10YR4ふ2灰黄褐色細粒砂

2. 10YR4る1褐灰色中粒砂(炭化物を含む)

3・ 7.5YR3ふ1黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

4. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂(炭化物を含む)

5. 10YR3ふ1黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

6. 10YRl.7ふ1黒色シルト

7・ 10YR3る1黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

8・ 10YR2ふ1黒色シルト(炭化物を多量含む)

9・ 10YR2ふ1黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

10・ 7・5YR2ふl黒色細粒砂(炭化物を含む)

11・ 2.5Y3る1黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

12・ 10YR2ふ1黒色シルト(炭化物、焼土塊を含む)

13. 2・5Y4ふ1黄灰色中粒砂(炭化物を含む)

14. 2・5Y4る2黄灰色細粒砂

SK81土層

1・ 2.5Y4ふ1黄灰色中粒砂(炭化物を少量含む)

2・ 2・5Y4ふ1黄灰色中粒砂(炭化物を少量含む)

3. 2・5Y3る3暗オリーブ褐色中粒砂(炭化物を多量含む)

4. 2.5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂(炭化物を含む)

5・ 2.5Y4ふ2暗灰黄色中粒砂(炭化物を多量含む)

6・ 2・5Y5ふ2暗灰黄色中粒砂(炭化物を含む)

7. 10YR3ふ1黒褐色中粒砂(焼土粒を含む)

5. 2.5Y4ふ2暗灰黄色中粒砂(炭化物を含む)

9. 2・5Y3ふ3暗オリーブ褐色中粒砂(炭化物を含む)

10. 10YR2ふ2黒褐色中粒砂(炭化物を多量含む)

ll. 10YR2ふ1黒色中粒砂(炭化物を多量含む)

12・ 10YR4ふ3にぷい黄褐色中粒砂(炭化物を多量含む)

13・ 2.5Y5ふ2暗灰黄色中粒砂(炭化物を含む、焼土粒を含む)

14. 5Y3ふ1オリーブ黒色細粒砂(炭化物を多量含む)

0

SK80土層

1. 2.5Y3る2黒褐色細粒砂

2. 10YR3ふ1黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

3. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂(炭化物を含む)

4. 2.5Y3ふ2黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

5・ 2・5Y4ふ1黄灰色細粒砂(炭化物を含む)

6. 10YRl.7ふ1黒色シルト(炭土・焼土塊を含む)

7. 2.5Y5ふ1黄灰色細粒砂

I. 2.5Y5る2暗灰黄色細粒砂

9. 2.5Y3ふ1黒褐色中粒砂(炭化物を多量に含む)

10. 10YR3ふ1黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

11・ 10YR4ふ1褐灰色細粒砂(炭化物を含む)

12. 10YR3る1黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

15. 2.5Y4ふ2暗灰黄色細粒砂(炭化物を多量含む)

16. 2.5Y3ふ1黒褐色中粒砂(炭化物を少量含む)

17. 2.5Y3ふ2黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

18. 10YR2ふ1黒色細粒砂(炭化物を含む)

19・ 2・5Y3ふ2黒褐色中粒砂(炭化物を少量含む)

20. 5Y3ふ1オリーブ黒色中粒砂(炭化物を少量含む)

21. 2.5Y3ふ2黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

22・ 5Y4ふ2灰オリーブ中粒砂(炭化物を少量含む)

第34図土坑遺物出土状況図2 (1 :40)
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SK86土層

1. 2.5Y3ふ2黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

2. 10YR2ふ2黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

3. 10YR6ふ2灰黄褐色中粒砂(焼土粒を含む)

4. 10YR2る3黒褐色細粒砂

5. 10YR2る3黒褐色細粒砂

6. 2・5Y4る2暗灰黄色細粒砂

7. 10YR5る1褐灰色中粒砂

8・ 10YR2ふ2黒褐色細粒砂(炭化物を含む)

9. 10YR5付にぷい黄褐色細粒砂(焼土)

10・ 10YRl.7る1黒色細粒砂(炭化物を含む)

ll. 10YR3ふ1黒褐色細粒砂

12・ 10YR5/4にぷい黄褐色細粒砂(焼土)

13. 2.5Y4る2暗灰黄色細粒砂(炭化物を含む)

SK89土層

l・ 2.5Y3ふ2黒褐色シルト

2. 2.5Y3ふ1黒褐色シルト

3. 5Y4ふ1灰色シルト

4・5Y3/1オリーブ黒色シルト

5.5Y4ふ1灰色シルト(炭化物を多量に含む)

6. 7.5Y4ふ1灰色シルト

7.5Y3ふ1オリーブ黒色シルト(腐食物を多量に含む)

;. 2.5Y3る1黒褐色シルト(腐食物を多量に含む)

9. 5Y3ふ1オリーブ黒色細粒砂(腐食物を多量に含む)

10・ 2・5Y3ふ1黒褐色細粒砂(腐食物を多量に含む)

11・5Y3ふ1オリーブ黒色シルト(腐食物を少量含む)

12・ 2・5Y4ふl黄灰色シルト

13. 2・5Y3ふ1黒褐色シルト(腐食物を含む)

14. 5Y3ふ1オリーブ黒色細粒砂

15・ 2・5Y4ふl黄灰色中粒砂

16・ 2・5Y4る1黄灰色シルト

17・ 2.5Y4ふl黄灰色中粒砂

18.5Y4ふ1灰色シルト

0

19.2.5Y3ふ1黒褐色シルト(腐食物を含む)

20・ 2.5Y5ふ1黄灰色シルト

21.5Y2ふ1黒色シルト(腐食物を含む)

22. 2.5Y6ふ1黄灰色細粒砂.粗粒砂の互層

23. 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂

24. 2.5Y5る1黄灰色中粒砂(炭粒を含む)

25. 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂

26. 2.5Y4ふ1黄灰色租粒砂(腐食物を含む)

SK93土層

1・ 5Y3ふ1黒褐色シルト

2・ 2・5Y3ふ2黒褐色シルト

3・ 2・5Y3ふ2黒褐色細粒砂

4.5Y3ふ1オリーブ黒色シルト

2.5Y6ふ1黄灰色シルトの互層

5・5Y2る1黒色シルト

2・5Y6ふ1黄灰色シルトの互層(炭化物を含む)

4. 5Y5/1灰色シルト

7・5Y2ふ1黒色シルト(腐食物を含む)

8.5Y3ふ1オリーブ黒色シルト(炭化物を少量含む)

9・5Y2ふ1黒色シルト(炭化物層がと互層)

10. 7・5Y4ふ1灰色シルト(炭化物層との互層)

11・ 7.5Y5ふ1灰色中粒砂

12・ 7.5Y5る1灰色シルト

13. 7.5Y4ふ1灰色シルト(炭化物を少量含む)

14、 7.5Y5ふ1灰色細粒砂

15. 5Y4.ふ1灰色細粒砂(炭化物を少量含む)

第35図土坑遺物出土状況図3 (1 :40)
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新 遺

構 NQ

調 査

区

旧遺 構

NQ
平 面 形態 断 面 形 態 長径 (m ) 短径 (m ) 深 さ(m ) 備 考

SE O 95 A a S K 10 円形 丸 底 3.6 5 3・20 1・5 1 Ⅱ式

S K 0 1 94 A a S K 2 2 不 定 形 平 底 1.2 5 1.0 5 0 .0 9

S K 0 2 9 5 F S K 14 SU S E 平 底 2.4 0 1.8 0 0 .7 5

S K 0 3 9 5 F S K 0 6 長 方 形 平 底 2.6 0 1・75 0 .3 2 Ⅲ式 C 段 階

S K 0 4 9 6 D S K 10 1 不 定 形 平 底 1.0 0 0 .9 0 0 .19

S K 0 5 9 6 D S K I0 4 円形 平 底 0.9 0 0 .8 0 0 .5 0

S K 0 6 9 4 A b S K 3 4 長 方 形 平 底 2.9 0 2 .3 5 0 .10 Ⅲ式 a 段 階

S K 0 7 9 3E a S D 0 3 N -0 7 -E 平 底 5.7 0 (1 .9 0 0 .12 Ⅲ式 b 段 階 ～ Ⅲ式 C 段 階

93E a S K 0 3 不 明 平 底 (2.7 5 ) (1 .30 ) 0 .3 0

9 6 D S X 0 1 方 形 ? 平 底 7.5 0 (3 ・55 ) 0 .4 5

S K 0 8 9 3 E b S K 0 7 楕 円 形 平 底 1.4 5 1.0 5 0 .0 6

S K 0 9 9 3A a S K 10 楕 円形 平 底 2.8 0 1・85 0 .2 1

S K 10 9 3A a S K 0 9 H U E] 平 底 2.6 5 1.6 0 0 .6 8 Ⅱ式

S K l l 9 3A a S K 2 3 n u % ¥ 平 底 1.9 5 1・55 (0 .6 8 ) Ⅲ式 C 段 階

S K 1 2 9 3A a S K I2 0 不 明 丸 底? 不 明 5・50 0・31 ? Ⅱ式

S K 1 3 9 3A a S K I 10 楕 円形 平 底 1.4 0 0 .9 0 0・14 Ⅰ式 b 段 階

S K 14 9 3A a S K I0 6 長方 形 平 底 2.4 0 1.5 0 0・53 Ⅰ式 b 段 階

S K 1 5 9 3A a S K I0 7 楕 円形 丸 底 2・40 1.5 5 0・25

S K 1 6 9 3A a S K I0 2 長方 形 平 底 4.2 0 2 .6 0 0・2 1

S K 1 7 9 3A a S K 27 不 定 形 平 底 6.6 0 (4 ・55 ) 0 .5 7 Ⅰ式 b 段 階

S K 1 8 9 3A a S K 2 9 e a y i 平 底? (4 ・15 ) (0 ・20 ) (0 ・40 )

9 5A a S K 17 楕 円形 平 底? 4・85 2・45 0 .6 8 Ⅰ式 b 段 階

S K 1 9 9 3 A a S K 2 8 A 不 明 平 底 (2 ・4 5 ) (0 ・90 ) (0 ・59 )

S K 2 0 9 5A a S K 0 1B 長方 形 平 底 1.9 0 1・55 0 .3 1

S K 2 1 9 5A a S B 1 不 明 / (5・50 ) (2 ・55 ) 0・24

9 5A a S K 0 3 不 明 平 底

S K 2 2 9 3A a S K 10 1 不 明 平 底 (1.7 5 (1 .0 0 ) 0 .0 5

S K 2 3 9 3 A b S K 13 長方 形? 丸 底 1・80 1.2 0 0 .3 7

S K 2 4 9 5 B a S D 0 8 N -32 -W 平 底 1・25 (1 .3 0 ) 0 .3 1

S K 2 5 9 5 B a S K 15 楕 円形 平 底? 1・05 0 .8 5 0 .2 7

S K 2 6 9 5 B a S K 0 7 長方 形 平 底 2.5 0 0・90 0 .16 Ⅰ式 b 段 階

S K 2 7 9 5 B a S K 2 1 Effl S fH 平 底 1.7 5 1.3 5 0 .19 Ⅲ式

S K 2 8 9 5 B a S K 25 不 定 形 E s m 1.3 0 0・72 0 .8 0

S K 2 9 9 5 B a S K 9 7 長方 形? 平 底 3・70 1・45 0 .7 9 Ⅱ式

S K 3 0 9 3 B b S K 0 1 不 明 丸 底? (2 .50 ) (1 .80 ) 0 .2 3 I 式 b 段 階

S K 3 1 9 3 B b S K 0 3 円形 丸 底 1・50 1・50 0 .2 8 Ⅰ式 b 段 階

S K 3 2 9 3 B b S K 0 5 楕 円形 平 底 1.4 0 0 .8 5 0 .0 8

S K 3 3 9 4 C a S K 0 1 長方 形 平 底 2・25 1 .2 0 0 .2 6 Ⅲ式 a 段 階

S K 34 9 4 C a S K 14 方形 平 底 1.10 0 .9 0 0 .0 6

S K 3 5 9 4 C a S K 0 8 l " fi j 丸 底 1.7 0 0 .9 0 0 .4 0 Ⅲ式

S K 3 6 9 4 C a S K 10 不 定 形 平 底 1・50 1.2 5 0・14

S K 37 9 4 C a S K 0 9 楕 円形 丸 底 1・10 0 .8 0 0 .5 8

S K 3 8 94 C a S K 16 楕 円形 fzm 1・55 0 .9 0 0・55

S K 39 9 4C a S K 2 2 Eifl S E l 平 底 (1 .10 ) 0 .9 5 0・08

S K 4 0 94 C a S K 4 1 楕 円形 平 底 0・17 0 .14 0 .18

S K 4 1 94 C a S K 4 7 方形 平 底 ? 1.3 5 1 .2 5 0 .2 7 Ⅱ式 ?

S K 4 2 9 4 C a S K 4 8 楕 円形 平 底 2・45 1 .0 0 0 .2 1 Ⅲ式 ?

S K 4 3 94 C a S K 5 8 楕 円形 丸 底 1.3 5 0 .8 0 0 .15

S K 4 4 9 3 B b S K 5 3 不 定 形 平 底 1.0 0 0 .9 0 0・08

S K 4 5 9 3 B b S K 5 2 不 定 形 平 底 2・10 1 .7 5 0 .0 5

S K 4 6 9 3 B b S K 5 円形 平 底 0.8 0 0・70 0 .0 4

S K 4 7 9 3 B b S K 5 0 不 定 形 平 底 1.6 5 1 .4 0 0 .19

S K 4 8 9 3 B b S K 4 1 不 明 丸 底 (5 .00 ) (1・50 ) ( 1・29 )

94 D a S K 0 2 不 明 平 底 (4 ・55 ) (2 ・35 ) 0・52

S K 4 9 9 4 C b S K 0 9 長 方 形 um (2・30 ) 1・10 0 .3 6 Ⅰ式 b 段 階

S K 5 0 9 4 C b S K l l Effl R fU 丸 底 (1・80 ) 1 .5 0 0 .4 6 Ⅱ式 ～ Ⅲ式 a 段 階

S K 5 1 9 4 C b S K 0 6 不 明 丸 底 (0 ・80 ) (0・25 ) 0 .15 Ⅰ式 ～ Ⅱ式

S K 5 2 9 4 C b S K 0 7 長 ?方 形 丸 底 1・75 (0・80 ) 0 .3 0

S K 5 3 9 4 C b S K 15 長 方 形 平 底 2・25 1.15 0 .4 5

S K 5 4 9 4 C b S K 16 楕 円 形 平 底? 1.7 0 0 .7 0 0 .2 9

S K 5 5 9 4 C b S K 18 長 方 形 & m 2 .8 0 1・60 0・11 Ⅲ式 ?

S K 5 6 9 4 C b S K 2 6 長 楕 円形 平 底 3・30 0 .8 0 0 .2 4 Ⅱ式

S K 5 7 9 4 C b S K 2 9 楕 円 形 丸 底 2.2 0 1 .15 0 .4 7 Ⅰ式 a 段 階 ～ Ⅰ式 b 段 階

S K 5 8 9 4 C b S K 4 4 不 定 方形 平 底 3.4 0 2・70 0・16 Ⅱ式

SK 5 9 9 4 C b S K 5 6 長 方 形 丸 底 1.3 5 0 ・80 0・25

S K 6 0 9 4 C b S K 5 3 楕 円 形 平 底 1.6 5 0 .9 0 0・23 Ⅱ式

SK 6 1 9 4 C b S K 5 4 楕 円 形 E M (0 .7 5 ) 0 .5 5 0 .10

S K 6 2 9 4 C b S K 5 9 楕 円 形 平 底 (1・30 ) 1・20 0 .0 9 I 式 b 段 階

SK 6 3 9 4 C b S K 7 6 n u K 丸 底 1.9 0 0 .8 0 0 .3 0 Ⅱ式

SK 6 4 9 4 C b S K 6 6 楕 円 形 丸 底 1・00 0 .7 5 0・14 Ⅲ式 a 段 階
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新 遺
構 NQ

調査

区

旧 遺構

NQ
平 面 形態 断 面 形態 長径 (m ) 短 径 (m ) 深 さ(m ) 備 考

S K 6 5 9 4F S K 12 zm ¥ 平 底 (1 .4 0 ) (0 .8 5 ) 0・06 Ⅱ式

S K 6 6 9 5C c S K 10 長 方 形 平 底 1・70 1 .0 0 0 .4 8

S K 6 7 9 5C a S K 0 5 不 定 形 平 底 1・45 1・35 0 .13 Ⅱ式

S K 6 8 9 5C a S K 0 9 長 方 形? 丸 底 (1 .9 5 ) 1 .2 0 0 .18 Ⅱ式 ～

S K 6 9 9 5 C a S K 18 円形 丸 底 0.7 0 0・70 0 .5 4

S K 7 0 9 4A e S K 2 3 楕 円形 丸 底 (1.0 0 ) 0・75 0 .3 2 Ⅱ式 ～

SK 7 1 9 4A e S K 2 9 不 定 形 平 底 (2 .7 5 ) (2 ・25 ) (0 .19 )

S K 7 2 9 4 A e S K 2 9 不 明 平 底 4・50 (4 .3 0 0 .2 9

S K 7 3 9 4 A e S K 2 8 不 明 平 底? (3・65 ) (1 .7 0 ) (0 ・3 8)

S K 7 4 9 4 A e S K 27 不 明 平 底? (1・90 ) (0 .7 5 ) (0 .l l

S K 7 5 9 4 A e S K 0 3 Effl S E M 平 底 1.9 5 0・95 0 .2 2 Ⅲ式 a 段 階

SK 7 6 9 4 A e S K 0 1 不 定 形 平 底 2・45 1・25 0 .10 Ⅱ式 ～ Ⅲ式

SK 7 7 95 C b S K 09 EM S E a 平 底 1.5 0 1・05 0 .2 3 Ⅱ式 ～

SK 7 8 95 C b S K 04 不 明 平 底 (2 ・55 ) (1 .3 5 ) 0 .4 8 Ⅰ式 ～ Ⅱ式

SK 7 9 9 5C b S K 12 A 不 定 形 . 丸 底 2・50 1・55 0 .4 5 Ⅱ式

SK 8 0 9 5C b S K 52 円形 丸 底? 1.6 0 1・55 0 .3 7 Ⅱ式

SK 8 1 9 5C b S K I 37 楕 円形 平 底 1.9 0 1・40 & .5 1 Ⅱ式

SK 8 2 9 5C b S K 1 3 8 楕 円形 平 底 0.9 5 0・07 (0 .0 0 )

S K 8 3 9 5C b S K 07 楕 円形 丸 底 3.10 1.5 5 0 .7 4

S K 84 9 5 C b S K 64 長?方形 ? 平 底 (1 .3 0 ) (1・00 ) (0 .1 5 )

S K 85 9 5 C b S K 0 5 Effl g fl 丸底 1・65 1.15 0 .4 9 Ⅱ式

S K 86 9 5 C b S K 1 0 楕 円形? 平 底 (1 .0 0 0・90 0・54 Ⅱ式

S K 87 9 5 C b S K I 34 不 明 平 底 (2・40 ) (0 ・65 ) (0 .6 7

S K 8 8 9 5 C b S K 0 8 方形 平 底 1・80 1.6 0 0 .3 6 Ⅱ式

S K 89 9 6A S K 3 2 円形 ? 平底 (2・85 ) (0 .9 5 ) (0・7 1) (Ⅱ式 ～)

S K 9 0 9 6A S K 2 8 楕 円形 ロート状 丸 底 0 .9 0 0 .80 (0 .3 2 )

S K 9 1 9 6A S K 2 6 円形 ? 丸底 1.2 0 (0 .5 0 ) 0 .2 8 Ⅱ式 ～ Ⅲ式

S K 9 2 9 6A S K 2 7 円 形 fs m 0 ・75 (0 .6 5 0 .2 6

S K 9 3 9 6A S K 2 5 楕 円形 平底 2 ・4 0 1 .9 0 0 ・57

S K 94 9 6A S K 2 3 方 形? 平 底 (1.6 5 ) (0・95 ) 0 .1 2

S K 9 5 9 6 A S K 2 2 Effl S E ^ 丸 底 1・55 1・15 0 .2 1

S K 9 6 9 4 B b S K 2 3 長 方 形 平 底 2.4 0 (1・20 ) 0 ・24 Ⅲ式 b 段 階
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NROl土層
1. 2・5Y4/3オリーブ褐色細粒砂(耕作土)
2. 2.5Y4/2時灰黄色細粒砂(土抗)
2・5Y3/2黒褐色シルト
10YR3ふ1黒褐色シルトの斑土
3・ 2・5Y4/3オリーブ褐色細粒砂
2・5Y3/2黒褐色シルトの斑土(水田床土)
4. 2.5Y3ふ2黒褐色シルト

5・ 2・5Y3/1黒褐色シルト
6・ 2・5Y5/1黄灰色シルト
2・5Y2ふ1黒色シルトの互層
7. 2・5Y3/2黒褐色シルト
8・ 2・5Y〟2時灰黄色シルト

9・ 2・5Y3ふ1黒褐色シルト
2.5Y5ふ2時灰黄色シルトの斑土

10. 2.5Y3ふ1黒褐色シルト
11・ 2.5Y5ふ2時灰黄色細粒砂
(2・5Y3/l黒褐色シルトのブロック混じり)

12・ 2.5Y〟2暗灰黄色細粒砂
(2・5Y3ふ1黒褐色シルトのブロック混じり)

13・ 2.5Y5ふ2時灰黄色細粒砂
14・ 2・5Y5/1黄灰色細粒砂
15. 2.5Y5ふ2時灰黄色シルト
と炭化物の互層

16. 2・5Y4β暗灰黄色シルト
(黒色シルトの堆積層を含む)

17. 2.5Y5β暗灰黄色シルト
(一部に黒色シルトの堆積層を含む)

18・ 2・5Y4/1黄灰色シルト
5Y5ふ1灰色シルトの互層
(炭化物を含む)

19・ 10YR3ふ1黒褐色シルト
20・ 5Y5β灰オリーブ色中粒砂
10YR3/1黒褐色シルトの斑土

21・ 2.5Y2/1黒色シルト(炭化物層)

22. 10YR3/1黒褐色シルト
5Y5β灰オリーブ色租粒砂の斑土

23. 2.5Y5/1黄戻色シルト
(有機物を少量含む)

24・ 2.5Y3ふ1黒褐色シルト(炭化物層)
2.5Y3β黒褐色シルト(有機物層)の互層

25・ 2.5Y4ふ1黄灰色シルト
(有機物を多量に含む)
26・ 5Y5/1灰色シルト
27. 2・5Y2ふ1黒色シルト
2.5Y3/3時オリーブ褐色シルトの互層

28・ 2.5Y4β暗灰黄色シルト
2・5Y3β黒褐色中粒砂の互層

29・ 2・5Y5β暗灰黄色シルト
2・5Y4/1黄灰色シルト(有機物を含む)
2・5Y3/1黒褐色シルトの互層

30・ 2・5Y6β灰黄色細粒砂
31・ 2.5Y3β黒褐色シルト(炭化物を含む)
32. 2・5Y4ふ1黄灰色中粒砂.
33・ 5Y4/1灰色中粒砂
34・ 2.5Y4ふ1黄灰色シルト

35・ 2・5Y3ふ3時オリーブ褐色シルト

NR03土層

1・ 2.5Y3β黒褐色細粒砂
一部に2・5Y6/2灰黄色細粒砂を含む
2・ 2・5Y4ふ1黄灰色シルト
3・ 2.5Y4ふ1黄灰色シルト
一部に2.5Y6/2灰黄色中粒砂を含む
4・ 2.5Y4ふ1貴灰色シルト
5・ 2・5Y4ふ1黄灰色シルト
2.5Y6β灰黄色中粒砂の斑土
6・ 2.5Y5ふ1黄灰色中粒砂
7・ 2・5Y3ふ1黒褐色シルト
8・ 2・5Y4ふ1黄灰色シルト
9. 5Y2ふ1黒色シルト

10. 5Y5ふ2灰オリーブ色シルト

ll. 5Y5ふ1灰色シルト

(炭化物の堆積を含む)

12・ 5Y5ふ1灰色シルト

19・ 2.5Y6/1黄灰色中粒砂
20・ 2.5Y5/1黄灰色中粒砂
21. 2・5Y5ふ1黄灰色シルト
22・ 5Y5β灰オリーブ色細粒砂

5Y3/1オリーブ黒色シルトの互層23・ 5Y5ふ1灰色中粒砂
24・ 5Y5β灰オリーブ色中粒砂
25・ 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂
26・ 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂
(有機物・流木を含む)
27. 2.5Y4β暗灰黄色細粒砂
(有機物を含む)

13・ 2.5Y3ふ1黒褐色シルト
(炭化物を含む)

14. 2・5Y6ふ1黄灰色中粒砂
15・ 2・5Y6/2黄灰色シルト
16・ 2・5Y4/l黄灰色シルト
17・ 5Y〟1灰色細粒砂
18. 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂

第36図旧河道土層断面図1 1:80
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28・ 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂
29. 2・5Y3β黒褐色細粒砂
30. 2・5Y4β暗灰黄色シルト

(一部炭化物を含む)
31・ 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂
32・ 2・5Y4ふ1黄灰色細粒砂
33・ 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂
34. 2.5Y5ふ1黄灰色租粒砂
35・ 2・5Y4β暗灰黄色中粒砂
(有機物を含む)

36・ 2.5Y4β暗灰黄色租粒砂
(有機物を含む)

37. 2.5Y5β暗灰黄色中粒砂
2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂の互層
(有機物を含む)

38. 2・5Y4ふ1黄灰色細粒砂
(有機物を含む)

39・ 2.5Y6/1黄灰色租粒砂
2・5Y4/1黄灰色中粒砂の互層
(有機物を含む)

40・ 2・5Y4/1黄灰色中粒砂
2・5Y4/1黄灰色細粒砂の互層
(有機物を少量含む)

中粒砂

巨三ヨ租粗砂

41・ 2.5Y5ふ1黄灰色租粒砂
(有機物を少量含む)

42・ 2.5Y4/1黄灰色中粒砂
(有機物・流木を含む)

43・ 2.5Y5ふ1黄灰色中粒砂
10YR4/1褐灰色中粒砂の互層
(有機物を少量含む)

44・ 2.5Y4/1黄灰色中粒砂
(有機物を少量含む)
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NR04

0.00m

NR04土層

1. 2・5Y4ふ3オリーブ褐色細粒砂(耕作土) 12・ 2.5Y5β暗灰黄色細粒砂

2・ 7・5Y4/1灰色細粒砂13. 10YR3ふ1黒褐色シルト(炭化物を少量含む)

23・ 2.5Y〟2暗灰黄色細粒砂(炭化物を少量含む)

24. 10YR3/1黒褐色細粒砂(炭化物を多量含む)

3・ 5Y4ふ1灰色細粒砂14・ 2・5Y5β暗灰黄色細粒砂(炭化物を少量含む) 25. 2・5Y5/1黄灰色細粒砂(炭化物を少量含む)

4・ 7.5Y4/1灰色細粒砂15. 2・5Y3β黒褐色細粒砂(炭化物を多量含む)

5・ 5Y4ふ1灰色細粒砂(炭化物を多量含む)16・ 2・5Y3β黒褐色細粒砂

6. 5Y4/1灰色細粒砂17・ 2・5Y4β暗灰黄色細粒砂

7・ 2・5Y5/1黄灰色細粒砂(炭化物を含む) 18. 2.5Y4β暗灰黄色細粒砂

8・ 2.5Y4ふ2時灰黄色細粒砂

9・ 2.5Y6ふ1黄灰色細粒砂

10・ 5Y4ふ1灰色細粒砂

ll. 10YR3/1黒褐色シルト

NR06

19. 2・5Y5β暗灰黄色細粒砂

20・ 10YR3ふ2黒褐色シルト

21・ 2・5Y4β暗灰黄色細粒砂

22. 2.5Y4β暗灰黄色細粒砂(炭化物を含む)

1・ 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂

2・ 2・5Y3ふ2黒褐色シルト(炭化物を含む)

3. 2・5Y4ふ2時灰黄色シルト

4・ 2・5Y〟l黄灰色シルト

5. 5Y4ふ1灰色シルトと5Y7/1灰白色中粒砂の斑土

6・ 2・5Y6ふ1黄灰色中粒砂

7・ 5Y4ふ1灰色シルトと5Y5ふl灰色細粒砂の互層

8・ 2・5Y6ふ1黄灰色租粒砂(噴砂)

26. 2.5Y〟2

27・ 2・5Y〟2

28・ 2.5Y〟1

29. 2・5Y3ふ2

30・ 2・5Y〟1

31・ 2.5Y3/2

32・ 2.5Y〟1

33・ 5Y5/1

暗灰黄色細粒砂(炭化物を含む)

暗灰黄色細粒砂

黄灰色細粒砂(炭化物を含む)

黒褐色細粒砂

黄灰色細粒砂

黒褐色細粒砂

黄灰色細粒砂

灰色細粒砂

29 33

0.00m
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34・ 5Y〟1灰色細粒砂

35. 10YR4/2灰黄褐色シルト

36・ 2・5Y5/3黄褐色シルト

37. 2.5Y〟2時灰黄色シルト

38・ 2・5Y5ふ2時灰黄色シルト

39. 2.5Y〟1黄灰色シルト

40・ 10YR3/1黒褐色シルト

41. 2・5Y3β黒褐色細粒砂

42. 2・5Y4/2暗灰黄色細粒砂

43. 2.5Y〟1黄灰色細粒砂

44. 2.5Y4ふ1黄灰色細粒砂(炭化物を多量含む)

9. 5Y4ふ1灰色シルトと5Y〃2灰オリーブ色細粒砂の互層16・ 2.5Y5/1黄灰色細粒砂と2・5Y5β黄褐色細粒砂の互層

(下層に席食物層を含む) 17・ 2・5Y4β暗灰黄色細粒砂

10・ 2.5Y5ふ3黄褐色細粒砂18・ 2・5Y6β灰黄色細粒砂

2・5Y5ふ2時灰黄色細粒砂19・ 2.5Y3β黒褐色シルトと2・5Y5/1黄灰色細粒砂の互層

2・5Y6/1黄灰色中粒砂と2.5Y3/1黒褐色シルトの互層(下層に腐食物層を含む)

2.5Y6/1黄灰色租粒砂(噴砂)

2・5Y6/1黄灰色中粒砂

2.5Y5ふ3黄褐色細粒砂

20. 2.5Y3β黒褐色シルト

21・ 2・5Y3ふ1黒褐色細粒砂

22. 2・5Y4β暗灰黄色中粒砂

秦

1.00m
43

0.50m

0.00m

追二&柑

45・ 2・5Y〟l黄灰色シルト(炭化物を少量含む) 56・ 5Y4/1灰色細粒砂

46・ 5Y3/lオリーブ黒色シルト(炭化物を少量含む) 57・ 5Y〟1灰色細粒砂

47・ 5Y3/1オリーブ黒色シルト(炭化物を少量含む) 58・ 2.5Y4β暗灰黄色シルト

48. 5Y3/1オリーブ黒色細粒砂59. 5Y〟1灰色細粒砂

49・ 2・5Y4/1黄灰色細粒砂(炭化物を少量含む60. 5Y4/1灰色細粒砂

50. 5Y3ふ1オリーブ黒色細粒砂(炭化物を少量含む) 61・ 5Y4ふ1灰色細粒砂

51・ 2・5Y〟1黄灰色細粒砂(炭化物を含む62. 5Y〟1灰色中粒砂

52・ 5Y5/1灰色細粒砂63・ 5Y3/1オリーブ褐色シルト(炭化物を少量含む)

53. 2.5Y4/1黄灰色細粒砂(炭化物を少量含む) 64・ 5Y3/1オリーブ黒色細粒砂

54. 5Y5/l灰色中粒砂10YR3/1黒褐色シルト

55. 5Y4ふ1灰色細粒砂(炭化物を少量含む)のラミナ

東

0.50m

0・00m

-0.50m

・1.00m

団細粒砂E写I租粒砂

0 5m

23・ 2.5Y6/1黄灰色租粒砂と2・5Y3β黒褐色シルトの斑土31・ 2.5Y5β暗灰黄色細粒砂(下層に席食物層を含む)

24・ 2・5Y6/2灰黄色租粒砂32. 2.5Y6/1黄灰色中粒砂

25. 2・5Y4/2時灰黄色細粒砂(下層に腐食物層を含む33. 2.5Y6/1黄灰色中粒砂(下層に腐食物層を含む)

26・ 2・5Y5/1黄灰色細粒砂と2・5Y6/1黄灰色中粒砂の互層34. 5Y7/1灰白色中粒砂

27. 2.5Y5ふ1黄灰色細粒砂(下層に腐食物層を含む35. 5Y5〝オリーブ色シルト(貝殻を含む)

28・ 2.5Y5ふ1黄灰色中粒砂36・ 5Y7β灰白色租粒砂と10YR4/1褐灰色シルトの斑土

29. 2.5Y6/1黄灰色細粒砂と2.5Y5β暗灰黄色細粒砂の互層37. N5/0灰色シルト

30・ 2・5Y6/1黄灰色中粒砂

1・ 2.5Y4ふ1黄灰色中粒砂(表土)

2. 2.5Y3/2黒褐色中粒砂

3・ 2.5Y〟1黄灰色シルト

4. 2・5Y3/1黒褐色中粒砂(炭化物を含む)

5. 2.5Y〟2暗灰黄色中粒砂

6. 10YR4/1褐灰色中粒砂

7・ 10YR3ふ1黒褐色中粒砂

ll. 2・5Y〟1黄灰色細粒砂(炭化物を含む)

12・ 7・5YR3/1黒褐色シルト

13・ 10YR4β灰黄褐色細粒砂

14・ 2.5Y4ふ1黄灰色中粒砂

15・ 10YR4β灰黄褐色細粒砂(炭化物を含む)

16. 2・5Y4/1黄灰色細粒砂(炭化物を含む)

17・ 10YR4β灰黄褐色シルト(炭化物を多量含む)

8・ 10YR3/1黒褐色細粒砂(炭化物を含む) 18・ 2ゞ・5Y4ふ1黄灰色細粒砂

9. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂19・ 10YR3β黒褐色シルト(炭化物を含む)

10. 10YR4β灰黄褐色細粒砂20・ 2・5Y〃2時灰黄色シルト(炭化物を含む)

第37図旧河道土層断面図2 (1 :80)
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21. 2.5Y5/1黄灰色細粒砂 31. 10YR〟2灰黄褐色細粒砂

22・ 10YR3/1黒褐色中延砂(炭化物を多量含む) 32・ 2・5Y〟1黄灰色細粒砂

41. 2・5Y〟2時灰黄色シルト

42. 2・5Y4ふ1黄灰色細粒砂(炭化物を含む)

23. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂(炭化物を多量含む) 33. 10YR〟1褐灰色細粒砂(炭化物を含む) 43・ 2・5Y〟1

24. 2・5Y5ふ1黄灰色細粒砂

25. 10YR4ふ1褐灰色細粒砂

26・ 2・5Y4ふ1黄灰色細粒砂

27・ 2・5Y3/2黒褐色細粒砂

28. 10YR〟1褐灰色細粒砂

29・ 10YR〟1褐灰色細粒砂

30・ 2・5Y3ふl黒褐色細粒砂

34. 10YR3/l黒褐色細粒砂

35. 10YR3ふ2黒褐色細粒砂

36. 2・5Y3/2黒褐色中粒砂

37. 10YR3/1黒褐色細粒砂(炭化物層を含む)

38. 2.5Y〟1黄灰色細粒砂

39・ 2・5Y〟1黄灰色細粒砂

40・ 2.5Y3/3暗オリーブ褐色中粒砂

44. 2.5Y5/1

45・ 5Y3β

46・ 2・5Y3ふ2

47・ 2.5Y4ふ1

48. 5Y4ふ1

49・ 2・5Y4ふ1

50・ 5Y4ふ1

黄灰色細粒砂(炭化物層を含む)

黄灰色細粒砂

オリーブ黒色シルト

黒褐色シルト(炭化物層を含む)

黄灰色細粒砂(炭化物層を含む)

灰色シルト(炭化物を少量含む)

黄灰色細粒砂(炭化物を含む)

灰色シルト(炭化物層を含む)
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(5)旧河道

(第36図-第39図、第9表)

旧河道ここで分類したものは人為的な掘削では

なく、自然の流水によると思われる溝を9条取り

上げた。

分布北調査区を南北に横断する旧河道を7

条NR01-NR07と西1調査区で1条(NR

08)、西2調査区で1条NR09が検出されてい

る。主に北西から南東に流れるものNR03-N

R04NR09)と北東から南西に流れるもの(N

R05--NR06NR07)、南東から北西に流れる

もの(NR02-NR08)、南西から北東に流れる

もの(NR01)の4タイプに分かれ、旧河道の流

れは一定の方向性を持っていない。 95 F区を北北

西から南南西に流れるNR04のみ95A a区93D

区において河道の続きが確認されている。

断面形態旧河道の底面は全て丸底で、必ずしも

旧河道の横断面を直角に捉えていないが、河道の

立ち上がりが左右均等のもの(NR01-NR06a)

と左右の立ち上がりのどちらかがやや不均衡なも

の(NR03-NR04-NR08)があり、後者の緩

やかの立ち上がりの方は旧河道のポイントバーの

部分にあたるものと思われる。 NR03東側にはポ

イントバーにみられるスクロールバーとそれに伴

う凹みが観察された。またNR06中央は河道を埋

めた土層が大きく盛り上がっており、河道下部土

層の砂層が液状化・流動化した結果、水平な堆積

が崩れたものと思われる。 NR08南側の北への傾

斜か較くなる部分があるのも、河道下部土層の砂

層が液状化・流動化した結果水平な堆積が崩れた

ことが原因にあると思われる。 95Ca区SB66で調

査した竪穴住居床面の熱残留地磁気測定結果にあ

る地磁気の揺れはこの現象を反映したものであろ

う。 NR06は埋まった後再び小規模な河道が流れ

るようであり、下層河道をNR06a、上層河道を

NR06bとした。

埋土シルトが卓越したNR01・NR04・N

R08と砂が卓越したNR03・NR06に分かれる。

前者はシルトが数層堆積した間にシルトが2-3

層挟まれるような堆積をしており、後者はシル

ト・細粒砂と中粒砂・粗粒砂の層が互層になって

堆積しており、後者の方が急速に堆積したことを

示しているかも知れない。遺物がまとまって出土

しているのは、 NR06a下層やNR08の1面があ

る。 NR08の1面直上の炭層の堆積は当時の生活

面が残っている可能性がある。 NR06aに伴う遺

物は河道東側の方から斜方に出土するものが多く

微高地にある居住域から流れ込んだ可能性が高い。

新 遺構 N Q
調 査

区
旧遺 構 N Q 流 路 の 方位

断 面

形 態
幅 0m )

確 認 Dし た

長 さ0m )
深 さ (m ) 備 考 (時 期 な ど )

N R 0 1 9 6 B N R 02 N -5 8 -E 丸 底 9 .30 (1 9 .5 0 ) 1 .2 8 南 西 → 北 東

N R 0 2 9 6 B N R 0 1 N -? -E 丸 底 (2 4 .0 0 ) (2 7 .0 0 ) (0 .7 3 ) L 式 a 段 階 ～ Ⅱ式

南 東→ 北 西9 6C N R 0 1 N ー12 -W 丸 底 (4 .4 0 ) (8 .7 0 ) (0 .2 5 )

N R 0 3 9 6C N R 0 2 N -5 2 -W 丸 底 3 2 .80 (5 0 .0 0 ) 1.7 1 L 式 a 段 階 、 北北 西 → 南 南西

N R 0 4 9 3D N R 0 1 N -2 7 -W 丸 底 17 .35 (2 6 .1 0 ) 不 明 Ⅱ 式

北 北西 → 南 南 西94 A a N R 0 1 N -5 1-E 丸 底 (2 .6 0 ) (7 .4 5 ) 0 .1 4

94 A b N R 0 1 N -14 -W 丸 底 12 .5 0 (6 .20 ) 0 .3 4

9 5F N R 0 1 N -3 9 -W E S M 2 7 .0 (2 1 .0 5 ) 1 .0 1

N R 0 5 9 5F N R 0 2 N -3 0 -W 丸 底 (1 .3 5 ) (8 .4 0 ) (0 .14 ) L 式 a 段 階 、 洪水 に よる ス ク ロ ール バ ー

N R 0 6 a 9 6 D N R 0 1下 層 N -0 6 -E 丸 底 19 .80 (14 .1 5 ( 1.8 7 ) L 式 a 段 階 、 北 l >南

N R 0 6 b 9 6 D N R 0 1上 層 N -0 6 -E 丸 底 Ⅲ 式 b 段 階 ～ Ⅲ式 C 段 階 、 北 → 南

N R 0 7 9 3 E c N R 0 1 N -0 7 -W 丸 底 不 明 (1 .5 5 ) 0 .5 3 北 北 東 → 南 南 西

9 6 D N R 0 2 N -2 3 -E 5 5 .0 (14 .4 0 ) (0 .8 7 )

N R 0 8 A E N R 0 1 N -4 9 -W 丸 底 2 4 .0 0 (2 .2 0 ) 0 .3 3 Ⅱ 式 、 南 東 l→ 北 西

9 5 C a S D 0 3 N -4 2 -E 丸 底 (16 .1 5 ) (8 .85 ) ( 1.0 2 )

N R 0 9 94 B a N R O l N -6 9 -W 丸 底 7 .2 5 (7 .6 5 0 .5 4 北 西 北 → 南 東 南

第 9 表 旧 河 道 一 覧
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第39図旧河道NR081面遺物出土状況図(1 :40)
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5・弥生土器

(1)弥生土器の整画こついて

a.弥生土器の選別について

一色青海遺跡ではコンテナ約700箱の弥生土器

が出土している。弥生土器の整理に関しては、出

土した土器の種類と量を分析し、遺跡.個々の遺

構についての時間的、文化的な調査検討.報告す

ることを目的としている。

そのため出土した全ての資料について接合・復

元を行い、立体的に形の復元が出来るもの、土器

の口縁部・底部(長径3cm以上の破片、実測可能

なもの、特徴による分類可能なもの)と文様付き

壺体部(長径5cm以上の破片、特徴的な破片) (C

1類)を抽出した。その段階で抽出しなかった破片

(C2類)はコンテナ200箱分にあたる。

抽出された遺物の中で更に弥生時代の遺構とし

て取り上げた遺構出土のものとそれ以外の遺構・

包含層出土のもの(Cl類)に分け、遺構出土の

ものについては実測作業を進めた(B類)～

実測作業では、竪穴住居出土のものについては

ほとんど実測など資料化を行い、方形周溝墓、溝、

旧河道についてはその遺構の時期などを確認する

ために立体的に復元できるもの・特徴のある破片

を実測した。残る土坑出土の資料については遺構

の時期などを確認するためなどに必要な資料を中

心に抽出した後、出土資料の多い遺構から実測作

業を行った。包含層出土の資料についてはほとん

ど実測など資料化を行えなかった。今後の課題と

して残る。

蔭山誠一

b ・報告について

先述した目的と方法から弥生土器の図化を行っ

たものが第15図～第63図である。遺構の分類ご

とに実測図は4分の1、拓本付き実測図は3分の1

になっている。ここでは実測図に合わせた遺物

個々の記述を行うべきとも考えられるが、土器の

資料化を優先して行い、また先述の目的を果たす

ため、まず遺構出土の弥生土器について分類を行

い、遺構間での出土器種・土器形態の構成につい

て分析し、遺構出土の弥生土器について時期区分

を行う。続いて時期ごとの土器の器種構成や個々

の土器の形態変化などについて述べ、分析するこ

とによって報告とする。尚、実測図に対応する

個々の分類.特徴などについては一覧表である第

3表～第13表を参照していただきたい。

(2)弥生土器の分類(第1図～第5図)

ここでは遺構出土の弥生土器について分類を行

うが、まず弥生土器の調整・文様について分類し、

続いて形態である器形について分類を行う。

a.調整の分類

調整を6つに分ける。

N.ナデ・ -器壁表面に土器胎土中の砂礫粒の移

動痕跡がないもの、不明瞭なもの。指頭・指腹に

よると思われるもので、やや不明瞭な凹凸をもっ

て認識されるもの。

N a.タテナデー壺頚部内面)■体部内面に多くみ

られる。指頭.皮革などを利用したもの。下から



上への器壁調整が主体的、縦位に帯状の凹凸が形

成される。

N b(ヨコナデー口縁部内面・脚台部などに施され

る。皮革などを利用したもの。土器に対して横方

向の平行移動が確認され、上下には帯状の凹凸が

形成される。ある程度の回転台の使用が想定され

るものもある。

N e.平ナデ-壺などの頚部.体部外面にみられ

る。凹凸はほとんどみられない。

N f.板ナデー壺・■体部の内外面に見られるもの

で原体によるナデの始まりが直線状の停止、器面

に原体幅部分の凹みをもって認識されるもの、パ

ケとは調整面に残る条線の有無により異なる。

N F.指オサエ・・・器壁表面の移動を伴わない円形・

楕円形状の凹みとして認識されるもので、体部内

面などに顕著にみられる。外面からの調整による

内面当てとの区分は難しくそれらを含む。時に爪

痕が残され、指頭状のもの、拳状のものがある。

Hハケ) -木材などの板小口を使ったものと考

えられているもの、木材の年輪の冬季硬質部分が

器壁表面に断面階段状の平行した条線として認識

される。ハケ原体の単位がわかるはずであるが、

調整の重複により不明瞭な場合が多い。原体の材

の種類や使用状況などにより表れ方が異なる。大

きく2種に分類する。

H A 1太ハケ…ハケの年輪の冬期硬質部が当たる

凹部である条が年輪の夏期軟質部のあたる凸部で

ある条間より幅広なもの。

HB.細ハケ-ハケの条が条間より細いもの。

」.条痕・ -いわゆる条痕文で、器壁表面の凹部

が深い荒々しい感じになる。二枚貝の側線を使用

したと思われる貝条痕と細い棒を束ねた櫛状原体

を用いたと思われる櫛条痕がある。

J S.貝条痕…条間が丸い断面を持つ器壁表面と

して認識されるもの。

J X(櫛条痕…条間に平坦な部分を残すもので、深

鉢形土器の口縁部に施される指突文の観察では断

面円形・楕円形をした径1・5m前後の細い棒状のも

のを3 ～7本束ねた櫛状のものの先端部分を使用

したと推定されるもの。刺突文の穴底に植物質痕

が確認できる。

T.タタキ( -器壁の表面に平行にはしる直線の

凹みにより認識され、壺.嚢の体部外面にみられ

る。内面には指オサエを伴うことが多い。板状工

具の平坦面にある直線の凹凸が表れたもので、器

体に対してヨコからナナメ方向に凹みである条が

はしる。

TA.三角タタキ・.・凹みである条の断面が三角形

状のもの。

T B.台形タタキー凹みである条の断面が台形状

のもの。

K.ケズリ・ ・ ・器体表面の砂礫粒の移動痕跡によ

り認識されるもので、壺体部下半の外面に施され

るケズリの断面は2-3cm幅の平坦面をもつが、■

体部下半の内面にあるケズリ断面は丸い溝状に認

められる。主に器壁表面が比較的乾燥した状態で

調整される場合と余った粘土を掻ぎ取る場合とが

ある。

M.ミガキ. ・ ・器体表面に残る幅1-8mm程の滑

らかで光沢のある浅く長い凹みとして認識される。

器体表面を押圧して施文しているものと思われる。

調整の最後に施される場合が多い。調整の範囲に

よりMA.帯状(充填を含めない) ・MB.部分(充填

を含めない・MC.全面の3つにわかれる。

Ma.タテミガキ・・・縦方向のミガキで壺体部下半・

鉢体部内外面.高坏内外面にみられる。

Mb.ヨコミガキ・・・横方向のミガキで壺体部下半・

高坏坏部内外面などにみられる。充填ミガキなど

もこの一種であるがここでは区別している。

充填ミガキ-壺体部上半の外面に帯状体として施

されるもの。文様的効果が想定される。

ミガキ文様.・.ミガキの1単位が独立して施される



もので、暗文的効果が想定される。壺体部上半の

外面に斜格子文などで描かれる。いわゆる「磨消

線文」とよばれるミガキ直線文や暗文風のミガキ

斜格子文などがある。

b ・文様の分類

土器の装飾をする方法としては何らかの工具に

よる線刻文や粘土を貼り付ける浮文、ベンガラな

ど赤彩による彩色(彩文の3つの方法がある。一

色青海遺跡出土の弥生土器では現在確認できるか

ぎりでは線刻文がほとんどで、浮文も比較的多く

みられる。彩色や彩文は少数の土器で確認できる

のみである。

1)線刻文

土器に残されている文様から想定される施文原

体の形状について分類し、続いて文様の種類を分

類する。

○施文原体

文様から想定される施文原体の形状を8類に分

ける。

P ・指-基本的にはヨコナデによる施文を想定し

ており、基本的に器体に対して横方向の施文にな

る。凹線文の原体に相当する。

Q.竹管・・・竹のような断面円形の管状のものを想

定しており、径1 --2cmの円形や半円形の線状凹

みとして認識される。文様を刻んで施文する場合

を推定している。措いて施文する場合も存在する

と思われるが、今回は櫛の描いて施文する場合に

含んでいる。また刻んで施文する場合には半裁し

た管を使う場合と管のまま使う場合がある。いわ

ゆる竹管文.爪形文の原体に相当する。

S.貝殻-貝殻の側縁のような波状になったもの

を想定しており、貝殻側縁が器体に当たった長さ

1 - 3cmの波線や器体表面に残された文様の波状

凹凸がある断面として認識される。前者の文様を

刻んで施文する場合がほとんどであるが、後者の

描いて施文する場合もある。貝殻文の原体に相当

する。

V(石・ヘラ…施文部分がやや丸みをもった平坦な

ものを想定しており、器体表面に残る幅1-8mm

程の滑らかで光沢のある浅く長い凹みとして認識

される。器体表面を押圧して施文しているものと

思われる。調整の最後に施される場合が多い。ミ

ガキ調整と同様のもので、暗文・磨り消し線文・

充填ミガキなどの原体に相当する。

W.ヘラ(棒状) -櫛よりやや太い1本の棒状のも

のを想定しており、単独の長い線状の凹みとして

認識できる。櫛と同じように描いて施文する場合

と刻んで施文する場合が推定できる。いわゆる沈

線文の原体に相当する。

X.櫛-細い棒状のものを2-20本束ねたものを

想定しており、長さ1-3cmの線状凹みや条間の

平坦面が残る断面をもつ複数集まった長い線状凹

みとして認識される。それぞれ文様を刻んで施文

する場合と描いて施文する場合が推定される。い

わゆる櫛描文の原体に相当する。櫛はさらに4類

に細分される。

X Ⅰ.櫛Ⅰ種・・・文様から線の凹みなどの間隔がほ

ぼ一定のもので、硬度のある木・竹等の小片の先

端を細かく割ったようなもの(櫛Ⅰ種A)と柔軟な

らざる程度の植物の枝茎を緊密に束ねたもの(棉(

種B)がある。櫛Ⅰ種Bの原体は管状のものと棒

状のものがある。

X Ⅱ.櫛Ⅱ種・・・管状・棒状の原体を2～5本一定の

間隔で束ね、さらにその束ねたものを2～4束一

定の間隔を保って束ねたもので原体にはやや弾力

がある。これまで複合櫛描文と呼ばれていたもの

の原体に相当する。壺体部上半の直線文や波状文

によくみられる。

XⅢ.櫛Ⅲ種-1本1本が比較的細くまれにこれら

が交差するササラ状、またはホウキ状の形状が想

定されるもので、いわゆる三河系の壺体部にみら

れる。



Y.撚紐…植物質のものを撚った紐状のものを想

定しており、器体表面に残された撚紐の撚り庄痕

として認識される。文様を刻んで(回転させる)施

文する場合が推定できる。縄文の原体に相当する。

Z.不明・その他…原体の形状が分類できないも

の。その他のもの。

○文様

1.直線文…器体に対して横方向の直線状の文様で、

1本のみの場合もあるが、平行して複数の単位で

施文されることが多い。

2.波状文…器体に対して横方向の上下に振幅する

波状の文様で、直線文と同様に平行して複数の単

位で施文されることもある。

3.簾状文…器体に対して横方向の直線状の文様で、

一定間隔で原体を止めた横方向のスダレ状に認識

される。

4(山形文…器体に対して横方向の上下に振幅する

山形波状の文様で、上下の振幅に角があるもの。

5.斜格子文…格子の斜めに傾いたもので、施文時

の斜め線の前後によって左上り斜め線が先行する

左斜格子文(5 α)と右上り斜め線が先行する右

斜格子文(5β)の2類に分かれる。

6.羽状文…斜線文が互い違いに施されるもので、

器体に対して横方向に施されるものが多い。羽の

開く向きにより右向きに開く左羽状文(6α)と

左向きに開く右羽状文(6β)の2類に分かれる。

7.斜線文…斜めの直線状に見える文様で、器体に

対して横方向に施されるものが多い。左上がり斜

線文(7α)と右上がり斜線文(7β)に分かれる。

8.はね上げ文…器体に対して下から上に施文原体

をやや高速に移動させ、文様の終わりで原体を止

めないで措く文様で、縦方向でやや左右の斜めに

振った状態になる。

9.弧状文…半円の円弧状に文様が措かれるもので、

円弧の弧部が上にくる横方向に施文される。

10.扇形文…原体をコンパス状に用いて措くもの

で、扇形の文様が横方向に単体で並ぶ。

11.流水文一器体に対して縦方向に左右に蛇行し

て措かれるもので、波状文の波が大きくなったも

の。横方向に措かれるものがある。

12b鋸歯文…三角形文を横や縦方向に並べたもの

で、三角の部分を沈線などで充填する充填鋸歯文

もある。

13.垂下文…直線文や波状文を器体に対して縦方

向に措くもので、横方向の直線文や波状文を施文

する前後に措かれる。

14.付加文A(複数原体)…直線文などに直線文と

は異なる原体によって付け加えられる文様。

15.付加文B(同一原体) …直線文などに直線文と

同じ原体によって付け加えられる文様。

16. C字刻み…器体に対して横方向に右開きの半

裁の円形文として認識される。半■した竹管状の

ものや爪型文と同様のものである。

17. D字刻み…器体に対して横方向に左開きの半

■の円形文として認識される。

18.円形刻み…竹管状の原体によって円形に刻ま

れたもの。

19.タテ刻み…櫛やパケ状の原体によって上下縦

に刻みを入れたもの、タテ刻みを器体に対して横

方向帯状に施文したものが多い。

20.ナナメ刻み…タテ刻みが斜めになったもので、

左上りナナメ刻み(20α)と右上りナナメ刻み(20

β)に分かれる。

21.羽状刻み…左右のナナメ刻みが上下に重なっ

て羽状文風になったもの。横方向帯状に施される。

221ヨコ刻み…タテ刻みが90度回転したもの。

23.点刻み(口縁端部が主) …棒状の原体を刺突し

たもので、横方向帯状に展開したものが多い。

24.回転文(充填・帯状・部分・全面) …原体をコ

ンパス状に回転して施文するもので、扇形文以外

の文様。

25.その他…1 - 24以外の文様。



2) G.浮文・ ・ ・貼り付ける粘土の形状により3

類に分ける。

G A.棒状浮文…比較的短い粘土紐を貼付けるも

の。無文のもの(GAα)と上面に刻みをいれる

もの(GAβ)がある。

G B ・円形浮文…円形ボタン状の粘土を貼り付け

たもので、上面が比較的扇平なもの(GBα)、上

面に円形刻みが施されるもの(G Bβ)、上面が円

錐形山形になるもの(GBγ)に分かれる。

G C.帯状浮文・.・帯状、突帯状に器体を全周する形

で粘土紐を貼付けるもので、断面三角形・丸いも

の(GCα)、断面台形のもの(GCl)、上面に

刻みなどを施文するもの(GCγ)に分かれる。

G D.その他浮文…その他の形態の粘土を貼り付

けたもの。

3)彩色・ -ベンガラによる赤彩が認められた。

C.器形の分類(第1図～第5図)

一色青海遺跡出土の弥生土器には壺.高坏・鉢・

深鉢. ■形の土器があり、それぞれを分類した。

1)壺・ -先ず機能の差とも考えられる頚部の太

さによって細頸壺と太頸壺に2分類し、さらに頚

部の長さにより太頸壺を2形式に大別した。また

壺底部の形態を4類に分類する(第1図)～

a類…底部が体部から突出するもので、体部下半

を全面ミガキ調整するもの。

b類…底部が体部から突出するもので、体部下半

を部分ミガキ・帯状ミガキ調整するもの。

C類…底部が体部から突出するもので、体部下半

にミガキ調整が確認できないもの、ハケ調整など

でおわるもの。

d類…底部が体部から突出しない平底のもの、体

部下半はハケ調整でおわるものが多い。

e類-脚台の付くもの。脚台は横ナデ調整される

ものが多い。

細頸壷(第1図) ・ -頸部の細い壺の一群をま

とめる。

細頸壷A…口縁部が斜め上方にやや外反してひら

く受口細頸壺で、口縁端部を内折させる。口縁端

面は上方からやや内面側に面をもつ。頸部には沈

線直線文・櫛描直線文・簾状文・円形浮文などを

巡らす。体部はやや下膨れの球状形態で、体部上

半に櫛描文帯が数単位巡り、体部下半には横ミガ

キによるミガキ帯があるものが多い。底部はやや

突出する形状となる。

細頸壺B…直口細頸壺で、口縁端部はそのままお

わる。体部.底部の形状は細頸壺Aに類似する。

また細頸壺A ・ Bは頸部と口縁部の形態から4

類に分かれる。

1類-頸部の括れ部が柱状部分をもって口縁部が

外反して立ち上がるもの。口縁端面が斜め上方に

ある。

2類…頸部の括れ部で柱状部分を持たずに屈曲し

て口縁部に至るもの。口縁端面が上方にある。

3類…2類と同様であるが、頸部から口縁部の立ち

上がりが短くなったもの。

4類…体部から口縁部に明瞭な屈曲部をもって口

縁部が立ち上がるもの。

細頸壺C…口縁部が外反してひらく受口紳頸壺で、

口縁端部を内接させた外面に凹線文が巡る。口縁

端面は上方からやや内面側に面をもつ。頸部に沈

線直線文を2～5条巡らすものがあるが、無文の

ものが多い。体部は縦長の断面そろばん玉形をし

た形状になる。体部に文様はなく、ハケ調整がそ

のまま残る。底部は扇平で突出していない。

口縁部と頸部の形態から4類に分ける。

1類…体部から頸部-の移行部分より上の頸部中

央で緩やかに曲がるもので、体部最大径が比較的

高い位置にある断面縦長のソロバン玉形の体部形

状をもつ。

2類…口縁部の外反が1類にくらべて強くなった

もので、頸部の挟れの位置がやや下がる。

3類…2類の頸部の決れの位置がほぼ体部から頸部
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への移行部分にかかるもので、口縁部が体部から

直にひらく形状になる。

4類-3類の頚部から口縁部の立ち上がりが短く

なったもので、体部の形状も1類～3類と異なり

体部最大径が体部中央より下がった断面下膨れの

形状になる。

細頸壷D-口縁部が内湾してひらく内湾口縁細頚

壺で、口縁端部外面に凹線文が巡る。口縁端面は

上方からやや内面側に面をもつ。口縁部の凹線文

下の頚部には櫛描文や櫛刻みが巡る。体部は横長

の断面そろばん玉形をした形状で、体部上半に櫛

描文帯がある。体部下半はタテパケによる調整が

主体で、タテケズリの痕跡を残すものがある。

口縁部と頸部の形態から4類に分類する。

1類・・・頸部の括れ部から口縁が緩く内湾してひら

くもので、相対的に口縁部から頸部までの長さが

長く口縁端部外面の凹線文帯が2～3条巡る。口

縁部の文様帯は櫛による刻みが数段巡るものや櫛

刻みと櫛措直線文が交互に数段巡るもので、頚部

括れ部の文様と口縁部文様との境に無文の部分が

一定幅存在するもの。

2類一口縁が1類に比べて強く内湾してひらくも

ので、口縁部断面が内湾して膨らみをもつ形態に

変化して口縁部から頚部の文様帯が4帯以上ある

もの。体部形態、文様構成などは変化しない。

3類-.口縁が2類にくらべて強く内湾してひらく

もので、口縁部から頸部の長さも短くなる。体部

の形態などは変わらないが、体部上半の文様で櫛

描波状文が増加する。

4類…口縁が3類にくらべて更に強く内湾してひ

らくもので、口縁部から頸部の長さもより短くな

る。体部の形態は断面横長のソロバン形が上下に

膨らみをもち不整形な感じになる。体部上半の文

様帯数が減少し、 2類同様櫛描波状文の比率が高

い。

細頸壷E)・・口縁部が大きく外反してひらく広口細

頸壺で、体部の形状がわかるものが出土していな

い。

太頸壷(第2図・第3図) ( ‥頸部の太い壺の

一群をまとめる。さらに頸部が長い太頸壺と頸部

の短い太頸短頸壺にわける。体部の形状がわかる

ものは出土していない。また太頸壺、太頸短頸壺

の口縁部内面の文様をα類-浮文が付くもの、 β

類-複帯の櫛描文、 γ類・・・単帯の櫛描文の3つに

分類した。

太頸壺を口縁部の形態によりA～G類に分ける。

太頸壷A・)・口縁部が大きく外反してひらく広口太

頸壺で、口縁端部がそのままおわるもの。外面斜

め上方に端面をもつ。
＼

太頸壷B一口縁部が大きく外反してひらく広口太

頸壺で、口縁端部がやや肥厚するもの。外面斜め

上方に端面をもつ。

太頸壺C・・・口縁部が大きく外反してひらく広口太

頸壺で、口縁端部がやや肥厚し、下端が垂下する

もの。外面斜め上方に端面をもつ。

太頸壺A～Cは頸部と口縁部の形態から4類に

分ける。

1類・・・体部から頸部への移行部分より上の頸部中

央で緩やかに曲がるもの。

2類-口縁部の外反が1類にくらべて強くなった

もので、頸部の挟れの位置がやや下がり、頸部に

柱状の部分があるもの。

3類-2類の頸部の挟れの位置がほぼ体部から頸部

への移行部分にかかるもので、口縁部が体部から

直にひらく形状になる。

太頸壺D一口縁部が外反してひらく受口太頸壺で、

口縁端部を内接させた外面に凹線文が巡る。口縁

端面は上方からやや内面側に面をもつ。頸部から

体部上半に櫛描文帯が施される。底部は扇平で突

出していない。全体を復元できるものはないが、

大型の断面そろばん形の体部形状になるものであ

る。



太頸壺E…太頸壺Dの口縁部ほど大きく外反しな

い受口太頸壺で、やや小振りの口縁部になる。

太頸壺D ・ Eも頸部と口縁部の形態から4類に

分ける。

1類…体部から頸部への移行部分より上の頚部中

央で緩やかに曲がるもの。太頸壺Eの口頸部形態

にみられる。

2類…口縁部の外反が1類にくらべて強くなった

もので、頸部の決れの位置がやや下がり、頸部に

柱状の部分があるもの。

3類…2類の頸部の挟れの位置がほぼ体部から頸部

への移行部分にかかるもので、口縁部が体部から

直にひらく形状になる。

4類…頸部から口縁の開きが3類にくらべて強く

なる一方で、口縁部の外半は緩やかになり口縁が

まっすぐ斜め上方にのびる形状になる。

太頸壷F…口縁部がほとんど外反しないでひらく

直口太頸壺で、頸部に沈線直線文・ヘラ刻み・円

形浮文などの施文がある。

太頸壺G…大きく外反してひらく受口口縁をもつ

広口太頸壺で、頸部が突出する断面山形の形態に

なる。底部は突出する。体部上半はササラ状の櫛

Ⅲ種により羽状文や垂下直線文から派生している

垂下山形文などが施される。体部下半はヨコミガ

キが施される。

太頸短頸壺A・・.口縁部が斜め上方にやや外反して

ひらく直口太頸壺で、口縁端部はそのままおわる。

口縁端部の形状により2類に分かれる。頸部には

沈線直線文・櫛描直線文.波状文・竹管刻み.円

形浮文などを巡らす。体部はやや下膨れの球状形

態で、体部上半に櫛描文帯が数単位巡り、体部下

半には横ミガキによるミガキ帯のあるものが多い。

底部はやや突出する形状となる。

また太頸短頸壺AとDも頸部と口縁部の形態か

ら3類に分ける。

1類…体部から頸部への移行部分より上の頸部中

央で緩やかに曲がるもの。

2類…口縁部の頸部からの立ち上がりが短くなり、

頸部から体部の広がりが不明瞭なもの。

3類…口縁部の外反が1類にくらべて強くなった

もので、頸部の挟れの位置がやや下がり、頸部の

抉れの位置がほぼ体部から頸部への移行部分にか

かるもので、口縁部が体部から直にひらく形状に

なる。

太頸短頸壺B …太頸短頸壺Aの頸部がやや短く

なった直口太頸壺で、外面をナデやハケ調整のみ

でおわるもの。体部の形状から断面球形の1類と

断面下膨れ状の2類に分けられる。

太頸短頸壷C …太頸短頸壺Bの形態に体部上半に

焼成前穿孔を施した円窓付壺。

太頸短頸壺D…太頸壺Aの短頸化したものである

が、形態的には太頸短頸壺Hに類似する折衷形態

のもので、体部上半に櫛描直線文や波状文などが

施文される。

太頸短頸壷E …頸部に2個1対の穿孔がある有蓋

太頸直口壺で、体部が断面下膨れの形態のものと

体部が断面ソロバン玉形に近いやや腰高のものに

分かれる。体部下半にヨコミガキのあるものがあ

る。

太頸短頸壺F …太頸壺Dの頸部を短くした形状の

小型の受口太頸短頸壺。

太預短頸壺G…太頸壺Gの頸部が短くなったもの

で、全体を復元できるものはないが頸部から体部

上半にかけて沈線文による斜格子文などが施され

る。斜格子文間は横ミガキされる。受口口縁のも

のをいれている。

太頚短頸壺H…頸部が短く大きく外反してひらく

広口太頸壺で頸部から体部上半にかけて、櫛Ⅲ種

による櫛描直線文や波状文などがみられる。体部

下半にはヨコミガキが施される。体部は断面下膨

れ状で肩部が張り、底部が突出する。単純な広口

のものと受口のものがあるが、今回は区別できて
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おらず、ここでは広口のもののみをいれている。

無頸壺A (第3図)・ ・ ・明瞭な頸部がなく、縁帯

状の口縁になるもの。口縁部下に2個1対の穿孔

がある、有蓋のもの。体部は太頸短頸壺Eの形状

に類似する。

2)高杯(第4図). ・ ・口縁部形態から3形態に

分かれる。脚部は高脚で杯部との境は粘土充填技

法によるものである。

高林A…やや丸い鉢状の杯部口縁部をもち口縁部

外面に凹線文を施すもの。

高杯B…ほぼ直線的に広がる杯部から口縁部が受

口状に立ち上がるもの。

高杯C…コップ状の杯部をもつもので、口縁部は

やや内湾しつつもまっすぐ上に立ち上がる。

3)鉢(第4図). -ボウル状の形のものがある。

どの形態もミガキ調整のされるものがある。外面

口縁部の文様により3つに分類する。

鉢A…外面口縁部に凹線文が3条めぐるもの。

鉢B…外面口縁部に凹線文が間を空けて2条めぐ

るもの。

鉢C…櫛措文や無文のもの。

4)大型鉢(第4図)・. ・■形のもので、口縁部

径に対して器高が低いもの。

大型鉢A…大型鉢で体部下半が横ミガキ調整され

る精製のもの。

大型鉢B…■の大型扇平化したもので、外面にタ

タキ調整が入り、内面体部下半には縦ケズリ調整

がされるもの。外面体部上半には竹管による円形

刻みが施されるものがある。

5)深鉢(第4図) …口縁部径が最も大きいも

ので、頸部の括れが不明瞭なもの。平底がほとん

どであるが脚台付きもある。

深鉢A…櫛条痕による外面調整によって代表され

るもの。口縁部内面に櫛右上り斜め刻みがめぐる。

内面は横ナデ調整である。

深鉢B…口縁部がやや外反して屈曲する形態の探

鉢で、外面縦ハケ、内面ナデによる調整のもの。平

底のものと脚台付きのものがある。

有孔深鉢A…深鉢Bの形態のもので、底部に焼成

前穿孔の施されたもの。調整などは深鉢Bと同様。

6 m第5図)・ ・ ・頸部の括れがあり、口縁部

と体部の2カ所で径が大きくなるもので、断面く

の字状口縁で体部上半が外側に張る■A～■Gと

体部中位から上半のやや低い部分が外側に張る■

H ・■Ⅰがある。それぞれの形態に脚台付きの■

と平底■があり、 a類…平底、 b類…脚台の内面

上部に底部充填のための粘土が突出するもの、 C

類…上げ底、 d類…低脚のもの、 e類…高脚のも

の、 f類・・.柱状部のある高脚のものの6タイプに

分かれる。

■A…外面に縦ハケ、内面の体部上半をナデ調整

するもの。

■B…外面に縦ハケ、内面体部上半にハケ調整さ

れるもの。内面の体部下半はナデ調整が多い。

■ C …外面の体部上半で体部下半の縦ハケ調整が

左上り斜めハケ調整になるもの。

■D…外面縦ハケ調整の前後にタタキ調整が加え

られるもの。内面はハケ調整された後体部下半か

ら中ほどにかけて縦ケズリされるものが多い。

■ E …外面ハケ調整の後、体部上半に横ハケ調整

を施すもので、内面は体部上半を中心にナデ調整

される。

■F…■Eの内面体部上半がハケ調整されたもの

で、体部下半は下から上へ縦ケズリが施される。

■G…体部外面の縦ハケの前後にタタキ調整が施

されるもので、内面は体部にハケ調整がされた後

体部下半に縦ケズリがほどこされる。

■H…いわゆる近江系■とされている一群で口縁

端部を内所させる受口口縁の形態をとる。体部内

面はナデ調整が基本であるが、ケズリ調整される

ものもある。体部上半のハケによる刻みや波状文

の要素は特徴的である。



甕Ⅰ.・・いわゆる知多・三河系の体部内外面を平ナ

デ調整するもの。

また、甕口縁部・頸部・体部最大径部の関係か

ら口頸部を4類に分類する。

1類-頸部から口縁部が断面鈍角に外反するもの

で、口縁端部径が体部最大径と同じか小さいもの。

2類-頸部から口縁部が断面鈍角に外反するもの

で、口縁端部径が体部最大径より大きいもの。

3類・・・頸部から口縁部が断面直角か鋭角に外反す

るもので、口縁端部径が体部最大径と同じか小さ

いもの。

4類-頸部から口縁部が断面直角か鋭角に外反す

るもので、口縁端部径が体部最大径より大きいも

の。

(3)器形組成の変遷

a.各調査区の器形組成

一色青海遺跡では竪穴住居や方形周溝墓、溝、

旧河道、土坑など比較的まとまった量の出土した

遺構が多く、調査により遺構の重複関係などから

時間的前後関係を考えることが可能な遺構が多い。

また先述したように調査区の位置が大きく東西南

北に分かれ、それぞれの調査区で地形的特徴と遺

構の特徴が対応する。そこで前節までに述べた器

形分類にしたがって主な遺構ごとの器形組成と各

器形の形態的特徴の組み合わせを明らかにし、調

査区ごとに土器組成におけるグループの存在を検

討したものが第1表である(第1表の数字と文字

は各分類を、記号は量比を示している[○は存在

する、 ◎は多く存在する])。

以下各調査区ごとの特徴を述べる。

1)北調査区

細頸壺A～D、太頸壺A～D、太頸短頸壺A～

器形分類
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C・ G、壺底部形態a類～d類、大型鉢A、鉢A・

C、深鉢A・B、有孔深鉢A、 ;A-h、 ■底部

形態a類～e類がある。

器形組成や器形ごとの形態的特徴からは、細頸

壺・太頸壺において口頸部形態1類.2類のみであ

ること、太頸壺内面口縁部文様帯がα類～γ類が

あるがα類・ β類が多いこと、壺底部形態a類.

b類が多いこと、有孔探鉢A.深鉢Bがあること、

lA-Hがそれぞれ一定量存在すること、 ■口頸

部形態1類～2類が主体であること、 ■底部形態

a類が多いもののb類・ d類・ e類も一定量存在

すること、などがあげられる。

2)東調査区

細頸壺A～E、太頸壺A～F、太頸短頸壺A ・

B ・D～H、無頸壺A、壺底部形態a類～e類、高

杯C、大型鉢A・B、鉢A～C、深鉢A(B、■

A～I、 ■底部形態a類～f類がある。

東調査区では細頸壺.太頸壺の口頸部形態、太

頸壺内面口縁部文様帯、大形鉢Bの存在、 ■の組

成、 ■の口頸部形態、 ■の底部形態の要素におい

て2群に分かれる。この2群については基本的に

は東調査区の遺構変遷と対応するもので、それぞ

れ東竪穴住居群と東方形周溝墓群とよぶ。

東竪穴住居群出土土器の特徴は、細頸壺.太頸

壺口頸部形態1類・2類が主体であること、太頸壺

内面口縁部文様帯でβ類が多いこと、壺底部形態

a類・b類があるもののC類・d類が多いこと、深

鉢Bがあること、■A-Hが多いこと、嚢の口頸

部形態4類が一定量あるものの1類・2類が多いこ

と、 ■底部形態a類が多いもののb類・ d類. e

類が比較的多いこと、などがある。

東方形周溝墓群出土土器の特徴は、細頸壺(太

頸壺口頸部形態3類.4類が主体であること、太頸

壺内面口縁部文様帯でγ類が主体であること、壺

底部形態a類・ b類は少なくc類～e類が多いこ

と、■D・F・Gが多いこと、 ■口頸部形態2類・

4類が多いこと、■底部形態a類が多く、 d類. e

類が少ないこと、などがある。

3)南調査区

南調査区の遺構については比較的まとまりのあ

る3遺構のみ取り上げている。

細頸壺B. C、太頸短頸壺B ( C、壺底部形態

d類、高杯B、探鉢A・B、 ■A・C--G、 ■底

部形態a類がある。

器形組成と器形ごとの形態的特徴では、細頸壺

の口頸部形態が1 ・2類であること、深鉢Bがある

こと、■A- C-Gがそれぞれ一定量存在するこ

と、 ■底部形態a類が多いこと、などがある。

4)西1・2調査区

遺構などのまとまりとして西1調査区と西2調

査区は比較的まとまりがあるので一緒に扱った。

細頸壺A～E、太頸壺A-D・G、太頸短頸壺

A(B・D・F・H、壺底部形態a類～d類、大

型鉢A・B、鉢A.B、探鉢A・B、■A-G

I、 ■底部形態a類・ C類～f類がある。

器形組成と器形ごとの形態的特徴では、細頸

壺(太頸壺口頸部形態2類・3類が主体であること、

太頸壺内面口縁部文様帯でβ類が多いこと、壺底

部形態a類・b類は少なくC類・d類が多いこと、

大型鉢Bがあること、深鉢Bがあること、 ■A～

Gがそれぞれ一定量あること、 ■口頸部形態の2

類・4類が多いこと、 ■底部形態a類が主体的でe

類も一定量あること、などがある。

以上各調査区ごとの器形組成や各器形の形態的

特徴を検討すると北調査区の一群、東竪穴住居群、

東方形周溝墓群、南調査区の一群、西調査区の一

群の7群に分けられる。この中で類似した一群で

あるのは北調査区の一群と東竪穴住居群、量的に

は少ないが南調査区の一群が類似し、東方形周溝

墓群はこれらとは明らかに器形組成・各器形の形

態的特徴において異なる一群で、西調査区の一群

はその中間的特徴をもつ一群といえる。
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b.器形組成からの3時期区分

遺構出土のものに関しては遺跡の時期区分につ

いてはその基礎となる時期区分は遺構の重複によ

る前後関係や遺構の位置における相対的前後関係

によっている部分が大きい。

前節で分かれた弥生土器の大きな3群はおおま

かには時期差を想定できるものと言え、東調査区

における2群については遺構の重複関係から東竪

穴住居群が古く、東方形周溝墓群が新しいもので

ある。よって各弥生土器群の時間的推移は北調査

区の一群・東竪穴住居群.南調査区の一群が古く、

次に西調査区の一群、最も新しい一群として東方

形周溝墓群となる。しかし細かな器形組成の変化

や各器形の形態変化の併行関係をみていくと前後

する弥生土器群の間には重複する部分があり、そ

れらの特徴の変遷と遺構の重複関係を重視して検

討したのが第2表である(第2表の数字と文字は

各分類を、記号は量比を示している[○は存在す

る、 ◎は多く存在する])。この表においては前節

で検討した3群の時間的推移をもとに一色青海I

式～一色青海Ⅲ式の3時期の弥生土器群に分け、

さらに各器形の形態的特徴の変化をもとにⅠ式を

2段階、 Ⅲ式を3段階に分類した。そこで各段階に

おける各器形の形態的特徴の変化を述べ、その後

全体の変遷についてその特徴をのべる。

(4)各器形の形態的特徴の変化

(第6図～第13図・第2表)

今回の調査によって出土した弥生土器は先述し

たように細頸壺.太頸壺.太頸短頸壺・無頸壺・

高坏・鉢・大型鉢・深鉢.■に分類しており、分

類した各器形の出土量と頻度は大きく偏っている。

出土量・頻度とも少ない器形については細かな変

化をおっていくことは不可能で、ここでは出土

量.頻度とも比較的多く、時期区分の中心になっ

ている細頸壺.太頸壺・ ■の3器形についてまず

述べ、その他の器形については3器形の形態変化

に沿った共伴関係から形態変化を述べる。

a・細頸壺(第6図)

細頸壺はA～Eまであり、細頸壺Eは破片のみ

しかなく少量で、全体を復元できるものがない。

ここでは細頸壺A～Dについて述べる。

細頸壺A～Dは一色青海I式から一色青海Ⅲ式

まで出土量においてやや消長が見られるもののほ

ぼ全段階にわたり存在する。

一色青海Ⅰ式

a段階

細頸壺A・ Bが細頸壺C ・ Dより多く組成する

ものと思われ、このことはこの段階における遺構

出土の壺底部形態a類・ b類がC類・ d類より多

いという傾向からもいえる。 Ⅰ式を通じていえる

ことであるが、口縁部の判明するものはないが出

土例の多い細頸壺とは別に細身で外面体部下半を

ヨコミガキする精製の器形を含む。

細頸壺A. Bでは口頸部1類と2類のものがあ

り1類が主体的である。細頸壺C ・ Dでは1類の

もののみで構成される。文様ではどの器形におい

ても櫛Ⅰ種・櫛Ⅲ種による直線文が主体であるが、

細頸壺A. Bにおいて全段階から続く体部上半の

磨り消し線文と呼ばれるヨコミガキ暗文直線文の

みられものがある。また外面体部上半に櫛I種山

形文が2～3帯巡るものはb段階にも続く特徴で

ある。細頸壺Dの体部上半の文様は上部に直線文

が巡り、最下段に波状文が1帯巡るものがほとん

どで、この傾向は一色青海Ⅱ式まで続く。

b段階

a段階から続く特徴も多いが、細頸壺の組成に

おいて細頸壺C ・ Dが量的に細頸壺A ・ Bより多

くなる傾向がある。このことは壺底部形態におい

てc類. d類が増加し、 d類が主体的にある傾向

からもこのことを示唆する。

形態的特徴については細頸壺A. Bにおいて口
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頸部形態1類から2類に主体が移ること、細頸壺

C. Dにおいて口頸部形態1類に加えて2類が現

れることがあげられる。

一色青海Ⅱ式

細頸壺の組成についてはⅠ式b段階と同様な傾

向にある。 Ⅱ式においては細頸壺Eが比較的みら

れる。

形態的特徴については細頸壺A ・ Bにおいて口

頸部形態1類がほとんど無くなり、 3類.4類が加

わる。主体は2類であるが、細頸壺Bの口縁部形

態で口縁端面の向きがⅠ式の外面斜め上方から上

方に変化する。

一色青海Ⅲ式

細頸壺の組成において細頸壺A ( Bが少なくな

り、細頸壺Dが増加する。 Ⅲ式の遺構は方形周溝

墓が主であり、竪穴住居.土坑出土の組成に比べ

て方形周溝墓出土のものでは明らかに細頸壺Dが

多い傾向にある。この傾向がⅢ式の特徴かどうか

は今後の課題として残る。

a段階

竪穴住居出土のものでは細頸壺Cが多いが方形

周溝墓では細頸壺Dが多い。細頸壺A ( Bは少な

いが確実に伴う。

形態的特徴では口頸部形態がほぼ3類のみにな

る。細頸壺A ・ Bでは、細頸壺Aの口縁部の受口

が小さく不明瞭になり、細頸壺Bとの区分があい

まいになった感がある。 Ⅱ式に比べてより短く外

反する口縁部形態になり、口頸部文様に波状文が

増える。細頸壺Cは3類の口縁部が体部から強く

外反する形態に変化する。細頸壺Dでは口頸部形

態2類があらわれ、口縁部が短くなり、口縁部上

端の凹線文が多条化する。頸部の文様が櫛描簾状

文が主体になる。体部上半の文様の中に波状文と

直線文が交互に繰り返し措かれるものが多くなる。

櫛措文の最下段の文様には波状文が措かれる。

b段階

a段階と細頸壺の組成及び、形態的特徴におい

てほとんど変化ないが、細頸壺Dの体部上半の文

様帯で櫛描波状文と直線文が交互に繰り返し措か

れるものが多くなり、それらのものの中に櫛描文

の最下段に直線文を描くものがあらわれる。

明確な共伴例がないが細頸壺Cは口頸部形態3

類のものが伴うものと思われる(SZ17)～

C段階

細頸壺C. Dにおいて大きな形態変化がある段

階で、細頸壺の組成では細頸壺C. Dの共伴例が

なく、不明瞭であるが細頸壺A ・ Bは確実に伴う
)

ようである。細頸壺C ・ Dでは、口頸部形態が4類

に変化し、口縁部が短く体部が下膨れ状の形態に

なる。 852は細頸壺Aと細頸壺Dの折衷型であろ

うか。

b・太頸壺(第7図)

太頸壷はA～Gまであるが、一色青海遺跡の中

で型式変化を追えるのは太頸壺A～Eで、太頸壺

Gは一色青海遺跡においては客体的存在であるこ

とからその他の器形の部分で述べる。太頸壺Fに

ついては少量であることから出土のある段階で述

べる。

太頸壷における器形組成においては、一色青海

Ⅲ式a段階までは比較的多く見られるが、 Ⅲ式b

段階以後は少なくなり、ほぼ太頸壷Dのみとなる。

一色青海l式

a段階

太頸広口壷の太頸壷A～ Cが主体で太頸壷D.

Eは全体を復元できるものがなく、存在しても少

ないものと思われる。

太頸壷の形態的特徴では口頸部形態1類が主体

であるが、 2類も併存する。内面口縁部文様帯は円

形浮文をつけるα類が多く、 β類も一定量ある。

体部形態は全体を復元できるものがなく不明であ

るが、破片などの資料からは体部最大径が体部中

位にある比較的腰高のものと体部下位にある下膨
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れ状のものがある。壺底部形態では少量a類～c

類が存在するものと思われるが、基本的にはd類

である。

b段階

太頸広口壷の太頸壺A～Cがa段階に続き主体

であるが、太頸壺D.Eが比較的見られるように

なる。太頸壺D・Eでは太頸壺Eの形態が多いよ

うに思われる。

太頸壷A～Cでは、口頚部形態1類と2類があ

るが、2類が多くなる。内面口縁部文様帯はα類～

γ類まで存在するがβ類が多い。体部形態や底部

形態はa段階と大きな変化はないように思われる。

太頸壷D・Eでは太頸壷Dは小片しかなく不明で

あるが、太頸壷Eは口頚部形態1類のみである。壷

底部形態はd類である。

一色青海Ⅱ式

太頸広口壷である太頸壺A～Cと太頸受口壷で

ある太頸壷D・Eがほぼ同じ比率で出土するよう

になる。

口頸部形態はどの器形も1類が残るものの2類

のものが多くなる。頚部の文様帯が頸部より上の

口縁部にまで及ぶのもこの段階の特徴である。太

頸壷A～Cの内面口縁部文様帯はα類～γ類まで

存在するがβ類が多い。

体部形態、底部形態はあまり変化がないように

思われる。

一色青海Ⅲ式

a段階

太頸壺A～Cの頚部が細くなり、細頸壷Eとの

区分が不明瞭になり、やや減少傾向になる。太頸

壺全体の組成の中ではⅡ式と同様の傾向にあるが、

太頸壺Fがこの段階から少量見られる。

太頸壷はどの器形も頚部が細くなり口縁部が大

きく外反して開く口頚部形態3類に変化する。太

頸壺A～Cの内面口縁部文様帯はβ類が残るもの

のγ類が多くなる。頚部文様帯はⅡ式に比べて下

がり頚部の部分のみ描かれるものが多くなる。全

体が分かるものは存在しない。体部などの形状は

変化しないものと思われるが、直線文を持つ壷で

はⅠ式に比べて文様間の間隔が広くなったように

思われる。

b段階

太頸壺の頚部がより細くなり、特に太頸壺Dと

Eの区別は困難になり、太頸壺Eはなくなる。太

頸壺はa段階に比べると全体的に少なくなり、太

頸壺A～Cがより少なくなる傾向にある。太頸壺

Fは少量存在する。

形態的には太頸壺DがSZ20b底と上層で口

頸部形態3類から4類に変化するのを一つの画期

にしている。太頸壺A～Cの内面口縁部文様帯は

ほとんどγ類になる。太頸壺の頚部に櫛Ⅰ種左上

がりナナメ刻みがある帯状浮文が浮文を伴わない

刻みのみになる。口縁部であるが全体に小ぶりの

ものが多くなる。

c段階

一色青海遺跡ではこの段階の太頸壺A～Cは不

明瞭で、太頸壺Dのみが見られる。太頸壺は一層

少なくなる傾向にある。太頸壺Dの口頚部形態は

4類である。この段階には凹線文を伴わない太頚

受口壷もみられ、口頚部形態は細頸壺A・Bの1

類に類似する。

C・甕(第8図・第9図)

甕は甕A～Iの器形に分かれる。甕D.H・I

はやや遅れて現れるが、その他の器形は消長があ

るものの全段階を通じて存在する。

一色青海Ⅰ式

a段階

甕A～C・E～G.(H)が存在する。甕A～C・

Eが主体であるが、甕F・甕Gも一定量存在する。

口頸部形態では1類・2類のものが主体である。甕

底部形態ではa類.b類・d類が多い。甕cは台

付甕になる可能性が高く、b類の脚台が付くもの
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が多い。 ■Gは平底のものが主体である。 ■Hと

しているものは口縁部が断面くの字状口縁で体部

上半に櫛描直線文・波状文・ナナメ刻みなどを施

すもので、内面をケズリ調整しているのが特徴で

ある。 Ⅰ式b段階にも1点ある。

b段階

!A-Iが存在する。 a段階から引き続く■A

-C・Eに加えて■D・Fが多くなる○■H・I

も少量であるが含まれるようになる。口頸部形態

では1類.2類が多いが、 4類も一定量存在するよ

うになる。特に■D--Gでは口頸部形態2類.4類

が主体的になり、口頸部形態1類. 2類が卓越す

る■A-Cとは明らかに異なる傾向が現れる。底

部形態では平底のa類が多く、それに加えてb

類. d類・ e類が一定量存在するのが特徴である。

この段階までの■Fでは内面ケズリ調整を確認で

きていない。

一色青海日式

!A-Iまで存在するが、 ■H・ Ⅰは少量であ

る。■の組成においてⅠ式に主要な■であった■

A～Cが少なくなり、■D-Fが主体となる。■

Gも一定量存在する。

口頸部形態では全ての器形において2類・4類が

多くなり、体部上半が外に張る形態が定着する。

底部形態ではa類が圧倒的に多く、その他の形態

がごくわずかになる。底部形態d類の■G ( 372

は内面ケズリ調整をするものである。

一色青海Ⅲ式

Ⅲ式では■A-Iまで存在するが、Ⅱ式に主要

な■Eが少数になり、 F・Gの内面をケズ

リ調整をする嚢が卓越する段階で、同時に■D (

Gのような外面にタタキ調整を残すものが主体と

なる○■A-C・Eは少数になるものの確実にⅢ

式を通じて存在する。この傾向はⅢ式を通じる傾

向と思われる。

a段階

この段階では少数派になった■A -C-Eにお

いて比較的口頸部形態1類.3類がみられる。■D ・

F. GはⅡ式の傾向と変わらない。底部形態のa

類が多いようであるが、竪穴住居においては比較

的底部形態e類がみられる。

方形周溝墓では平底の■が中心である。

b段階

口頸部形態がほとんど2類か4類になる。底部

形態はa段階と同様に遺構の種類により底部形態

が異なることが分かる。体部の断面形状が球胴化

する傾向にある。 ■Ⅰも形態的にみてⅡ式のもの

に比べて体部上半の張りが強くなる

C段階

ほとんど口頸部形態2類と4類になる。底部形

態はa類が卓越する。

d・その他の器形(第10図～第13図)

続いて主に細頸壺・太頸壺.■によって区分さ

れた土器群に基づき、それらの各段階に伴うその

他の器形について、器形の消長とその形態変化に

ついて述べる。

1)太頸短預壺(第10図・第12図)

太頸短頸壺はA～Gまで分類され、この内太頸

短頸壺Gについては主に三河地域からの搬入品と

考えられるので、その影響が伺われる太頸短頸壺

Dと同じく後でまとめて述べることにする。

太頸短頸壺A-C・E ・ Fは、小型の壺と考え

られ、一色青海遺跡では太頸短頸壺A～ Cは一色

青海Ⅱ式までは比較的見られるようであるが、そ

の後少なくなる傾向があり、全時期を通じた形態

変化を追うことはできない。太頸短頸壺Eは口縁

部の破片を少数確認しているのみで、全体を復元

できるものがよくわからない。

太頸短頸壺Fも出土点数は多くないが、 I式b

段階のものは断面くの字状口縁で体部が断面下膨

れ台形状の形態から、 Ⅲ式a段階には体部最大径

が体部中位程の腰高の形態に変化し、口縁部も短
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く外反する形状となる。 89は体部上半に斜格子の

暗文を描いている。同段階には無頸壺Aが一点出

土しているが、体部は最大径が体部下半にある形

状のものである。体部上段に櫛描簾状文を描き、

最下段に波状文を描くのが特徴である。底部形態

はd類である。

2)大型鉢.深鉢(第11図)

大型鉢はAとBがあり、精製の土器である大型

鉢Aは一色青海Ⅰ式から存在する。一方大型鉢B

は一色青海Ⅲ式の指標になる土器である。大型鉢

Aの外面体部上半には波状文風のハケ調整が施さ

れている。

深鉢はA・Bとあり、深鉢A・BともⅠ式a段

階から存在する。

深鉢Aは搬入品と考えられるものである。形態

的に明瞭な変化はないが、 Ⅰ式のものは口縁部が

肥厚し、体部が砲弾形のものが主体で、 Ⅱ式以後

口縁部の肥厚がなくなりやや細長い形状になる。

また底部形態はa類であるが、 Ⅰ式では体部下半

の底部際が抉れる形態のものが多いが、 Ⅱ式以後

のものはその抉れがやや緩やかになる傾向がある。

今回Ⅲ式と考えられる資料の中には全体を復元で

きるものはなかったが、口縁部内面に櫛条痕の工

具を使った右上がりナナメ刻みに波状文を描いた

ものがみられる(970)。また167の口縁山形にな

るものは体部中央が張るものである。

深鉢Bとしたものは形態的には有孔探鉢Aと同

様な形態であり、本来同一と思われるものがある。

有孔探鉢Aは■などと異なり、外面に煤付着が見

られないのが特徴である。探鉢B ・有孔探鉢Aは

ともにⅠ式を代表する器形である。

3)鉢(第12図)

鉢はA～Cがあるが、鉢AがⅠ式a段階から少

数ながら存在する。鉢B ・ Cがやや後出するよう

であるが、同時期に存在する形態と思われる。 Ⅲ

式a段階までは確実に存在するが、 Ⅲ式b段階以

後は存在するのかよく分からなかった。

4)高杯(第12図)

高杯はA～Cに分けられるが、木製容器を模し

た高杯は確認できなかった。高杯は存在するよう

であるが、数点確認したに過ぎない。高杯CはⅢ

式に現れる器形である。

5)太頸壺G・太頸短頸壺G-H第13図)

いわゆる三河系の太頸壺であるが、考古学的に

は搬入品と考えられるものである。 Ⅰ式b段階か

ら比較的みられ、 Ⅱ式以後顕著にみられるように

なる。口縁部では受口の形状になる太頸壺G.太

頸短頸壺Gが多くみられるが、体部破片からは広

口壷になる太頸短頸壺Hの方が多く認められるよ

うに思われる。 Ⅲ式b段階には少なくなるように

思われる。

一色青海遺跡でみられる三河系の太頸壺では全

体を復元できるものが少なく形態変化を追うのが

困難であるが、各段階の基準としたのは、次のと

おりである。

(式:口縁端部に部分圧痕文をもつ太頸短頸壺H

と体部上半が張らないタイプのもの。

Ⅱ式:太頸壺Gの口縁部の受口形態が比較的整っ

ていて頸部が長いもの、太頸短頸壺Hと思われる

体部上半が外面上方に張ってくるタイプのもの。

Ⅲ式a段階:太頸壺Gの口縁部の受口形態が不明

瞭になり頸部が短くなるもの。

Ⅲ式b段階:体部文様にパッチ状の充填櫛描文の

存在と太頸短頸壺Dに分類した650のような文様

が沈線によるものに変化し、文様構成が完全に変

化したもの。

6)太頸短頸壺D (第12図)

太頸短頸壺Dは点数こそ少ないが、口縁部から

体部上半にいたる形態や文様などからこれら三河

系の影響を受けた在地系の土器と思われる。体部

の文様を描く原体は、先述の太頸壺Gや太頸短頸

壺G ・ Hのササラ櫛状の櫛Ⅲ種ではなく、文様構
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成も異なっている。

(5)まとめ

a ・各段階の傾向とその特徴

一色青海遺跡出土土器は、全て従来の尾張地域

における高蔵式に属するもので、主要な器形にお

ける組成は今回分けた時期区分に関らず存在する

ものと思われる。したがって先述した一色青海遺

跡の時期区分は一部の土器の有無や細分した器形

ごとの組成変化(出土量や出土頻度の変化)を

もって認識している。ここではまず前節の各器形

の分析を踏まえて、先述した各土器群から時期的

に重複する部分を整理し(第2表)、一色青海遺跡

出土弥生土器にみられる傾向とその特徴について

述べる。

一色青海1式

東竪穴住居群.北調査区の一群の一部における

器形組成を主に基準にしている。器形組成と器形

ごとの形態的特徴では、細頸壺(太頸壺口頸部形

態1類(2類が主体であること、太頸壺内面口縁部

文様帯でα類・ β類が多いこと、壺底部形態a類

～ d類がそれぞれ一定量あること、深鉢Bがある

こと、■A-Hが多いこと、 ■の口頸部形態4類

が一定量あるものの1類・2類が多いこと、 ■底部

形態a類が多いもののb類. d類( e類が比較的

多いこと、などがある。

このうちa段階の基準資料はNR06a -NR03

下層SB02出土土器で、 SB02はやや新しい

傾向をもつ資料と考えられる。この段階の特徴と

してはいわゆる貝田町式とされる土器群を構成す

る細頸壺A ・ Bや太頸壺A～C、■A-Cがやや

形態変化しながらも主体的に存在する点で、続く

b段階と異なるのは■Dがみられないことである。

b段階はSB15- SB26- SK17をこの段階の

基準資料と考える。この段階の特徴としてはI式

になってあらわれたいわゆる凹線文系といわれる

土器群(細頸壺C・D、太頸壺D.E、■D-E

F)が増加し主要な器形になる点で、三河系とさ

れる太頸壺G、太頸短頸壺G. H、 ■Ⅰも少量で

あるが搬入される。

一色青海Ⅱ式

西調査区の一群のⅠ式に存在する特徴をもつ部

分の器形組成を基準にしている。この段階の資料

としてはNR081面SB66・SB94をもって設

定する。 NR081両の資料はS B66廃絶後の洪水

砂が堆積した後のもので新旧関係にある。

器形組成と器形ごとの形態的特徴では、細頸

壺・太頸壺口頸部形態2類・3類が主体であること、

太頸壺内面口縁部文様帯でβ類が多いこと、壺底

部形態a類・b類は少なくC類・d類が多いこと、

大型鉢Bがあること、深鉢Bがあること、 ■A～

Gがそれぞれ一定量あること、 ■口頸部形態の2

類・4類が多いこと、 ■底部形態a類が主体的でe

類も一定量あること、などがある。

この段階の特徴としては細頸壺など壺の頸部形

態で短く外反する2類が主体となることで、短頸

化という傾向がみられるようになる。また■A～

C ・ Eの形態が■D ・ F ・ Gの形態的特徴の影響

を受けた口縁部が強く屈曲し、体部上半が外面に

張る形態が主体となる。 Ⅱ式は細頸壺における特

徴的な形態変化を軸に設定されており、どの段階

も同様であるが、その他の器形単独で厳密な段階

区分を充てるのは困難である。

一色青海Ⅲ式

東方形周溝墓群の出土土器の器形組成をもって

基準としている。器形組成と器形ごとの形態的特

徴では、細頸壺.太頸壺口頸部形態3類.4類が主

体であること、太頸壺内面口縁部文様帯でγ類が

主体であること、壺底部形態a類・ b類は少なく

c類～ e類が多いこと、大型鉢Bが存在すること、

lD・F ・ Gが多いこと、 ■口頸部形態2類・4類

が多いこと、 ■底部形態a類が多く、 d類・ e類



が少ないこと、などがある。器形組成はⅢ式を通

じてあまり変化しないが、太頚短頭壷はほとんど

無くなり、太頚壷では太頚壷A-Cが減少し、太

頚壷D. Eが主要な器形となる。嚢の底部形態で

はa類が多いものの、高脚台付嚢(嚢Dや嚢F.

Gにみられる)の存在はⅢ式の重要な要素である。

脚台付き壷の存在も同様な特徴である。

Ⅲ式の段階区分は細頚壷C ・ D、太頚壷Dの形

態変化によっており、 Ⅱ式においてあらわれた壷

の短頭化傾向が一層明瞭にあらわれる。

a段階はSB73・SB82・SZ13・SZ18S

Z20b底面を基準にしている。 Ⅲ式で基準として

いる竪穴住居と方形周溝墓の調査区は離れており、

また壷類や襲類の器形組成が異なっているため、

完全な同時性を表現することが困難であった。

b段階はSB68・ SZ17・SZ20b上層出土資

料を基準にしている。 a段階とb段階はSZ20b

の出土層位による太頚壷Dの型式変化と細頚壷D

の文様構成をもって設定しており、その他の器形

についてはほとんど変化がない。

C段階はSZ05・SZll・SK03-SKll出

土資料をもって基準にしている。 SZ05とSKll

は重複関係にあり、 SZ05の溝埋没後SKllが

掘削されているが、出土した細頚壷Cは土坑に、

細頚壷Dは方形周溝墓に伴っており、遺構の性格

を反映している可能性が高い。 C段階とした資料

は少なく、全ての器形を提示できていないものと

思われる。

b ・尾張地域における弥生土器区分との関係

尾張地域の高蔵期における土器編年は阿弥陀時

遺跡(石黒1990) ・大測遺跡(石黒1991) ・朝日遺

跡(石黒1994)などの遺跡により主に進められて

きており、各遺跡ごとに、出土した資料による微

妙な時期差などが存在するものと思われるが、ほ

ぼ一貫した原則に基づいて区分されてきたものと

思われる。これら3遺跡は比較的近接した地域に

あり、遺跡の地理的背景として現在考えられる水

系についても同じ水系に分類できるものである。

しかし今回分析した一色青海遺跡はわずか10kmで

あるが西に位置しており、地理的背景も同一の水

系と考えることは出来ない。ここでは一色青海遺

跡との関係において阿弥陀寺遺跡・大潮遺跡・朝

日遺跡などと共通する部分と異なる部分があると

思われるのでその点についてまとめる。

阿弥陀寺遺跡において、凹線文の出現をもって

Ⅲ期とされた土器群はⅢ1期-Ⅲ3期に細分され、

Ⅲ1期を出現期、 Ⅲ2期を展開期、 Ⅲ3期を盛行期

として位置づけられている。一色青海遺跡におい

てもその傾向は伺われ、 Ⅰ式-Ⅱ式における細頸

壷・太頚壷・嚢などにみられる器形組成や各器形

の形態変化などからその変化の特徴を位置づける

ことが出来る。またⅢ式における主要な器形の組

成において変化があまりない点も阿弥陀寺遺跡に

おいてⅢ3期とされた内容に対応しているように

思われるし、 Ⅲ式にあらわれるとした大型鉢Bや

高脚台付嚢や脚台付き壷の普及といった点でも同

様な傾向にあるものと思われる。

このような器形組成における共通点があるもの

の、一色青海遺跡の遺構資料の偏りによる影響も

あってか台付嚢の比率が低い点、平底の嚢がⅢ式

とした段階まで主体である点、細頚壷A ・ BがⅢ

式まで残る点、高杯が少ない点で阿弥陀寺遺跡な

どと様相が異なる。

この中で現状として資半材ヒされた賓の様相差は

時期区分などにおいて、比較的これまで重要視さ

れてきた要素である。大測遺跡などではⅡ a期と

された一群に低脚の台付嚢が比較的共伴する点が

一つの段階指標として考えられているが、一色青

海遺跡で低脚台付賓が多くみられるのはⅠ式にし

たため、大測遺跡の段階よりは古い要素として考

えている。それと同時に阿弥陀寺遺跡や大潮遺跡

などでは台付嚢の比率が高まるようであるが、同



段階と考えている一色青海Ⅱ式ではほとんど平底

■の段階として考えられる。この傾向は先述した

Ⅲ式においても同様である。

また阿弥陀寺遺跡におけるⅢ2期・ Ⅲ3期の区

分と一色青海遺跡におけるⅡ式・ Ⅲ式の区分の関

係は微妙である。阿弥陀寺遺跡Ⅲ 2期・大測遺跡

2 a期・朝日遺跡Ⅵ2期とされた部分はやや幅があ

り、内湾口縁の細頸壺Dの形態などからは一色青

海遺跡Ⅱ式からⅢ式a段階を含むものと思われ、

大渕遺跡2 b期は一色青海Ⅲ式a ・ b段階に対応

するものと思われる。また同様に阿弥陀寺遺跡Ⅲ

3期・朝日遺跡Ⅵ3期は一色青海遺跡Ⅲ式c段階に

対応しているものと考えられる。

このような微妙な違いはまず時期区分を行う際

の資料の偏りがある程度存在することと、同時に

遺跡の形成された背景の相違によるもの(いわゆ

る地域性か)が反映されているものと考えられる。

また調査・分析を担当した人間による微妙な認識

レベルの差(一色青海分析者の方がレベルが低い

かもしれないが)も多少反映しているものと考え

られる。こうした認識レベルの違いを含めて今回

～あらわれてきた相違などは今後の遺跡研究の上で

重要な研究課題として残るものである。今後の調

査・研究の進展を待ちたい。
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S B 26

S B 26

S B 26

S B 26
S B 26

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a
9 3A a

S B 10 2 N o ・8

S B 10 2 N O ・5

S B 10 2

S B 10 2

S B 10 2

S B 10 2

S B 10 2

S B 10 2
S B 10 2 N o .4

太頚 短頚壷 D

太頚 短頚壷 D
太頚 壷 D

細頚 壷 C

細致 壷

要

嚢

嚢 A
寮 E

嚢 E

1

7,

2

^
1

1

10

10

15 .0

14 .0

20 .4

20 ・0

2 7 .9

2 1 ・2

2 1 ・5

14 2

9 .4

9 .4

1 8 .4

1 9 .8

1 9 .3

1 2 7

体 部上 半洗練 斜格 子文後綱 I 種 9直線 文

嚢 C に類似

58

59

60

S B 26

S B 26

S B 26

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 10 2 N o .l l(4 )

S B 10 2 N o .l

S B 10 2

嚢 E

嚢 D

嚢 F

2

4

1
2

10

3
2

T,

7

10
2

1

1

10

2 .9

7 .2

16 .2
2 1 .2

2 3 8

1 4 .7

1 8 .0
2 1 8

1 8 .6
20 .7 休部細 タテハケ後 三角 ヨコタタキ

6 1

62

63

64
65

66

67

68

69

70

S B 26

S B 2 6

S B 26

S B 2 6
S B 2 6

S B 2 6

S B 2 6

S B 2 6

S B 2 6
S B 2 6

9 3A a

93 A a

93 A a
93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a
93 A a

S B 10 2

S B 10 2

S B 10 2
S B 10 2 土坑

S B 10 2 N o ・7

S B 10 2

S B 10 2

S B 10 2 N o ・1 2
S B 10 2 N o .7

S B 10 2 N o ・1 2

嚢 D

嚢 A か B
嚢

探鉢 A

嚢

要

嚢

要

要

4 2 1 .6

2 8 .0

1 9 .2 2 3 .8

2 8 .5

休部 三角ヨコケ舛 後細 タテハケ

7 1

72

S B 16

S B 16

93 A a

93 A a

S B 10 3

S B 10 3

莞 E
要

4

e

1 1

4

2 0 .2 1S 3

6 .5

7 3 S B 12 93 A a S B 10 6 太頚 壹 C 6 8 .0

74

75

7 6

77
7 8

7 9

80

8 1

S B 15

S B 15

S B 15
S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

93 A a

93 A a

93 A a
93 A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 10 4 N O ・5

S B 104 内 S K 0 2

S B 104
SB 104

S B 104

S B 10 4 N o .4

S B 10 4 N o ・3

S B 10 4 N o ・5

神罰 意 C

細密 壷 A

細頚 壷 C
細頚 壷 C

細頚 壷 C

細頚 壷 C

細頚 壷 C

細頚 壷 A か B

1

2

d

d

d

d

d

b

d

a

7
2

9

4

2
4

1

1

4

2

4

1

2

8

7

1 0

1 0

T,

7

1

8

2

1

1

^

1

10

1

8

2

4

8

1

4

1

1

10

10

9

5

1

9

1

7

2

1

2

9

4

1

1

2

2

4

5

7

1

1

6

2

蝣}

1 0

4

5

4

2

5

8

8

4 .6

3 .0

3 .8

3 .7

4 .3

1.5 18 .6

9 .0

10 .0

17 .6

5 .3

5 .2

1 0 ・2

13 .5

18 .2

2 0 .0

18 .0

8 .9

15 .7

13 .2

15 .

2 1 ・0

16 .3

3 1 .4

6 .0

6 .0

6 .2

6 .8

7 .0

6 .4

5 .5

5 .2

6 .2 1.5

口縁 部貝殻 タテ刻 み

休部 上半櫛 I 種 4垂 下波状 文後 磨消線 文

8 2 S B 15 9 3A a S B 10 4 N o ・2 太頚 壷 A 頚部櫛 Ⅰ種 9直線文

8 3

84

8 5

S B 15

S B 15

S B 15

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 10 4 内 S K 0 3

S B 104 内 S K 0 2

S B 104

太頚 壷 A

太頚 壷 B

太頚 短頚壷 E

llllll- i

2

γ

1

T,

1

2

1
2

2 0 .4

2 2 .8
ll .8

口縁 内面櫛 I 種 7扇 線文

8 6

8 7
8 8

S B 15

S B 15
S B 15

9 3A a
9 3A a

9 3A a

S B 104 内 S K 0 1

S B 104

S B 10 4 N O ・7

太頚 望 D

太頚 壷 D
太頚 壷

17 .8

2 0 .0

14 .5

2 7 .3

2 0 .0

2 2 .5

2 0 .8

2 1.2

18 .4

14 .3

17 .5

休部 三角 ヨコタ舛後右 上が りナナメパケ

8 9

90
9 1

9 2

9 3

9 4

9 5

9 6

9 7

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 10 4

S B 10 4 内 S K 0 2

S B 10 4 内 S K 0 3

S B 10 4 N o .4

S B 10 4 内 S K 0 2

S B 10 4 N o .l

S B 10 4 N o .l

S B 10 4 N o .3

S B 10 4

太頚 短頚壷 F

鉢 B

賓 B

要 A

嚢

嚢 A

嚢 B

要 C

嚢 E

2 1 .2

2 8 .1

2 0 .0

19 .4

15 .1

19 .0

体部 下半 ヨコミがキ後 休 部上半斜 格子 げ キ

内面 のタナナデ はミがキに近 い

休部 上半櫛 I 種 8波 状文 ・直線 文
9 8
9 9
S B 15
S B 1 5

9 3A a
9 3A a

S B 10 4 N O ・6

S B 10 4 内 S K 0 2 N o .6

嚢 E
嚢 H ?

袤 E

1

4

2

2 .5 2 1.1

2 1・1

15 .8

2 5 .6

18 .4

13 .7

2 2 .6

19 .9

18 .0

10 0

10 1

1 02

103

104

S B 1 5

S B 1 5

S B 1 5

S B 1 5

S B 15

9 3A a

9 3A a
9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 10 4

S B 10 4 N O ・2
S B 10 4 内 S K 0 2

S B 10 4

S B 10 4

嚢 D
要 F

棄

棄

4

3

1

5 .3 19 .0

17 .6

18 .0

2 2 .2

16 .8

15 .4

2 0 ・0

2 0 ・4

17 .3

体部 三角 " キ後細タテハケ
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登録

番号

H -

遺構番 号 調査 区 旧遺構番 号 器形分 類 口頚
分類
底 部
形 態

残 存状況

容量

( 1 )

法 量 (cm )

備 考
a b c d e 器高 口径

頚部

径

休 部

径
底 径
脚台

径

哩 声

局
105

106

107

108

109

110
11 1

112

1 13

114

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

S B 15
S B 15

S B 15

S B 15

S B 15

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a
9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 10 4 円 S K 0 3

S B 10 4 N o ・7

S B 104 内 S K 0 3

S B 104 内 S K 0 2

S B 10 4

S B 10 4 N o .7
S B 104 内 S K 02

S B 10 4 N o .l

S B 10 4 N o .6

S B 104 内 S K 0 3

莞
棄 D

棄

太頚壷

貴

賓

重
要

棄

嚢

2

蝣A
d

a
b

b

b

e

e

1

1 1

1

1

1

T,

5

2

9
9

10

10

2

2 4 .9

2 9 .2 2 6 .8

7 .8

8 "4

9 ・0

6 .8
7 ・2

7 .1

7 .1

7 ・4

2 .3
2 ・8

2 .3

3 .0

2 .9

115

1 16

117

S B l l

S B l l
S B l l

9 3A a

9 3A a
9 3A a

S B 10 5

S B 10 5
S B 10 5

細願意 C

細頚壷 A か B

細頚壷 A か B

2

a
d

a
d

e

1
T, 1

T,

2

6

1

10

5

5

3 .0

10 .0
6 ・0

2 5 .6

1 9 .4

5 .6

7 ・2

6 .4

6 . 1

7 .6

1.8

頚部 に径 0 .5㎝ の穿 孔 2個
118

119

120

S B ll

S B ll

S B l l

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S B 105 B

S B 10 5

S B 10 5

細頚壷 C

太頚短 頚壷 F
嚢 E 1

T,

1

T,

2

2

13 .3

2 2 .0

1 2 .0

1 9 .2

12 1

122

123
124

125

126

S B l l

S R l l

S B l l
S B l l

S B l l

S R I 1

9 3A a

9 3A a

9 3A a
9 3A a

9 3A a

93 A a

S B 10 5

S B 105 B

S B 105 B
S B 105 B

S B 105 B

S B 10 5

嚢 E

寮 F

嚢 I

棄
嚢

嚢

1

1

1

2

1
2

1

1

1

2 2 .6

2 2 .8

2 2 .4

2 0 .2

1 8 .4

1 9 .6

体郡 上半斜 格子 ミが キ

127

128

129

130

13 1
132

133

S B 14

S R 14

S B 14

S B 14
S R 14

S B 14

S B 14

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a
9 3A a

9 3A a

93 A a

S B 10 5 A

S B 10 5

S B 10 5
S B 10 5

S B 10 5 A

S B 10 5

S B 10 5 A

鉢 A
嚢

嚢 B

棄

嚢
嚢

嚢 B

4

1

a
d

1

1

4

5

1

4

1

4

2

6

4

8 .9

19 .0

2 2 ・0

2 2 ・4

2 3 .0

1 9 .2

2 0 .2

20 .7

1 9 .0

5 .1
7 ・6 2 ・4

134 S B 14 9 3A a S B 10 5 嚢 C 1 4 2 1 3 8 .1 4 1.4 3 7 .8 4 2 .0

135

136
―37

138

139

S B 17
S B 17

S B 17

S B 17

S B 17

95 A a
95 A a

95 A a

95 A a

95 A a

S B 0 2
S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

細顕壹 C

細頚壷 A

細頚壷
嚢 H

要 B

1

4

C

1
2

2

2

1
1

1

1 1

^

5 .1

9 .8

7 .0

2 9 .2

18 .6

6 ・2

2 3 .5

16 .8 2 1 .0

6 .5

口縁部 櫛 Ⅰ種 9直線 文

140

14 1

142

S B 2 3

S B 2 3

S B 2 3

95 A a

95 A a

95 A a

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

鉢 A
細頚壷

嚢
a

e

1 1

10

^

2 .3 2 0 .6 2 2 .4

5 .6

7 .1

143 S B 20 95 A a S B 0 5 莞 I 1 l 1 2 2 .4
144 S B 25 95 A a S B 0 8 綱願意 d 3 6 .2

145

146

147

148

149

150

15 1
1 52

153

1 54

S B 2 8

S B 2 8

S B 2 8

S B 2 8

S B 2 8

S B 2 8

S B 2 8
S B 2 8

S B 2 8

S B 2 8

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

S B 12

S B 12

S B 12

S B 12

S B 12

S B 12

S B 12
S B 12

S B 12 1 19 層

S B 12

和親壷 C
細頚壷 D

鉢 C

細頚壷

細頚壷

太頚壷

太頚壷

棄 A
寮 C

嚢 E

2

3

2

1

d

C
d

r

4

1

2

5

2

1

2

1

1

1

1

1

1

10

T,

T,

1

0 .3

8 .8

19 .4

10 .7

2 4 .1

3 1 .9

9 ・4

2 2 .3

2 8 .6

1 1 ・0

2 0 .1

2 5 .8

4 .4

7 .0

8 .0

9 .1

155 S B 37 9 5B a S B 16 細頚意 B 2

?
a

10

1

8

7

1
1
1

9 〝4

19 .5

4 .6

16 .0
1 5 .6
1 7 .7

頚部櫛 I種 5直 ,■文

156

157

158

S B 37

S B 37
S B 37

9 5B a

9 5B a
9 5B a

S B 16 .S B 10 E

S B 16
S B 16

細頚 壷 D

細頚壷 A か B

嚢 D

体郡 上半櫛 Ⅰ種 5直 線文

1 59

160

16 1

162

163
1 64

165

166

167

168

S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8
S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

S

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

S B 10E

S B 10 S

S B 10 土器 3

S B 10

S B 10E
S B 10W E

S B 10E

S B 10 N

S B 10 土 器 4 ,5 ,6

S B 10 土器 l

S 1

細願意 A
太類義 A

太頚壷 B

大貴壷 E

太頚 短頚壷 G

太頚 短頚壷 F

太頚壷

太頚壷

深鉢 A
把手付 壷

賓 E

2

p
β

1

1

C
d

a

a

1

2

2

2

1

6

2

5

1

1

T,
^

1

2

6

1

10

T,

10

10

8

4 .7

10 .2

2 0 ・0

2 4 .6

17 .4

17 〝4

2 6 .4

16 .0

5 .2

10 .4

12 .8

13 .2

13 .9

2 0 ・2

7 .3

8 .8

4 .0

7 ・8

8 .4

口縁 部寧 面内面 ヨコナデ

169

170

17 1
172

173

174

175

B 3 8

S B 3 8

S B 3 8
S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

S B 3 8

9 5B a

9 5B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

B lO N

S B 10

S B 10 土器 2
S B 10 E

S B 10 N

S B 10

S B IO N

要 E

嚢 E

棄 F
嚢 C

深鉢 A

深鉢 A

1

2
1

1

1

2
1

1

1

2
1

2

1 6 .6

18 .7

2 1 .0
2 4 .0

2 6 .8

16 .1

1 8 .5
2 1 .5

2 5 .0

2 3 .5
2 2 .3

2 7 .0

176 S B 34 9 5B a S B 0 6 N W 細頚覇 D

L 謹 士 A か B
1

d

a

a

a

a
d

d

d

e

T, 1

2

^

1

1

1

蝣¥

2

6

3

2

10

5
2

2

5 .8
4 .4

4 .6

5 ・7

5 .5

2 1 .8

7 ・0

5 ・2

8 ・0

6 ・8

7 .6

6 . 1

7 ・0
7 .2

6 .2

1・7

1・8

口緑 部禰 I 種 6羽状刻 み

両立櫛 I 種 有 線文177

178
179

180

18 1

182

S B 3 4
S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

S B 0 6 S W
S B 0 6

S B 0 6 S E

S B 0 6

S B 0 6 S W

S B 0 6

細願望

細頚壷 C

細頚壷 C
細頸壷 C

細頼義 C

細頚壷 C

L 一 七

2

2

1

2

2

2

2

2

1
2

3

2

1

1

10

10

1

1

1

8

9 .0

8 .0

9 .8

8 .8

9 .0

頚部 m .サ.

頚部 タテナデ 、面取 り気味
18 3 S B 3 4 9 5B a S B 0 6 S W 細頚電 A か B

- i 1

2

1

1

1
2

2
2 2 .5

2 2 .1

17 .2

16 .0

19 .2
2 0 .4

6 .0

1 9 .8

16 .6

13 .6

1 7 .0
1 8 .2

体部 上半櫛 I 種 直線文

立 J!{184

18 5

186

187

18 8

18 9

190

19 1
19 2

19 3

19 4

19 5

19 6

19 7

19 8
19 9

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4
S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4

S B 3 4
S B 3 4

S B 3 4

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5 B a

9 5B a
9 5 B a

S B 0 6 S E

S B 0 6 土器 l

S B 0 6 N E

S B 0 6 S W

S B 0 6 S E

S B 0 6 S W

S B 0 6 N E

S B 0 6 S W
S B 0 6 S W

S B 0 6 土器 1.S B 16 N E

S B 0 6 土器 A

S B 0 6 S W

S B 0 6

S B 0 6 N E
S B 0 6

S B 0 6 S W

太願望 D

細頚意 C
細頚壷

嚢 E

棄 B

嚢 E

嚢 B

嚢 D
嚢

深鉢 A

嚢

嚢

嚢

棄

餐

棄

2

1

1

1

1
1

口縁 郡櫛 Ⅰ種羽状 刻み 後凹線 文

体部 上半 三角ヨコ" キ後 細 タテふとケ

20 0

20 1

20 2

2(B

20 4

20 5

S B 3 5

S B 3 5

S B 3 5

S B 3 5

S B 3 5

S B 3 5

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a_

S B 0 5 南側

S B 0 5 南 ルンチ

S B 0 5

S B 0 5

S B 0 5 南側

S B 0 5 内 S K

大賢壷 D

細頚壷 .

細頚壷

嚢 E

嚢 F
嚢 A

4

2

2

d

d

1

2

2

2

1

1

1

1

2

5

2 6 .4

15 .2

19 .6

2 2 ・0

1 3 .2

18 .4

19 .8

6 .0

5 ・4
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登 録

番 号

E .

遺 構番 号 調査 区 旧遺 構番号 器 形分類 口頭

分類

底部
形態

残存状 況

容 量

( - )

法 量 (cm )

備 考
a b c d e 器 高 口径

頚部

径

休部

檀
底径
脚台

径

埋る

局

20 6
20 7

S B 3 5
S B 3 5

9 5 B a
9 5 B a

S B 0 5

S B 0 5

莞

探 鉢 A

d

1 1

^

2 9 .6

6 .0

20 8 S B 4 4 9 5 B a S B 07 細 賀意 C 2 1 1 10 .2

2 09 S B 4 5 9 5 B a S B 08 莞 a 2 4 .8

2 10

2 1 1

S B 4 7

S B 4 7

9 5 B a

95 B a

S B 04

S B 04

太 顕意 B
細 頚壷

β

C

1

9 5 .5

口縁 部内 画欄 Ⅰ種扇槻 文 .ナナメ刻み

2 12

2 1 3

S B 4 3

S B 4 3

95 B a
95 B a
S B 0 9
S B 0 9S

大 男重

大 致短頚 壷 B
1
2
1
1

19 .4
16 .8 15 .0

2 14

2 15

2 16

2 17

2 1 8

2 1 9

2 20

2 2 1
2 2 2

2 2 3

2 2 4

2 2 5

2 2 6

2 2 7

2 2 8
2 2 9

2 3 0

2 3 1

2 3 2
2 3 3

2 3 4

S B 4 1

S B 4 1

S B 4 1

S B 4 1

S B 4 1

S B 4 1

S B 4 1
S B 4 1

S B 4 1

S R 4 1

S B 4 1

S B 4 1

S B 4

S B 4 1
S B 4 1

S B 4 1

S B 4 1

S R 4 1

S B 4 1
S B 4 1

S B 4 1

95 B a

95 B a

95 B a

95 B a

95 B a ー

95 B a

95 B a
95 B a

95 B a

95 B a

95 B a

95 B a

95 B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1
S B 0 1掘 り

S B 0 1掘 り

S B 0 1掘 り

S B 0 1掘 り

S B 0 1掘 り

S B 0 1
S B 0 1掘 り

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1掘 り
S B 0 1掘 り

S B 0 1掘 り

細 頚意 C

細 頚壷 C
細 頚壷 C

太 頚短頚 壷 D

細 頚壷 E

太 頚壷 E

太 頚短頚 壷 B

細 頚壷 A か B
細 頚壷

嚢 H

要 D

嚢 F

嚢 C

嚢 C

嚢 A
嚢

嚢

嚢 H

棄

餐

要

棄
餐

2

2

2

2

1

2

2

1
2

T,

C
d

d

d

b

a

a

a

2

2

1

4

2

蝣}

2

1

2

1

1
2

2

2

1

1

2

T,

6

1

1

1

1

2

1

2
1

1

1

1

10

4

6

4
10

7

6 .1

8 .0

9 .2

9 .8

16 .3

16 .0

18 .0

17 .6

14 .6

9 .4

16 .0
2 3 .2

2 2 .8

2 6 .6

3 1.2

32 .4

.

9 .4

18 .0

12 .6

16 .6

13 .6
2 0 ・1

2 1・2

2 3 .8

2 8 .8

6 .8

5 .6

2 1.9

2 2 ・8

6 .2

6 .5

7 .1
8 .0

1.9
2 ・1

2 ・5

休 部上半櫛 Ⅰ種 6直線文 と波状 文

体 部下 半三角け メ" キ後細 タテパケ

底 部焼成 後穿孔

2 3 5 S B 4 1 9 5B a S B 0 1掘 り. 3 7 .8 底 部細ハケ

底 部細ハケ2 3 6 S B 4 1 9 5B a S B 0 1掘 り 2 7 .0

2 3 7 S B 46 9 5B a S B 0 3 上層
ロ

細 頚意 B
..一士

2

a

a
d

e

e

1 1

^

1

1

1

2

1
1 10

^

2

2

1

7 .8

8 .8

l l.6

18 .8

2 8 〝0

5 .0

8 .0

7 .0

7 "8

9 .5

口緑 郡櫛 Ⅰ裡 6直 線文

一 立2 3 8

2 3 9

2 4 0

2 4 1
2 4 2

24 3

2 4 4

24 5

24 6

24 7

24 8
2 4 9

25 0

25 1

25 2

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6
S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6
S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

S B 4 6

9 5B a

9 5B a

S B 0 3 土器 8

S B 0 3 土器 10

太 頚蟹

太 頚短頚 壷 H

2

A*
2

2

4

2

2

2
5

1

3

2

1

1

1

3

1 17 2

頚 部櫛 Ⅰ種 9波状 文、同 1 1 直線 文 .

口縁 部櫛 Ⅲ種ハネ上 げ文 . 直線文

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a

9 5B a
9 5B a

9 5B a

9 5 B a

9 5B a

S B 0 3 土器 4

S B 0 3 土器 4

S B 0 3 土器 6

S B 0 3 N E

S B 0 3 土券 6

S B 0 3 土器 3

S B 0 3 土器 4

S B 0 3 土器 2

S B 0 3 土器 6
S B 0 3

S B 0 3

S B 0 3 土器 l

S B 0 3 土器 9

太 頚壷 C

嚢 E
嚢 E

要 D

嚢 D

賓 H

嚢 F

嚢 B

深鉢 A
嚢

嚢

棄

餐

2 0 .2

16 .4

17 .6

19 .4

2 4 .5

38 .6

25 .7
3 1.5

15 .8

15 .0

17 .0

2 0 .8

2 3 ・2
28 .0

三角ヨコ" キ後細左 上が りナナメハケ

25 3 S B 3 3 9 5 B a S B 1 1東 太頚短 頚壷 H

嚢

4

2

a

1

1

1

1

1

T,

20 ・0

2 1 .0

32 .0

3 3.5

17 .8

20 ・0

30 .8

39 .1

5 ・2

体 郡上 半櫛 Ⅲ檀 8直線 文

25 4
25 5

25 6

25 7

25 8

S B 3 3

S B 3 3

S B 3 3

S B 3 3

S B 3 3

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

S B 1 1東

S B 1 1西

S B 1 1西

S B 1 1西

S B l l

要 D
嚢

嚢 B

要

1

1

1

1

体 部上 半三 角ヨコ" キ後細 ナナメハケ

25 9

26 0

S B 4 8

S B 4 8

9 5 B a

9 5 B a

S B 15

S B 15 .S B 16 .S B 18

大願短 頚意 H

細頚壷 A
1

2

1

8

1

6

16 .6
8 .4 5 ・7

頚 部欄 Ⅲ種波 状文

26 1 S B 6 6 9 5 C a S B 0 5 土第 1 1 細頚意 A
細頚 士 C

2

2

a

a

a

a
a

a

a

e
f

1

1

4

4

1

2

3

1

6

}

3

2

9

2
2

5

1

2

10
9

1

7

^
5

2

1
1

10

10

4

7

7

9

3

7,
2

19 .1

5 9 .7

8 .4

6 .5

4 ・0

8 .0

25 .9

4 .9

4 .6

5 ・0

5 .6

7 .2

6 .0

8 ・9 3 .5

…̂ i n g! 云 = ▼ a illigfft" ▼

26 2

26 3

26 4

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a

S B 0 7

S B 0 5 土器 5

S B 0 5 土器 14

"??
細頚壷 C

太頚壷 B

2

β

2

4
4

T,

2

4

2

1

1

2
1

^

1

5

9 .2

1 8 .3

4 ・7

l l .2

口縁部 内面櫛 Ⅰ種 羽状刻 み と竹管文

26 5 S B 6 6 9 5 C a S B 0 5 細頚壷 E 1 6 .8

2 5 .0

1 8 .6
1 8 .5

2 1 .2

2 4 .0

6 .1

口縁部 Ⅰ 亜5 tl 状文

26 6 S B 6 6 9 5 C a S B 0 5 土器 10 太致 短頚壷 D

.一 .==土ご

頚 部 、体部上 半沈線 羽状 文後 直線文

一立 、 J!さ26 7 S B 6 6 9 5 C a S B 0 7 、く 隻E 10 .0

10 .7

1 6 .2
1 7 .0

1 9 .0

20 .3

1 4 .9

2 4

{ 部 t/ ′ 4 直′ 後 状 1/

26 8

26 9

S B 6 6

S B 6 6

9 5 C a
9 5 C a

S B 0 5 土 器 7 ,8

S B 0 7 土器 2

細頚 壷 D

鉢 B

休 部上 半櫛 Ⅲ種 8直線 文後垂 下直 線文

27 0

27 1

S B 6 6

S B 6 6

9 5 C a

9 5 C a

S B 0 5 土器 3

S B 0 5 土器 22

太頚 壷

太頚 短頚壷 H
1

8

T,

36 .0

37 .0 体 部上 半櫛 Ⅲ種直線 文 . 波状 文

27 2

27 3

27 4

27 5

27 6
27 7

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6
S B 6 6

9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a
9 5 C a

9 5 C a

S B 0 5 土器 12 ,15 ,18 ,19 ,2 0

S B 0 5

S B 0 5 土器 14

S B 0 5 土器 24
S B 0 5

S B 0 5

ロ

太頼 義 H

賓 A

賓 A

嚢 B

棄
要 E

10 ・7

2 18

3 1.7

17 .6

頚 部 ～体部上 半柄 Ⅲ種波 状文 ・押 し引 き文

体 部上 半細 ケテパケ後 三角ヨコ" 辛

体 部上 半細ナナメハケ後 三角ヨコタダキ、頚部 一次ヨコタダキ

27 8

27 9

28 0

28 1

28 2
2 8 3

28 4

2 8 5

2 8 6

2 8 7

2 8 8

S B fi fi

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6
S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

S B 6 6

S B 66

9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a
9 5 C a

9 5 C a

9 5 C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a

S B 0 6 土器 2

S B 0 5 土器 6

S B 0 7 土器 l

S B 0 5
S B 0 5

S B 0 7 土器 2

S B 0 7

S B 0 5 土器 13

S B 0 6 土器 5

S B 0 7 土器 3

S B 0 5 土器 23

嚢 A

嚢 F

嚢 E

要 F 一

要 D
嚢

棄

嚢

嚢 G

要 D

嚢 D

4

4

4
4

1

4

4
4

2

2

10
T,

1

7

2
5

1

1

1

5
3

1

1

5

1

1

12 .7
5 .3

2 1 ・5

2 5 .6

17 .0

2 6 .5
19 .0

2 2 .6

2 7 .8
2 4 ・0

3 3 .0

1

1 5 .0

2 5 .0
1 6 .6

2 1 .4

2 0 .0

2 3 .5

3 0 .0

20 ・0

29 .8
2 1 .2

2 5 .5

2 8 9
2 9 0

2 9 1

2 9 2

2 9 3

S B 66
S B 66

S B 66

S B 66

S B 66

9 5C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a

S B 0 5 土器 4

S B 0 5 土器 5

S B 0 5

S B 0 7

S B 0 6

嚢 G

嚢

嚢

要

要 Ⅰ

4 4 .3 1 7 .8 1 5 ・2 20 .4 4 ・8

5 .8

6 .2

体 部下 半三 角ナナメタケキ後細 ケテハケ

2 9 4

2 9 5

S B 68

S B 68

9 5C a

9 5C a

S B 0 1S E

S B 0 1土器 9

細頚 意

太頚 短頚壷 D 3

d

e

a

2

1

3

10

2

2

1

T,

・}

10

2

2

1

3

3

3 .8

7 .4

15 .5

2 2 .5

9 ・6

19 ・0

6 .2

5 .0

頚 部欄 Ⅲ種ハネ上げ 文後直 線文

2 9 6 S B 68 9 5C a S B 0 1 太頚 壷 ^

4

4

1 0 .9

1 4 .2

2 0 .6・2

頚 部欄 Ⅰ種 9直線 文後 右上 が りナナメ刻 み

2 9 7

2 9 8

S B 68

S B 68

9 5C a

9 5C a

S B 0 1南側

S B 0 1土器 6

細頚 壷 D

細頚 壷

体 部上 半櫛 Ⅲ種 3 + 4 直線文 .波 状文

2 9 9

3 0 0

S B 68

S B 68

9 5C a

9 5C a

S B 0 1S E

S B 0 1 土器 10

嚢 E

嚢 D 26 .7 体 部上 半三 角ヨコケ舛後 細ナナメハケ

30 1 S B 68 9 5C a S B 0 1土器 9 要 D 4 10 18 .9 1 7 .4 20 .5 休 部細 タテハケ後 三角 ヨコ" キ

3 0 2

3 0 3

S B 68

S B 68

95 C a

95 C a

S B 0 1土器 l

S B 0 1S W

嚢 D

棄
4 1 2 2 .6 2 0 .3 25 .3 休 部 三角ヨコケ舛後 細ナナメパケ

3 0 4
3 0 5

3 0 6

S B 7 2
S B 7 2

S B 7 2

95 C a
95 C a

95 C a

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

邪∃頚 意 C
細頚 壷 D

細頚 壷 E

2 1

1

T,

2 7 .2

1 8 ・2

14 .2

4 .8

口縁端 部貝殻 タテ刻 み

第5表弥生土器観察表3
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登録

番 号

E .

遺構 番号 調査 区 旧遺 構番 号 器 形分類 口頚
分 類
底 部
形態

残存 状況
容量

( 1 )

法量 (cm )

1i #
a b c d e 器高 口径

頚 部
径
体 部
径 員 径

脚 台
径
哩車

局

3 0 7

3 0 8

3 0 9

S B 7 2

S B 7 2

S B 7 2

95 C a

95 C a

95 C a

S B 02 土 器 3

S B 02 土 器 2

S B 02 土 器 6

莞 E
要

深 鉢 A

2

a

a

T, T,

1

1

4

10

17 .0 16 .0

7 ・8

7 .6

3 1 )

3 11

3 12

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3

95 C a

95 C a

95 C a

S B 0 3土 罫 7

S B 0 3 外側 S D

S B 0 3(N )

神 領講 C

細 頚壷 C

細 頚壷 A

T,
T,

2

1

4

d

a

a

e

e
e

e
f

6
2

1

8 9

1

10

1

10

10

10

10

10

10

7,

4

5
5

9

1

2 .7

4 .6

2 .3

2 5 .3

1 3 7

8 ・4

6 .9

9 ・1

5 .1

10 .1

19 .5

16 .0

5 ・6

7 7

7 ・2
6 .0

6 .5

6 .1

2 ・5
2 ・7

3 .7
T, ^

口縁端 部櫛 I 種 7ナナメ刻 み

3 13 S B 7 3 95 C a S B 0 3 細 頚壷 C 2

9

10

1

1

l l .0

2 9 .3

1 0 .5

口縁部 凹線 文後櫛 Ⅰ種ナナメ刻み

3 14 S B 7 3 95 C a S B 0 3CS ) 細 頚壷 D

一

休 部 上半櫛 Ⅰ種 2十4直線 文

3 15 S B 7 3 95 C a S B 0 3土 器 5

3 土 ロ

細 頚写E D
鉢 B

1

9

1

1

休 部 上半櫛 Ⅲ種 3 + 3 + 2 直線 文 ・波 状文

口縁部櫛 Ⅰ種波状 文後 凹線文3 16

3 17

3 18

3 19

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3

95 C a

95 C a

S B 0 ー 器 7

S B 0 3 土器 2
大 賢短 頚壷 F

要 A

棄 D

1 6 .8 18 .0 5 .0

9 .0

7 .0

口 P t 1 ′
休 部上 半焼 成後穿 孔の痕 跡

95 C a

95 C a

S B 0 3N

S B 0 3N

1 9 .8

19 .4

17 .2

17 0 体部上 半 二角ヨコ" キ後 細タテパケ

3 2 0
3 2 1

S B 7 3
S B 7 3

95 C a
95 C a

S B 0 3 土器 6

S B 0 3 土器 4

要 F

大 型鉢 B
賓

嚢

整

要

嚢

要
嚢 Ⅰ

2 1

2

1

2 1 ll .6

2 4 ・2

2 9 .0

2 3 .2

2 7 .6 32 .2 体部上 半細 ダf lとケ後 三角 ヨコケ舛

3 2 2

3 2 3

3 2 4

3 2 5

3 2 6

3 2 7
3 2 8

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3

S B 7 3
S B 7 3

95 C a

95 C a

95 C a

95 C a

95 C a

95 C a
95 C a

S B 0 3地 床炉

S B 0 3(S

S B 0 3外 側 S D

S B 0 3

S B 0 3(S )
S B 0 3

S B 0 3

1

1

底部 を炉台 土器 に転用 、中央 にスス抜 け痕

3 2 9 S B 7 4 95 C a S B 0 4 土器 1 細 頚意 D 1

a

a

a

a

a

6

4
9

T,

2

8

1

1

2

1

7

3

3

1

2

6 .8 4 ・1

8 .3

8 .0

6 .0

6 .5

7 .0

口縁部櫛 I 種羽状 刻み

3 3 0 S B 7 4 95 C a S B 0 4 土器 9 細 頚壷 D 2 6 .0 4 ・2 口縁部櫛 Ⅰ種羽状 刻み ・直線 文

33 1 S B 7 4 95 C a S B 0 4 土器 9 細 頚壷 A 2

γ

10 6 .8 4 ・0 頚部櫛 Ⅰ種 7直 線文後 円形 浮文

33 2 S B 7 4 95 C a S B 0 4 炭層上 細 面壷 A l l .2 口縁部 凹窮 後 I 垂5タテ亥.み

3 3 3
33 4

33 5

3 3 6

33 7

33 8

S B 7 4
S B 7 4

S B 7 4

S B 7 4

S B 7 4

S B 7 4

95 C a
95 C a

95 C a

95 C a

95 C a

95 C a

"≡一
S B 0 4 炭層上
S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4 S

S B 0 4

太頚壷 C

要

探鉢 A
棄

棄

棄

2 3 .8 口縁部 内面櫛 Ⅰ種 10 ナナメ刻 み

33 9

34 0

34 1

34 2

34 3
34 4

S B 69

S B 69

S B 69
S B 69

S B 69

S B 69

95 C a

95 C a
95 C a

95 C a

9 5C a

9 5C a

S B 0 9 土器 l

S B 0 9
S B 0 9

S B 0 9

S B 0 9 土器 2

S B 0 9 土器 4

邪∃頚意 D

賓 E

探鉢 A
探鉢 A

嚢

嚢

1

a

a

e

1

1

^

1
1

1

10

2

18 .0

2 7 ・2

1 6 .0

2 1 .9

7 .4

6 .8

8 .7 3 .7

体郡 上半櫛 Ⅲ種 4 + 4 直線 文 ・波 状文

34 5

34 6

34 7

S B 70

S B 70

S B 70

9 5C a

9 5C a

9 5C a

S B 11 土器 3

S B ll

S B 10

那覇意 C

細頚壷 C

太頚 短頚壷

T,

4

1

a

a

a

7
1

2

2

2

2
2

1

4

1 1

1

1

6

・}

2

5 .1

9 ・6
9 ・8

17 .0

17 .8

18 .4
2 2 .3

2 6 .0

2 1 .0

2 6 .6

5 .0

1 4 .2

16 .0
2 0 .0

2 3 .6

1 7 .5

1 6 .9

2 1 .5

5 ・3

4 .9

8 ・6

休部 上半櫛 I 種 4直線 文 、波状 文

34 8

34 9

35 0

35 1

35 2

35 3
35 4

35 5

35 6
35 7

S B 70

S B 70

S B 70

S B 70

S B 70

S B 70
S B 70

S B 70

S B 70

S B 70

9 5C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a
9 5C a

9 5C a

9 5C a

9 5C a

S B 10 土器 2 ′

S B 10 土器 2

S B 10 土器 4

S B 10 土器 4

S B ll

S B 11 土器 5
S B ll

S B l l

S R I

S B 10 土器 1

要 B

大貴 短頚壷 H

餐

餐

嚢

嚢 F

深鉢 A
嚢

要

嚢

1

1

1
1

1

口縁 部櫛 Ⅲ種ハネ上げ文

35 8 S B 77 95 C b S B 0 1円 P l 大貫 壷 A 1

a

e

e

蝣}
2
2
^
1

5

2

9

17 .2 9 .3

2 2 .4

5 .2

6 .4

6 .5

2 ・3

2 ・5

頚部櫛 I種 ナナメ刻み

35 9

36 0
36 1

36 2

S B 77

S B 77
S B 77

S B 77

95 C b

95 C b
95 C b

95 C b

S B 0 1
S B 0 1

S B 0 1

S B 0 1

嚢 F

嚢
寮

餐

4 1

2

19 .0 1 6 .8
体部 下半 三角ヨコタ舛 後細 行パケ

36 3

36 4

36 5

36 6

3 67

3 68

S B 8 1

S B 8 1

S B 8 1

S B 8 1

S B 8 1

S B 8 1

95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

S B 0 5 .S B 14

S B 14 土器 3

S B 14 N

S B 14

S B 14

S B 14 土器 2 .

莞 D
斐 B

細頚 壷 A か B

嚢

嚢

餐

^

4

C

a

a
d

1

4

^

4

1

T,

1

2

4
5

10

5

3 .1

7 ・4

18 ・8

2 2 .6

16 .3

19 .7

1 8 .2

2 4 .2
6 .7

5 .0

5 〝4

5 ・8 2 .0

体部 下半 三角ヨコ" キ後節けテハケ

36 9 S B 7 9 95 C b S B 0 4 細頚 壷 D

4 d

a

a

a

a

a

2

1
1

1

2

2

2

1

2

2

1

1

1

6

1

2

2

9

1
4

4 .2 2 4 .5 18 .0

2 0 ・0
2 8 .0

4 .5

15 .8

3 7 .1

7 .4

5 ・0

4 .0

5 .0

5 .0
5 .0

6 .4 1 .8

体 部上半欄 Ⅲ種 2+ 2+ 2 + 2 直線 文

3 70 S B 7 9 95 C b S B 0 4 太頚 壷 C 底 部複数 の木 の葉圧痕

3 7 1 S B 7 9 95 C b S B 0 4 太頚 短頚 壷 H 体部 上半櫛 Ⅲ種 直線 文 .弧 状文

37 2

3 73

3 74

3 75

3 76
3 77

3 78

3 79

3 80

S B 7 9

S B 7 9

S B 7 9

S B 7 9

S B 7 9
S B 7 9

S B 7 9

S B 7 9

S R 7 9

95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

95 C b
95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4
S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4

S B 0 4

棄 G

嚢

要

探 鉢 A

棄

嚢
嚢

嚢

嚢

2 0 .8 体部 下半 三角 ヨコケ舛後細 タテパケ

3 8 1 S B 8 2 95 C b S B 0 5 細頚 壷 A ^

}

1

2

a

b

C

C

a

2

5

T,

2

2

1

1

3

2

^

1

1

1

10

2

6

1

1

10

1

2

1

1

1

9

4

1

9

10

5

2

1

10

28 .3

3 .2 2 1.9

7 .0

5 ・0

4 2 .4

17 .5

13 .6

4 .8

5 .7 1 ・0

口縁 部櫛 Ⅰ種 6波状 文

3 82 S B 8 2 95 C b S B 05 .S B 14 細 顛壷 F 10 .6 口縁 部櫛 Ⅲ種ハネ上げ 文

3 83 S B 8 2 95 C b S B 0 5 S 太頚 壷 G 18 .6

19 .6

2 3 .5

12 〝4

口縁 部櫛 Ⅲ種ハネ上 げ文

3 84 S B 8 2 95 C b S B 0 5 土器 1 細 頚壷 頚 部、体 郡上 半櫛 Ⅱ種 2 + 2 + 2+ 2 直 線文

3 85 S B 8 2 95 C b S B 0 5 細 頚壷 5 .9 頚 部欄 Ⅲ嘩直線 文

3 86 S B 8 2 95 C b S B O 5 ア t f 3 太頚 壷 G

一▼l一七
.7

17 .2

l l.5

頚 部、休 部上半 櫛 Ⅲ種直線 文等

立 ノJ: 姓3 87

3 88

3 89

3 90
3 9 1

3 92

3 93

3 94

S B 8 2

S B 8 2

S B 8 2
S B 8 2

S B 8 2

S B 8 2

S B 8 2

S B 8 2

95 C b

95 C b

95 C b
95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

95 C b

S B 0 5 E

S B 0 5
S B 0 5

S B 05 S

S B 0 5

S B 0 5

S B 0 5

S B 0 5

大賀 短頚 蟹 H

太頚 短頚 壷

太頚 短頚 壷

賓 F

棄
嚢

深 鉢 A

嚢 E

5 .0

5 .2

5 .3

体 郡上半櫛 Ⅲ種 直線 文後竹 呂付 加文

体 部上半 細ダテハケ後細波 状パケ

3 95

3 96

3 97

3 98

S B 8 2

S B 8 2

S B 8 2

S B 8 2

9 5C b

9 5C b

95 C b
9 5C b

S B 0 5

S B 0 5

S B 0 5 土器 l
S B 0 5 土器 5

賓 D

嚢 F

嚢

棄 F

2

2

4

16 .4
36 .0

18 .3

14 .5
3 4 .0

14 .9

19 .1

18 .8

休 部細ダテパケ後 三角ヨコ" キ

3 99

4 00

S B 8 3

S B 8 3

9 5C b

9 5C b

S B 0 6

S B 0 6

和 親意 C
細頚 壷 A

L 士
}

d

2

9

2
2

5

1

10 1

5

1

1

1

6

4

2

3 .5

9 .6

5 .6 1 .1

2 0 .4

13 .6

2 1 .8

6 .6

6 .6

5 .1 0 .5

口縁 部櫛 Ⅰ種波 状文 、体 部櫛 Ⅲ種直線 文

4 0 1

4 02

4 0 3

S B 8 3

S B 8 3

S B 8 3

9 5C b

9 5C b

9 5C b

S B 0 6

S B 0 6

S B 0 6

細頚 聖 E

太 頚壷 G

こ,.コ.互良
さ ▼一 ヒ.

14 .0

2 2 .2 口縁 部櫛 Ⅲ種ハネ上げ 文

4 04

4 05
4 0 6

4 0 7

S B 8 3
S B 8 3

S B 8 3

S B 8 3

9 5C b
9 5C b

9 5C b

9 5C b

S B 06
S B 0 6

S B 06

S B 06

細 頚竺五

大 頚壷
大 型鉢 A

嚢 A

C
b

2 2 .2

15 .3

休 部上半 細タテふとケ後太波 状パケ

第6表弥生土器観察表4
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登録
番 号

E -

遺構 番号 調 査区 旧遺構 番号 器形 分類 口頚

分類

底部

形態

残 存状 況

容 量

( 1 )

法量 (cm )

備 考
a h c d e. 器高 口径 頚部

檀
体 部
径
底径 脚 台
径
哩 声

局

4 0 8

4 0 9

4 10

S B 83

S B 83
S B 83

9 5 C b

9 5 C b
9 5 C b

S B 0 6

S B 0 6
S B 0 6 土器 1

莞 A

襲

撃 B

4

4

a

a

a

a

a

a

1

2
7

2

1

3

1

1

1

15 ・0

2 1.6
1 8 .8

1 3 .9

1 6 .3

5 ・4

体部上 半 爪圧痕

4 11
4 12

S B 83

S B 83

9 5 C b

9 5 C b

S B 0 6

S B 0 6

深鉢 B

嚢

嚢
嚢

嚢

嚢

嚢

3 2 .4 3 0 .5
底部細 パケ

4 13 S B 83 9 5 C b S B 0 6 5 5 8 底 β細 ハケ

4 14 S B 83 95 C b S B 0 6 1 5 5 0 底 β細 パケ

4 15 S B 83 95 C b S B 0 6 1 4 6 2 底 β細 ハケ

4 16 S B 83 95 C b S B 0 6 1 10 6 8 底 β平 ナデ

4 17 S B 83 95 C b S B 0 6 1 T, 7 2 底 β平ナデ

4 18 S B 78 95 C b S B 0 9 莞 a 1 4 5 0 底部平 ナデ

4 19 S B 84 95 C b S B 12 那黑 壹喜C 2 9 8 9 .3 5 .5

4 2 0 S B 80 95 C b S B 16 莞 D 2 7 7 2 ・} 1 17 .6 1 5 .9 1 8 〝7 体郡 上半 三角ヨコケ舛後 細タテハケ

4 2 1 S B 85 95 C b S B 0 3 莞 2 2 0 .6

4 2 2

4 2 3

4 2 4

4 2 5

S B 8 6

S B 8 6

S B 8 6

S B 8 b

95 C b

95 C b

95 C b
95 C b

S B 15

S B 15
S B 15

S B 15

太頚 短願意 B

嚢 F

嚢 E

要

T,

T,

6

2
1

1

2 T,

1
1

1 6 .8 15 .4

17 .0
19 .8

2 2 .8

l l .0

1 4 .5

2 7 .0

4 2 6

4 2 7

4 2 8

42 9

S B 8 7

S B 8 7

S B 8 7

S B 8 7

95 C b

95 C b

9 5C b

9 5C b

S B 0 7

S B 0 7 S E

S B 0 7

S B 07 S E

莞 D
探 鉢 A

重

要

1

a

a

2

1

1

1 T,

2

18 .3 1 6 .1

5 .6

6 .3

43 0 S B 9 1 9 5C b S B 10 深鉢 A 1

4 3 1

4 32
4 33

4 34

4 35

4 36

S B 8 8

S B 8 8

S B 8 8

S B 8 8

S B 8 8

S B 8 8

9 5C b

9 5C b

9 5C b

9 5C b

9 5C b

9 5C b

S B 1 1円 土坑

S B l l

S B l l

S B l l

S B 1 1内 土坑

S B 1 1 内土坑

細顕 意

表 B
要 A

嚢

袤

嚢 A

2

1

4

d

e

e

1

1

2

1

1

1

1 1

・}

1

2 2 .2

2 0 .4

2 2 .0

1 9 .4

1 7 ・7

1 9 .7 2 3 .5

5 .6

8 .0

8 ・0

2 .2

4 37 S B 8 9 9 5 C b S B 0 2 大貫 短願意

γ
d

a

a

a

1
1

1

1

1

1

2

6

^
4

2 1.6

2 T 4

16 .2

2 6 .0

1 3 .9

2 3 .8

6 .0

4 .6

6 .0
6 .0

口縁 部棒状 タテ刻 み、欄 Ⅲ桂 叫上 げ文

4 38
4 39

4 40

4 4 1

4 42

4 43

4 44

4 45

S B 8 9

S B 8 9

S B 8 9

S B 8 9

S B 8 9

S B 8 9

S B 8 9

S B 8 9

9 5C b

9 5 C b

9 5 C b

9 5 C b

9 5 C b

9 5 C b

9 5 C b

9 5 C b

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

S B 0 2

太頚 壷 B
細頚 壷

高杯 A

餐

尭

嚢

嚢

嚢

1

1

1

1

口縁 部内 面櫛 Ⅰ種ナナメ刻 み

4 46 S B 9 0 9 5 C b S B 0 8 太顕 壹 D 2 1 1

16 .5

口緑 部祭 タテハケ後平 ナデ

4 47 S B 9 0 9 5 C b S B 0 8 太頚 壷 2 2 頚部櫛 I種 10 波状 文

4 48

4 49

S B 9 3

S B 9 3

96 A

96 A

S B 0 2 N o ・9

S B 0 2

莞 D
嚢

2

a

a

1

1

1

7

2 4 .4

17 .4 1 6 .0

5 ・2

体郡 上半 三角ヨコ" キ複雑けテハケ

4 50 S B 9 3 96 A S B 0 2 炉内 N o .9 太頚 壷 C 3 y 3 2 2 .0 口縁 部内 面櫛 Ⅰ種 10 タテ刻み

4 5 1

4 52

S B 9 3

S B 9 3

% A
96 A
S B 0 2 炉内 N o .8

S B 0 2 炉内 N o .7

要 C

要 G

2

4

T,

T,

1
1
1
^ 10

7 .4

4 .3

2 3 .0

19 .0

2 .0

16 .2

2 4 .7

2 0 ・0 5 ・5 底部焼 成後 穿孔 、細ハケ

4 53

4 54

S B 9 2

S B 9 2

96 A

96 A

S B O lN o .l

S B O l N o .

卿 願意 C
細 頚壷

2

C

2 1

2

10 .3

6 .4

4 55 S B 0 2 9 5 F S B 0 3N E 鉢 C 1 口縁 郡 2条の 円形刻 み

4 56 S B 0 2 9 5 F S B 0 3S W 鉢 C 1 口縁 部櫛 I 種タテ刻 み

4 57 S B 0 8 96 D S B 0 2 N o .29 9 稚|頚意 D 1

4 58 S B 0 7 96 D S B 0 3 N o .14 1 茶目願意 B l

4 59 S B 0 9 96 D S B O I N o ・3 8 細 願意 D 1 体 β上半欄 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直様 文後垂 下直 ,■文

4 60 S B 0 9 96 D S B O l N o .2 1 .I:w . 1 体 β上半綱 描 き綾 杉文 と弧状 文

4 6 1 S B l l 93 A a S B 105 那 頚壹 A か B

1

1 体 β上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直様 文後垂 下直梶 文

4 62 S B 1 93 A a S B 105 細 頚壷 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直線 文

4 6 3 S B l l 93 A a S B 105 太 頚短頚 壷 H 口綾 部櫛 Ⅲ種ハネ上 げ文

4 64 S B 2 7 93 A a S B 100 大 男壷 1 体郡 上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 斜格 子文他

4 65 S B 2 7 93 A a S B 100 太 頚短頚 壷 H 1 体部 上半櫛 Ⅲ種 直線文

4 66 S B 2 7 93 A a S B 100 太 頚短頚 壷 H 1 体部 上半櫛 Ⅲ種 直線文 後沈線 付加 文

4 67 S B 2 6 93 A a S B 102 都 濃壹 A か B 2 体郡 上半櫛 Ⅰ桂 のランタリムな刻み

4 68 S B 17 95 A a S B 0 2 土器 3 太頚意

1

1 体部欄 Ⅲ軽 2+ 2+ 2 + 2 直線 文

4 69 S B 17 95 A a S B 0 2 大 貴短頚 壷 H 体 β上半櫛 Ⅲ種 直線文 、波 状文 、押 し引 き文

4 70 S B 14 93 A a S B 105 御 領壷 1 体 β上半櫛 Ⅰ種 目直線 文、垂下波 状文

4 7 1 S B 14 93 A a S B 10 5 .S K 1 17 太 頚短頚 壷 H 1 体 β上半櫛 Ⅰ種 山形刻 み後荷 Ⅲ種弧 状文

4 72 S B 14 93 A a S B 105 太 頚短類 義 H 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 直線文

4 73 S B 2 3 95 A a S B 0 1 太 顕意 1 体郡 上半欄 Ⅲ檀 2 + 2 + 2 直線 文 .波 状文

4 74 S B 15 93 A a S B 104 弟召頚壹 A か B
さ一 .=・=・ 2

1

1

体郡 上半 ミがキ直線 文

一立 ノ& .Ft Mn.b-4 75 S B 15 93 A a S B 04 細 望 A か B { 郡 Ⅰ亜4 直難 後 、街 ダ丁刻 み

4 76 S B 15 93 A a S B 104 .=1二.互E 体郡 上半櫛 Ⅲ種 3 + 3 + 3 直線 文

4 77 S B 15 93 A a S B 10 4 N o .4 細 頚壷 A か B 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直線 文

4 78 S B 15 93 A a S B 104 細 頚壷 1 体部 上半櫛 Ⅰ種 8直 線文 ・波状 文

4 79 S B 15 93 A a S B 104 太頚短頚 壷 H 1 体部 上半櫛 Ⅲ種 直線文

4 80 S B 3 3 95 B a S B ll 大貫短 頚壹 F 1 体郡 上半欄 Ⅲ種 3 + 2 + 2 直線 文

4 8 1 S B 3 5 95 B a S B 0 5 細 頚壷 D 1 演 β欄 Ⅰ桂 9ナナメ刻 み ・直線文

4 82 S B 3 4 95 B a S B 0 6S W 細 頚壹 1 体 β上半欄 I 檀 4直 線文

4 83 S B 3 4 95 B a S B 0 6N E 太頚短 貴意 F 1 体 β上半櫛 Ⅲ種 3 + 4 直線 文

4 84 S B 3 8 95 B a S B 1 0 大男意 1 体 β上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 + 2 直撮文

4 85 S B 4 2 95 B a S B 0 2 細 頚壹 1 体郡 上半欄 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直線 文 ・波 状文

4 86 S B 4 1 95 B a S B 0 1 壷

1

1 体部 上半櫛 Ⅲ種 3 + 3 + 2 直様 文

4 87 S B 4 1 95 B a S B 0 1 太頚壷 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 3 + 3 直線 文 ・波状 文

4 88 S B 4 1 95 B a S B O 細 頚壷 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 3 + 3 + 2 直線 文

4 89 S B 4 95 B a S B 0 1 細 頚壷 A か B 1 休部 上半櫛 Ⅰ種複 合鋸 歯文

4 90 S B 4 1 95 B a S B 0 1 大賢短 頚壷 H 1 体郡 上半櫛 Ⅲ種 直線文 後垂 下斜線 文

4 9 1 S B 4 1 95 B a S B 0 1 太頚短 頚壷 H 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 3+ 3 + 2 直線 文 .波 状又

4 92 S B 4 1 95 B a S B 0 1 .S B 07 鉢 C 体部 上半櫛 Ⅰ種 8波 状文

4 93 S B 4 6 95 B a S B 0 3 太頚短 頚壷 H 1

2

休部 上半櫛 Ⅲ種波 状文 ・直線 文

4 94 S B 4 6 95 B a S B 03 土 器 1 0 太頚壷 体部 上半櫛 Ⅲ種 4 + 3 直線 文

4 95 S B 6 6 9 5 C a S B 07 土器 2 細 双書 D 1
1

口縁 郡櫛 Ⅰ種 7羽状 刻み

4 % S B 6 6 9 5 C a S B 05 太頚壷 休部 上半櫛 描 き扇形文 左描 き 右 回 り

4 97 S B 6 6 9 5 C a S B 05 土 器 1 1 細 頚壷 A か B 1 体部 上半櫛 Ⅰ種 5直 線文後 円形 刻み

4 98 S B 6 6 9 5 C a S B 07 土 器 7 太 頚壷 1 体 β上半櫛 I 種簾 状文

49 9 S B 6 6 9 5 C a S B 07 土 器 1 1 細 頚壷 D 1 体 β上半櫛 Ⅲ種 3+ 3 + 2 波状 文 ・直線文

50 0 S B 6 9 9 5 C a S B 0 9 細 頚意 A か B 1 休部 帯状 澤文上 端刻み

50 1 S B 7 2 9 5 C a S B 0 2 土 器 5 太 頚意 1 体郡 上半価 Ⅰ種 直線文 ・扇 形文 、沈梶 直線 文

5 S B a B 1 { 意

1

1

1 立 、′ P 直 , 、、

50 3 S B 6 8 9 5 C a S B 0 1S E 太 類義 G

1

口
口 ′
縁 部櫛 Ⅲ種バネ上げ文

50 4 S B 6 8 9 5 C a S B 0 1S E iわ五 休部 上半沈 線斜 格子 文

50 5

50 6

S B 6 8

S B 6 8

9 5 C a

9 5C a

S B 0 1S E

S B 0 1

細 頚壷 A か B

深 鉢 A
1 休部 上半帯 状浮 文 2帯上 面刻み

50 7 S B 7 0 9 5C a S B 10 土 器 2 太 頚意 1 体郡 上半櫛 Ⅲ檀 直様文 .波状 又

50 8 S B 7 0 9 5C a S B l l 太頚 短頚 壷 H 1 休部 上半櫛 Ⅲ種 直線 文後付 加垂 下直線 文
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登 録

番 号

E "

遺構 番号 調査 区 旧遺構 番号 器形 分類 口頚
分類
底部
形態

残存状 況

容 量

( 1 )

法 量 (cm )

備考
a b r d e 器 高 口径

頚 部

径

体部

径
底径
脚台
径
祖車

局

5 0 9 S B 7 0 95 C a S B l l 壷 1 体 郡上半 櫛 Ⅰ種 3直線 文

5 10 S B 7 3 95 C a S B 0 3 (S ) 太頚 短願意 H 1 体 郡上半 櫛 Ⅲ種垂下 直様文 .沈 梶波状 文

5 11 S B 7 3 95 C a S B 0 3 土 器 7 太頚 短頚壷 H 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種直線 文 .押 し引 き文

5 12 S B 7 4 9 5 C a S B 0 4 和男 壷 D 1 体 郡上半 櫛 Ⅲ杜直線 文 ・波 状文

5 13 S B 7 4 9 5 C a S B 0 4 太頚 短頚壷 H 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種 直線 文 .押 し引 き文

5 14 S B 7 7 9 5C b S B 0 1 細頚 意 D ? 1 体 郡上半 欄 I 種直 ,■ 文 ・ナナメ刻み

5 15 S B 7 7 9 5C b S B 0 1 太頚 短頚壷 H 1 体 部上半 櫛 Ⅲ種直線 文 .波 状文

5 16 S B 7 7 9 5C b S B 0 1 細頚 壷 D 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種 2+ 2+ 2 直線文 ・波状 文

5 17 S B 7 9 9 5C b S B 0 4 太頚 短願意 H 1 体 郡上半 沈腺 直線文 ・波 状文

5 18 S B 8 2 9 5C b S B 0 5 莞 1 体 郡上 半都けテパケ後 三角ヨコ" 辛

5 19 S B 8 3 9 5C b S B 0 6 細頚 壷 D 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ桂 2 + 2+ 2+ 2 直 線文

5 2 0 S B 8 4 9 5C b S B 12 細頚 壷 C 1 口緑 部 凹線文 2条

5 2 1 S B 8 5 9 5C b S B 0 3 大願 短顕壹 H 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種直梶 文後 沈梶付 加文

52 2 S B 8 8 9 5C b S B 1 1円 土坑 細願 意 A か B 1 体 郡上 半櫛 I 桂 7泥水 文

52 3 S B 8 6 9 5C b S B 15 細頚 意 A か B 1 体 郡上 半欄 Ⅰ種 8波状 文

52 4 S B 8 6 9 5C b S B 15 太頚 短頚 壷 H 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種波状 文 ・直線 文

52 5 S B 8 9 9 5C b S B 0 2 邪∃頚 壷 D ? 1 体 郡上 半欄 Ⅲ檀 2 + 2+ 2 直線文

52 6 S B 8 9 9 5C b S B 0 2 太頚 壷 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種 3 + 3 + 1 直線文

52 7 S B 9 3 9 6 A S B 0 2 細頚 壹 A か B 1 体 郡上 半ミがキ直線 文

52 8 S B 9 3 9 6A S B 0 2 細頚 壷 D ?

L]=r互E

1 体 部上 半櫛 Ⅲ種 3 + 3 + 3+ 3直 線文 .波状 又

52 9 S B 9 3 % A S B 0 2 炉 内 1 休 部上 半櫛 I 種 6直線 文 ・波 状文

53 0 S B 9 4 9 4B b S K 15 邪】頚壹 D

J 一士 E

2

1

e

2

10

T,

2

5

5
2

3

1

5

8

5

2

4

4

1
2

T,

2

2

1

1

4

1

2

5

9 .0

7 .4

9 0

3 .7

23 .9 5 .4

8 .6 2 .6

口緑郡櫛 Ⅰ裡 羽状刻 み 3帯 ・直税 文

口縁部 内面 円形浮文 3個 3単位53 1

53 2

S B 9 4

S B 9 4

9 4B b
9 4B b

S K 15
S K 15

細頚 わ王

細 頚壷 E 7 〝5 5 .7
ロ ノT 止

口縁部 下に焼 成後 穿孔 、紐 ずれ痕 有
53 3 S B 9 4 9 4B b S K 15 太 頚壷 B 17 .4 12 . 1 口縁部 内面 に円形 浮文

53 4 S B 9 4 9 4B b S K 15 大 福短頚 壷 A

- Lt
1 α 14 .0 8 .0

10 .7

口縁部 内面 円形浮 文 2 0個 全周

る53 5 S B 9 4 9 4B b S K 15 K m m B 3 α 16 .2 口 承部 面 即 I 羽状亥〝み ・ 形亥lみ

53 6

53 7

S B 9 4

S B 9 4

9 4B b

9 4B b

S K 15

S K 15

太 頚壷 B

鉢 A

2 16 .2

23 0

頚 部沈 線直線 文 3条

53 8

53 9

S B 9 4

S B 9 4

9 4B b

9 4B b

S K 15
S K 15

太 頚壷 G

嚢 E 4

22 .0

20 .8

12 .0

19 .0 2 3 .2

頚 部櫛 Ⅲ種 直線文後 沈線 付加 文

54 0

54 1

S B 9 4

S B 9 4

9 4B b

9 4B b

S K 15

S K 15

嚢

細 頚壷 D 体 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2+ 2 直 線文 ・波状 文

54 2 S B 9 4 9 4B b S K 15 上面 細 頚壷 D 休 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2+ 3直 線文 ・波状 文

54 3 S B 9 4 9 4 B b S K 15 太 頚壷 体 郡上 半櫛 I 種 7直線 文 ・波 状文 等

54 4

54 5
54 6

S Z 0 6

S Z 0 6
S Z 0 6

93 A a
93 A a

93 A a

S D 0 1
S D 0 1

S D 0 1

細 頚壷 C

嚢
嚢 A

1

1

4

1

1

2 8 〝9

36 .0

20 .0

5 .4

16 .7

頚 部沈 梶直線 文

54 7

54 8

S Z 0 8

S Z 0 8

93 A a

93 A a

S IX 川

S IX 川

細 頚意 B

細 頚壷
4
d

e

1

2
2

4

1
1

4

3

9 ・5 5 ・0
5 .4

8 .0

頚部櫛 Ⅲ種 3+ 4 直線 文

54 9

55 0

55 1

S Z 0 8

S Z 0 8

S Z 0 8

93 A a

93 A a

93 A a

S IX 川

S D 04

S lX は

賓

嚢 A

嚢 D

1

4

14 .0

17 .6

1 2.0

1 6.0 休部上 半 三角ヨコタダキ後 細ダテパケ

55 2

55 3
55 4

55 5

55 6

55 7

S Z ll
S Z ll

S Z l l

S 7.1

S 7.l l

S Z 1

95 A a
95 A a

95 A a

95 A a

95 A a

95 A a

S D 0 3N E

S D 0 3S E

S D O 3N E

S D 0 3S E

S D 0 3S E

S D 0 3

大男壹 C

太頚壷 D
棄

嚢

深鉢 A

嚢 G

γ

1

1

a

a

1

2

1

6 4

1
1

3

・*
5

4 .1

20 .0

1 8 .4

2 6 .0

1 9 .9

2 3 .0

1 6 .6 1 9 .5

7 .5
9 .3

口縁郡 内画欄 Ⅰ種 5ナナメ刻み

体部 三角ヨコ" キ後細 タテパケ

55 8 S Z 0 5 93 A a S Z O lE N o 、3 卿 頚意 D 4 d

C

d

10 10 5

8

2

1
2

9

}

1

5

1

T,

7,
2

4

T,

1

T,

2

1

1

9

8

10

1

6

1

1

2

1

2

1

4

1

1

1
1

1

10 2 .6 2 3 .0 7 〝0 4 .2 1 9 .5 5 .2 体郡 上半櫛 Ⅰ種 6 と7直 線文 ・波状 文

55 9
56 0

S Z 0 5

S Z 0 5

93 A a

93 A a

S Z O lN o .l

S Z 0 1南 溝 N 0 4

細 頚壷 D

細 頚壷 E
4

1

10

2

5

T,

5
2

7,

6

T,

2

T,

2

1

10

1

10

10

3 ・3

3 .2

10 ・3

9 .8

5 .4

4 .3

2 6 .3

2 5 .0

8 .4

10 4

4 ・2

5 .6

2 1 .8 5 .7 体部 上半櫛 Ⅰ種 5直 線文 . 波状 又

頚部櫛 I種 7直線文 ・波状 文

5 6 1 S Z 0 5 93 A a S Z 0 1東溝 細 頚壷

2

4

4
4

10

1

2 3 .7

3 0 .0
2 8 .9

2 7 .6

2 4 .7

4 .9

2 2 .2

2 7 .5
2 7 .4

2 5 〝0

2 3 .0

2 7 .5 7 .6

休部 上半 ミがキ直線 文

5 62 S Z 0 5 93 A a S Z 0 1西溝 細頚壷 D 体郡 上半櫛 Ⅲ種 6 + 4 直線 文 . 垂下波 状文

5 63 S Z 0 5 93 A a S Z 0 1N 細 頚壷 D 休部 上半櫛 I 種 6直 線文 . 波状 文

5 64 S Z 0 5 93 A a S Z 0 1西 溝 N 0 ・5 細頚壷 D

L 謹 士

d 2 2 .4

1 9 4

5 .8 休部 上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 + 2 直線文 .波 状又

底部 上半櫛 Ⅲ種 3 3 3 有線 文 相 I種 5波状文
5 65
5 66

5 67

5 68

5 69

5 70

5 7 1

5 72

5 73

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

S Z 0 5

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S Z 0 1南溝

S Z 0 1北 溝 N 0 ・l

SZ O lS N o ・4

S Z 0 1E

SZ 0 1S N o .4

SZ 0 1E

SZ 0 1 南溝 N o .4

SZ 0 1北溝

SZ 0 1

細頚互E D
細頚壷 D

細頚東

大頚壷

賓 E

嚢 C

大型鉢 A

要 P

嚢 D

d

a

a

a

a
a

10

10

T,

10

4

6
6

1 9 ・2

2 7 .0

3 3 .1
3 0 〝1

2 2 .0

5 .7

3 .6

7 .3

5 ・8

6 .2

6 .0

扶 u S-L -P ォP U f!..・(+ .<+ .-(I旦′ 、 {
体部 上半櫛 I 種 5直 線文 ・波状 文

体郡 上半 三角ヨコ" キ後細ナナメハケ

5 74 S Z 0 5 9 3A a SZ O lN N o ・2 嚢 D 4 19 .5 1 8 .2 体郡 上半細 タテハケ後 三角 ヨコ" キ後細 行ハケ

5 75 S Z 0 5 9 3A a SZ 0 1東溝 嚢 D 2 18 .4 17 .2 1 9 .8 体部 上半細 タテハケ後 三 角ヨコケ相

、′L ノ′一5 76 S Z 0 5 9 3A a SZ O l N N o .l D 4 19 .9 1 8 .4 2 0 .3 休部 上半細 ナナメハケ後 二角 ヨコケタキ

5 77 S Z 0 5 9 3A a SZ 0 1 嚢 D 2

2

19 .0

2 0 .5

17 .2

18 .3

2 0 .4 休部 上半 三角ヨコタ舛 後細 タテパケ

5 78 S Z 0 5 9 3A a SZ 0 1西 溝 要

要

底部 ナデ

底部 細パケ5 79

5 80

S Z 0 5

S Z 0 5

9 3A a

9 3A a

SZ 0 1西 溝

SZ 0 1西 溝
嚢 6 .2

氏口
底部 ナデ

5 8 1 S Z 0 5 9 3A a S Z 0 1南 溝 嚢 Ⅰ 体部 内外 面平ナデ

5 82 S Z 0 5 9 3A a S Z 0 1N 嚢 Ⅰ 2 2 5 .0 2 3 .0 体部 内外 面平ナデ

5 8 3 S Z 12 9 3A a S Z 0 3西 構 卿願意 B
面 士

2

e
d

5

1
2

T,

1

1

1

2

5

10

6 .0

17 .6

3 .8

10 .1

1 .7

口稼 部櫛 Ⅰ種 5波状 文

5 84

5 85

5 8 6

SZ 12

SZ 12

SZ 12

9 3A a

9 3A a

9 3A a

S Z 0 3東 溝

S Z 0 3西 溝

S Z 0 3両 溝

太頚雪害D

棄 B

棄

1
7 ・
19 .2 16 .2

脚 部内外 面ヨコナデ

5 87 SZ 12 9 3A a S Z 0 3東 溝 嚢 6 .1 脚部 内外 面ヨコナデ

5 8 8 SZ 12 9 3A a S Z 0 3東 溝 棄 d

e

6 .2 脚部 外面 ヨコナデ

5 8 9 SZ 12 9 3A a S Z 0 3 南溝 嚢 10 6 .4 2 .2 脚部 内外 面ヨコナデ

5 90

5 9 1

SZ 07

SZ 07

9 3A a

9 3A a

S Z 0 2N

S Z 0 2E

細頚 壷 C

細頚 壷 D

2

2 α

}

d

a

d

e

2

5

1

1

2

5

2

2

1

1
10

5

1

6

6

1

7

1

1

1
2

1
5

1

1

9

4

1

1

1

2

10

8

1

8

5

1.7

3 .4

10 .0

9 .8

18 ・5

5 ・8

10 .0

8 ・2

17 .0

2 5 .2

18 .6

5 .2

5 .2

7 .4

ll .2

休部 上半櫛 Ⅲ種 2+ 2+ 2 + 2 直線 文

5 9 2 SZ 07 9 3A a S Z 0 2N 細頚 壷 A

さ一 Lここ土ご

口縁 部櫛 Ⅰ種 10 直線文

I- 立、5 9 3 SZ 07 9 3A a S Z 0 2 N o ・1 望 隻E C ま 旨的 ′ 直′
5 9 4 SZ 07 9 3A a S Z 0 2 N N O .3 大賀 壷 B

- Jここ1こご

頚部 沈線 直線 文

立 さく5 9 5 S Z 07 9 3A a S Z 0 2E { 宝E D 2 0 .3

19 .0

口 承郡凹′T 後 1 6 、 口

5 % S Z 0 7 9 3A a S Z 0 2 太頚 壷 頚部 沈線 直線 文 3

5 9 7 S Z 0 7 9 3A a S Z 0 2 N 太頚 壷

一 =±=ご
蝣}

1

9 ・5

16 .8

休部 上半禰 Ⅲ種 7+ 7 直 線文

5 9 8

59 9

S Z 0 7

S Z 0 7

9 3A a

9 3A a

S Z 0 2 N

S Z 0 2 N N O .3

大部 耶

太頚 短頚壷 H

..一士

体 部上半櫛 Ⅲ種 直線 文 ・山形文

60 0

60 1

S Z 0 7

S Z 0 7

9 3A a

9 3A a

S Z 0 2E

S Z 0 2 N

太頚 笠E
高杯 脚 部タテげ キ

60 2

60 3

S Z 0 7

S Z 0 7

9 3A a

9 3 A a

S Z 0 2

S Z 0 2 北溝

要

整 B

6 .4
口縁 端部 上下 にふいケ刻 み

60 4 S Z 0 7 9 3 A a S Z 0 2 N 要 D 4 19 .0 14 .9 2 0 .6 体 部三 角ヨコ" キ後細 タテパケ

60 5 S Z 0 7 93 A a S Z 0 2 N 要 Ⅰ 1 2 1.2 19 .0 体 部内外 面平ナデ

60 6 S Z 0 7 93 A a S Z 0 2 N 嚢 Ⅰ 1 2 3 .5 2 0 .5 体 部内外 面ヨコナデ

60 7

60 8

60 9

S Z 15

S Z 15

S Z 15

93 A a

93 A a

93 A a

S Z 0 5 北構

S Z 0 5 南溝

S Z 0 5 南溝

■日空目壷 D
太頚 壷 C

鉢 A
-V 1

2

^

1 1

1

3 .0

2 .1
g .6

19 .6

19 .1

2 0 .7

口縁 部内 面櫛 Ⅰ種 5羽状 文 .扇 形文
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登 録
番 号

E .

遺 構番号 調査区 旧遺構 番号 器形 分類 口頚

分類

底部

形態

残存状 況

容 量

( 1 )

法 量 (c m )

備 考
a b c d e 器 高 口径 頚 部

径
休部
径
底径 脚台
径
祖車

局

6 10

6 1 1

6 12

S Z 15

S Z 15
S Z 15

9 3A a

9 3A a
9 3A a

S Z 0 5 両帝

S Z 0 5 S
S Z 0 5 南溝

莞

棄
嚢 F 2

a

C
2 1

1

1

5

10
2 2 .4 2 0 .8

5 ・4
6 .0 0 .7 内 面ケテナデ

6 13

6 14

S Z 10

S Z 10

9 3A a

9 3A a

S D 0 2N o .l

S D 0 2

細願 意 D
細頚 壷 A

4

4

d 9

9

6

8 7 6

2

8 2 .8

2 0

2 4 .9 7 .2

7 0

4 ・8

5 2

2 0 .8

18 5

6 .2 体郡 上半櫛 Ⅰ種 7直線文 ・波状 文
体 郡上半櫛 Ⅰ種 5直線文 .垂 下直線 文 ・波状 文

6 15

6 16

S Z 10

S Z 10

9 3A a

9 3A a

S D 02 溝 上部

S D 02

嚢 F

嚢 F
4

4

5

4 6 .5

2 0 ・2

2 0 .5

18 .0

19 .1

2 2 .8

2 4 ・8

6 17 S Z 13 9 5A a S D 02 土 券 1 和 頚意 D

細 頚 I D
蝣¥

^

d

a

d

10 10

1

10
3

2

1

6

1

2

2

2

4

4

10
1

2

2

8

2

8
1

10

10

0 〝9
1 7
18 .5

14 .9

2 1.7

6 .1 3 .4

9 .3

16 .0

15 .3
18 .3
4 .0

5 .6

9 ・0

体 郡上 半欄 Ⅲ種 2+ 2+ 2 十2 直線 文 ・波 状文

体 部上 半櫛 Ⅲ種 3 2 2 有 線文 ・波状文
6 18

6 19

S Z 13

S Z 13

9 3A a

9 5A a

S Z 0 4 S

S D 0 2N

'srs:
太 頚壷 B 1 2 1.0

口 + + 坦-′′ {
口縁 部 内面櫛 Ⅰ種 6扇形 文

6 20 S Z 13 9 3A a S Z 0 4 北溝 N o .3

北溝

太 頚壷 D 〝

太 頚士
5

2

1

10 .3

2 .3

4 2

19 .0

l l.0

3 0 .0

2 0 ・5

頚 部櫛 I 種簾状 文

体 部上半櫛 Ⅰ種 8 と9有線 文 .波状 又
6 2 1

6 22

s z n

SZ 1 3

9 3 A a

9 5 A a

S Z M tt W N o ・3

S D 00 2 S E

、 重
大 頚壷 2 1 10 .0

ftR j: f-w i Ti s r y Ln w ix . ・n
頚 部櫛 Ⅰ種直 線文後 貝殻 刻み

6 23 SZ 1 3 9 3 A a S Z 04 N N o ・5 太 頚壷 T,

4

1

2 10 ・0 頚 部櫛 Il 種 2 + 2 + 2+ 2 直線文

6 24 SZ 1 3 9 5 A a S D 0 02 S E 細 頚壷

J 一

体 部下 半タテげ キ
m6 25 s z n 93 A a S Z 04 N ?! -a - d 3

10

4

10
5

l l.0

16 .4

19 ・4
6 .4 底 部 ハケ

6 26 S Z 3 93 A a S Z 04 W N o ・2 無頚壷 A 5 ・0

8 0

6 .0

口縁部 下櫛 Ⅰ種 8簾状 文

6 27 S Z 13 93 A a S Z 0 4 西溝 蔓杯 C 12 .0 14 〝1

2 0 .2

2 9 ・2

18 0

杯 部下 半行ケス.リ

立 一 、TL6 28 S Z 13 95 A a S D 0 2 l昂 、
1 18 .1

昌タTナス T,
6 29 S Z 13 93 A a S Z 04 N 鉢 B 口縁部 凹線文 後貝殻 刻み

6 30

6 3 1

S Z 13

S Z 13

93 A a

95 A a

S Z 0 4 W

S D 0 2 N E
ロ

鉢 A

嚢 F
1

7
4

4

2

1

23 .5

19 .0

体 部洗練 直線 文 4

6 3 2

6 3 3
6 34

S Z 13
S Z 13

S Z 13

95 A a
93 A a

93 A a

SD 0 2 内土 器 l

SZ 0 4 W

SZ 04 N

嚢 F
嚢 B

嚢 H

18 .0

20 ・7

32 ・2

16 .1

17 .8

2 7 .0 口縁部細 ナナメパケ、端部 部分 刻み

6 3 5 S Z 13 93 A a SZ 04 W
南溝

大型鉢 B

棄 G 1

27 .0

19 4

2 4 .8

14 2

休 部三 角ナナメタケキ後細 ナナメパケ

体 部 二角ヨコケ舛後 細ダーパケ
6 3 6

6 3 7

6 3 8

S Z 13

S Z 13

s z n

93 A a

93 A a

95 A

SZ 04

SZ 0 4 西溝 N o .l

SD 0 2 N E

大型鉢 B

嚢

嚢

^

1
8 .0 26 .2 2 5 .3 2 3 .7

口一 イ T
休 部上 半三角 ヨコ" キ後細 ナナメパケ

底 部ナデ 、焼成 後穿孔

底 部細ハケ6 3 9 S Z 13
a

93 A a SZ 04 W
a

a
1 10 5 .7

6 4 0

6 4 1

S Z 16

S Z 16

95 A a

95 A a

S D 0 1

S D 0 1

…・…m n
大建壷

4

C

e

2

2

1

10

2

10 .4 10 .0 16 .0

7 .2

9 ・2 2 .8

底 部木 の葉圧 痕

6 4 2

6 4 3

S Z 16

S Z 16

95 A a

9 5 A b

S D 0 1

S D 0 1

細 頚壷

嚢 D 1 25 .6 2 3 .6 休 部上 半三角 ヨコ" キ後細 ナナメハケ

6 4 4

6 4 5

S Z 17

S Z 17

9 3 A b

93 A b

S Z O l N N o .10

S Z O l E N o .3

細頚壷 D

太頚短 頚壷

T,

1

d

d

10

}

4

2

T, 10

4

10

^

10

6

1 .2

3 .1

34 .7 15 〝7

19 .4

3 "5

9 .6

17 .2

16 〝0

2 2 .0

5 .0

5 .0

体 郡上 半欄 Ⅰ檀 1 0 - 1 1本 直線文 ・波 状文
体 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2+ 2+ 2 波 状文他

6 4 6
6 4 7

6 4 8

S Z 17
S Z 17

S Z 17

93 A b
93 A b

93 A b

S Z 0 1 北溝 N o .9→ N 0 ・5

S Z O l S N o ・2

S Z 0 1 東溝 N 0 6

細頚壷 D
細頚壷 C

細頚壷 d

a

1 4

7

1

6

10

2

6

2

2

10

10

10

1 .3

1 .3

17 .4

18 .8

2 5 8

5 .0

4 ・5

6 .8

休 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2+ 2+ 2 直線 文 ・波状 文

脚 台付 部研磨

6 4 9 S Z 17 95 A b S D 0 1 細頚壷

一 一一 土i
5 1

5

・*

1 3 .4 33 .0 5 .4

体 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 3+ 2 直線文

立 ノJ: 、 JEゴ∠ゝ6 5 0

6 5 1

S Z 17

S Z 17

93 A b

93 A b

S Z 0 1

S Z 0 1 北溝

大賢短 頚重 D

嚢 D

10 6

1

4

1

体 郡上 半櫛 I 種 6直線 文後沈 線斜格 子 文 ・複 Ej 鋸歯 文

体 郡上 半三 角ヨコ" キ後細 行ハケ

、 一 ノ{ さ6 5 2

65 3

65 4

S Z 17

S Z 17

S Z 17

93 A b

93 A b

93 A b

S Z O I N o ・9
S Z 0 1 N o .l l

S Z 0 1 土器 7 .8

棄 G

嚢 G

嚢 I

4
4

4 10 .1

3 3 .1

3 8 .6

25 .0

30 .6

3 5.4

22 .7

35 .6

4 0 .7

2 7 . 1

7 .4 休 部上 半二 角ヨコケ舛後細 行ハケ

休 部 ミがキ状 のタテナデ
65 5 S Z 18 9 5A c S D 0 1土器 1

南港
邪∃頚壷 D
細顕 士 B

1 d 6

2

1

1

1

1

1

6

2

10

1

10 10

3

6

10

10

1 ・7 2 2 .8 6 .6

7 8

4 .5

14 .5

17 .9 5 .6 体 郡上 半櫛 Ⅲ種 3 + 2 十2 直様文 ・波状 文

口縁部禰 I種 4波 状文
65 6

65 7

S Z 18

S Z 18

9 3 B a

9 5A c

S Z 0 1

S m l

VR
細頚壷

JI1111- i

T,
d 1

1

1

T,

5 ・0
m w l ォ 4ォ

65 8

65 9

66 0

S Z 18

S Z 18

S Z 18

9 3 B a

9 5A c

9 5A c

S Z 0 1 S

S D 0 1

S D 0 1

細頚重

大頚壷 B

太頚壷 D

J 一 二土ご

1

b

C

d

2 2 ・0

1 8 .0

4 .0

6 .2

口縁部 内面相 I 種 6波 状文

底部木 の葉圧 痕

底 部細ハケ

66 1
66 2

S Z 18
S Z 18

9 3 B a

9 3 B a

S Z 0 1 S

S Z 0 1 S

細】頚雪ぎ
嚢

深鉢 A

探鉢 A

嚢

1 1 7 .8

66 3

66 4

66 5

S Z 18

S Z 18

S Z 18

9 5A c

9 5A c

9 3 B a

S D 0 1

S D 0 1

S Z 0 1 南溝 5 .0

66 6 S Z 19 9 5 B a S D 0 2 神領 壷 d 1 6 .2 底部細ハケ

66 7
66 8

66 9

〝S Z 2 1

S Z 2 1

S Z 2 1

9 3 B a

9 3 B a

9 3 B a

S Z 0 2 東構

S Z 0 2 東溝

S Z 0 2E

太頚 短頚壷 H
太頚 壷 E

和琴 雲

2

C
d

e

1

1

1

4

1

1

7

1

6

5

T,

5

10 5 .3 2 5 .4

19 .9

6 .4

1 8 .3

1 9 .2

5 .6

8 .7 2 ・7

底部ナデ

67 0

67 1

S Z 2 1

S Z 2 1

9 3 B a

9 3 B a

S Z 0 2E

S Z 0 2 西溝

細頚 重

埜 C 1 8 ・2
7 .0

体 部 ヨコミがキ
脚⊥山部 凹線 文 2条

67 2

67 3

S 7 .2 1

S Z 2 1

9 3 B a

9 3 B a

S Z 0 2 S

S Z 0 2 E

1?S
嚢 D 2 0 ・7 2 1 .8 5 .0

姉 口 ,無
体 部上 半細 タテハケ後 三画 ヨコ" キ後細 タテハケ

67 4 S Z 20 a 9 5 B a S D 0 3 大望頁壷 F

e

a

a

1

2

2

3

1

1

2

2

3

^

1 2 .6 9 .0

13 .8

2 2 .4

5 .8

5 ・2

8 .0

頚部 I 樺直線 文後梢 タテ刻 み後 円形澤 文

67 5 S Z 20 a

S Z 18

9 5B a

9 3 B a

S D 0 3 ,

S Z 0 1S .S K 14

鉢 2 1 .4

1 6 .2

口縁 部櫛 I種 8波状文

67 6

67 7
67 8

67 9

68 0

S Z 2 0 a

S Z 2 0 a
S Z 2 0 a

S Z 2 0 a

S Z 20 a

9 5 B a

9 5 B a
9 5 B a

9 5 B a

9 5 B a

S D 0 3

S D 0 3

S IX )3

S D 0 3

S D 0 3

細頚 壷 A か B

整
賓

整 A

嚢

1 8 .0

体部 下半三 角ナナメ" キ後細 タテパケ

68 1 S Z 2 0b 9 5 B a S D O lN o .4 細願 意 B

L 一 .=土二.
T,

T,

^

b

a

d

8

1

3

1
5

2

8

1

3

5

2

1

1

1

8

4

1

1

5

6

1

10

1

10

10

7

4

4

4
8

4

3
^

1

10

4

T,

・}

8

9

4

1

1

4
4

1

1

10

5

8

5

10

1.2 18 .7

2 7 .9

6 .7

3 .9

5 .8

9 .9

4 .5

1 5 .5 5 .6

3 .6

7 .4

7 .1

1・9

体郡 上半櫛 Ⅰ種 直縄文 ・山 形刻み
立 、 e68 2 S Z 2 0b 9 5 B a S D O lN o .5 細頚 宝E A か B 1・4

3 .2

16 .0

2 1 .5

5 .2

5 .6

体郡 上半 までヨコミカキ

68 3 S Z 2 0b 9 5 B a S m l 太頚 壷 F 頚部櫛 Ⅰ種 直線 文

68 4

68 5

S Z 2 0b

S Z 2 0b

9 5 B a

9 5 B a

S D O IN o ・3

S D 0 1

太頚 壷 D

細 頚壷 D

2 0 .6

7 .2 口縁 部櫛 I 種ナナメ刻 み . 直線文

68 6 S Z 2 0b 9 5 B a S D 0 1 細 頚壷 B 3 8 .4 口縁 部櫛 Ⅰ種 1 0波 状文

68 7 S Z 2 0b 9 5 B a S D 0 1 細 頚壷 B ^ 10 .6 口縁 部櫛 I 種波状 文

68 8 S Z 2 0b 9 5 B a S D O IN o ・1 細頚 壷 D 3 7 .6 休部 上半櫛 Ⅲ種 3+ 3 + 3 直線 文 ・波 状文

68 9
69 0
S Z 2 0b
S Z 2 0b

9 5B a
9 5B a

S D 0 1上層 土器 1

S D 0 1土 器 3

細 頚壷 A
細類 義 C

1 d

d

3 .6

1.2

2 5 .0

2 8 .0

7 ・8 5 .0 2 5 .0 6 .0

16 .8

頚部楯 Ⅰ種 10 直 線文

69 1 S Z 2 0b 9 5B a S D 0 1土 器 4 細頚 壷 D

4

d

d

10

4

T,

5

6
10

6

4

10

5

^

2

4 ・8

6 〝8

18 .4

2 2 .0

2 1.5

10 .0

2 0 .0

18 .8

1 7 .9

2 3 .4

5 ・0

5 .2

休部 上半櫛 Ⅰ種 波状文 ・垂 下直線 文

69 2 S Z 2 0b 9 5B a S D 0 1 太頚 壷 D 口縁 部凹線 文後櫛 Ⅰ種 5付 加文

69 3 S Z 2 0b 9 5B a S D 0 1土 器 1 太頚 壷 ^

4

1

1

頚部櫛 I種 廉状 文

69 4 S Z 2 0b 9 5B a S D 0 1土 器 2 太頚 壷 体郡 上半櫛 Ⅲ種 2+ 2 + 2 直線 文

69 5 S Z 2 0b 9 5B a S IX )1 細頚 壷 d 5 ・8 底部 ナデ

69 6 S Z 2 0b 9 5B a S D 0 1上層 細頚 壷 A か B b

3 8 .0

5 .8 底部 平ナデ

69 7 S Z 2 0b 9 5B a S D 0 1 土器 N o .l 太頚 壷 d

a

a

a

a
d

8 .6 体部 上半櫛 Ⅱ種 3+ 3 直線 文

69 8

69 9

S Z 2 0b

S Z 2 0b

9 5B a

9 5B a

S D O lN o .3

S D 0 1

要 G

賓 C

2 4 .0

2 1 .3

5 .4 休部 上半 三角ヨコ" キ後細ナナメハケ

7∝)

70 1

SZ 2 0b

SZ 2 0b

9 5B a

9 5B a

S D 0 1

S D 0 1

嚢 H

餐

18 .4

2 3 .6

13 .7

4 .4

5 .7 底部 ナデ

底部 ナデ
底部 ナデ 、焼 成後 穿孔

70 2 SZ 20 b 9 5B a S D 0 1 餐 7 .1

70 3 S Z 20 b 9 5B a S D 0 1 整 4 ・8

6 .1

70 4

70 5

SZ 2 0b

S Z 2 5

9 5B a

9 5 E

S D 0 1

S D 0 3 (北 )

整

相頚 意 B

..一 .土

…m s K ー

70 6

70 7
70 8

S Z 2 5

S Z 2 5

S Z 2 5

9 5 E

9 5 U

9 5 E

S D 0 3 (東 )

S D 0 3 (莱 )

S D 0 3 (北 )

太頚 互E C

細頚 壷

嚢

γ
d

e

底部 ナデ
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登 録

番号

E .

遺 構番号 調 査区 旧遺構番 号 器形分 類 口頚

分類

底部

形態

残 存状 況

容量

( 1 )

法 量 (cm

備 考
a h c: d e. 器 高 口径

頚部
径
休部
径
底径
蜘 台

径

祖 車

局

70 9 S Z 2 5 9 5 E S D 0 3 (東 ) 莞 E 1 1 1 14 .5 12 .8

7 10

7 1 1

7 12

S D 0 3

S D 0 3

S D 0 3

95 A a

95 A a

95 A a

S D 0 4

S D 0 4

S IX W

邪∃頚壷 C

太頚壷 A

棄

3 α
2
^

1

1

10 ・0

16 .7

2 7 .4 2 4 .2

口縁 端部貝 殻ケテ刻み

7 13

7 14
7 15

7 16

7 17

7 18

S D 0 1
S D 0 1

S D 0 1

S D 0 1

S D 0 1

S D 0 1

% c

9 6C
9 6C

9 6C

9 6C

% c

S D 0 1

S D O lN o .8 7

S D O lN o .8 7

S D 0 1

S D 0 1

S D 0 1

抑頚壷 B
細頚 壷 C

細頚 壷 C

嚢

餐

餐

2

a

^

}

T,

1

1

1

1

1

1 3

10 .0

8 ・5

9 ・0

15 .4
3 0 .0

5 .4

5 ・8
15 .2

2 8 ・5

s l 底 部ナデ

7 19 S 伽 4 9 3B a S D 0 3 都濃 壷 B
一 =土=ご

4

1

a

d

T,

5

2

1
1

1

10

2

2

1
7,

蝣}

1

T,

5

6 .3

2 ・5

2 7 .0

9 .2 5 .2

2 7 .9

16 .9

8 .0

壁 郡上半 ミが キ斜 格子 文

立 、 久7 20

7 2 1

S D 0 4

S D 0 4

9 3B a

9 3B a

S D 0 3

S D 0 3

太頭 重 I
探 墜 A 2 7 .2

8 .8 頚 部沈線 文 7升ミ

7 22

7 23

S m 4

S 排 4

9 3B a

9 3B a

S 以)3

S EX B

太頚 壷 D

濁頚 壷

2 6 .1

3 4 .5

16 .5

2 7 .7

15 .2

7 -0 底 部ケス.リ

7 24

7 25

S m 4

S D 0 4

9 3 B a

9 3 B a

S D 0 3

S D 0 3

深 鉢 B

要 C 休 部細 タ+ /とケ後ナデ

7 26

7 27

S D 16

SD 16

9 3C a

9 3 C a

S D 0 2
S № 2

莞
餐

嚢
d

a

1

1

1

2

10

17 .4 15 .2

5 .2 底 部ナデ

7 28 SD 16 9 3 C a S D 0 2 5 .0 底 部中 央木の 葉圧痕

7 29 SD 19 9 5C b S D 0 3 大 望自重 D 10 9 .9 ≡部櫛 Ⅰ種直 線文

7 30 SD 18 9 5C b S D 0 9 莞 a 1 4 8 .0 底 郡祁∃ハケ

7 3 1 SD 2 8 9 6A S D 0 2 莞 a 1 ^ 6 .1 m 郡ナデ

7 32 SD 2 0 9 5C b S D 0 5 卿 願意

蝣T,
C
7

^

10

1

5

7 .2 4 .0

7 .2 - 部邪]ハケ後ナデ

7 3 3 S D 2 0 9 5C b S D 0 5 細 頚壷 A 頚 部櫛 Il 種 2 + 2 + 2+ 3 直線文

7 34 S D 2 0 9 5C b S D 0 5 嚢 D 4 34 .6 32 .5 体 郡上 半三角 ヨコ" キ後 細ナナメハケ

7 3 5 SZ 0 6 9 3A a S D 0 1 細 頚壹 D 1 1 体 郡上 半欄 Ⅲ種 2 + 2+ 2 直線文 .垂 下直線 文

7 3 6 S Z 1 2 9 3A a S Z 0 3 N 細 頚壷 D 1 体 郡上 半欄 Ⅲ種 2 + 2+ 1 直線文 ・波状 文

7 3 7 S Z 0 5 9 3A a S Z 0 1N 太 頚壹 1

1

1

1

体 郡上 半欄 Il 種 2 + 2 + 2 直線文 ・波状 文

7 3 8 S Z 0 5 9 3A a S Z 0 1N 太 頚壷 体 郡上 半櫛 I 種直線 文 .波 状 又

7 3 9 S Z 0 5 93 A a S Z 0 1 細 頚壷 D 体 郡上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 1 直線文

7 40 S Z 0 5 93 A a S Z 0 1東溝 太 頚壷 体 部上 半櫛 Ⅲ種 3 + 3 直線文

7 4 1 S Z 0 9 93 A a S Z 0 2 E 太 頚意 1

1

1

1

1

1

体
体

体

体

郡上 半櫛 Ⅲ種 4 + 4 直様文

7 4 2 S Z 0 9 93 A a S Z 0 2 N 細 頚壷 D 郡上 半欄 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直線文

7 4 3 S Z O 9 93 A a S Z 0 2 N 大 祭壷 郡上 半櫛 Ⅰ種 7波状 文 . 直線文

7 44 S Z 0 9 93 A a S Z 0 2 E 部下 半櫛 I 種 9波状 文

7 4 5 S Z 20 b 95 B a S IX )1 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2+ 2波 状文 ・垂 下直線 文

7 4 6 S Z 20 b 95 B a S D O K 土器 4 ) 部上 半沈線 垂下 文、櫛 Ⅲ種直線 文

7 4 7 S m 3 95 A a S IX 沖 大貫壹 1

1

郡上 半欄 Il 種 3 + 4 直線 文

7 4 8 S D 0 3 95 A a S D 04 細 頚壷 部上 半櫛 Ⅱ種 3 + 4 直線 文

7 4 9 S D 0 6 9 5 E S D 2 8 太頚覇 1 郡上 半欄 Ⅲ種 3 + 3 直線 文

( .1∵ 1
1

1

1

立 、 、 /(7 5 0

7 5 1

S Z 18

S Z 18

93 B a

93 B a

S Z 0 1両構

S Z 0 1S

太頚宝E G

細頸壷 A か B

口
郡 上 、
T , 小 L邑′T
半 ミがキ直線 文

7 5 2 S Z 18 9 3B a S Z 0 1S 太頚 短頚壷 H 郡 上半櫛 Ⅲ種 直線文 ・押 し引 き文

7 5 3 S Z 18 9 3B a S Z 0 1東 溝 太頚 短頚壷 H 部 上半櫛 Ⅲ種波 状文 ・直線 文

7 5 4 S Z 2 0 a 9 3B a S D 0 3 慧 H 1 口緑 部外 画ナナメパケ

7 5 5 S D 0 4 9 3B a S D 0 3 太頚 短頚意 H 1 体郡 上半櫛 Ⅲ檀 直線文 ・押 し引 き文

7 5 6 S D 18 9 5 C b S D 0 3 細頚 意 A か B 1

1

体郡上 半櫛 Ⅲ種垂 下直 線文後 流水 文

7 5 7 S D 18 9 5 C b S D 0 3 太頚 壷 休部 上半櫛 Ⅲ種 5 + 5 直線 文

7 5 8 S D 27 96 A S D 0 8 細願 意 1 体郡 上半欄 I 種 4直 線文

7 5 9

76 0

N R 0 3

N R 0 3

9 6C

9 6C

N R 0 2 最下 層 N o .7

N R 0 2 日下層

細頚 壷 D

細頚 壷 C

1

b

a

C

2

5

5

1

1

1

5

1 2

2

1

1

1
1

^

5

5

5

6 .0

9 0

13 .5

1 5 .8
5 .3

7 .8 1 .4

口縁 部欄 Ⅰ種 6波状 文 . 直縄文

頚部櫛 Ⅲ種 2+ 2 + 2 + 2 直線 文

76 1

76 2

N R 0 3
N R 0 3

% c
9 6C

…n a m

N R 0 2 N o .9 6
N R 0 2 最下層

大福 壷 B

細頚 壷 A か B

さ一

2 2 8 .0
休部 上半 げ キ直 線文 間柄 I 種垂 下ヨコ刻 み

76 3

76 4

N R 0 3

N R 0 3

% c

9 6C

N R 0 2 N o .9 6

N R 0 2 N o ・2 6

細頚 重

大頚 壷
2 3 3 .0 2 9 .2

2 9 .4 体郡 上半櫛 I 種 5直 線文

76 5

76 6

76 7

N R 0 3

N R 0 3

N R 0 3

9 6C

% c
9 6C

N R 0 2 N o ・7 0

N R 0 2 N o .8
N R 0 2 最下層

棄 F

棄
餐

5 .8 休部 三角ナナメタ舛 後細 タテハケ

76 8
76 9

N R 0 2

N R 0 2

9 6B

9 6C

N R 0 1下層 N o .4

N R 0 1 最下層 (仮 の壷 A )

莞
細頚 壷 C T,

a
10 10 9 8

T,

10 2 8 .2 9 .4 6 .0 2 2 .2

3 .6

7 ・8 体 部上半 三角 ヨコ タ夕キ後 頚部 面取 りタテナデ

77 0 N R 0 4 9 5 F N R 0 1 下層 綱願 意 A 2

d

7,

7

2

1

10

1

1 T,

6

6

6
^

10 .8

4 .9

5 ・6

5 8

く∫
部 沈線 直線文

77 1

77 2

N R 0 4

N R 0 4

9 5 F

9 5 F

N R 0 1東肩 F

N R 0 1下層

細頚 壷 A

鉢 A

2 8 .8

2 2 .5

頚部 柏 Ⅲ種 2 + 2+ 2+ 2 直線 文

77 3 N R 0 4 95 F N R 0 1下層 細頚 壷
L 福 士 底 部木の 葉圧痕

7 74

7 75

N R 0 4

N R 0 4

95 F
95 F
N R 0 1下層

N R 0 1下層

細 雪三
太頚 壷

棄

餐

C
d

a

a

6 .8
一一コ
底 部ナデ

7 76 N R 0 4 95 F N R 0 1下層 4 .6 底 部ナデ

7 77 N R 0 4 95 F N R 0 1東肩 F 6 .4 底 部木の 葉圧痕

7 78 N R 0 5 95 F S B 0 3 土 器 7 慧 C 2 2 1 1 6 .3 2 2 .4 2 0 〝2 2 2 .2

7 79 N R 0 6 9 6D N R O IN o ・4 3 0 卿 頚意 A 2

d

a

9

6

8

10

8

10

T,

1

10

4

^

7

1
10

3

10

2

9
1

^

1

8

10
T,

3

5

5

10
4

5

10

3

10 1 9

2 9 ・3

8 .4 4 .9

19 .5 5 4

8 ・2 3 .0

頚 部沈梶 直線文

7 80 N R 0 6 9 6 D N R O IN o ・4 3 6 細 頚壷 A
細 頸士 D

1 9 ・8

2 1.0

4 .6 頚 部沈線 直線文

体 部上半 櫛 II 種 3+ 2+ 2 直 線文
7 8 1

7 82

N R 06

N R 06

% D

9 6D

N R O lN o .3 3 1

N R 0 1遺 物集 中区 N o .4 9 0

二号E
細 頚壷 A か B

L 謁 H A か B

2

1 α

10 1・1 4 .6 14 .3

2 1 7

5 .1
口 ′
体 郡上半櫛 I 種 4直線文

体 部下半 ヨコミがキ 休部 上半櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2
7 83

7 84

N R 06

N R 06

9 6 D

% D

N R O IN o ・5 5 8

N R 0 1遺 物集 中区 N o .5 17

細 頚わ五

細 頚壷 C c
d

10
7

^

8

10
8

1

5

9

1

7

T,
1

10

10

10
T,

4

10

1 ・8 5 .8

l l.1

17 ・2 6 .2
口 、 、 口
休 部上半 細タテパケ後細 ヨコパケ、体 部下 半焼成後 穿孔

7 85 N R 06 9 6 D N R 0 1 細 頚壷 C 2 .7

5 .2

2 1.0 5 .4 体 郡上半 三角ナナメ" キ後細ナナメハケ

7 86 N R 06 9 6 D N R 0 1下 層 N o .4 9 9 細 頚壷 d

b

a

a

C
a
b

3 5 .5

23 .7

7 .8

6 .2

休 部上半 櫛 Ⅲ種 3+ 3 直線文 、焼 成後 穿孔

7 87 N R 06 9 6 D N R O lN o .5 5 3 太 頚壷 A 頚 部禰 Ⅱ種 3 + 2 + 2 直線文

7 8 8 N R 06 9 6 D N R O lN o .3 0 9 太 頚壷 B 1 18 .6 9 .8 翠 部沈線 直線 文

7 8 9 N R 06 9 6 D N R O lN o .3 2 9 太 頚壷 C 2 10

8

2
1

8

5

10

6
}

10

5

2 1.7 l l.4 頚 部櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 3 直線 文

7 90 N R 0 6 9 6 D N R O lN o .2 7 6 大 福壷 B 2 γ 19 .3 9 .5 口縁部 内面ヘラタテ刻 み

7 9 1 N R 0 6 % D N R O lN o .5 5 5 太 類義 C 2 ^ 20 .9 10 .7 頚 部櫛 直線文

7 9 2 N R 0 6 % n N R O lN o .5 5 7 太 頚短 致壷 A 2 1 2 .2 7 .6 空白部櫛 Ⅰ種 直線文後 貝殻 タテ刻 み後沈 線直線 文

7 9 3

7 9 4

N R 0 6

N R 0 6

9 6 D

9 6 D

N R O IN o ・22 6

N R O IN o ・30 5

太 頚短 類義 A

大 農壷 D

1

4

10

2

n .2

24 .0

8 ・0 体 郡上 半柄 I 種 7直線 文

口縁部 凹線文 条線 内に沈 線残 る

7 9 5

7 9 6

N R 0 6

N R 0 6

9 6 D
9 6 D

N R 0 1遺 物集 中区 N o .33 8

N R 0 1遺 物集 中区 N 0 ・52 8

太 頚壷 I

太頚短 頚壷 C

2

10

10 10 2 .1

7 .0

2 1 .7

2 9 ・3

9 .9

2 3 .2

1 2.0

7 .9

2 1 .6

17 S 6 .0

頚 部櫛 Ⅰ種 7直 線文 . 波状 又

底 部ナデ

7 9 7 N R 0 6 9 6 D N R 0 1 下層 太 頚短 頚壷 C

.- 、=ヒ

10 24 .0 7 .0 休 部上 半ミがキ斜格 子文

7 9 8

7 9 9

N R 0 6

N R 0 6

96 D

96 D

N R O l N o .5 18

N R O l N o .43 0

太頚望

細 頚壷 A か B

10

10 1 8 〝5
7 .7

5 ・0 底部木 の葉 圧痕

8(X ー N R 0 6 % D N R O I N o .33 6 細 頚壷 A か B 10 6 .2 底部木 の葉 圧痕

80 1 N R 0 6 % D N R O I N o ・33 3 太頚壷 b 10

3 6 ・0

6 .6 体部 三角ナナメタケキ後 施文

80 2 N R 0 6 96 ) N R 0 1 東肩 N o .4 9 5 太頚壷 A か B b

a

b

a

10 7 .4 底部 に籾圧 痕

80 3 N R 0 6 96 D N R 0 1 大型鉢 A

1173

2 7 .8 体部 下半内 面ヨコげ キ

80 4

80 5

80 6

N R 0 6

N R 0 6

N R 0 6

96 D

96 D

96 D

N R O l N o .30 4

N R 0 1 遺物 集中 区 N 0 ・4 96

N R O l N o .30 7

株鉢 A

有孔探 鉢

深鉢 B

10 7 .3

4 .8

3 0 ・0

2 9 .4

2 3 .4

2 5 .4

2 7 .1

2 1 .0

2 6 .0

1 8 .9

6 .1 底部焼 成前 穿孔

、).I80 7

80 8

N R 0 6

N R 0 6

96 D

9 6D

N R 0 1 遺物集 中区

N R O IN o ・5 22

深鉢 B

棄 A

8

10

3

8

10

5

10

10

3 .1

3 .6

2 2 .2

2 2 .0

2 0 .6

18 .3

2 0 ・0

1 6 .1 5 ・7

氏

氏

部焼

部焼

成後 穿孔

成後 穿孔

80 9 N R 0 6 9 6D N R 0 1 下層 N o .33 0 嚢 A 2 2 .9 16 .2 1 5 ・7 1 8 .0 休部 内面板 ヨコナデ
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登 録

番 号

E .

遺 構番号 調 査区 旧遺構 番号 器形 分類 口頚

分類

底部
形態

残存状 況

容 量

( 1 )

法 量 cm )

備 考
a b c d e 器 高 口径

頚部

径

休部

径
底径
脚台

径

脚声

局
8 10 N R 0 6 96 D N R O IN o .3 2 8 莞 A 1 a

b ?

d

d

d

b

a

a

8 9 10 1 0

1 0

1 0

1 0
1 0

1 0

3 .5 2 4 .6

2 8 .9

17 .8 15 .6 18 .7 6 .2

5 ・1

6 .2

7 .3
7 ・3

7 .9

1 .3

1 ・4
1 ・8

2 ・5

底部 ナデ 、焼成後 穿孔

、JJ

8 1 1

8 12

N R 0 6

N R 0 6

% D

9 6D

N R O IN o ・3 37 ,34 5

N R O lN o .2 24 ,2 86

嚢 B
棄 C

1

2

7

1

6

T,

5

1

3 .9 18 .8

2 1.4

16 .0

19 .5

18 .6

2 3 .9

8 H

8 14

8 15

8 16

8 17

8 18
8 19

N R 0 6

N R 0 6

N R 0 6

N R 0 6

N R 0 6

N R 0 6

N R 0 6

9 6D

9 6D

9 60

9 6D

9 6D

9 6D
9 6D

N R O lN o .3 4 1

N R O IN o ・5 0 3

N R 0 1

N R O IN o ・3 20

N R O IN o .4 6 3

N R O lN o .4 1 4
N R O IN o 〝2 2 8 ,3 37

嚢 F

要 H ?

嚢

要

嚢

嚢
重

要 G

2

2

蝣¥

9

1 0

T,

10

10

4

T>

5

9

1

4 .5

3 ・3

5 .6

19 .7

16 .4

2 1.7

17 .6

13 .8

18 .2

2 0 .6

18 ・3

2 1・0

底部

体部

底部

立

焼成 後穿孔

上半 細ヨコパケ、ハケタテ刻 み

ナデ 、焼成後 穿孔

82 0 N R 0 6 9 6D N R O lN o .5 1 4 4

1

1 0 5 ・3 氏昌 ハケ、一 後 、 苗 二 ナナメタタキ後 ケテハケ
82 1 N R 0 6 9 6D N R 0 1 要 G 1 10 18 8 16 6 18 .2 体 部細タテパケ後 三角ナナメタケキ後 細ナナメふとケ

82 2 N R 0 8 9 5C a S D 0 3 (1 画 )土器 15 邦男 壷 A 2

b

d

10

3

2

4

2
1

6

6

9

10

蝣*

2

2

1

10

1

7 .6

18 .2

23 .8

2 8 .1

9 1 5 5

2 1.6

3 7 .0

4 .0

8 0

頚 部欄 Ⅲ種 2 + 2+ 2+ 2 直線文

82 3 N R 0 8 9 5C a S D 0 3 (1 両 )土器 14 ,16 細頚 壷 C 2 ^ 12 T, 7 0 頚 部櫛 Ⅲ種 2 + 2+ 2+ 2 + 2 直線 文

82 4 N R 0 8 9 5C a S D 0 3 (1 両 )土器 14 太頚 壷 B 2 β

2

1

T, 2 3 6 14 0 頚部 櫛 Ⅲ種 2 + 3 直線文

82 5

82 6

N R 0 8

N R 0 8

9 5C a

9 5C a

S D 0 3 (1 両 )土器 l l

S D 03 0 両 )土器 7

細頚 壷 A か B

太頚 壷

体 部下半 帯状 浮文 2帯 、上 面櫛 刻 み

休 部上半櫛 Ⅲ種 2+ 3 直線文 .波状 文

82 7

82 8

82 9

N R 0 8

・N R 0 8
N R 0 8

9 5C a

9 5C a

9 5C a

S D 0 3 (1 面 )土器 2 1

S D 03 (1 面 )土器 19

S D 03 (1 面 )土器 5

太頚 壷

棄 F

嚢 E

d

a

6

1

5

7

18 .2

2 1.8

16 .0

2 0 .6

2 0 .0

2 2 .6

8 .4

底部 ナデ 後沈 線文 三角形
8 30

8 3 1

83 2
8 33

N R 0 8

N R 0 8

N R 0 8
N R 0 8

9 5C a

9 5C a

9 5C a
9 5C a

S D 03 (1 面 )土器 o

S D 03 (1 面 )
S D 03 土 器 20

S D 03 0 面 )土器 2 1

嚢 A

嚢 E

嚢 F
要 F

1
2

4

2

2

6

1

8

5

1

8

3 4 .0

2 1.3

3 1.6

3 2 ・0

3 1.0

19 .9

2 9 .4

2 8 .0

2 3 .5

3 4 .0

3 6 .0

5 .4

8 34 N R 0 2 9 6 B N R O K 下層 )N o .3 稚ほ賀意 D 1 体郡 上半 複合欄 波状 文

8 35 N R 0 3 9 6 C N R 0 2 最 下層 御 製萄 A か B 1 体 郡上半欄 I種 波状 文、ミが キ直線文

8 36 N R 0 4 95 F N R 0 1下層 太 頚覇 1 1 体 郡上半櫛 Ⅲ種 直線 文 ・斜 格子 文

8 37 N R 0 6 9 6D N R 0 1 大 領壹
iわ五

1

1

体 郡上半欄 Ⅰ檀 直線 文 .波 状文 ・山形 刻み

8 38 N R 0 6 % D N R 0 1 体 部上半櫛 I種 波状 文

8 39 S E 0 1 9 5A a S K 10 土器 1

土 ロ

太 頚壷
は雄士 C

^ d

d

1

2 3 4

8

2

10

10

0

18 .5

9

25 .9 17 .0

l l.0 3 6 .0

2 6 3

8 ・0

7 0

体 郡上半 欄 Ⅲ種 2+ 2 + 3 直 線文 . 波状 又

84 0

84 1

S E 0 1

S E 0 1

9 5A a

9 5A a

S K 10 器 2

S K 10

細 頚重

要 E 2 a

a

8

2

10

1

10

5 .

4 .5 15 .4 2 4 .6 6 .0 底部 ナデ

8 42 S E 0 1 9 5 A a S K 10 土器 3 嚢 F 2 10 10 5 .1 26 .4 18 5 16 6 2 1.6 5 ・0 底 部ナデ

8 43 S K 0 2 9 5F S K 14 慧 E 2 ^ 1 19 6 16 4

8 44

8 45

S K 0 3
S K 0 3

9 5F
9 5F

S K 0 6 土券 2

S K 0 6

土 器

卿 頚壷 C
細 頚壷 A

太頚士

4

T, a

a
d

5

7

9

4

5

1

10

10

10 10 10 26 .8

8

9

15

2

0

8

0

4

5

5

10

5

0

7,

0

7

2 0 .5 5 .4

6 .6 1 .6

休 部上半櫛 Ⅰ種 8直線文 後垂 下直線 文

頚 部沈線 有線 文 4後 円形 浮文
8 46

8 47

S K 0 3

S K 0 3

9 5F

9 5 F

S K 0 6 ア 2f 7 ,10

S K 0 6
、嚢 D

餐

要

嚢 E

4

2

1

5

1

10

10

18

18

16

16

2 0 ・4

19 .5

5 .3

J1 日～† in .*サx .4 f* 'j /r* ?
休 部三角 ヨコケ舛後細 ケテハケ

8 48

8 49

8 50

S K 0 3

S K 0 3

S K 0 3

9 5F

9 5F

9 5F

S K 0 6 土器 10

S K 0 6 土器 4

S K 0 6 土器 4

1

1
2

底 部細ハケ

8 5 1 S K 0 6 9 4A b S K 34 太頚壹 D 3 4 10 2 2 2 4 l l 7, 体 郡上半 欄 Ⅲ種 2+ 2+ 2 直 線文 ・波状 文〝

8 52 S K 0 7
S K 0 7

96 D S X O lN o .7 9 雛ー頚意 A T,

2

C

a

a

10

5
9

2

8

4

8

1 2

4
8

1

1
2

2

2

2

T,

10

10

8

18
12

3

8

8

5 1

4 1.0

5 .5

7 .6

4 "0

頚 部沈線 直様 文 3
頚 部櫛 I 種 6直線 文8 5 3 96 D S X O lN o .8 4 細頚壷 A か B 5 6

8 54 S K 0 7 96 D S X O lN o .8 4 細頚壷 A か B 2 4 2 頚 部櫛 Ⅰ種 5波状 文、D 字 刻み

8 55 S K 0 7 96 D S X O IN o ・9 6 太頚壷

L 一一 =1=ご
1 14 0 体 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2+ 3+ 2 直 線文

立 一号8 56 S K 0 7 96 D S X O lN o .4 1 細空白笠E

1

1
1

16 ・6

l l.8

19 .2

13 .0

底 部ナ丁

8 57

8 58

8 59

8 60
8 6 1

S K 0 7

S K 0 7

S K 0 7

S K 0 7
S K 0 7

96 D

96 D

96 D
96 D

96 D

S X O lN o .7 8 ,88

S X 0 1N o .4 0

要 E

要 D 休 部細ナナメハケ後 二角ナナメタケキ

S X O lN o .4 8

S X O IN o .4 6

S X O lN o .f 中層 )

嚢 B

嚢
要

20 .4 18 .3
底 部細パケ

8 6 2 S K 10 93 A a S K 09 受 口太 頚覇
と二.

2

d

8

2

2
2

5

8

5
^

2

T,

1

4

1

1

6

1

5

5

1

10

3・2

3 0 .1

18 .2 10 .4

10 .2

17 .6

2 0 .8 6 .2

7 .1

8 .4

2 ・5

3 .6

頚 部欄 I 種ダテ刻み . 直線 文

立8 6 3 S K lO 93 A a S K 09 、重宝E B 23 .0

20 0

口 濠郡 I 羽 状亥-み

8 64

8 6 5

S K 10
S K 10

93 A a
93 A a

S K 09
S K 09

太頚壷

細頚壷 C
謹 l±ご

1

4

頚 部櫛 I 種直 線文 、ケテ刻み

8 6 6

8 67

S K 10

S K 10

93 A a

93 A a

S K 09

S K 09

S K 09

S K 09

太頚蟹

細頚壷 C

"一 l==土ご

C
d

a

e
f

3 .1 2 0 .8
7 .8

6 .4
底 部細ハケ

8 6 8

8 6 9

S K 10

S K IO

93 A a

93 A a

細願望 A か B

嚢 D

1 .4 16 .8
休 部上 半三 角ヨコタダキ後 細タテパケ

8 70

8 7 1

S K 10

S K 10

93 A a

93 A a

S K 09

S K 09

嚢 F

嚢 E
4
4

1

5 6 .6

2 1 .8

1 8 .3

19 .4

6 .0 22 .6 4 .6 底 部 2本 の線状圧 痕

8 7 2

8 7 3

S K 10
S K 10

93 A a
93 A a

S K 09
S K 09

嚢

嚢 1

10

5

底 部焼 成後 穿孔

8 7 4 S K 12 93 A a S K I2 0 深鉢 B a 1 4 10 1 .2 1 3 .7 1 8 .0 16 .5 13 .6 6 .8 底部木 の葉圧 痕

8 7 5

8 7 6

S K l l

S K l l

93 A a

93 A a

S K 23

S K 23

御領壷 C
細頚壷 C

4 d g

2

8

1

1

4

8

T,

8

1

4

8

1
1

4

5

8

2

7

7

6

1

^

6

4
1

T,

1

10 4 .1 2 8 .7

2 9 〝0

3 2 .5

9

9

4

8

6 .0 22 ・1 6 .1

6 .4 2 .1

頚部沈 緑直線 文 3

8 7 7

8 7 8

S K l l

S K l l

93 A a

93 A a

S K 23

S K 23

細頚壷 C

嚢 C 2

d

a

a
a

a

e

10 3 .5
2 2 .4 20 .3

2 1 .8

25 .2

6 .6 休 部上 半細 タテパケ後 三角 ヨコ" キ

8 7 9

8 80

S K l l

S K l l

93 A a

93 A a

S K 23
S K 23

棄 A

大型 鉢 B

2
10

^

10
4

ll .9
17 .8

27 .0

16 .8

24 .0 30 .5 7 ・8
体部 下半タテげ キ

立 ー・8 8 1

8 8 2

8 8 3

S K l l

S K I
S K l l

93 A a S K 23

S K 23

賓

嚢 F 4

2

6 .0

ll .7

20 .5

24 .5

1 8 .5

2 1.8

2 2 .6

2 8 .0

5 .2 底郡平 ナ丁

93 A a

93 A a S K 23
要 G

5 ・2

7 2

休部細 タテハケ後 三 角ヨコ" キ

8 8 4 S K I 93 A a S K 23 磐

城鉢 A

体部 下半三 角ナナメタタキ後細 ダテハケ

底部 布圧痕8 8 5

8 8 6
8 8 7

S K l l
S K l l

S K l l

93 A a
93 A a

93 A a

S K 23

S K 23

SK 23

7禾
嚢 H

嚢

1 10

10

ll .8 2 7 .0 2 2・8 2 7 .8 6 .8
氏口 艮
休部細 ナナメハケ後 三角 ヨコタダキ

8 8 8 S K 13 93 A a S K 1 10 細顕意 B 2 1 5 9 .0 4 .9 口縁 郡～頚 部綱 I 種 7直取 文

8 8 9 S K 14 93 A a S K 10 6 太顕壷 1 T,
2
8
2 2 T 4

8

2 1

.4

・2
2 5 .2

体郡上 半欄 Ⅲ種 2 + 2 + 2+ 2 直 線文 . 垂下 直線 文

8 90 S K 14 93 A a S K 10 6 嚢 D 2 休部細 タテハケ後 三角 ヨコ" 辛

8 9 1

8 9 2
8 9 3

S K 18

S K 18
S K 18

95 A a

95 A a
95 A a

S K 17
S K

S K 17

太頚意 C

嚢 A

餐

γ
1

a

1

1

1 1

1 8

2 3

2

2 2 2 .0

蝣Il iH ISali…l ≡" ▼ ′

8 9 4 S K 17 93 A a S K 27 邪∃願意 A
一 七

1

b

d

C

10

5

2

2

1

2

2

1
2

1

1

1

1

1

1

1

10

5

1

1
1

2

1

1

1

6

1

1

10

7

T,

2

1 .7

2 .2 10 .8

6 .9 4 ・9

1 7 ・2

2 1 .9 6 .0

頚部欄 I 杜 5直 線文後 垂下 直様文

8 9 5

8 9 6

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a

S K 27

S K 27

細頭重 C

細頚壷 C

L 一 、

2

1

7 .8

8 .6

15 .2

5 〝0

8 .6

9 ・5

5 ・4

口縁部 凹線 文後櫛ナナメ刻み

8 9 7 S K 17 93 A a S K 27 細頚宝E D 部上 Ⅲ重2 + 2 + 2+ 2 直 線文 ・波状 文

8 9 8 S K 17 93 A a S K 27 太頚 短頚壷 D

- i

口縁端 部部 分刻み

立 一 /8 9 9 S K 17 93 A a S K 27 太頚望 B

..一 一l一 =土ご
γ

2

4

4
4

2 4 .0 口縁 那内面櫛 Ⅰ種 8扇 形文
9 0 0

9 0 1

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a

S K 27

S K 27

太頚 短頚わ王E

細頚壷

10 .6
休部上 半櫛 I 種 5直線 文

9 0 2

9 0 3

9 0 4

9 0 5

90 6

90 7

S K 17

S K 17

S K 7

S K 17

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

S K 27

S K 27

S K 27

S K 27
S K 27

S K 27

太頚壷

太頚壷 D

太頚壷 D

太頚壷 D

太頚壷 D
鉢 A

15 ・2

16 .6

16 .0

19 .8

2 0 .5

8 .8 頚部櫛 I 種 12 直線 文 .波 状文

口縁 部相 I 種ナナメ刻 み後凹 線文

90 8

90 9

9 10

S K 17

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a

93 A a

S K 27

S K 27

S K 27

細頚壷 A か B

太頚壷

細頚壷

5・7

7 ・0

4 ・8

底部木 の葉 圧痕
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登録

番号

E .

遺構 番号 調査 区 旧遺 構番号 器形 分類 口頚
分類
底部
形態

残存 状況

容 量

( 1 )

法量 (c m

備考
a h e n e 器 高 口径

頚 部

径

休 部

径
底径
脚台
径
哩声

局

9 1 1

9 12
9 13

9 14

9 15

9 16

9 17

9 18

9 19
92 0

92 1

92 2

92 3

92 4

92 5

92 6
92 7

92 8

S K 17

S K 17
S K 17

S K 17

S K 7

S K 17

S K 17

S K 17

S K 17
S K 17

S K 17

S K 17

S K 17

S K 17

S K 17
S K 17

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a
93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a
93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a

93 A a
93 A a

93 A a

93 A a

S K 2 7
S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7
S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7
S K 2 7

S K 2 7

S K 2 7

細 頚意

細 頚壷
深 鉢 A

深 鉢 B

要 Ⅰ

嚢

餐

嚢 C

嚢 A

嚢 F
嚢 A

嚢 C

嚢 C

賓 E

要 E
嚢 F

嚢

嚢

嚢

嚢

嚢

餐
要

嚢

嚢 D

1

1

4

1

2

1

1

^
2

4

1

d

d

a

a

a

a
a

a

a

a

a

1

10

2

1
2

1

1

9

T,

T,

1

2
2

1

4

1

1

10

1

1

1

1

1
1

1

1

1

6

5

1

1

1

1
1

1

1

1

1

2

10

10

10

1
4

2

2

2

5

10

3 .0

4 .3

3 .0 2 4 .1

2 1.6
25 .0

14 .5
16 .0

15 .0

15 .4

16 .4

17 .2

19 .5

28 .4
16 . 1

17 ・0

22 .6

1 6 .8

20 .2

2 1.3

12 ・2

1 2.8

14 .3

14 .3

1 5.9

17 .8
26 ・4

12 .6

15 .0

1 9.7

1 4 .7

16 .6

18 .5

20 .4
2 8 .6

2 2 ・9

17 .0

5 ・0

5 .8

5 .8

4 .8

休 部細 ダテパケ

体 部内 面板 ヨコナデ

底 部ナデ

92 9

9 30

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a

S K 2 7

S K 2 7

4 .8

7 .0 底部ナデ

9 3 1 S K I7 93 A a S K 2 7 6 .0 底 部ナデ

9 32 S K 17 93 A a S K 2 7 6 .4 底 部ナデ

9 33 S K 17 93 A a S K 2 7 5 .2 底 部ナデ

9 34

9 35

S K 17

S K 17

93 A a

93 A a

S K 2 7

S K 2 7

7 .2

4 .6 休 部 三角ヨコ" キ後細 タテハケ

9 36 S K 30 9 3 B b S K 0 1 都∃頚意 C

一 一 ヒ
2

2

d

a

a

6

1

5

7

9

2

10

1

7

5

8

2
5

5

2

7

2

蝣}

10

10

1 .6

3 1 .2

9 4 7 .2

4 2 .2

2 1 .0

8 ・0

5 .4

頚 部沈 梶直様 文

9 37

9 38

S K 30

S K 30

9 3 B b

9 3 B b

S K 0 1

S K 0 1

大賢短 頚顎 B

高埜 B

l l

2 1

8

4

9 .4

2 6 .5

脚部外 面タテナデ

9 39 S K 30 9 3 B b S K 0 1 杢頚壷 2 8 .6

6 .5

2 8 .6

体郡上 半櫛 Ⅰ種 8波 状文

立 〝.94 0 S K 30 9 3 B b S K 0 1 深 B 口 . ナ丁

94 1 S K 30 9 3 B b S K 0 1 棄 G 2 1 ・2 1 9 ・0 体部 三角ヨコケタキ後細 タテパケ

94 2

94 3

S K 30

S K 30

9 3 B b

9 3 B b

S K 0 1

S K 0 1

嚢 D

要 G
2

4

10 4 .2
3 ・0
2 5 .6 17 ・0

15 .6

1 5 .0

1 3 .4

1 9 .2

1 8 .5

5 .3 体部上 半台 形ヨコケ舛後 細ナナメパケ後 三角ヨコ" 辛

94 4 S K 3 1 9 3 B b S K 0 3 太顕短 頚意 C

1

1

4

2

4
2

d

a

a

2

9

T,

8

T,

8
5

2

7

9

2

8

4
9

4

1

5

T,

9

1

8
4

4

7

10

1

1 0

6 .5

2 6 .9

2 7 .5

2 0 .6

2 0 .2

19 .9
17 .0

19 ・8

18 .8

18 .5

1 8 ・1

1 7 〝2
1 5 .2

1 7 .2

1 6 .9

2 5 .8 6 .6

4 ・8

体郡上 半 三角ヨコ" キ後 細ナナメパケ

立9 45

9 46
9 47

9 48

9 49

9 50

9 5 1

S K 3 1

S K 3 1

S K 3 1

S K 3 1

S K 3 1

S K 3 1

S K 3 1

9 3 B b

9 3 B b

9 3 B b

9 3 B b

9 3 B b

93 B b

93 B b

S K 0 3

S K 0 3

SK 0 3

SK 0 3

S K 0 3

S K 03

S K 03

深鉢 A

賓 A

襲 A

棄 C

整 E

嚢 G

嚢 F

4 .8

4 .9

4 .2

5 .1

3 .9
4 ・4

5 ・9

2 1 .4

2 0 .2

2 2 .2
1 7 .6

2 0 .0

2 2 .2

口縁 郡

底部細

内面綱 条痕 ナナメ刻み

ハケ、焼 成後穿 孔
9 52 S K 3 1 93 B b S K 03 嚢 F 1 3 1 4 2 8 .8 3 0 .0 体部 上半細 タテハケ後 三 角ナナメタケキ

9 53 S K 47 93 B b S K 50 莞 H
嚢

2

a

1 2

1 10

2 2 2 19 .2

5 . 1

体郡 上半欄 Ⅰ種 4波 状文 と刻み

9 54 S K 4 7 93 B b S K 50 底部 木の 葉圧痕 、焼 成後 穿孔

9 55 S K 4 9 94 C b S K 09 祁∃頚 壹 B 1

a

2

5

10

10

6
9

T,

7

1

6 6 2 9 .0

ll .8 6 .0

2 8 9

5 ・7

口縁 郡櫛 Ⅲ種 4 + 4 波状 文

9 56

9 57

S K 4 9

S K 4 9

94 C b

94 C b

S K 09

S K 09

太頚 壷

細頚 壷 A か B
2 10 .0 頚部 沈線 直線文後 貝殻 行刻 み

体部 上半櫛 Ⅲ種 3+ 3 直 線文

9 58

9 59

S K 4 9

S K 4 9

94 C b

94 C b

S K 0 9

S K 0 9

棄 F

要 D

4

4

17

2 1

8

5

16 .3

19 .2

2 1 〝0

2 3 .4 体部 上半 台形 ヨコケ舛 後細ナナメハケ後 台形帯状 ヨコ" 辛

9 60 S K 5 0 94 C b S K l l 太黑 壹 E 2

d

5 7

8

蝣}

1

5 5

17 8 9 .8

2 0 ・3

7 .0

頚部 欄 II 裡 2 + 2+ 2 + 2 直線 文

9 6 1 S K 5 0 94 C b S K l l 細類 義 A か B 体部 上半櫛 Ⅲ種 2+ 3 直 線文

9 62 S K 5 0 94 C b S K l l 細頚 壷 C 2 1 .2 底部 細パケ

9 63 S K 6 2 94 C b S K 5 9 受 口太顕意 2 7 10 2 1 2 0 .4 l l.9 頚部 ～体 郡上 半欄 Ⅲ桂 2+ 2+ 2 直 線文

9 64 S K 5 5 94 C b S K 1 8 莞 e 1 7 7 ・5 2 .9

9 65 S K 6 5 9 4 F S K 1 2 太頚 壹 G 2 蝣} 5 ^ 4 19 .8 10 .8 4 7 .5 頚部 、体 郡上半 沈緑波 状文 ・斜 橋 子文

9 66 S K 7 8 95 C b S K 04 ・ 太頚 意 1 4 2 2 5 .3 4 0 .8 体 郡上半櫛 Ⅲ種 2+ 2 直 線文

9 67 S K 9 6 94 B b S K 2 3 太頚 壷 D
一 "一.l一二土=ご

4

e

4

1

1

1

1

1

10

18 .4

10 .6
9 .4 1 .3

口縁 部凹 梶文後櫛 付 加文

9 68

9 69

S K 9 6

S K 9 6

94 B b

94 B b

S K 2 3

S K 2 3

太頚 短頚 顎 B

細頚 壷

13 .0

2 9 .0

脚 端部凹 線文 2条

9 70 S K 9 6 94 B b S K 2 3 深鉢 A 口縁 部内 面櫛条 痕ナナメ刻 み後波 状文

9 7 1 S K 7 9 9 5C b S K 12
ロ

太頚 壷 G

L 一. 一===土ゴ

2

2

4

d

10

10

6

6

4

T,

8

2

5 10

18 .0

2 1.1
2 4 .3

l l.4

2 2 .0

2 0 .0

2 2 .8
2 5 .3

6 .3

頚 部沈梶 斜格子 文、ハ の字文 等

9 7 2

9 7 3
9 7 4

9 7 5

S K 7 9
S K 7 9

S K 7 9

S K 7 9

9 5C b
9 5C b

9 5C b

9 5C b

S K 1 2 土器 3

S K 1 2 土器 2

S K 12

S K 1 2 土器 3

細頭 重 C
要 D

襲 E

嚢 E

16 .0

19 .5
2 1.8

休 部上半 三角 ヨコ" キ後細 ナナメパケ

9 7 6

9 7 7

m m

包含層 等
9 3A b

9 5A a

検 出 Ⅲ
検 出 HI土 器群 9

深 鉢 A

嚢 G 1
a

a

2

10

1
10
5
7
5
1
5 .6 2 6 .3

26 .4

2 4

2 0

・0

.7
17 .8 2 0 .4

7 .2

5 .2 体 部上半 細ケテパケ後 三角ヨコケ舛

9 7 8 S K 0 2 95 F S K 14 細願 意 D 1 体 郡上 半櫛 Ⅲ種 3+ 3+ 3 直 線文

9 7 9 S K 0 7 9 6 D S X 0 1 細願 意 A か B 1 体 郡上半 垂下 C 字刻 み後モがキ直 線文

9 8 0
98 1
S K 17
S K 17

9 3A a

9 3A a

S K 2 7

S K 2 7

太 頚重
大 頚壷

l

1

1

1
1

2

1

頚 部櫛 Ⅲ種 2 + 2 + 2 直線文

98 2 S K 17 93 A a S K 2 7 太 頚壷 頚 部沈線 直線 文後貝 殻タテ刻み

98 3 S K 17 93 A a S K 2 7 細 頚壷 A か B 体 部上半 櫛 Ⅰ種 6垂下波 状文後 ミがキ直線 文

98 4 S K 17 93 A a S K 2 7 太 頚壷 体 部上半 櫛 Ⅰ種 8直線 文 .波 状文

98 5
98 6
S K 17
S K 17

93 A a
93 A a

S K 2 7

S K 2 7

太 頚壷

深 鉢 A

体 部上半 櫛 Ⅰ種 8直線 文 .波 状文 ・扇形 文

98 7 S K 9 6 9 4B b S K 2 3 太 頚壹 1

1

体 郡上半 価 I 種 9直梶 文 .波 状又

98 8 S K 9 6 9 4B b S K 2 3 太 頚短 頚壷 H 体 部上 半櫛 Ⅲ種直線 文 と方形区 画文

98 9

99 0

その他
その他

93 A a

93 A a

S K 0 7

S K 12 3

莞 F

太 頚短 頚壷
1

a

7
8

1

10

1

1

2

2

2

2

10

2 .3

24 .7

17 .4

9 .0

15 .5

8 6

16 .6

5 .2

体 郡上 半複合櫛 直線 文

99 1

99 2

その他

その 他
93 A a

93 A a

S K 12 3
S K 11 9

東 F

細 頚壷 C

T, 5 .0

3 .3

2 1.6 19 .2 2 1.4

2 2 ・1 底 部ナデ

99 3 S U 0 1 93 A a S X 10 1 N o .4 ,5 細 黑覇 C 1
d

d

e

a

7

8

9

10

2

10

5

8

1

1

6

4

7

1
1

T,

2

4

7

4

2

1

8

1

10 2 8 .0

2 9 .6

8 .4 5 .1 2 5 .0
6 .0

頚 部沈梶 直線 文 3、体 郡上 半細ナナメハケ後 三角ナナメタ舛

99 4

9 95

S U 0 1

S U 0 1

93 A a

93 A a

S X lO IN o ・1,5

S X 10 1 N o .4

細 頚壷 C

細 頚壷 D
2 9 .0 5 .5

4 0

2 1.4

18 4

休 部上 半細ナナメふとケ後三 角ナナメ" 辛

休 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2+ 2 + 2 直 線文 . 波状 又

9 96 S U 0 1 93 A a S X lO l N o .3
二、
細 頚壷 D

1
10

2

10

15 .6 9 .6

18 .6

2 1.7

5 .2

7 .0

8 .3

休 部上 半櫛 Ⅲ種 2 + 2+ 2 直線文

9 97 S U 0 1 93 A a S X lO l N o .2 太 頚短 頚壷 A

謹短 く士

口縁端 部指頭 圧痕 、頚 部沈線 直線 文

体 郡上 半櫛 Ⅲ種有線 文 . 波状文9 98

9 99

1(X 泊

S U 0 1

S U 0 1

S U 0 1

93 A a

93 A a

93 A a

S X lO l N o .l

S X lO l N o ・5

S X lO lN o .4

太 頚 且頚雪害H

細 密壷

要 C 2

2

20 .0 18 .1

^ n sE S ifi iif m ≡ .写、
底 部ナデ

10 0 1

10 0 2

S U 0 1

S U 0 1

93 A a

93 A a

S X lO IN o ・5

S X lO IN o ・1

要 E

賓 10

26 .6 24 .5
5 .6 底 部細ハケ

10 0 3

10 0 4

S B l l

S B l l

9 3A a

9 3A a

S B 1 05

S B 105

莞 ?
賓

β

a

a
f

r

1
2

2

1

1

1

1

4

T,

5

5

22 .0 8 .9

5 .9

15 .4 脚部か ?

10 0 5

10 0 6

1α)7

S B 1

S B l l
S B l l

9 3A a

9 3A a
9 3A a

S B 105 B
S B 105

SB 105

要

賓
嚢

2 5 .8

26 〝0 23 .5
底部ナデ

1α)8 SB ll

S ll

9 3A a

3A

S B 10 5

S B 10 5

貴

賓 Ⅰ
5・5 底部ナデ

10 0 9

1 0 10

10 11

R

SB 4 6

S B 3 5

9 3A a

9 5B a

9 5B a

S B 0 3 上層

S B 0 5

太頚意 C

那 覇壹 6 .0

口縁端 部欄 I 種斜格 子刻 み

第12表弥生土器観察表10
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登 録

番 号

E -

遺 構番号 調 査区 旧遺構 番号 器形分 類 口頚
分類
底 部
形態

残 存状 況

容 量

( I )

法 量 (cm )

備 考
a b c d e 器 高 口径

頚部

径

体部

径
底径
脚 台
径
埋 車

局
10 12

io n

S B 38

S B 38

95 B a

95 B a

S B 10

S B O S

莞 ( E )
要

2 2

1

1 15 .5

2 8 .0

12 .7

2 1 7

10 14 S B 66 95 C a S B 0 5 要 H 1 口緑 端部外 面細 ヨコハケ

0 5

10 16
10 17

S B 7 1
S B 7 1

S B 7 1

95 C a

95 C a

95 C a

S B 0 8

S B 0 8

S B 0 8

太頚重

要 F
嚢

4
a
1

1

1
2 1 .6

19 .2

1 9 .3

8.4 底部ナデ

10 18

10 19

S B 90

S B 90

9 5 C b

9 5 C b

SB 0 8

SB 0 8

莞 A
嚢

2 1

1

1 6 .0

2 3 .9

1 4 .9

102 0 S B 93 96 A S B 0 2 .S D 0 7 莞 C 2 4 1 2 0 .0 1 8 .0 体部 内画板 ナデ

102 1 93 A a S K 15 lit 荢H d 1 5 .5

102 2 93 A a S K 15 莞 1 15 .0 1 3 .3

102 3 S Z 12 93 A a SZ 0 3西 構 太願意 B 1 口縁 端部櫛 Ⅰ桂 10 ダテ刻 み

102 4

102 5

102 6

SZ 20 b

SZ 20 b

SZ 20 b

95 B a

95 B a

95 B a

Sm 1

SD 0 1

Sm l

莞 A
嚢 B

嚢 C

2

2

4

1

2

2

1

1

1

1 8 .0

2 0 ・0

18 .0

16 .5

1 8 .0

1 6 .2

20 .6

102 7 95 A a 土器辞 3 莞 e 1 10 7 .7 底部焼 成後 穿孔

102 8 S B 15
S X 69

93 A a S B 10 4
S K 0 2

莞 H l 1 9 .2 1 5 .3 口縁 端郡外 画邪けナメハケ

102 9 S X 22 94 A a S K 23 太賀 意 d 1 6 7 ・4 底部細 ハケ

10 30 N R 0 4 9 5 F N R 0 1上層 S 大賢 壷 D ? 1 2 2 3 .6 口縁 端部櫛 I 種 9波 状文

10 3 1

10 32

N R 0 3

N R 0 3

9 6C

% c

N R 0 2 N o

N R 0 2 N o

12

8 8

n

13
9 7

10

邪∃頚 壷 B
細頚 壷

2、 3
d
10 5

2 7,

9 ・0 5 .5

4 .0

7 .2

8 0 3 .5

頚部欄 I桂 5 直線文 ・ケテ刻 み

10 33

10 34

10 35

10 36

N R 0 3

N R 0 3

N R 0 3

N R 0 3

9 6C

9 6C

9 6C

9 6C

N R 0 2 N o

N R 0 2 N o

N R 0 2 N o

N R 0 2 N o

整

嚢

嚢

嚢

2

a
d

b

5 1

1
2

1

5
7

8

19 .6 17 .3

6 .0 底部ナデ

10 37 N R Q 6 9 6D N R O IN o 12 6 細頚 壷 A か B 6 8 10 1 6 .4 3.6 体部 ミが キ直線文 の痕跡 あ り

10 38 S B 1 3 9 3A a S D 0 6 細頚 壹 1 体郡 上半櫛 I 桂 8直 線文

10 39

10 40

104 1

S m 3

S D 0 3

S D 0 3

9 5A a

9 5A a

9 5A a

S D 04 西 慣

S D 0 4

S D 04 西 順

別検 出 Ⅲ

、別検 出 Ⅲ

鉢 A
深 鉢 A

嚢 a

2

1

1

2 2 .0

2 2 .0

2 2 .4

6 .0 底部ナデ

10 42 S Z 18 9 5A c S D 0 1 璽 1

10 43 9 5B a S D 0 4 耕一頚 意 C 2 4 1 10 .1 口縁 端部欄 Ⅰ種 7タテ刻み後 沈線 直線文

10 44 9 5 B a 南北 S D 莞 a 2 5 "6 底部ナデ

10 45

10 46

S D 19

S D 19

9 5C b

9 5C b

S D 0 3

S D 0 3

莞 C
嚢 Ⅰ

2 2

6

2 1 .8 2 0 ・4

5 ・8 底部ナデ

10 47 S D 16 95 E S D 0 2 莞 1

10 48 9 3A a S Z lO l N o .5 細頚 意 C 1 2 2 0 ・0 体郡 上半細 タテハケ後 三角 ヨコケタキ

第13表弥生土器観察表11

・b

c

:

第14図弥生土器残存状況計測部位
(計測は1-10の10段階に分けて行った。)
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6.土製品類・古代の遺物

八木佳素実

(1)その他の弥生土器・土製品

(第1図・第2図)

1-3は赤彩のある土器である。 1は高杯の口縁

部もしくは二重口縁壺の口縁部か。稜をなして屈

曲した後大きく外反し、屈曲部以上に赤彩を施す。

内面の赤彩は磨滅のため一部に残るのみで明確な

範囲は不明である。2は器台の口縁部。外面口縁下

をナデ押え端部を僅かに突出させる。内外面とも

磨きの上、赤彩を施す。 3は長頸壺の頸部である。

内外面とも赤味を帯びる。

4は線刻の施された壺の胴部である。線刻は2

本1組の施文具により、 1点を起点として円弧を重

1

≡/^-
}'^

015cm⊂二刀5

・・・記===よ

葦「-千-1∵一一「2

チ8910ll

/^-N13

cm_<^~^J

第1周その他の弥生土器・土製品実測図1-3は1:3、7-13は1:2



ねて描いている。

5は蓋である。扁平な円形で、 2個1組の孔があ

る。孔は本来2箇所にあったものと推定される。上

面は平滑であるが、裏面はやや黒っぼく変色し、

細かい剥離痕が多い。また裏面端部が孔の周囲以

外の部分で若干磨滅している。

6は甕形の土器の脚部である。内外面とも下か

ら上の縦方向の削りを施し、脚部は貼り付け後外

側をナデ、内側を削り後ナデ押えし、端部を面取

りする。全体に火を受けて黒っぼく変色し、外面

脚部より上に煤が付着する。

7-11は加工円盤である。原材は7-9が甕、 10、

11が壺で、いずれも体部を利用、端部を打ち欠い

て丸く整形している。 8、 10、 11は端部の一部が磨

滅する。大きさは7が6.9cm、 8-11は4.5cm前後

に集中している。

12は土錘または土製の玉か。算盤珠形で径2.5mm

の孔を通す。貝殻または櫛状工具による刺突文が

施される。最大径部分で緯線方向に2条巡らせた

後、その上下を経線方向の刻み各7条で区分し、そ

の間を上半分のみ緯線方向の刻み4 - 5条で埋め

ている。表面は全体に磨滅している。

13は火を受けた土塊で、鋳物の外型の可能性が

ある。割れて小片となっているため全体の形状は

不明であるが、板状に成形されたものの端部が残

る。全体に火を受けて黒くなっている。胎土は粗

く、 5m以下の砂礫・砂粒を多く含む。内面は手で

押さえつけて凹められ、表面は比較的滑らかであ

る。端部は面をなし、表面は荒れている。外面は

平坦であるが、不定方向に線状の凹みが多数付く。

、

図 版 番号 遺構 番 号 調 査 区 出土 遺 構

.地 点

器形 色 調 胎 土 焼 成 残存 率
法量 (c m )

技 法 の特 徴 備 考 登 録番 号
口径 器 高 底 径

1 1 9 5B a 検 出 L
高 杯 ?
壺 ?

灰 黄色 精 良 軟 口縁
1′10

推 定

28 .0

内面 ナ デ
外 面 パ ケ 目 . ナ デ

赤 彩 E -2f氾1

1 2 S K 0 7 96 D
S D 0 3
S X 0 1

器台 灰 黄色 精 良 や や軟
口縁

1′10

推 定
27 .5

内面 ミガ キ
外 面 ナ デ . ミガ キ

赤 彩 tiー20 0 2

1 ^ 9 3A a 検 出 I こ上.壷 黄灰 色 粗 軟
内面 パ ケ 目 . 沈線
外 面 パ ケ 目 . ナ デ

赤 彩 E ー20氾3

1 4 N R 0 6 96 D N R 0 1 i壁 褐灰 色 粗 や や軟
内面 パ ケ 目 . ナ デ
外 面 パ ケ 目 . ミガキ

線 刻 F -20 C柚

1 5 9 1B a S K 6 1 蓋 灰 黄色 粗 軟
口縁

5′10
6 .7 0 .7 5 ナデ F -2(氾5

1 6 9 3F a S K 0 4
製 塩土 器
?

暗 褐色 粗 軟
底 部
5′10

5 .0
内 面 ケ ズ リ
外 面 ケ ズ リ
底 部 オサ エ . ナ デ

E -2f氾6

1 7 S X 5 7 9 3D S K 0 4 加 工 円盤 灰 茶色 粗 や や軟 6.9 0 .7
内 面 指 オサ エ .パ ケ 目
外 面 パ ケ 目

甕 R -2(泊7

1 8 9 5B a 検 出 I 加 工 円盤 褐 色 粗 軟 4.4 0 .7 5
内 面 ケ ズ リ
外 面 パ ケ 目

甕 E -2∝)8

1 9 9 3D 検 出 Ⅲ 加 工 円盤 暗灰 色 粗 や や軟 4.6 0 .6 5
内 面 パ ケ 目
外 面 パ ケ 日

甕 F -2(K汐

1 10 S X 2 2 94 A a S K 2 3 加 工 円盤 暗 灰褐 色 粗 軟 5.0 0 .8 5
内 面 ケ ズ リ . ミガキ
外 面 パ ケ 日 . ミガキ

二i・r壷 E ー20 0

1 l l S K 5 3 9 4 C h S K I 5 加 工 円盤 灰褐 色 粗 や や軟 4.2 0 .7 5
内 面 ミガキ
外 面 ミガキ

=ヒo哩 E -20 1 1

1 12 9 3A a S K I2 3 土錘 ? 灰 黄色 精 良 戟 完 形 3.1 2 .8 5 ナ デ .刺 突 紋 E -2 0 12

1 n S K 6 7 9 5C a S K 0 5
鋳 物外 型
?

黒 褐 色 粗 や や 軟
内 面 オサ エ . ナ デ
外 面 ケ ズ リ ? E -20 13

第 1 表 そ の 他 の 弥 生 土 器 ●土 製 品 観 察 表
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凹みには端部が四角で浅いものと端部が丸く深い

もの、巾1mm以下の細いものがあり、刺突痕もあ

る。何らかの掻き削り痕、または植物の茎のよう

なものの張り付き痕か。

第2図1はパレススタイル壺の口縁部で93C a

区SK38より単独で出土した。口縁内面文様帯は

強く内湾し、その内側端は一段の浅い段をなす。

文様帯には貝殻による4列の羽状刺突と、段頂部

に円形刺突文を施す。拡張口縁部には5条の擬凹

線文を施し、4本1単位の棒状浮文が4箇所につく。

赤彩は棒状浮文を除く口縁拡張部及び内面口頸部、

外面頸部段部に施す。時期は廻間Ⅰ式期後半

(註1)。

(2)古代の遺物(第2図)

96C区の自然流路上層を中心に若干の須恵器片

が出土している。いずれも後世の遺構及び包含層

からの散発的な出土である。器種は杯身と杯蓋が

ほとんどで、他に高杯と甕が若干認められる。

2-8は杯身である。 2、 3は無高台の杯身で、 3

は外底面にヘラ記号及び4箇所の刺突痕がある。

6、 7、 8は断面台形の高台の付く杯身。 9は杯身ま

たは瓶か。 10は杯蓋、 11は高杯。時期は8、 10、 11

が7世紀後半、 2、 3が8世紀後半(註2)。

註1)赤塚次郎編1990 『廻間遺跡』財団法人愛知県埋

蔵文化財センター

註2)斎藤孝正他編1995 『須恵器集成図録第三巻』

雄山閣出版

感∈⊆♂2 〒「プ5 ∈≡壺。。

iii條j^^^^H^^^sl^^^^^^^^^^l掘

蝣蝣蝣蝣蝣蝣Hl粗岳ii嗣圃姻
第2図その他の弥生土器・須恵器実測図(1 :4

図版 番号 遺構番号 調査区 出土遺構

.地点

器種 器形 色調 胎土 焼成 残存率 ロケロ
回転

ll去量 (Cm )
技法の特徴 備考 登録番号

口径 器高 底径

1 1 SX 183 93C a S K 38 土師器 i壺 自黄色 精良 軟
口縁

9′10
2 1一.7

内面口縁部羽状刺突紋
外面口縁部貼付け後擬
凹線紋 . 棒状斑

赤彩 E-2014

1 2 N R07 96D N R 02 須恵器 杯身 暗灰色 やや粗 硬
口縁
3/10

左 10 .4 3.9 4.6
内外面 ロクロナデ
底部回転へラケズ リ.
ロクロナデ

F-20 15

I 7, SX 178 93C a S K I4 須恵器 杯身 暗灰色 杏 硬
口縁
3/10

左 ll.6 3 .2 5.8
内外面 ロクロナデ
底部ケズ リ . ナデ

底部へラ記号 E-2016

1 4 N R 02 96B N R 0 1 須恵器 杯身 暗灰色 杏 痩
口縁

2′10
右 12.2 内外面 ロクロナデ H-2017

1 5 94A a 検出 須恵器 杯身 暗灰色 やや粗 硬 口縁
2′10

右 2.4 内外面 ロクロナデ R-20 18

1 6 N R 07 93E h N R 0 1 須恵器 杯身 灰色 租 やや軟
底部

3/10
左 12.1

内外面 ロクロナデ
底部ケズ リ .高台貼付

. ロクロナデ

Eー20 19

1 7 95C b N マウンド 須恵器 杯身 暗灰色 杏 硬
底部
2′10

右 I.7 ll.7
内面ロクロナデ
底部回転へラケズ リ.
高台貼付 . ロクロナデ

E-2020

1 8 94A a SK 08 須恵器 杯身 暗褐灰 色 やや粗 硬
底部

8′10
左 12.6

内外面 ロクロナデ
底部回転へラケズ リ.
高台貼付 . ロクロナデ

E-2021

1 9 N R 07 96D N R 02 須恵器 杯身 ? 灰色 粗 硬
底部

8/10
右 6.4

内外面 ロクロナデ
底部ケズ リ . ナデ Eー2022

1 10 N R 03 96C N R 02 須恵器 杯蓋 黄灰色 やや粗 やや軟
口縁
10/10

左 9 .9 3 .4
内面ロクロナデ
外面ロクロナデ . 回転
へラケズ リ

E一2fm

1 ll 95C c 検出 I 須恵器 高杯 灰色 やや粗 やや軟
休部

3/10
右

内面ロクロナデ
外面ロクロナデ . 回転

へラケズ リ
F -2024

第 2 表 そ の 他 の 弥 生 土 器 ●須 恵 器 観 察 表



7.石製品

石黒立入.原田幹

(1)解説(第1表～第6表)

a.磨製石器(第2図～第5図)

石鏃78・79のみが有茎である。 73-77は打製

石鏃の凸基無茎タイプに近似している。断面形で

は、 68・74・78のように菱形で中央に鏑をつくる

ものと、平坦なものとに大きく区分できる。前者

は石剣断面に類似している。石剣製作に関連する

のか、あるいは単に石剣切先片を利用したものな

のか。後者とすれば、石剣数が増加することにな

る。はたしてどちらか。

80-85は末製品である。 80・74・85は周縁に面

があり、刃部を研ぎ出す前の状態である。

81は研磨面がまったく認められない。周縁を押庄

剥離ではなく両極加撃によって成形しており、縁

辺はやや潰れている。凹線紋土器期での細分時期

が明確でないために、果してこのことが剥離技法

の衰退に対応したものかどうか断定できないが、

時期的には無関係とは言えない。今後、磨製石鏃

の普及ではなく、その製作技術上の変化に注意す

る必要がある。

石剣86は両面ともに細かな研磨が加えられて

面を作っているために、その分だけ鏑が弱くなっ

ている。刃部研ぎ直しを繰り返した結果、身幅が

狭くなったことによるのであろう。87は施溝分割

されている。石庖丁片かもしれない。 88は目釘穴

があることから基部片と考えられるものである。

右面は研磨面が剥がれているが、目釘穴の周囲は

摩耗している。若干の整形が施されてそのまま使

用されたようだ。

両刃石斧大中小がある。 43は欠損している

が、完全品であれば重量はゆうに1キログラムを

超すであろう。刃部両面には線条痕が顕緒に認め

られ、前側面倒を欠損している。身部は研磨され

ておらず、敲打痕を残している。しかし、ぬめり

のような摩耗が認められる。装着に伴うものであ

ろう。 44は破損品の再生であり、側面観がややア

ンバランスである。刃部は身と平行せず、図示し

た角度で傾斜している。図化平面が左主面となる。

身部上半部は摩耗が顕著である。 45は小形品であ

るが断面形は44に近似している。風化が著しいの

で、これが本来のサイズであったのかどうかはわ

からない。敲打痕はほとんど認められないので丁

寧に研磨された部類に属すものといえる。46も図

化平面が左主面であり、前側両側に偏った刃部の

後退が認められる。 47は刃縁がつぶれてわずかに

平坦面を形成している。

片刃石斧

偏平片刃48は刃部の断面形が偏っていること

から片刃に含めたが、偏平両刃(縦斧)の可能性

を否定するものではない。両刃石斧(剥片)から

の再生品である。

偏平片刃には大中小がある。概して長方形の比

重が高いようだ。そして、成形時の剥離面を研磨

で十分に消しさっていないものが多い。 57は石庖

丁からの再生品で、末貫通の穿孔がある。 58は両



主面に浅い溝が施され、この部分で加撃して切断

されている。このような施溝分割手法は朝日遺跡

にも類例がある。 60・61は大形品である。断面形

は凸レンズ状に近く、身も厚い。整形時の敲打痕

が一部に認められる。両刃石斧の破損品から再生

されたものである可能性が高い。

柱状片刃62は平面形は偏平片刃との中間形の

ようだが、刃部のサイズが柱状片刃に近似してい

る。 63は刃部に大きな剥離が認められる。使用時

の衝撃によるとすれば、骨角器の製作(たとえば

切断)に関連する可能性もある。 66の断面形は隅

円長方形で整っているが、 67は後主面が突出して

おり安定さに欠ける。

末製品89-92のように研磨面または敲打面

を一部に残し、破損品からの再生が試みられたも

のと、 97-1(泊のように全く破損品の痕跡を残さ

ないものとがある。

89は両面に研磨痕、側縁にも面が形成されてい

る。サイズは磨製石鏃に近いが、身の厚みから石

斧未製品とした。 90は両刃石斧刃部付近の破片、

91は片刃石斧の破片、 92は両刃石斧の破片であ

る。いずれも片刃石斧への再生途中にあったもの

と思われるが、採取可能な剥片のサイズからみて、

それ以外の製作は不可能である。

97は左平面と上端に自然面が残っている。亞角

礫から剥ぎ取られた剥片を素材として成形途中に

廃棄されたものである。 98は主面倒の一部剥離上

に敲打が加えられている。刃部成形後に破損した

ものである。折損部の稜には細かな敲打が認めら

れる。敲打具に転用か。 99は基部片で基端面は自

然面である。右面剥離上に敲打が加えられている。

折損部稜に細かな敲打が認められる。これも転用

か。 100には転用の痕跡は認められない。

敲打具未製品としての形状が窺えないものを

敲打具とした。 93は両刃石斧の折損品で、破断面

に敲打痕が集中している。 94は未製品の破損品を

敲打具に転用したものである。折損部の稜もかな

り潰れている。

95 -96は通常石斧製作跡で出土することが多い

敲打具の典型である。 95は平坦面がまだ広く石斧

時のぬめっとした摩耗痕を残している。平面図左

側面には研磨痕があり、やや偏平な両刃石斧で

あったことが窺われる。96はかなり使用が進んで

多面体化しているが、側面図上下に石斧時の平坦

面をわずかに残している。

b・打製石器(第1図・第5図・第7図)

石鏃1～4、 12、 16、23がチャート製、 15がサ

ヌカイト製である以外は下呂石製である。基部形

態は平基および凸基が主体であり、明確な凹基は

認められない。身部の形態は五角形鏃の系譜が8 ・

9に窺えるのみである。 10は逆刺が側方に突き出

すもので、該期の特徴である。ほとんどが先端を

欠損している。 28のような樋状剥離が対象物との

衝突時の衝撃によるものであれば、他のものにも

未使用品は無いということになる。

30-31は石鏃をドリルに転用したものである。

線条痕が観察されることから、土器および土器片

の穿孔に用いられたものであろう。

32-36は未製品と考えられるものである。製作

途中の破損で廃棄されたのではなく、単に完成に

至らなかったもののようだ。あるいは、別器種で

あるかもしれない。

石錐指つまみ型ではなく、いずれも軸装着型

である。使用痕は顕著ではない。 40は研磨によっ

て整形されている。

石小刀41はサヌカイト製で、搬入品であろ

う。該期での類例としては珍しい。

中形尖頭器42はチャート製であり、類例は東

海市烏帽子遺跡にある。漁具か。

スクレーパー101は安山岩製。上部の平坦面

は礫面。102は磨製石斧素材(ハイアロクラスタイ



ト)片を利用。下部のエッジには鈍い摩耗痕が認

められる。骨角の切断用か。

打製石斧先端を折損している。残存部分の側

縁ほぼ中央がくびれ、敲打によって面が形成され

ている。磨製石庖丁未製品や石鎌の可能性は低い

と考える。

粗製剥片石器円磯から打ち剥がして得られた

剥片を未加工あるいは簡単な調整を施しただけの

簡易な石器である。剥片の鋭い縁辺を刃部として

いる。

119は砂岩製で、自然面と剥離面から成る。実測

図では、刃部と推定される部位を下辺とし、自然

面を左側、剥離面を右側に図示している。刃部と

直交する主軸の長さは9・8cm、幅の最大値は9.9cm、

厚さは2.2cm、重さ245 gを測り、平面形は円形に

近い。刃部と反対側の背部に調整加工のための剥

離を施している。自然面左側辺にもわずかに剥離

を施しており、小さな抉り状になっている。刃部

角は平均で、 42度。刃部剥離面側には、不明瞭な

がら連続する剥離がみられる。

120は結晶片岩製。自然両側からみて右半部を

欠損し、現存する範囲で長さ6・8cm、幅8・飴m以上、

厚さ2.1cm、重さ182 g以上である。背部は平坦な

面になっている。刃部角は34度で、明瞭な調整加

工は施されていない。石材の性質上表面が剥落し

やすく全体に摩滅しているが、刃縁のわずかな範

囲に本来の表面が遺存しておりローを塗ったよう

な光沢が観察される。 (原田幹)

C・その他(第5図・第6図・第8図)

石錘104は円礫に敲打による浅い溝がめぐっ

ている。

剥片・石核等ほとんどが下呂石である。その

ほかの石材はきわめてわずかであるとともに、石

器製作工程を構成しないことから、有意味なのは

下呂石のみである。 105- 109は同一竪穴出土であ

る。 107- 109には対応する縁辺に剥離や潰れが集

中しており、両極打撃が加えられたことを示して

いる。 110-112も両極打撃の認められる資料であ

る。

114 ・ 115は石核である。 114は左面は打点がほ

ぼ1ヶ所に集中しているが、右面では乱雑に転移

している。とても良好な剥片が採れるどころでは

ないだろう。 115も同様である。

叩き石棒状の河原礫を利用している。 116・

117は上下両端に敲打痕が集中している。 118は、

上端には他と同様の敲打痕が認められるが、側面

稜線には溝の並列する敲打痕、平坦面にはあばた

状の敲打痕が認められる。溝の並列する敲打痕は

108 - 113など両極加撃が認められる剥片に関連

するものであろう。またあばた状の敲打痕は凹石

の初期段階の特徴であり、剥片剥離に伴うもので

あろうか。

砥石121 - 124は研ぎ面に断面丸底の溝のあ

る有溝砥石で、 121はほとんどの面が溝になるも

の、 122-124は溝が部分的にあるものである。 122

の溝には幅1mm前後の細溝と幅5mm- 10mmの太溝

とがある。 132- 134は研ぎ面のみの無溝砥石であ

る。 122・ 132は凝灰岩製、 121 ・ 123・124・133・134

は凝灰質砂岩製、他には砂岩製のものがある。砂

岩製のものには、無溝砥石が12個(17個中)、有

溝砥石が5個(29個中)ある。

炉石・炉縁石129は偏平円形の河原礫を利用

した炉石で、濃飛流紋岩製。被熱痕があり、上面

となるA面中央には径6.5cmの加熱痕跡の抜けた

部分があり、吹きこぼれ痕が残る。下面のB面に

は、灰が付着している。 130は炉縁石で、被熱によ

る痕跡から上面と下面が分かる。濃飛流紋岩製。

管玉131は管玉で、重さ0.1 gである。溶結凝

灰岩製。



(2)二、三のコメント

a.はじめに

一色青海遺跡にかぎらず尾張平野南西地区に位

置するほとんどの遺跡において石器素材の定住地

近辺での入手は不可能である。たかが叩石1点と

いえどもである。つまり、石器の使用はその当初

において基本的に制約されているといわなければ

ならない。まして石器生産にいたればなおさらで

ある。自家生産による自給は、当地域にあっては

まったくの非現実的適応なのである。したがって、

石器に関しては外部依存が基本であったと考えな

ければならない。

b ・生産と消費

ここで「生産」というのは、素材の入手に始ま

り一定の工程に基づいて生産されている石器に関

係する概念である。砥石のように、生産されると

いうより、石材が選択され使用されることによっ

て「砥石」という形状になるもの、また叩石など

も除外する。

一色青海遺跡で生産されている石器の品目には、

a)打製石鏃、 b)磨製石鏃、 C)磨製石斧がある。

それぞれ、a:石核.剥片.未製品および叩石、 b :

未製品、 C :未製品.敲打具・調整剥片、が出土

しており、一貫した作業が定住地内部で行われた

ことを示している。そして、個別の生産工房の所

在が果たして分布状況に反映されているのかどう

かは判断の分かれるところであろうが、基本的に

は特定の竪穴建物(群)がそうした場として認定

される余地はあろう。以下でもう少し詳しく検討

してみよう。

a)打製石鏃は、下呂石・チャートサヌカイト

などに石材が分かれるものの、直接の素材は下呂

石である。チャート.サヌカイトは石核・剥片が

不十分にしか出土しておらず、自家生産されてい

たと強く言うことは難しい。とすれば、なぜ下呂

石製以外の石鏃が存在するのかということになる

が、一部は戦闘行為に関係した可能性を考慮して

おきたい。

b)磨製石鏃は鎬の有無によって2群に分かれ

る。磨製石剣の再利用に関係すると考えることも

できるが、そうすると石剣数が著しく増えてしま

う。ほとんどが先端を欠損しており使用されたも

のと考えられること、未製品が出土していること、

大渕遺跡でも認められることなどを考え合わせれ

ば、一方が搬入された(打ち込まれた)ものとい

うより、製作手法上の差異としたほうが妥当性が

高いと考える。

C)磨製石斧は、ハイアロクラスタイト一辺倒

の石材選択である。そして、素材には亜角礫(一

次素材;円礫は含まれていないようだ)と磨製石

斧破損品(二次素材;ほとんどが両刃石斧片)の

2種類が用いられて両刃石斧(片刃石斧が製作さ

れている。前者は外部から持ち込まれたことは確

実だが、後者が集落内部に限定される素材である

のかどうかは微妙である。朝日遺跡では一次素材

が極めて少なかったのと対照的に中小サイズの両

刃および片刃石斧における再生品の存在が目立つ

ことから二次素材を中心とするリミットサイクル

的な生産過程を考えた。当遺跡でも同様に、典型

的な敲打具が出土している以上、石斧製作が行わ

れていたことは確実である。この点を認めた上で

一色青海遺跡に関わる問題は、二次素材が内部の

サイクルによるのではなく外部から持ち込まれた

可能性の有無、一次素材.二次素材の未製品が片

刃石斧に集中する点の2つである。

まず第一の点について。なぜこの様に考えるの

かというと、同時期の大測遺跡では調整剥片が認

められないにもかかわらず未製品が出土している



からである。破損品の出土は使用されていれば当

然のことだが、調整剥片の有無が一貫した製作工

程の存在と切り離せない以上、大測遺跡における

磨製石斧製作は未製品からの生産を想定するはか

ない。そして、これを一色青海遺跡に重ね合せて

いうならば、一次素材を供給するどこかの遺跡

(三重県大安町宮山遺跡は有力な候補地)、二次素

材を供給する側として大渕遺跡、二次(および一

衣)素材を受給して成形・整形し未製品を供給す

る側として一色青海遺跡、未製品を受給する側と

して大渕遺跡という関係が成立するのである。も

ちろん、この関係が直接に認められるというので

はない。モデルとして組み立てられるということ

である。

次に第二点。片刃石斧への集中は、両刃石斧、と

りわけ1 k gを超す大サイズ両刃石斧の希薄化と

対になる。大サイズが常時必要ならば随時補給さ

れると思われるが、どうもそういう事態は生じて

いない。遺跡資料によるかぎりは、大サイズは消

滅傾向にある。すなわち、大サイズ石斧の伐採斧

としての機能が中サイズ両刃石斧と鉄斧へ移行し

つつあったということになる。この点は、状況証

拠的にみれば、朝日遺跡の弥生Ⅲ期後葉に比定さ

れる逆茂木・柵材の切断痕が鉄斧の使用を匂わせ

ているように、特定の遺跡ではかなり進行してい

た可能性が高い。

このように考えると、かつてわたしがⅣ期には

石器生産が孤立分散的になる(石器の生産・消費

をめぐるネットワークが分解する)がゆえに磨製

石斧生産が衰えたと推定したことも、すでに述べ

ているように、けっして段階的に進行したのでは

なく、 Ⅳ期後葉に、まさに急激に進行したという

ことを改めて確認する必要がある。

C ・石製工具の終末

弥生時代の工具として基本的なものには、打製

石器にスクレーパー・剥片があり、磨製石器に各

種磨製石斧がある。前者は弥生時代以前からの長

きにわたって連綿として用いられてきたものであ

る。いっぼう、後者の磨製石斧のうち片刃石斧類

は弥生時代になってあらたに工具品目に加わった

ものである。しかし、それは弥生時代の工具が機

能的に優れていたからではなく、木製農具の生産

と切り離せないものとして、つまり物産複合体

(文化)として移入されたがゆえに水田稲作の普及

にともない広がったのである。

さて、弥生Ⅳ期にはスクレーパー・剥片類がほ

とんどの遺跡で消滅する。一色青海遺跡のスク

レーパーの存在は意外なほどである。もうひとつ

意外なものに打製石斧があるが、このような品目

は犬山扇状地および美濃地方の内陸部で散見され

るものであり、そうした地域からもたらされたも

のである可能性は十分に考えられる。つまり、尾

張平野部においてはこれらはⅣ期のはやいうちに

消滅するのである。その消滅はおそらく鉄製ナイ

フの普及に関連するのであろう。そして遅れて鉄

斧の普及(導入ではない)となる。その時期は、典

型的には名古屋台地の開拓が急激に進むⅣ期後葉

をあてることができる。 Ⅳ期後葉には名古屋市瑞

穂遺跡.見晴台遺跡をはじめ、三重県津市周辺の

丘陵地帯から松坂市にかけての丘陵地帯、三河地

方の一部丘陵部など、それまで人々が入り込まな

かった環境への広範な進出が、石鏃を除く主要な

石器を欠くなかで進行するのである。この背景と

しては、ひとつには低地部定住地の環境が不安定

化したこと、ふたつめに鉄斧の大幅な普及があっ

たからだと考えられる。

とはいえ、鉄斧などの鉄製利器の生産および分

配を掌握していたのがどこであろうが、石斧と同

様に生産基盤を構成する品目としての社会性から

みてそれが局限化される可能性は、政治との関係

を抜きにしては考えられないであろう。



石器流通システムを中心とする交換システムの

崩壊が既存の分業システムを不安定化させたこと

が鉄器依存を促進しかつ新しい交換システムの構

築を結果したとしても、鉄器流通システムが石器

流通システムを駆逐するというような排他性をそ

こに認めることはできない。当初両者は重合して

二重システムになっていたわけであるから、鉄器

は徐々に、そして急激に普及したのである。ただ、

後戻りできない方向に当地域を踏み出させたその

ことが、その変化を固定し強調したのである。

鉄器が社会を変えた直接的かつ重大な要因なの

ではなく、鉄器もその要素である全体的な環境変

化が社会の構造的変化をもたらすほど重大であっ

たということなのであろう。
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計測方法模式図
d

面

・、「

A面

C面⊂=琶覧=⊃ D面
B面 三⊂=

* aは全長(残存長) 、 bは最大幅(残存部最大幅)
、 Cは最大厚(残存部長大寒)を示し、すべての
石器にわたって計測方法は同一である。そしてC
以下は石器種別ごとに計測方法が異なる。

*磨製石器の未製品については、それに類する製品
と同じ計測を.残材.剥片はa長径、 b短径、 C厚み
を計測した。

*石核.敵石は、 a長径. b短径、 C厚みを計測した。

*砥石類は、 a-b-cを計測した位置で、上面をA、下
面をB、左側面をC、右側面をD、上側面をE面.
下側面をF面とし.有溝砥石は、
e溝の中、 f溝の深さ

el最小. fl最小

eZ最大. fZ最大を計測した。
備考に各面の溝の数などを紀入した。

*炉石.炉縁石は. a・b.Cを計測した位置で上面をA
面、下面をB面とした。備考にA面、 B面のススの
有無.灰の有無、披熟痕の有無、などを記入した

*有孔石.土器はa-b-cを計測した。凹み.孔の数を
備考に妃入し.凹みはel幅最小.eZ幅最大. fl深
さ最小・fZ深さ最大.を計測した。

第9図石製品計測部位図
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8.木製品

木製品は弥生中期と中世の遺構からそれぞれ出

土している。分類と名称については奈良国立文化

財研究所から刊行されている『木器集成図録』近

畿原始篇・近畿古代篇(奈良国立文化財研究所

1993・1985)にそれぞれ従っている。

(1)弥生中期

(第1図～第7図、第1表)

農具(1-5-8・21) 1は直柄狭鍬。隆起部が

高く、明確に作り出されている。頭部の両側面に

えぐり込みを入れる。 2はその柄にあたり、途中

に段をもつ。 3・5は柄穴広鍬の末製品。 3)

は頭部の両端を斜めに削り落としている。柄穴周

辺の隆起部は不明瞭。 5 ・ 8は平面が長方形を呈

する。 8は柄穴を開ける部分の周囲の隆起部がま

だ作り出されておらず、全体に厚めで、全長も5

に比べて長い。 5は8の段階から隆起部を除いて

全体に薄く削り込んでいる。21は8のさらに前段

階にあたるミカン割りの板材である。全長118cm

で、 3や5の広鍬が3枚取れる長さである。 4は

片面が頭部に突起が作り出されており、一旦薄く

なってまた徐々に厚くなる。もう片面はほぼ平ら

で、下が欠けている。曲柄狭鍬の軸部である可能

性が高い。

工具11 11は縦斧の直柄の未製品。石斧を装

着する部分は片側のみ段をもつ。奈良国立文化財

研究所の分類によるⅢ類にあたる。

漁労具(15・16・20) 15はアカ取りあるいはモ

樋上昇

ミスクイと呼ばれるもので、一方(図では上方)に

は立ち上がりがなく、その反対方向には把手が付

く。 16-20は一木式の権で、 16は水かき部分の先

端、 20は柄の上端が欠けている。

容器14 14は把手付の槽で、把手の側面には

方形孔を穿つ。

建築部材6 6は梯子の破片で足掛けが一段の

み遺存している。

用途不明晶(7・9・10-12・13・17-18 7

は用途不明の板材。木取りは板目である。 9は何

か別の部材に取り付く把手である。コの字状をな

し、両端部付近に方形の小孔を穿つ。片側の小孔

一には木栓が遺存している。 10は紡錘形の木の一端

を棒状に加工している。杓子の未製品である可能

性が高い。 12は棒で一方の端は平らに加工されて

おり、もう一方は欠損している。鍬の柄である可

能性が高い。 13は両端を丸く加工した厚めの板の

上面に浅い溝を切り、下面は台形状に作り出す。

建築部材の可能性がある。 17 ・ 19は細長い棒状の

製品で一端を欠損する。遺存する一端は17が削っ

て尖らせているのに対し、 19は先端に突起を作り

出している。 19はさらに途中に段を設けている。

いずれも綱枠・弓.輪カンジキ型田下駄の輪のい

ずれかである可能性をもつ。 18はやや湾曲する板

材に-カ所小孔を穿っている。両端は欠損してお

り、用途は不明である。
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(2)中世(第8図、第1表)

服飾具22 22は台と歯を一木で作る連歯下駄

である。左側約半分を欠損しているため、全形は

不明だが、前壷は前歯のほぼ中央に位置すると思

われ、後壷は後歯より後方に開けられている。

容器(23-26 23は曲物の側板で樺綴じが残る。

24は曲物の蓋とおもわれる円形の板である。25も

円形の板だが、直径が3.6cmときわめて小さく、薄

いため、用途は不明。 26は漆椀の破片で外面に朱

色の紋様を措く。

雑具27 27は火きり臼である。角柱状の棒の

2面に6カ所の火きり穴が残る。

用途不明品28-31 28は一方の端が欠損する

長方形の板で、 2カ所に目釘の痕がある。 29-31

は縦長の板で、 30-31は切り欠きがある。

参考文献

奈良国立文化財研究所1993 『木器集成図録』近畿原始篇

奈良国立文化財研究所1985 『木器集成図録』近畿古代篇

A
ー・こ・≡y;

昆翫貞

組、

23

・^^^^H^^9^^^^^^^H^S^^^^^K9^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^H国

26

証.削7∴-C」D-

-GH23

31-

第8図木製品実測図8中世1:4



製品名図版番号調査区遺構番号旧遺構番号登録番号時代樹種

直柄狭鍬96C

鍬直柄1

広鍬未製品1

曲柄狭鍬1

広鍬未製品2

梯子2

用途不明品2

広鍬未製品3

把手3

杓子未製品? 3

縦斧柄未製品4

棒4

用途不明品4

把手付槽5

アヵ取り5

NR03 NR02

96C NR03 NR02

96D NRO6 NR0 1

96D NR06 NR0 1

96D NR06 NR0 1

96D NR06 NR0 1

96D NR06 NR0 1

96D NRO6 NR0 1

96C NR03 NR02

96C NR03 NR02

96D NR06 NR0 1

96B NR02 NR0 1

96C NR03 NR02

96D NRO6 NR0 1

96C NR03 NR02

擢96B NRO 1 NRO2

棒96D

加工板96C

棒96D

擢94Aa

板材96D

下駄93Ca

曲物側板96C

曲物蓋96C

円形小板93Ab

漆椀95 E

火きり臼93Bb

加工板93Ab

加工板93Bb

加工板93Aa

加工板93Bb

NR06 NRO 1

NRO3 NR02

NR06 NRO 1

S D02 S DC施

NR03 NR02

SX183 SK38

SX16 SKIO

NRO3 NR02

SX87 SK02

SX124 SK13

SKIOI SK54

SX87 SK02

SKIOl. SK54

SX67 SKO 1

SKIOI SK54

Wl l弥生アヵガシ亜属

W-2弥生

W-3弥生アヵガシ亜属

W-4弥生

W-5弥生

Wl6弥生

W-7弥生

W-8弥生

Wl9弥生

w-io弥生

w-11弥生

W-12弥生

W-13弥生

W-14弥生

W-15弥生

W-16弥生

W-17弥生

W-18弥生

W-19弥生

W-20弥生

W-21弥生

W-22中世

W--23中世

W〝24中世

W-25中世

W-26中世

W-27中世

W-28中世

W-29中世

W-30中世

W-31中世

アヵガシ亜属

ヒノキ

ビノキ属

アヵガシ亜属

アヵガシ亜属

ヒノキ

ヤブツバキ

サワラ

サワラ

コナラ節

エノキ属

ヒノキ属

イヌガヤ

スギ

イヌガヤ

ヒノキ属

アヵガシ亜属

ヒノキ属

ヒノキ

スギ

ヒノキ

トネリコ属?

ヒノキ

ビノキ

ビノキ

ビノキ

ビノキ

第1表木製品観察表
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9.中世以後の遺構

池本正明

1

今回検出された当該期の遺構は、ほぼ調査区全

体に展開する。内容は一部の土壙を除き、基本的

には方形土壙SXのみで構成されている。

以下、具体的に報告していく。

(1)土坑
当該期の土坑は数十基程度ある。しかしそのほ

とんどは出土遺物も乏しく性格が不明なもので占

められる。このためここでは比較的特徴的なSK

101- 103を報告するにとどめる。 SK101は93Bb

区で検出された土坑で、平面形は、長辺6.35m、短

辺5.00㎡、検出面からの深さは0.60mをはかる。出

土遺物は、土師器羽釜(第10章第1図-1 - 2 、

灰釉系陶器椀(第10章第1図-3)、鉄澤(第11

章第1図17)がある。 SK102も93Bb区で検出さ

れた土壙である。形状は方形土壙に類似するが、

埋土が単一となる。平面形は、長辺3.85m、短辺

1.70m、検出面からの深さは0.72mをはかる。出

土遺物には、施釉陶器天目椀(第10章第1図2 4)、

灰釉系陶器小皿(第10章第1図-5)がある。 SK

103は94A区aで検出された。出土遺物には釘(第

11章第1図24)がある。

(2)方形土壙

方形土壙は238基ある。これらはほぼ調査区全

域で確認できる。分布状況は、南側で密、北側で

は粗となる。年代は、出土遺物や部分的に確認で

きる遺構の重複以外判断材料がない。

100200300400A**.-
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今日方形土壙は6点の特徴に集約して理解され

ている(赤塚1997)。まず1つ目は特徴的な埋め戻

しを伴うこと、 2つ目は群集すること、 3つ目は

主軸の方向性が類似すること、 4つ目は平面形が

方形で規格を持つこと、 5つ目は構造物を伴わず、

無遺物を原則とすること、6つ目は窪地、低地など

の利用度の低いエリアを主要分布域とすることで

ある。

次に本遺跡例をこれと比較する。まず、 1つ目

とされたものは、埋土が斑土となることに特徴的

となる。これは、方形土壙最大の特徴ともいえ、こ

の種の土壙が掘削から埋め戻しまで比較的短時間

で実施された可能性を示唆する。なお、本遺跡で

は方形土壙の判定基準をこの特徴の有無によって

いる。

次に、 2つ目の群集は、 93Aa区以南95Cc区

以東に集中傾向が強い。全体の分布状況から二基

を最少単位とする可能性もうかがえる。分布状況

は単に集中区と点在区に区分できるだけでなく、

集中区中ではさらに数基～十数基のまとまりを抽

出することができる。これらは具体的には93Bb

区、 93Ba区、 95E区と、 93Ca区、 93Cb区で確認

されている。なお、第3図、第4図に見るように

それぞれの集中区では、方形土壙による一定空間

の区画(ほぼ20×10m程度と一定。)と、一部に

は土壙の重複が確認できる。なお、遺構の重複は、

最大で3～4基。分布状況から予測した2基を1

単位として考えると、 2回の重複と考えられる。

3つ目の主軸の類似と4つ目の規格性は、遺構

計測一覧を参照とする。これによると、前者の主

軸方位についてはN-16° -Eとこれにほぼ直交

するN-72 -Wに集中している。また、後者は

長辺と短辺の比率が1 : 1-3 : 1の範囲で全体

の87・7パーセントを占める。

次に、 5つ目の構造物と出土遺物は、前者が皆

無であること、後者については図示に耐える資料

を出土した遺構数が、総検出数の0・08パーセント

にすぎない。最後の6つ目は、本書に第3章に先

述されている通りである。

以上、本遺跡の方形土壙の状況を他遺跡での知

見と比較した。その結果、これらはよく類似した

様相を示した。なお、本遺跡の方形土壙の掘削時

期は、出土遺物が得られた土壙以外はほとんど情

報がない。ただし、方形土壙の持つ法量、方位、埋

土などの規格性と、特定空間に群集する特徴など

を考えると、ほぼ類似した時期に掘削されたこと

を予想することができる。そして、出土遺物から、

これを13世紀後半～ 14世紀頃を中心に考えるこ

とができる。

なお、前述したSK 102は方形土壙による一定空

間の区画の区画中に存在するもので、埋土の状況

を除けば方形土壙の特色と酷似する。この区画の

南西部に主軸を揃えて存在するSK 101も同様であ

る。ここでこれらの土坑の存在を過大評価するの

であれば、本遺跡での方形土壙の概念が消滅する

時期を、ほぼ当該期に求めることができる。



雲153

い!■l

X15 5
、¬

SX157

SX158

osxi62
喝SX163

sx頼.1

:讐ふ問X154

PA''

10mと

三二、二

「こ:

、三千

第3園方形土壌集中区1 (1:200)

236



第4図方形土壌集中区2 (1 :200)

237



遺構

番号

年度 腎 .普
平面 形態 断面形 態

長径 短径 深 さ

(m ) (m ) (m )
長 軸方 向

S K 10 1 9 3 B b S K 54 長方形 平 底 6 .3 5 5 .0 0 0 .62 N -2 5 -E

S K 10 2 9 3 B b S K 58 m i tiz^ m m 3 .8 5 1.7 0 0 ・57 N - 13 .5 -E

S K 10 3 9 4 A a S K 27 円形 丸 底 0 .4 5 0 .4 0 0 ・10 N -7 4 .5 -E

S X 0 1 9 6 B S K 08 長方形 平 底 2 .9 0 1.9 0 0 .4 9 N -5 9 -W

S X 0 2 9 6 B S K 1 1 Il l I M |f | (3 ・6 0 ) 2 .0 0 0 .12 N -3 2 -E

S X 0 3 9 6 B S K ¥1 t m ffi m e a m 1 、7 5 (0 .85 ) 0 .27 N -7 0-W ?

S X 0 4 9 6 B S K 16 h i i n M i i 2 .8 0 (0 .95 } 0 .12 N -6 6 -W

S X 0 5 9 6 B S K 1 3 長 ?方 形 袋 状平底 3 .2 0 (1.40 ) 0 .53 N -6 0 -W ?

S X 0 6 96 B S K 1 5 I ll I M |i | 5 .3 0 (2 .60 ー 0 ・52 N -7 1 -W ?

S X 07 96 B S K 20 長 ?方 形 平 底 3・8 5 fl.55 ) 0 .37 N -5 5 -W ?

S X 08 96 B S K 1 9 長 ?方 形 平 底 (3 ・80 ) (0 .50 ) 不明 N -6 4 -W ?

S X 09 % B S K 2 5 m B st if̂ m m (5 .0 0 ー (1.90 ー 1.07 N -5 3 -W

S X 10 96 B S K 2 6 長方 形 平 底 4・8 0 (2 .65 ー 0 .50 N -6 2 -W

S X l l 96 B S K 2 4 1 M B I' I 2 .4 0 0 ・85 不明 N ・5 7 -E

S X 1 2 96 B S K 2 9 ・S B it ¥V^ m 2 .3 5 (0 .80 ) 0 .55 N -6 4 -W ?

S X 1 3 96 B S K 3 3 不 明 平底 ? H .0 5 ) (0 .85 ) 0 .3 8 N ・3 8 -W ?

S X 1 4 % B SK 3 2 IM J IST re i (2 .30 ) (2 .05 ) 0 .6 1 N -6 6 -W

S X 1 5 % C S K 0 5 m s it izm z m 2 .15 (0 ・60 ) 不明 N -7 5 -W ?

S X 1 6 9 6 C S K 10 w w rn p i (2 .70 ) H .05 ) 0 .96 N -6 1 -W ?

S X 1 7 9 6 C S K ll 長方 形 平底 3 .8 5 1.2 5 0 ・3 1 N -6 9 -W

S X 1 8 9 6 C S K 12 長 方形 平底 3 .8 0 1.65 0 .8 2 N -6 8 -W

S X 1 9 % C S K 14 長 ? 方形 平底 0 .8 5 (0 .65 ) 0 .1 6 N -5 5 -W ?

S X 2 0 % C S K 13 長方 形 平底 (2 .05 ー 1.5 5 0 ・5 2 N -5 9 -W

S X 2 1 9 4 A a S K 19

9 6 C S K 16

m a as ^ a ri 3 .2 0 (1.25 ) 0 ・5 8 N -7 0 -W

S X 2 2 9 4 A a S K 2 3 h i iH m f a 1.2 0 1・0 5 0 .2 1 p an

S X 2 3 9 4 A a S K 2 4 l iil I, M I | (1.20 ー 0 .9 0 0 .1 6 fc fc JJ

S X 2 4 9 4 血 S K 11 m M m t̂ m m 1.5 5 (1.30 ) 0 ・8 8 N -7 8 -W ?

S X 2 5 9 4 血 S K 0 4 長 方形 平底 1.7 0 1.6 5 0 ・4 6 N -7 7 -W

S X 2 6 9 4 A a S K 0 3 長 ? 方形 平底 2・5 0 0 ・85 0 〝6 6 N -14 -E ?

S X 2 7 9 4 A a S K 0 2 m a iz^ m m (2 ・65 ) 2 .35 1・0 2 N ・8 0 ・W

S X 2 8 9 5 F S K 13 i j r 蝣 i i 3 .6 5 1.90 0 .6 2 N -6 7 -W

S X 2 9 9 4 A b S K 2 6 長 方形 平底 6 .0 0 1.65 0 .8 3 N -6 8 -W

S X 3 0 9 5 F S K 1 1 長 方形 平底 3 .80 2 .0 0 0 .5 4 N 〝6 9 -W

S X 3 1 9 5 F S K 10 m m v^ m m 3 ・2 0 2 ・05 0 .8 2 N 〝6 8 -W

S X 3 2 9 5 F S K 0 9 m m v^ m m 3 .20 1.60 0 .9 2 N -6 5 -W

S X 3 3 9 5 F S K 0 8 長 方形 平底 3 .80 1・70 0 ・8 5 N -7 2 -W

S X 3 4 9 5 F S K 15 長 楕円形 平底 2 .90 0 〝90 0 .1 2 N -68 -W

S X 3 5 9 5 F S K 17 長 方形 丸底 2 .10 1・20 0 .4 4 N -69 -W

S X 36 9 5 F S K 16 長 方形 平底 4・3 5 1.4 5 0 ・2 1 N -70 -W

S X 37 9 4 A b S K 24 IS ji iK^ ^ E 9 Ii 3 .80 1.8 0 0 .4 1 N -67 -W

S X 38 9 4 A b S K 23 i fff pf a iq 2 ・3 5 (0 ・6 5 ) (0 ・0 2 ー N -8 1-W ?

S X 39 9 4 A b S K 22 ro w a n (3 ・2 5) 2 .4 5 0 .4 3 N -18 -E

S X 4 0 9 6 D S K 0 長方形 平底 ? 4 ・2 5 2 ・0 5 0 ・4 5 N ・74 -W

S X 4 1 9 6 D S K 0 4 J^ M ^ i 3・2 0 2 .1 5 0 .3 2 N -16 -E

S X 4 2 9 6 D S K 0 3 長方形 平底 3.2 5 1 .7 0 0 .5 9 N -78 -W

S X 4 3 96 D S K 0 6 長方形 平底 (1 ・7 5) 0 .7 0 0 .3 8 N -15 ・E

S X 44 96 D S K 10 w *a^ m 2 ・8 5 1 ・3 5 0 .6 5 N -72 -W

S X 45 % D S K 08 楕円形 平底 3.3 5 2 ・2 0 0 .6 2 N -09 -W

S X 46 93 E b S K O

96 D S K 07

長方形 平底 2 .7 5 1 .5 5 0 .5 4 N -06 -E

S X 47 93 Ea S K O2 E p ifl H a y i (0 ・8 5 ) (0 .2 0 ー (0 .2 4 ) B fl ii l

S X 48 93 Ea S K 0 1 y* M * m m (2 ・0 5 ー 1 .9 0 0 .2 6 N ・13 -E

S X 49 93 E b S K 02 m w h m n .8 (r> n .2 5 ) 0 .2 0 N -75 -W ?

S X 50 93 Ec S K O l

94 A d S K 0 1

長方形 平 底
平 底

3〝8 0 ( 1・3 0 ) 0 .7 8 N -72 -W

S X 5 1 93 Ec S K O 2

94 A d S K 02

m a m ^ j m

平 底
3 .9 5 1 ・6 0 0 .4 2 N -7 1-W

S X 52 94 A d S K 0 3 長 ?方 形 平 底 1・8 0 (0 .8 0 ー 0 ・7 2 N -6 8-W ?

S X 5 3 93 Ec S K 0 3 長方形 ? 平 底 1 .6 5 ( 1.3 5 ) (0 .4 8 N -7 2-W ?

S X 54 93 Ec S K 04 長方形 ? 平 底 (2 ・5 0 ) 1 .9 0 0 ・6 1 N -0 2-E

S X 55 93 D S K 0 2 I M il I' 蝣 4 .9 0 1 .5 0 0 .8 1 N -74 -W

S X 56 93 D S K 1 3

95 A a S K 1 5

長方 形 平 底 3 .8 5 3 .0 0 0 .7 8 N -8 3-W

S X 57 93 D S K 0 4 tt j v ^ m 3 .7 5 1 .15 0 .3 0 N -80 -W

S X 58 93 D S K 1 2 長方 形 平 底 5 .9 0 0 .8 5 0 .3 2 N -7 7-W

S X 59 93 D S K 0 5

95 A a S K 0 5

m ^ m ^ m 8 ・6 5 2 .3 5 0 ・6 5 N 〝8 トW

S X 60 93 D S K O 6

95 A a S K 0 2 A

u s jM ^ s m

長方 形

(7 .6 0 ) 1.15 0 .3 8 N -7 7-W

S X 6 1 95 A a S K 0 2 A I M I I' H 3 .0 5 1・15 0 .17 N - 16-E

S X 62 95 A a S K 0 7 長方 形 平 底 4 .10 1.10 0 .5 0 N -7 9・W

S X 6 3 95 A a S K 0 6 P5 ii;ĝ K 9 g 3 .6 0 2 .3 5 0 .5 0 N -7 9 -W

S X 64 95 A a S K 0 8 I ll in | B |i | 6 ・7 0 2 ・6 5 0 .39 N -7 1 -W

S X 65 95 A a S K 0 9 1 M B I' I 3 ・3 0 2 .0 5 0 ・60 N -7 9 -W

S X 66 95 A a S K 0 1A m m v^ m m . 3 .0 0 2 .10 0 .39 N -7 3 ・W

S X 67 93 A a S K 0 1 I H 蝣 I I 3 .9 5 2 ・6 5 0 ・70 N -7 9 -W

S X 68 9T A a S K 0 8 長方 形 平 底 ( 1・0 5 ) 0 ・9 5 0 ・7 1 N -7 2 -W

S X 69 93 A a S K 0 2 良 ? 方形 ? 平 底 ? 2 ・6 0 (0 .60 ー 0 .6 1 E a y i

S X 70 93 A a S K 0 3 長方 形 平 底 (3 .90 ) 2 .7 5 0 .76 N -7 6 -W

S X 7 1 93 A a S K 04 長方 形 平 底 4 .6 0 2 .60 0 .67 N -8 5 -W

S X 72 93 A a S K 0 7 長方 形 平 底 4 .4 0 1.7 5 0 .7 N -0 3 -W

S X 73 93 A a S K 0 5 長方 形 平 底 (3 .2 5 ) 2 .90 0 .93 N -8 0 -W

S X 74 93 A a S K 25 P5 iiJg^ K 9 」 5 ・6 0 1.15 0 .19 N -7 6 -W

S X 75 93 A a S K 0 6 長方 形 平 底 4・7 5 2 .65 0 .67 N -7 8 -W

S X 76 95 A b 北 S K 0 1 長 ?方 形 平 底 ( 1.4 0 ) (1・3 5) 0 .60 N 〝17 -E ?

S X 77 9T A h S K 34 A

95 A b 南 S K 0 1

長方 形 平底 4・3 0 1・70 0 ・59 N -7 6 ・W

S X 7 8 93 A b S K 3 3 長 ? 方形 ? 平 底 (4 .4 0 ) (0 ・45 ) (0 ・3 5) N -19 ・E

S X 79 93 A b S K 37 M njĵ ^ ^ K a g a 0 ・9 0 0 .80 0 ・16 N -4 8 -E

S X 80 93 A b S K 0 8 長方 形 平底 4・0 5 2 .35 1・0 3 N -7 6 -W

S X 8 1 93 A b S K 0 6 良 ?方 形 平底 1.0 0 (0 ・8 5) 0 〝44 N -7 5 -W ?

S X 82 93 A h S K 07 長方 形 平 底 (3 ・75 ) 1.90 0 .74 N -7 6 -W

S X 8 3 93 A b S K O 3 長方 形 平底 (2 .95 ー 1.60 0 ・4 8 N -7 7 -W

遺構

番号

年度 管 一瞥
平面 形態 断面形 態

長径 短径 深 さ

(m ) (m ) (m )
長 軸方向

S X 84 9 3 A b S K 0 4 I H i 蝣 I I (4 〝9 5 ) a 〝5 0 ) 0 ・4 9 N - 13-E

S X 85 9 3 A b S K 0 5 I H i 蝣 I I (3 3 0 ) 2 ・15 0 ・8 9 N ・7 7-W

S X 86 9 3 A b S K 30 t m s ifs m m it (5 、8 0 ) (0 .2 0 ー (0 ・4 2 ) 不 明

S X 87 9 3 A b S K 0 2 m m f̂ m asi (9 .10 ー 4 .0 0 0 .6 5 N - 14-E

S X 88 9 3 A b S K O ^ �" ^ l 4 .0 5 2 .5 0 0 .5 1 N ・7 3・W

S X 89 9 5 A c S K 0 1 長 ?方 形 平底 4 .2 0 ( 1・15 ) (0 .6 7 ) N -8 0-W ?

S X 90 9 5 B a S K 0 3 楕 円形 丸底 ? 2 .9 0 2 .10 1 .12 N -6 8 -W

S X 9 1 9 3 B a S K 10 良 ?方 形 平底 5・7 5 (2 .0 0 ー 0 .7 7 N - 18 -E

S X 92 9 3 B a S K 0 9 m m ^ m 3 .4 5 2 .10 0 ・6 5 N ・7 4 ・W

S X 93 9 3 B a S K 13 長方形 平 底 2 .9 5 2 ・2 0 0 ・4 7 N -7 5 -W

S X 94 9 3 B a S K 15 I l l I iiM iUi | 4 ・5 5 2 ・0 0 0 .6 7 N -6 8 -W

S X 95 9 3 B a S K 16 P3 ifl !!Eiォ 9 」 7 ・4 0 2 ・2 0 0 .5 7 N -7 5 -E

S X 96 9 3 B a S K 18 . . 2 .4 5 2 .3 0 0 ・4 7 不明

S X 97 93 B a S K 19 長方形 平 底 5・4 5 2 .2 5 0 〝7 2 N -7 5 -W

S X 98 93 B a S K 20 長方形 平 底 4 .0 0 f l.9 0 ) 0 ・6 8 N -7 6 -W

S X 99 93 B a S K 22 長方形 平 底 3 .8 5 1 .7 5 0 .68 N -7 3 -W

S X 10 0 93 B a S K 24 長方形 平 底 4・5 0 3 .0 0 0 ・7 2 N -7 4 -W

S X 10 1 93 B a S K 25 長方形 平 底 (2 .4 0 ) 2 .7 0 0 .17 N - 12 -E

S X 10 2 93 B a S K 26 h i m i i 3 .5 0 1.8 0 0 〝56 N - 16 -E

S X 10 3 93 B a S K 27 I H M I' H 5 .0 0 2 .2 5 0 ・52 N -5 0 -E

S X 10 4 93 B a S K 2 8 長方形 平 底 (5 .15 ) (2 .30 ) (0 3 5) N ・6 7 -W

S X 10 5 93 B a S K 29 長方形 平 底 4 .10 1.8 5 0 .48 N ・7 0 -W

S X 10 6 93 B a S K 36 長方形 平 底 4 .6 0 1.8 0 0 .56 N ・7 3 ・W

S X 10 7 93 B a S K 3 1 IJ l i M I I 2 .7 5 2 .15 0 .32 N ・15 -E

S X 10 8 93 B a S K 32 m B H H ^ m m (4 .10 ) (2 .0 0 ー 0 .79 N 〝7 4 -W

S X 10 9 93 B a S K 3 3 長方形 平 底 (2 〝30 ) 1.20 0 .50 N -17 -E

S X 1 10 93 B a S K 54 長方形 平 底 (2 .5 5 ) 1.90 0 .66 N ・2 2 -E

S X 1 11 93 B a S K 67 ra w w iq 1 ・4 5 (1.25 ) 0 .46 N -4 4 ・W ?

S X 1 12 93 B a S K 6 6 長方形 平 底 4 .9 5 2 .5 5 0 ・74 N -4 8 -W

S X 1 13 93 B a S K 6 8 m n w ^ m m 3 .6 5 1.7 5 (0 ・3 6) N -2 1-E

S X 1 14 93 B a S K 4 9 m m v̂ m w i 4 ・15 1.15 0 .44 N -16 -E

S X 1 15 93 B a S K 4 8 長方形 平 底 3 .15 (I・80 ) 0 .40 N ・15 ・E

S X 1 16 93 B a S K 4 7 長方形 平 底 G .5 0 ) 1・70 0 .77 N -14 -E

S X 1 17 93 B a S K 4 6 m n & ^ m m 3 .9 0 2 .15 0 .84 N ・8 2 -W

S X 1 18 95 B e S K 0 6 長 ?方 形 平底 (4 ・90 ) (1 .20 ) 0 .6 6 N -14 -E ?

S X 1 19 95 E S K 4 3 【 n u ti zm m (5 ・4 0 ) 1.35 0 .5 3 N -7 2 -W

S X 12 0 95 E SK 4 2 楕円形 ? 平底 ? ( 1.4 0 ) (0 .45 ) (0 .6 3 E W

S X 12 1 95 E S K 1 6 長方 形 平底 4 .4 0 1.40 0 .84 N -7 0 -W

S X 12 2 95 E S K 1 7 fe /i 形 平底 2 .6 5 (1 ・50 ) 0 .50 N -77 -W

S X 12 3 95 E S K 18 IJ il n i iH ' I 4 .0 0 1・8 5 0 .7 1 N -76 -W

S X 12 4 95 E S K 13 I H i 蝣 Ii I 5 ・7 0 (2 .40 ー 0 ・9 4 N -76 -W

S X 12 5 9 5 E S K 14 不定 形 丸底 ? (3・70 ) 1・7 5 0 ・7 7 ra m

S X 12 6 9 5 E S K 15 長方 形 丸底 G .85 ー 1・10 0 .8 0 N -13 -E

S X 12 7 9 5 E S K 12 長方 形 平底 (4 .15 ) 1.3 5 0 .7 2 N -75 -W

S X 12 8 9 5 E S K 不 明 十 m . (1.65 ) 不明 (0 .8 0 ) 不 明

S X 12 9 9 5 E S K 0 8 長方 形 平底 5 .15 1・6 5 0 ・7 0 N -78 -W

S X 13 0 9 5 E S K O 9 長 方形 平底 (2・85 ) 1・9 0 0 .4 2 N -l l-E

S X 13 1 9 5 E S K lO 長方 形 丸底 5 .90 2 ・7 0 1 .0 3 N -16 -E

S X 13 2 9 5 E S K 1 1 M l 蝣 H I 4 .60 1・6 5 0 .6 4 N -16 -E

S X 13 3 9 5 E S K 0 4 長方 形 平底 3 .35 1・9 5 0 .4 5 N -20 -E

S X 13 4 9 5 E S K 0 5 I H i M I I 4 .5 0 2 ・9 5 0 .4 7 N -74 -W

S X 13 5 9 5 E S K 0 3 1 M B |i | (3.8 5) 2 .1 0 0 .7 7 N -75 ・W

S X 13 6 9 5 E S K 0 2 I H I li I (3.4 5ー 1.5 5 0 .7 2 N 〝70 -W

S X 13 7 9 5 B b S K 0 1 m s si iit̂ E a ri (4 ・40 ) (0 ・9 5 ) (0 ・7 2 ) N -78 -W ?

S X 1 38 9 4 C a S K 0 4 長 方形 平底 2 .65 1.3 0 0 .4 9 N -74 〝W

S X 1 39 9 3 B b S K 4 2

9 4 C a S K 7 0

長方 形 丸底 5 .80 1・7 5 0 .6 4 N -30 -E

S X 14 0 9 3 B b S K 0 8 長 方形 平底 3・90 2 .2 0 0 ・7 5 N -77 ・W

S X 14 1 9 3 B b S K 4 6 長 方形 平底 5 .60 2 .6 0 0 .8 1 N -74 -W

S X 14 2 9 3 B b S K 1 1 長 方形 平底 (4・00 ) 2 .1 5 0 .3 1 N -77 -W

S X 14 3 9 3 B b S K 12 I H 蝣 |i | 2 ・50 1.3 5 0 ・3 3 N -10 -E

S X 14 4 9 3 B b S K 13 長 方形 平底 5 .30 2.6 5 0 .5 4 N -76 -W

S X 14 5 9 3 B b S K 15 長方 形 平底 2・65 1.6 0 0 ・5 9 N .1 トE

S X 14 6 9 3 B b S K 16 良 ? 方形 平底 (1・10 ) 1・3 5 0 .3 3 N -79 -W

S X 14 7 9 3 B b S K 17 長 方形 平底 3 .15 1.5 0 0 ・3 5 N ・79 -W

S X 1 48 9 3 B b S K 2 I H i l li 蝣 (2 .70 ー 1.1 0 0 〝4 9 N -7 3-W

S X 1 49 9 3 B b S K 2 0 方 形 平底 3 .30 2.8 5 0 .5 5 N -74 -W

S X 1 50 9 3 B b S K 19 m m t̂ s m 3 .20 1.5 5 0 .5 7 N -74 -W

S X 1 5 1 9 3 B b S K 2 2 im ^ rn rn (3 .80 ) 1・5 5 0 .18 N -27 -E

S X 1 52 9 3 B b S K 2 3 IM P a m 4 .10 2 .0 5 0 ・6 6 N 〝7 2-W

S X 1 53 9 3 B b S K 2 6 長 方形 平底 2・80 1 ・6 0 0 .4 8 N -1 7-E

S X 154 9 3 B b S K 2 4 m a tv ^ m w * 5 ・00 2 .0 0 0 〝6 7 N -7 3・W

S X 155 9 3 B b S K 2 5 m m a^ rn w * (4 .8 5 ) 1 .7 5 0 .5 9 N -7 8-W

S X 15 6 9 3 B b S K 4 5 ^ ii iJ^ K 9 S (2 ・4 0) 2 .2 5 0 .5 2 N -1 3-E

S X 157 9 3 B b S K 4 4 長方形 平底 3 .50 2 .7 5 0 .5 0 N -7 7-W

S X 15 8 9 3 B b S K 4 3 長方形 平底 2 .20 1 ・6 0 0 .5 7 N -80 -W

S X 159 9 3 B b S K 18 方 形 ? 平底 1 .0 5 0 ・9 5 不 明 N -4 7-W

S X 160 9 3 B b S K 38 長方形 平底 (3 .8 5) 1 ・8 0 0 .5 9 N -1 2-E

S X 16 1 9 3 B b S K 29 長方形 平底 3 .9 0 1 .7 5 0 .7 7 N -1 2-E

S X 16 2 9 3 B b S K 34 I H i l I' 蝣 3 .6 0 1 .6 0 0 .4 1 N -80 -W

S X 16 3 9 3 B b S K 3G n il 蝣 i' 蝣 2 .6 0 1 .3 0 0 ・5 9 N - 17-E

S X 164 9 3 B b S K 57 m s tiz^ m m (2 〝6 0 ー (2 .2 5 ) 0 .7 2 N -2 0-E

S X 16 5 9 3 B b S K 3 1A 長方形 平底 3 .7 5 1 .9 5 0 ・6 8 N -6 9〝W

S X 16 6 9 3 B b S K 37 m s u z^ m m 4 .8 0 2 ・15 0 ・7 9 N -2 3-E

S X 16 7 9 3 B b S K 3 1B PS si ig^ K S S N -7 5-W

S X 16 8 9 3 B b S K 32 長方形 平底 (3 .6 5 ) 1 .5 5 0 .7 5 N -7 1 〝W

S X 16 9 9 3 B b S K 36 I H i l H I ( 1・4 0 ) 1 .0 5 0 .5 6 N -7 3 -W

S X 17 0 9 3 B b S K 39

9 4 D a S K 0 3

長方形 平底 3 .8 0 2 〝7 5 0 .5 2 N -7 6 -W

S X 17 1 9 3 B b S K 4 G m s tiz^ m a ri 5 .8 0 (0 .6 5 ) (0 .6 6 ) N -7 6〝W ?

S X 17 2 9 4 D a S K 0 4 【 n S! Ei2K S9 J; (2 .0 5 ) 0 .5 5 0 .0 7 N -5 2 -E

S X 17 3 9 4 C b S K 0 1

94 E S K 28

長方形 平底 3・2 0 2 ・0 0 0 〝2 5 N -7 3 -W

S X 17 4 94 C b S K 68 長方形 平底 2、6 5 1 ・5 0 0 .2 9 N -7 6 -W
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遺構
番 号

年度 管 l駕響
平面形 態 断 面形態

長径 . 短径 深 さ

(m ー (m ) (m
長軸方 向

S X 17 5 9 4 C b S K 7 4 長方 形 平底 7 .4 5 2 .4 0 0 ・5 4 N -72 -W

S X 17 6 9 4 C b S K 7 5

9 4 F S K 18

長方 形 平底 5・40 1・8 0 0 .4 3 N -74 -W

S X 17 7 9 3 C a S K l l 長方 形 平底 4・0 5 1.8 0 0 .5 7 N -75 -W

S X 17 8 9 3 C a S K 14 長方 形 平底 8 .5 5 2.0 0 0 .8 7 N -73 -W

S X 17 9 9 3 C a S K 2 5 長方 形 平底 3 .6 5 (2 .0 0 ) 0 .5 0 N -67 -W

S X 18 0 9 3 C a S K 2 6

9 4 F S K 15

長方 形 平底 l l.90 2・8 5 0 .5 8 N -7 3・W

S X 18 1 9 3 C a S K 2 7 長方 形 平底 5 .1 0 2 .2 0 0 ・4 5 N -75 -W

S X 18 2 9 3 C a S K 2 8 長 方形 平底 2 .3 5 1 .4 0 0 ・4 9 N -75 -W

S X 18 3 9 3 C a S K 3 8 長 方形 ? 丸底 8・3 5 2 .8 5 0 ・8 1 N -7 1-W

S X 18 4 9 3 C a S K 3 6 長 方形 平底 2 .2 0 1 ・6 0 0 .3 2 N -8 3-W

S X 18 5 9 3 C a S K 2 9 I H i M I I 5 ・6 5 2 .4 5 0 ・5 6 N -74 ・W

S X 18 6 9 3 C a S K 3 0 長 方形 平底 3 .4 0 2 ・2 5 0 .4 4 N -7 4-W

S X 18 7 9 3 C a S K 3 長 方形 平底 2・4 5 1 .3 0 0 .3 0 N -7 7-W

S X 18 8 9 3 C a S K 3 5 方 形 平底 2・1 0 2 .0 0 0 .4 4 N -1 8-E ?

S X 18 9 9 3 C a S K 3 4

9 4 F S K 0 6

長 方形 平底 3 .5 5 3 .0 5 0 .5 5 N - 15-E

S X 19 0 9 3 C a S K 3 2 良 ? 方形 平底 H .3 0 ) ( 1.0 5 ) 不 明 N -7 7-W ?

S X 19 1 9 3 C a S K 33 P」 il ig^ E 9 」 2 .2 0 1 .15 0 .3 5 N ・7 6-W

S X 19 2 93 C a S K 39

94 F S K 0 5

長 方形 平底 4 .2 0 2 .2 5 0 .6 4 N -7 8-W

S X 19 3 94 F S K 17 長方形 平底 3 .9 0 2 .2 5 0 .39 N -7 4 -W

S X 19 4 94 F S K 16 I H il II I 3 ・4 5 1.9 5 0 ・37 N -7 3 -W

S X 19 5 94 F S K lO 長方形 平底 . 3 ・7 0 1.4 0 0 .5 1 N -7 4 ・W

S X 19 6 94 F S K 0 8 方 形 平 底 2 .8 0 2 .6 0 0 ・5 6 N -7 2 -W

S X 19 7 94 F S K 0 7 長方形 平底 3・15 1.4 5 0 .4 1 N - 17 -E

S X 19 8 94 F S K 20 長方形 平 底 (2 .3 0 ー 1.9 5 0 .4 5 N ・7 2 ・W

S X 19 9 94 F S K 19 楕 円形 平 底 ( 1.3 5 ) 0 ・7 0 0 ・16 N -7 7 -W

S X 2 0 0 94 F S K 0 4 長方形 平 底 (4 .3 0 ) 2 ・2 0 0 .4 4 N ・7 5 -W

S X 20 1 94 D b S K 0 1

94 F S K 02

m m v^ m W z 5 .2 0 1.85 0 .23 N -6 9 -W

S X 20 2 94 F S K O 楕円形 平 底 (3 .0 0 ) (1.65 ) 0 .64 N -7 8 ・W

S X 20 3 93 C b S K 1 1 良 ?方 形 平 底 2 .7 5 (0 .70 ) (0 .3 4ー N -7 1-W ?

S X 20 4 93 C b S K 09 方形 平 底 (3 .15 ) 2 .4 5 0 .36 N -0 9 -E

S X 20 5 93 C b S K 10 楕円形 ? 平 底 ( 1.90 ) 1.20 0 .09 t O JI

遺 構
番 号

年 度 管 一群
平 面形 態 断 面形態

長径 短径 深 さ

(m ー (m ー (m )
長軸 方向

S X 20 6 9 3 C b S K 0 8

94 m S K 0 4

長方 形 平底 3 .5 5 2 .4 0 0 ・7 3 N -84 -W

S X 20 7 9 3 C b S K 0 6 長方 形 平底 2 .90 (2 .15 ) 0 .3 8 N -80 -W

S X 20 8 9 3 C b S K 0 5 長方 形 平底 3 .70 1 .4 5 0 .5 9 N -72 -W

S X 20 9 9 3 C b S K 0 4 不 明 平底 1.2 5 0 ・8 0 0 .3 4 N -n -E

S X 2 10 9 3 C b S K 0 7 長 方形 平底 5 .3 5 1 .8 0 0 .9 2 N -74 -W

S X 2 1 1 9 3 C b S K 0 2 長 方形 平底 3・2 5 1 .8 0 0 ・3 4 N -24 -E

S X 2 12 9 3 C b S K 0 1 長 方形 平底 (2 〝5 5) 1 .6 5 0 .3 6 N -80 -W

S X 2 13 9 3 C b S K

9 4 D c S K 0 3

長方 形 平底 3 .40 (1 ・9 5 ) 0 ・7 6 N -70 -W

S X 2 14 9 4 D c S K 0 5 長 ? 方形 平底 2・8 5 (1 .4 0 ) 0 .9 5 N -7 2-W

S X 2 15 9 4 D c S K 0 1 II S ii iglT El (2 .5 0 ) 2 .4 0 0 .6 7 N - 19-E

S X 2 16 9 3 C b S K 0 3

9 5 C c S K 0 2

長 方形 平底 5 〝0 0 2 .6 5 0 ・8 8 N -7 3-W

S X 2 17 9 5 C c S K 0 1 長 方形 ? 丸底 3・3 0 2 .10 1・0 6 N -6 7〝W

S X 2 18 9 5 C c S K 0 3 m m tt K ま 1 3 .1 0 3 ・6 0 1・0 9 N - 13・E

S X 2 19 9 5 C c S K 0 4 m m a vi ・ (5 .9 0 ) 1 .7 5 0 .8 5 N -7 4-W

S X 2 20 9 5 C c S K 不 明 平底 (0 .9 0 ー 不 明 (0 .14 ) E M II

S X 2 2 1 9 4 血 S K 3 8 P f ffi FM m w i (3 ・5 0 ) (0 .6 0 ) 不 明 N -6 5-W ?

S X 2 22 9 5 C a S K 0 2 不 明 平底 (2 .7 5 > ( 1・2 5 ー 0 ・4 2 N -1 5-E ?

S X 2 23 9 5 C a S K 0 7 Il l In M i H i I 0 .7 0 0 .5 0 0 ・18 N -8 0-W

S X 2 24 9 5 C b S K 0 1 A 長 方形 ? 丸底 (3 .0 5 } 1 .6 0 0 .8 6 N -6 1-W

S X 2 25 9 6 A S K 16 良 ?方形 平底 4 .0 0 (2 .0 5 ー 0 .3 4 N - 17「E ?

S X 2 2 6 % A S K 2 1 不 定形 平底 1 .10 0 ・8 5 0 ・15 N - 16・E

S X 2 27 9 6 A S K 13 長 方形 丸底 2 .0 5 1 ・2 5 0 .3 0 N - 18 -E

S X 2 2 8 9 6 A S K 14 長 方形 平底 ? 2 .3 5 1 .10 0 .2 9 N -2 3 -E

S X 2 2 9 9 6 A S K 4 4 不 定形 平底 ? (2 ・7 0 ) 1 ・0 5 0 ・3 4 N 〝2 5 〝E

S X 2 30 9 6 A S K 4 9 不 定形 平底 ? 2 .9 0 0 .9 5 0 .2 2 N -2 9 〝E

S X 2 3 1 9 5 C b S K 0 1B 長 方形 丸底 ( 1.6 0 ) 0 .6 0 0 .5 0 N -7 3 -W

S X 2 3 2 9 6 A S K 5 5 m N iti^ m a z 2 .8 5 ( 1.5 0 ) 0 .18 N - 14-E ?

S X 2 3 3 9 5 Eh S K 2 4 良 ?方形 平底 2 .8 5 ( I・4 5 ) (0 .24 ) N -6 6-W ?

S X 2 3 4 9 4 B a S K 0 1 長 方形 平底 2・6 0 ( I・10 ) 0 .4 8 N - 12 -F.

S X 2 3 5 9 4 B a S K O 2 長方形 平底 4・15 1 .0 5 0 ・3 7 N ・7 4 ・W

S X 2 3 6 9 4 B a S K 0 7 長方形 平 底 (5 .15 ー 1 .8 0 0 .33 N -7 5 -W

S X 2 3 7 9 4 B a S K 0 8 I H H |f | ( 1.8 5 ) 1 .3 5 0 .4 1 N -7 2 -W

S X 2 3 8 9 4 B b S K 0 5 長方形 平 底 (2 .9 5 ) 3 ・0 5 0 ・28 N 〝6 3 -W

第2表土坑・方形土壌一覧2
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10.中世以後の陶器類

池本正明

(1)中世以後の土器・陶器

(第1図1-32

中世以後の土器・陶器は量的に乏しい。種類と

しては灰釉系陶器・施釉陶器・土師器、器種には

椀、小皿、天目椀等がある。出土位置は土坑(1

- 5)、方形土壙の埋土(6-27)または包含層(28

32となる。

1-3はSK101出土。 1、 2は土師器羽釜。い

ずれも体部の最大径が鍔部径より大きいタイプ。

外面はハケメ調整。 14世紀後半。 3は灰釉系陶器

椀。北部系の口縁部片。 14世紀後葉～ 15世紀前葉。

4、 5はSK102出土。 4は施釉陶器天目椀。高台

付近に黒色の付着物が確認できる。漆か。 15世紀

後半。 5は灰釉系陶器小皿。外底部に墨書が認め

芦=・箔=^還V2

三軍写:-^910

15

竃B2≡翼18

19

2。さ竃二
g34等王寺28

、⊆壷グ29＼章。∈≡巨尋フ3。冒ク。2

020cm

第1図中世以降の土器・陶器実測図(1:4



られるが意味不明。 14世紀中葉。

6はSX04出土。灰釉系陶器椀。北部系の底部小

片。器壁は薄く、浅い。 14世紀後葉～15世紀前葉。

7はSX27出土。灰釉系陶器椀。完形。器壁は薄く、

浅い。外面と内面の一部に黒色の付着物が確認で

きる。 14世紀後葉～15世紀前葉。 8はSX32出土。

灰釉系陶器椀。完形。器壁は薄く、浅い。外底部

に墨書『一』が観察できる。 14世紀後葉～15世紀

前葉。 9はSX33出土。灰釉系陶器小皿。小片で、

器壁は薄い。 13世紀中葉～ 14世紀前葉。 10はSX38

出土。灰釉系陶器椀。北部系の底部小片。器壁は

薄い。 13世紀後葉～ 14世紀後葉。 11、 12はSX85

出土。いずれも灰釉系陶器。 11は椀。北部系の口

縁部小片で、器壁は薄い。 13世紀後葉～ 14世紀後

葉。 12は北部系の小皿。底部を欠く。器高は高い。

13世紀前葉13はSX55出土。灰釉系陶器椀。北部

系の底部片。 13世紀中葉。 14はSX97出土。灰釉

系陶器小皿。南部系の小片。 13世紀中葉。 15はSX99

出土。灰釉系陶器椀。北部系の口縁部片。 14世紀

後葉～15世紀前葉。 16-19はSX131出土。いず

れも灰釉系陶器。 16、 17は椀。いずれも北部系の

底部片。 17は小片。前者は13世紀中葉、後者は13

世紀後葉～14世紀後葉。 18、 19は小皿。いずれも

北部系の小片。時期はやや下がるのか。 20はSX

166出土。灰釉系陶器小皿。北部系。完形でやや歪

む。判読はできないが体部外面と内定部に墨書が

施されるのかもしれない。内底部は摩滅する。 14

世紀中葉。 21はSX176出土。灰釉系陶器椀。南部

系でほぼ完形。内底部は摩滅する。 13世紀中葉。22

はSX 183出土。灰釉系陶器小皿。器壁は薄く器高

は低い。 14世紀後葉～ 15世紀前葉か。 23はSX 195

出土。灰釉系陶器椀。北部系の底部小片。 13世紀

後葉～ 14世紀後葉。 24はSX196出土。灰釉系陶

器椀。南部系で底部を欠く。 13世紀後葉～14世紀

前葉。 25はSX206出土。灰釉系陶器椀。外底部に

墨書が認められるが意味不明。 14世紀中葉。 26は

SX 208出土。灰釉系陶器椀。北部系の底部小片。 13

世紀後葉～ 14世紀後葉。 27はSX218出土。灰釉

系陶器椀。北部系14世紀後葉～ 15世紀前葉。 28

-32は包含層資料。いずれも灰釉系陶器。 28-30

が椀。 28は北部系。外底部に墨書『十』が観察で

きる。 29、 30は底部片。前者が北部系で後者が南

部系。 31、 32が小皿で南部系。

(2)陶丸(第2図1-2)

2点出土している。いずれも方形土壙資料で、

1がSX68、 2がSX112出土。表面は摩滅する。重

量は前者が14.2 g、後者が6.5 g。

81 32彎3禦4禦5禦6@7禦。賢9賢。
三一1空三二^Nこ/三三i
C=⊃ ⊂二つ⊂=⊃ cj ⊂⊃ ⊂=⊃ ⊂=⊃ ⊂⊃ Z= C⊃

◎11 12◎。。◎。4◎。5◎。6 ◎。7 ◎。8◎。9 ◎2。
0 20cm
[璽璽芦竺竺≡竺≡≡!!!≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡:≡≡≡≡

第2図陶丸・加工円盤実測図1:4



(3)加工円盤(第2図3-20)

18点出土している。土器片の破面を打ち欠き、

方形(7、 8、10)ないし円形3-6、 9、11

・20)に加工したものを呼称する。破面は原則的

には打ち欠いたままだが、これに研磨を加える資

料(3-7)も含まれる。出土位置の分布上の特

徴はうかがうことができない。ほとんどが表土あ

るいは包含層中の出土となるが、 20はSX186出

土。素材となる土器片は20が灰釉系陶器の椀であ

ることを除けば、すべて近世陶器。器種は摺鉢(3

11)が多いが、 (12-18)は壷類、 (19は椀か。

使用部位は、すべて体部片。重量は3から順に、

12.3g、 8.1g、 7.9g、 8.6g、13.6g、 9.0g、 5.4g、

7.9g、 19.5g、 6.7g、 11.8g、 9.7g、 11.2g、 12.1

g、 11.2g、 15.4g、 8.5g、 13.7g。

図版 番号 遺構番号 調査区 旧遺構番号 種類 器種 口径0m ) 底径0m ) 器高(m ) 備考 登録番号

1 1 SK 10 1 93B h SK 54 土師器 羽釜 19.0 - - E-300 1

1 2 SK 10 1 93B b SK 54 土師器 羽釜 - - - E-3C氾2

1 3 SK lO l 93B b SK 54 灰釉系陶器 梶 12.0 - - E-3OO3

1 4 SK I02 93B b SK 58 施釉陶器 天日椀 12.0 4.5 6.3 E-3004

1 5 SK 102 93B b SK 58 灰釉系陶器 小皿 8.9 4.9 1.5 =…=
.I,㌣【1
E.3∝75

1 6 SX 04 96B SK 16 灰釉系陶器 梶 - 2.9 - E■3∝)6

i 7 SK 103 94A a SK 27 re a !」…I- 梶 12.1 3.3 3.7 E-3007

1 8 SX 32 95F SK 09 灰釉系陶器 梶 ll.9 3.5 3.6 朋Hカニ.A .古≡∃ E-3008

1 9 SX 33 95F SK 08 灰釉系陶器 小皿 6.8 3.6 1.1 E-3009

1 10 SX 38 94A b SK 23 灰釉系陶器 梶 - 5.0 - E-3010

1 ll SX 85 93A b SK 05 m m …-l 梶 13.3 - - E-3011

1 12 SX 85 93A b SK 05 灰釉系陶器 小皿 8.6 - - E-3012

1 13 SX 55 93D SK 02 灰釉系陶器 梶 - 6.6 - E-3013

1 14 SX 97 93Ba SK 19 灰釉系陶器 小皿 8.2 5.5 1.7 E-3014

1 15 SX 99 93Ba SK 22 m m m m 梶 ll.0 - - E-3015

1 16 SX 131 95E SK 10 ifc ^ ; A-I 梶 - - - E-3016

1 17 sx m 95E SK 10 flgfl ffi …-I 梶 - - - E-3017

1 18 SX 131 95E SK IO 灰釉系陶器 小皿 7.4 6.0 1.0 E-3018

1 19 SX 131 95E SK IO ite S *; A.- 小皿 7.2 - - E-3019

1 20 SX 166 93Bb SK 37 灰釉糸陶器 小皿 8.5 5.3 2.0 E-3020

1 21 SX 176 94F SK 18 NEfl ffi …-. 梶 15.0 6.6 5.3 E-3021

1 22 SX 183 93Ca SK 38 m m ….. 小皿 9.0 4.7 1.4 E-3022

1 23 SX 195 94F SK 10 灰釉系陶器 梶 - 5.6 - E-3023

1 24 SX 196 94F SK I96 m m ….. 梶 13.0 - - E-3024

1 25 SX 306 93Cb SK 08 灰釉系陶器 梶 13.4 3.8 4.5 yu m坐[∃ E-3025

1 26 SX 208 93Cb SK 05 ffi flM 梶 - 5.0 - E-3026

1 27 SX 2 18 93Cb SK 03 灰釉系陶器 梶 12.1 3.1 3.7 E-3027

1 28 93Aa 撹乱 ・fe rn ….. 梶 13.7 5.0 5.2 m mr̂ .1」∃
E-3028

1 29 95F 表土はぎ <fe m ….. 梶 - 5.5 - E-3029

1 30 95Ac 検出 L 灰釉系陶器 梶 - 3.7 - E-3030

1 31 95C b Sマウンド ><em ….- 小皿 8.4 4.8 1.9 E-3031

1 32 94B a SK I3 灰釉系陶器 小皿 8.2 4.5 2.0 E-3032

第 1 表 中 世 以 降 の 土 器 ●陶 器 一 覧

図版 番号 遺構番号 調査区 旧遺構番号 種類 重量0g) 登録番号

2 33 SX 68 93A a SK 08 陶丸 14.2 E-3033

2 34 SX 112 93B a SK 66 陶丸 6.5 E-3034

2 35 95Ch 検出 L 加工円盤 12.3 E-3035

2 36 94Ba 撹乱 加工円盤 8.1 E-3036

2 37 94Bb 検出 加工円盤 7 .9 E-3037

2 38 94Bb SD 01 加工円盤 8.6 E-3038

2 39 94Bb 撹乱 加工円盤 13.6 E-3039

2 40 94Bb 検出 加工円盤 9 E-3040

2 4 1 93D トレンチ 加工円盤 5.4 E-304 1

2 42 SX 201 94F SK 02 加工円盤 7.9 E-3042

2 43 94Bb SD 01 加工円盤 19.5 E-3043

2 44 94A e 検出 加工円盤 6.7 E-3044

2 45 93D 検出 L 加工円盤 ll.8 E-3045

2 46 95Cb 検出 L 加工円盤 9 .7 E-3046

2 47 95Bh 両壁帽灰色土 加工円盤 ll.2 E-3047

2 48 94Ba 検出 加工円盤 12.1 E-3048

2 49 96A 撹乱 加工円盤 ll.2 E-3049

2 50 94Bb トレンチ 加工円盤 15.4 E-3050

2 5 1 94Ba 検出 加工円盤 8.5 E-3051

2 52 SX 189 93Ca SK 34 加工円盤 13.7 E-3052

第 2 表 陶 丸 ●加 工 円盤 一 覧



11.金属製品

鈴木正貴

金属製品およびその関連資料には銅製品、鉄製

品、鉄滓など22点があり(第1図1-7、中世以

降に属すると思われる。ここでは主要な遺物のみ

報告し、他は別稿(鈴木・蔭山1997)に準拠した

一覧表(第1表)に掲載するに止めた。

銅製品は銭貨(北宋銭、 1-3が3枚出土した。

鉄製品には、鉄釘、針金状鉄製品、板状鉄製品

などがあるが、鉄釘4-6以外は近世以降に属

するであろう。鉄滓には、 2分の1に分割された椀

型鉄滓(7)や自または褐色付着物が表面を覆う流

動滓状のものがあり、後者は近代以降の可能性が

高い。

鈴木正貴・蔭山誠一1997 「愛知県における古代・中世の鉄

器生産その1」 『年報平成8年度』(財)愛知県埋蔵文化財セ
ンター

鐙1。4
路2遺-5 (「
甘10cm
◎ 6

第1図金属製品実測図(1-3は1:1、4-7は1¥2)

番 号 調 査区 遺構 番号 グ リッ ド 日遺 構番 号 保存 番号 種 別 形状 重 量 長径 短径 厚 さ 着磁 力 メ タル 完欠 発 泡 小石 植 物 木炭 炉材 ガ ラス

1 93 D I J7q 検 出 口 97 -2 14 銅 銭 (景元 通草 ) 3 .7 2 5 2 5 2 0 2 完 × × × × × 0

2 96 R s x n Sim 97 ー2 29 銅 銭 (皇宋 通貫 ? ) 3 14 2 5 2 5 2 0 1 完 × × × × × 0

3 Q SR a SX 95 U E5 f SK 16 97 -2 1 1 銅 銭 ( 寧 元賓 ) 1 .6 2 5 1 0 2 欠 × × × × × 0

4 Q4 A a S K 10 3 SK 27 Q7 -2 27 秩 品 (釘 ) 棒状 2 .1 3 3 5 4 2 2 完 × × × × × 0

5 0 4R h X H 18 a SD 0 1 Q7 -2 17 秩 品 (釘 ) 棒状 3 2 8 ll 10 2 0 欠 × × × × × 0

6 Q 4R h X H 18 a sn o i 97 -2 17 鉄 製品 (釘 ) 棒状 0 24 1 8 4 4 1 0 欠 × × × × ○ 1

7 Q ^R h S K I0 1 n J6j SK 54 Q7 -2 H 2分 の 1分割 椀 型鉄 澤 1 84 7 9 0 6 8 4 4 2 0 欠 ①⊃ ○ × ○ × l

8 9 6C I A lf 撹 乱 97 ー2 3 1 流 動澤 ? 礫 状 17 7 4 1 3 7 16 0 0 欠 (⊃ × × × × 2

9 9 3B b H I4 m srx n 07 -5 12 流 動澤 ? 扁平 }Q l 7 1 4 0 19 0 2 完 ○ × × × × 2

1 0 9 4B m J15 t 検 出 97 -2 1 S 鉄 塊系 遺物 棒状 3 29 2 1 ll 8 2 0 欠 × × × × × 0

l l 9 4B a X H llb 撹乱 97 -2 16 流 動澤 ? 扁平 2 9 .9 4 8 4 3 2 0 1 2 欠 × × × × × 2

1 2 Q 4R b I G lr 撹 乱 97 -218 流 動澤 ? 礫 状 9 .3 3 2 17 14 0 0 欠 ○ × × × × 2

1 3 9 4E 表探 97 ー2 19 鉄 塊系 遺物 礫 状 4 .5 2 2 14 ll 2 2 完 × × × × × 0

1 4 9 5B b S X 1 37 ffl O r S K 01 97 ー2 20 鉄 製品 (針 金状 ) 棒状 0 .8 4 9 3 2 2 2 完 × × × × × 0

1 5 9 5C a N R 0 8 X H 9 p SIX 〉3 97 -7 2 ? 礫 状 22 .7 4 0 }S 2 2 0 0 欠 × ○ × × × 0

16 Q SC a N R 0 8 X H 9 p s rxH 97 -2 2 1 ? 礫状 4 8 2 2 19 l l 0 0 欠 × ○ × × × 0

1 7 9 5C a 東 壁 97 -2 2 3 ? 礫状 4 0 .2 4 9 j 7 2 4 0 0 欠 ○ ○ × × × 1

1 8 9 5C a 東壁 97 ー2 24 秩 古O
l]口

板状 7 .7 6 2 6 2 2 2 欠 × × × × × 0

1 9 Q 6A I H 7 h 検 出 L 07 -2 26 秩 古〕
中ロ

板状 6 7 .9 10 3 4 3 14 4 2 欠 × × × × × 0

2 0 0 6A I H 7h 検 出 I 97 -22 6 鉄 製品 板状 1 9 2 2 14 12 3 2 欠 × × × × × 0

2 1 9 6C 表 土 97 -23 0 流 動澤 ? 扁平 R 4 0 2 6 6 0 0 欠 × × × × × 2

2 2 Q 6D N R O6 X J 14e N R n i Q7 -2 12 炉 材 ? 礫状 8 .3 3 2 8 15 0 0 欠 × C ) × × × 0

第1表 金属製品観察表



12・弥生時代の遺構分布とその変遷

蔭山誠一

5・弥生土器における弥生土器の時期区分と遺構

の重複による前後関係や遺構の位置における相対

的前後関係に基づき、弥生時代における一色青海

遺跡を大きく6期に分けた(第1図～第6図、第1

表)。ここでは各調査区における遺構の変遷につい

て述べ、併せて遺構の分布について触れることに

する。

1期(第1図)

弥生土器区分のⅠ式a段階に想定されるもので、

北調査区におけるNR01-NR03-NR05-NR

06aの旧河道が流れている段階で、 S B02の存在

から95F区の微高地で居住域が存在していた可能

性が高い。 NR05は微高地を削るクレバススプレ

イと思われ、 SB02はそれにより堆積した後に掘

り込まれたもので、 1期の中で大きな洪水に見舞

われた痕跡である。NR06aでまとまって出土し

ている土器や木製品などが旧河道東岸から流れ込

む形で出土していることもこれら洪水による遺構

の削平による可能性がある。 95A a区の遺構検出

面になる基盤層の下からほぼ同時期の土器片が出

土することからもこの時期に大きな洪水が頻繁に

起こったことを示しており、東調査区における居

住域の大部分は削平されて存在していないものと

思われる。

この時期の居住域からは外れるものと考えられ

るが、東調査区南部の95E区では直角近くに屈曲

して流れる溝が重複して検出されており、すべて

竪穴住居より先行しているものを1期と考えた。

これらの溝の間にも重複する部分があり、少なく

とも2～3段階の変遷がある。

その他の調査区ではこの時期の明瞭な遺構が確

認出来ておらず、 1期の広がりは北調査区より北

側の地域から東調査区の部分に存在する可能性が

高い。

2a期(第2図)

弥生土器区分のⅠ式b段階に想定されるもので、

東調査区では竪穴住居群からなる居住域が93A a

区から95E区まで広く展開し、95Aa区のSB17

のように洪水によって住居が削平されたものが存

在し、竪穴住居の間にも前後関係が存在する。 95

B a区では竪穴住居が5棟重複している部分があ

る。竪穴住居では重複関係で古い平面形態方形の

竪穴住居をこの時期のものとした。井戸SE01も

営まれる。

南調査区ではまとまった竪穴住居群などは検出

されていないが、まとまった土器が出土する土坑

などが散在し、この時期にも遺構が存在していた

ことが伺える。

西1調査区・西2調査区では95Ca区95Cb

区などで遺構の前後関係で一色青海Ⅱ式の遺構に

先行するものが若干存在するが明確な当時期の遺

構は確認できていない。

またこの段階では1期から流れていた旧河道が

徐々に埋まり集落の南側が乾燥化し、 95E区・93

Bb区93Ca区の遺構分布から、集落の南側に

居住域がやや拡大する時期と考えられる。



居住域

第1図1期(l色青海l式a段階)

■2a期
図2b期

信

第2図2a期・2b期(一色青海l式b段階)
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第3図3a期・3b期(一色青海ll式)

第4図4期(一色青海田式a段階)
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2b期(第2図)

弥生土器区分では2 a期と同じⅠ式b段階に想

定されるもので、竪穴住居の平面形態長方形のも

のをこの時期のものとした。土器区分からはこの

段階を設定することは困難であったため、竪穴住

居以外の遺構では区別できなかった。 2 a期の土

坑などの遺構からこの時期に下がるものが含まれ

る。この時期の竪穴住居の分布からは東調査区の

93Aa区から95E区までと西1調査区の95Ca

区や95Cb区、一色長畑遺跡91A区などにみら

れ、集落の西側に居住域が展開する過渡期と思わ

れる。

3a期(第3図)

土器区分のⅡ式にあたる時期で、居住域が南調

査区の西側から西1 ・2調査区のある遺跡の西側に

墓域が東調査区のある遺跡の東側に推移・定着す

る段階である。

北調査区ではⅠ式に流れていた流路が埋まり、

NR04が流れ、東調査区の東側にある大きな谷を

刻むようになる。96D区の東側微高地において竪

穴住居が営まれる。

一方北調査区の95 F区東側や96 C区、東調査

区の93Aa区、95Ba区95E区において溝の比

較的細く平面長台形でN・75° -Wに主軸をもつ方

形周溝墓群が2 b期まで居住域であった部分に広

がり、墓域が形成される。

南調査区では2期と同様な状況で、まとまった

土器が出土する土坑が点在している。南調査区の

北側になる94C a区・94C b区において多数検出

されている小柱穴群は1期から3期を通じて居住

域が営まれた痕跡と思われる。同時期における遺

構の重複はない。

西1調査区では95Ca区・95Cb区を中心に遺

構が多数営まれるようになる。95C a区北側でN

R08が流れ、竪穴住居SB66とNR08の1面で

検出した遺構面とでは洪水砂を挟んで前後関係が

あり、洪水砂の上から掘り込まれる遺構にはⅢ式

に属すものがある。95C b区においても竪穴住居

や土坑の重複がみられⅡ式における多くの生活痕

跡がみられる。95Cb区南側・95Db区96A区

においては竪穴住居などは希薄になり、まとまっ

た土器の出土する土坑がなくなるが、 1期の95E

区でみられる様なやや不整方向ではあるが直角近

くに屈曲したり枝分かれして流れるSD17-SD

23が繰り返し営まれ、このような状況は3b期・4

期に継続するものと思われる。また95Cb区北側

において竪穴住居や土坑が希薄になる部分があり、

掘立柱建物が3棟確認されており、居住域の中に

おける掘立柱建物のあり方を伺うことが出来る。

西2調査区ではS B94があり、居住域が確実に

西に広がることを物語っている。遺構はあまり検

出されていないが、西1調査区と同様な状況に

あったものと思われる。

3b期(第3図)

この時期は3 a期と同じ土器区分のⅡ式に含ま

れるもので、東調査区における方形周溝墓S Z 11

を壊して主軸方位、溝の形態とも3 a期の方形周

溝墓とは異なるS Z09が築かれるのを1つの画期

と考えている。墓域において新しい原則に基づく

方形周溝墓が築かれるようになる時期である。 4

期のSZ18に壊されるSD04をこの段階にして

いる。 SD04は方位からはどのように巡るのか不

明だが、集落を囲う溝になる可能性がある。井戸

SE01はこの時期のうちに埋没する。

居住域は3 a期と同様な傾向にあるものと思わ

れるが、土器区分において区分できておらず、南

調査区、西1.2調査区における3 a期の遺構がこ

の段階に含まれる。

4期(第4図)

土器区分のⅢ式a段階にあたる。一色青海遺跡

が最も安定した構成を見せる時期である。

北調査区では旧河道は埋没が進行した段階であ
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る。

東調査区では方形周溝墓が広がるが、 3b期に営

まれたS Z09とほぼ方位を合わせる形で連綿と造

られていくようである。その中でSZ20aの東溝

とSZ18南溝、 SD14において出土した鉢

は遺構間において土器が接合し近い時期に溝が埋

没していったことが推定できる。 SZ20aの後S

Z 20 bが同位置で拡張して造られ、方形周溝墓の

築造過程を復元することが可能である。

南調査区ではこの時期に伴う遺構は少なくなる

傾向があり、同時期の遺構の重複もない。遺構の

状況は3期と同様である。

西1調査区では3期に引き続き竪穴住居を主体

とする居住域が営まれる。先述した95C a区の洪

水砂の上から掘り込まれたSB69・SB70などの

ほかSB73- SB68など焼失した住居が多く検出

されている。遺構の状況は3期と同様である。

西2調査区ではS K96がある。遺構が少ないが

この時期も同様に居住域が西に広がっていくよう

に思われる。

5期(第5図)

土器区分のⅢ式b段階にあたる。土器区分の問

題もあるが、この段階として確認した遺構は少な

く、 4期の終末期を捉えているだけかも知れない。

4期から引き続き東調査区では方形周溝墓が営ま

れ、西調査区では竪穴住居が認められるが、南調

査区においては遺構が不明瞭になり、居住域がよ

り西に移動したのか、縮小傾向にあるように思わ

れる。

遺構配置に関しては95Ab区のSZ 17におい

て、墳丘の東溝に沿った位置に棟方向があった掘

立柱建物SB 102があり、方形周溝墓に伴う施設

となる可能性がある。

6a期(第6図)
土器区分ではⅢ式c段階にあたる。 5期とは明

確に分けられる時期ではあるが、東調査区で2基

の方形周溝墓がある。北調査区では、 NR06bが

流れるようである。居住域は不明で、西調査区な

どではこの時期の遺構は後世の削平などによる影

響で消滅している可能性が高い。

6b期(第6図)

土器区分では6a期のⅢ式c段階と同じである。

北調査区の95 F区から96D区の微高地にはS K

03・ SKllがある。 SKllは方形周溝墓SZ05

の西溝が埋没後掘り込まれた土坑で、方形周溝墓

に伴う土器組成と異なるため、別の段階として考

えた。これらの土坑は未調査の方形周溝墓などに

伴う可能性もあるが、93Aa区・95F区96D区

の微高地を中心に再び居住域に戻った痕跡と考え

ておきたい。6 a期と同様他の調査区では遺構・遺

物とも不明である。



一 色青海 Ⅰ式 a 段 階 一色青 海 Ⅰ式 b 段階 一色青 海 Ⅱ式 一色青 海 Ⅲ式 a 段 階 一色青 海Ⅲ式 b 段 階 一色 青海 Ⅲ式 C 段 階

1期 2 a 期 2 b 期 a期 3b期 期 5期 6 a 期 6 b 期

北調査 区

96B

N R0 1

Z0 1

96C .■■、
N R02

N R 03 → SD01

94A a SK 01 ・SD 02

95F N R 05→ SB0 1→SB 02

SB 03

SB 05-→SB04

→ N R04下層

SZ02 ・SZ03-SZ04

SK 02 SK 03

96D ・93E a N R 06a

SB 07

SB 06

.→SB 101
SB 08 ・SB09

SB 10

SK 04 ・SK 05 -SK 08 SK 06

→ NR 06b

→ SK 07

東 調査 区

9 3A a ・93A b ・

95 A a -95A h
SK 09
SB 12→SB 11

SK 16 ・SK 17-SK 20

SK 10 ・SK 12

SU0 1→ SB 15

SB 14→SK 13 SK 14

SB 16 ・SB 18-SB 17-→

SB26

SK 18・SK 19・SB 21

SB 25→SB 24-→SK 2

(SB 13〝)

SB 13

K 15

洪水後) SB 19→SB 20

SZ ll

→SZ06

SE01

→SZ 09

SZ07

SZ08・SZ 12

→ SIX)3
SZ 4

l→SZ 13

l→SZ 16

.→SZ 15

→SZ 17

l→SZ05

SZ 10

→ SK I1

→SB 23

SE01

SB 22

SE01

SB 27→ SK22

SK 20

SK 23-→SB 102

95A c -9 3B a SD 04 l→SZ 18

l→S7.21

95B a -95B c SK 24・(SB 32)

SB 31

SB32 -(SB 38)

SB 6̂→ SB35→SB 3

→ SB37→SB 38

→ SB 47→ SB48

SK 25 -S K28

SB 42→ SB40

SB 39-SB 45

SB 49 SB 50

l→SB 30 ・SB29→SB 28

→SB 33

SK 26

SB46→SK 29

→SB 43→ SB44→SB 41

SZ 19 → SZ 20a

SZ 22

→SK 27

l→SZ20b

95E SD 15

SD 12→SD 10

SD H

SD H →SD 13

SD07→SD 08・SA 02

- SD 10-*SD 09

SB 51

l→SB57

l→SB 55→ SB 54→S

SZ24→SB 52 SZ 23

→SZ25

SD05

l→SD 16

→SD 06

- SB 56- SB 60- SB 5

→SB 53

8

SB61 SB 62

商調査 区

9 3B b -94C a -

94D a
SB63

SK 30 ・SK 31

SK 32 SK 34 SK 36-

SK 41-SK 43・SK 44-

K T 7-SK 38 -Sk39 ・SK4

K 45 -SK46 -SK 48

→SK 33

SK 47

SK 35・SK 42

SB 64

94 E SK 49 ・・
SK 50

94 C b -93C a SK 57

SK 62

SK 51-SK 52-SK 53'

SK 61

〟 -

.

S K54 ・SK 59
.

→SK 56

SK 58 ・SK 60

SK 63

SK 55

SK 64

94 F ・95 C c SK 66

SB 65

I - ..- .- - - ..- SK 65

西 1調査 区

94 A e ・95C a SB 67 →SB 66→(洪水) →

(SB72)

SB76

SB72→SB 71→ SK 67

SB75 ・SK 69-→S B74

SK 72-◆SK 73→ SK 74

SK 71-SK 76・SK 77

R08 (1両)

→SB 69 -→SK68

→S B70-→SK 68

(SB 71)→SB 73

SK 75

→ SB68

9 5C b ・9 5D b

9 6A

SK 78

SB78

SD 26

SB79 - SK 81 SB 87-

SB90 →SB 89-→S

SB 81

SB 103-SB 104 ・B 105

SK 79・SK 80・S K84
SB 84-◆SB 85
SK 82-SK 85・SK86

→SD 27→SD28
SB 88- SK 87 -SK88-

SD 19- SD 18

SD 20

SD 22- SK 89

SD 17 SD 21・SD23

SB 91・SB 92 ・SB 106

SK 90 SK 93 ・SK 94 -S

SB 83

B86

SD 3 1

:SK 92-→SK

K 95

→ SB82 -SK83

一→SB82

l→SB82

.→SD 24-→SD 25

1

SB93

S B77

西 2 調査区

94B a N R09

94B b 、 〝.- ..・ 〝- SB 94 SK 96

第1表一色青海遺跡の遺構変遷
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